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支部創立90周年記念事業実行委員会　委員長　建山 和由 巻
頭
言
・
支
部
長
挨
拶

特に急激な勢いで減少していく生産年齢人口は、あら
ゆる産業で担い手不足をもたらすことが懸念されてい
ます。その影響とも相まって人工知能、ディープラー
ニング、IoTなど、ICT 技術は、ここ数年で大きく社
会に広がっています。まだしばらく先だろうと思ってい
た建設分野にも様々な導入事例が見られるようになっ
てきており、多くの場面で人の働き方が変わっていく
ものと思われます。また、目を世界に向けるとグロー
バル化がさらに進む一方で、その反動もあってか極端
な自国第一主義が台頭してきています。宗教間の対
立も予断を許さない状況です。世界情勢は今や、何
が起こってもおかしくない状況を呈しています。
　土木学会関西支部90周年記念事業では、10年後
の100周年を見据えて、90周年の今の段階で種を撒
いて、10年間かけて大事に育てて、100周年の時に
大きく花開くことを意識して記念事業を行うことにし
ました。しかしながら、昨今の急激な社会の変化のも
とでは、10年はおろか5年先でも、将来を予測して計
画を立てることが非常に難しくなっています。このため、
将来を展望するとともに、土木の役割をしっかりと認
識した上で、変化の著しい社会の動きを正確に捉えて、
柔軟に対処していく姿勢が重要になると感じています。
このような事情を背景に、90周年では、これからの
土木と関西支部の活動を担う若手技術者と学生の育
成、ならびに、市民と土木との接点を増やしていく活
動を中心に様々な取り組みを実施することにしました。
これは若手技術者と学生の育成では、急激に変化す
る社会の中でも土木の役割を見据え、土木を積極的
に変えていく意思と力を養ってもらうことを、また、市
民との関わりでは、市民の皆様に社会インフラを身近
に感じてもらい、これからの土木の変革を一緒に考え
てもらうことを意図してのことです。
　日本は今後ますます難しい時代を迎えますが、支
部はこれからも様々な活動に前向きに取り組んでいく
所存です。支部活動に対する関係各位のこれまでの
ご尽力に深い謝意を表するとともに、100周年に向け
てますますのご支援をよろしくお願いをいたします。

　土木学会関西支部は、2017年度90周年を迎えま
した。
　学会のような非営利組織が90年にわたりその活動
を維持することは簡単ではありません。一般に、学会
などの組織を設立した当初は、社会的な役割や意義
が明確で、設立に関わった人達の意識も高く、しばら
くの間は関わる人も増え、活動内容の幅も広がってい
きます。しかし、20年、30年と活動を続けていくと、
活動内容は前年を踏襲することが多くなり、マンネリ
化する部分が大きくなっていきます。さらに社会は時
代とともに変わっていきますが、学会の社会的な意義
や役割、活動内容が当初のままでは必ずしも社会の
ニーズと合わなくなっていきます。そうするとその学会
には魅力がなくなり、参加者も徐々に減っていって活
力は落ちていきます。これが学会のような組織の一般
的な推移の姿です。
　土木学会関西支部は、そのような一般的な道をた
どらず、90年もの間、活力を維持し続け、かつ現在
も活発な取り組みを行っています。それができている
のは、社会の変化に対応して柔軟にその活動内容の
新陳代謝をはかって来たためといえます。一般に、学
会自体と同じで何かの取り組みを始めることは、比較
的簡単です。意義が明確であれば、受け入れられ易
いからです。しかし、長年続けてきた取り組みをやめ
ることは意外と難しいものです。関係者の意向やこれ
までの成果を重視し、なかなかやめることができない
場合が多いのではないでしょうか。しかし、敢えてそ
れを行っていかなければ学会のような組織は衰退の
一途をたどることになります。社会の変化に対応して
活動内容の見直しや再構築を常に行うことが重要で、
関西支部は、それを積極的に進めてきたということだ
と思います。
　社会の変化という点では、最近の社会はこれまで
にない勢いで変わっています。2007年頃をピークに
それまで増加し続けてきた日本の人口が減少に転じま
した。人口減少は日本が初めて経験する事象で、今
後様々なところで影響が出てくるものと思われます。

巻頭言
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　平成29年12月16日、土木学会関西支部は創立90
周年を迎えました。この記念すべき節目を迎えられた
ことに対し、諸先輩方ならびに土木学会会員の皆様
方に厚く御礼申し上げます。
　関西支部はこれまでも独創的な取り組みの先駆者
として幅広い活動を通じ、土木工学の発展や関西の
社会資本整備に貢献して参りました。時代の変遷と
共に、土木学会の役割も多様でありましたが、その
使命として、「土木工学の進歩及び土木事業の発達な
らびに土木技術者の資質向上を図り、もって学術文
化と社会の発展に寄与する」ことを柱とする事に変り
はありません。
　さて、関西支部90周年記念誌の刊行にあたり、こ
の10年間を振り返る意味で、支部80周年記念誌の内
容について目を通してみました。10年前の諸先輩方々
の御意見では土木業界が冬の時代で、「財政再建策
による公共工事激減」や「企業コンプライアンス」等、
非常に厳しい環境下であった事を改めて認識いたしま
した。まさに業界における企業倫理が問われ、公共
事業に対する政策的・社会的バッシングはすさまじい
時代でありました。また、土木技術に対する信用失墜
もささやかれ、土木学会に於いても会員数の減少とい
う深刻な状況に追い込まれていました。
　90周年を迎えた現在、土木業界はまさに大きな変
革の時代にあります。少子高齢化に伴う次世代の担
い手不足に対し、ICTやAIによる生産性向上ならび
に働き方改革と業界全体を挙げて大きく舵を切り始め
ました。我々に課せられた数多くの問題を解決するこ
とは容易ではありませんが、この逆境をチャンスと捉
えて、産・官・学が危機感を共有し、互いに連携し
ながら、業界全体の課題解決に向けて取り組む必要
があると考えます。様々な分野の第一線で御活躍され
ている多くの皆様方を会員にもつ土木学会としての果
たすべき大きな使命と役割があると考えております。
　今後、関西圏域に於いては、「大阪万博」「IR 関連
事業」「湾岸線西伸」「リニア新幹線延伸」といった
大型プロジェクトの計画も目白押しで、我々土木業界

に強い追い風が吹いていると感じています。数々のプ
ロジェクトでの実地経験を通じ、新たな技術開発と若
手技術者への技術の継承が実現する事は間違いあり
ません。さらに、土木現場でのi-ConstructionやAI
導入により、今後10年間で飛躍的に生産性が向上し、
土木の現場が劇的に変化するものと思われます。しか
し、土木技術者の自然と対峙する姿勢は、変わらず
DNAとして次の世代に引き継いでいかなければなら
ない、と強く感じております。
　関西支部90周年記念行事に於いては、「革新の種　
社会の転換期を迎えて」をテーマに掲げ、会員の皆
様方の御協力の元、次世代の人材を育成する数多く
の行事を計画実施しました。学生会員の海外研修の
支援や、学生に対する大規模プロジェクトの実地研修、
若手技術者を対象としたぶら土木、教育の立場の教
員を対象とした土木講習会等々の様々な活動を通じ、
関西支部創立100周年に向けて着実に歩みを進めて
いるところであります。10年後に大きな果実を収穫で
きるように、90周年記念行事の枠にとらわれない継
続的な取り組みが今後とも必要と考えます。
　冒頭、土木業界の冬の時代について触れましたが、
近年一般の方々からの「土木」の社会的位置付けと
評価は向上していると感じています。この事は、関西
支部での市民向けの行事の人気度からも実感します。
これは、社会の基盤の安全を守り、近年各地で起こ
る集中豪雨や大地震・津波といった自然災害に対峙
する土木の重要性と社会への貢献度が広く一般の皆
様に認知されつつある表れかと思います。この状況に
満足することなく、強靭な国土造りに貢献していく責任、
自信と誇りを持ちつつ、さらに土木が魅力ある業界へ
と前進できるよう今後ますます努力が必要です。
　最後になりますが、支部100周年の際にも、「関西
元気！」と各所に発信できますよう、会員の皆様方か
らの変らぬご支援を賜りますと共に、皆様の益々の御
健勝御多幸を御祈念致しまして、関西支部90周年記
念誌の冒頭の挨拶とさせていただきます。

平成29年度支部長　村上 考司

巻頭支部長挨拶
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　最近、工場での材料・製品の強度や出来高データ
の改ざん、無資格者による検査、現場での繰り返し
起こった橋梁の架設時の桁落下や地下工事に伴う道
路陥没事故など、技術者のモラルや技術力が問われ
る事案が多発している。　　
　これらの不正や事故などを、その会社や他人ごとと
してではなく、根の深い問題として考え、私たちは「当
たり前のことが当たり前に出来ているのか」と自問す
べきである。中国の古典では、学問には、人としての
教養を高める『人間学』と技術や知識を身につける『時
務学』があり、どちらも重要である、と説かれている。
データ改ざんなどは『人間学』、現場での事故は『時
務学』の問題と捉えると、土木技術者の矜持としてす
べきことがわかる。
　私達土木技術者は、専門技術の修得・研鑽を行う

『時務学』は「当たり前の」ことであるが、それに加え、
了見の狭い専門家・役人・会社人間にならないように、
人間としての常識を養う『人間学』をも、「当たり前の」
こととして勉学することが必要である。
　近頃、仄聞したところでは、最近の大学では、「構
造力学」「水理学」「土質学」「測量実習」など土木工
学の基礎的な学科の一部が、必須科目ではなくなっ
ているらしい。　　　　
　文部科学省の指導や評価方法で、必須とする講座
数が限定されていることや、受講学生数が学部の評
価対象になっているため、多くの学生が受講するように、
難しい科目を必須としなくなっていることが要因になっ
ているようである。
　土木の現場では、机上の理屈だけでなく、設計図
書や現場などを見て、「何かおかしい」「なんだかよく
分からないけど危ないのでは」といった直感的な識別
が求められる。「わからないけど、これは大事だ」と
いうものを掴む直感力は、基礎学力とともに現場等で
の経験・体験の積み重ねで身につくものであり、大学
での徹底した教育と現場や職場での経験・教育訓練
が必要である。
　また、行政や建設業界の若い技術者のなかには、

過度なIT 依存の結果で現場や地域に出る機会が少な
くなったり、人とのコミュニケーションが苦手になっ
たりする者が増えているという現象も見受けられる。
これは、現場での知識や技術の修得や、「人間学」を
学ぶ機会が少なくなり、土木技術者の「当たり前のこ
とを当たり前にする」という矜持からも見逃せない問
題である。
　今後、技術者の育成、技術継承の課題とともに、
大学の評価制度の改革や、若い世代の基礎学力の低
下やコミュニケーション能力不足などについて、早急
に大学、業界、行政の集合体である土木学会が、各
界での課題を整理・検討し、抜本的・総合的な対策
を、取りまとめていくべきではないだろうか。関西支
部としても創立90周年を契機として、全国に先駆けて
取り組んで欲しい。

平成20年度支部長　小河 保之

土木技術者としての矜持
「当たり前のことが当たり前に出来ているのか！」

支
部
創
立
90
周
年
に
よ
せ
て
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　土木学会関西支部90周年おめでとうございます。
　私が土木学会に入会したのは、1968年（大学卒
業時）だったと思いますので、それから満50年にな
ることになります。ずっと関西におりますので、支部
の90年のうちの50年を共にしたことになります。その
間、1980年代の前半から幹事を務め、商議員、評議
員を経て、2008年度の副支部長、そして翌年度の支
部長を務めました。副支部長、支部長時代はわが土
木業界にとっては厳しい時期で、いわゆる社会資本整
備に対する風当たりが非常に厳しい時期でありました。
私のおりました阪神高速道路公団に関して言いますと、
2005年10月に道路4公団の民営化がなされ、道路特
定財源の廃止が2009年度からなされました。さらに
この年度には民主党政権が誕生しました。このような
背景下で、関西支部としても（本部はもちろんのこと）
社会資本の整備の重要性に関する理解度を深めてい
けるような活動が重要との認識の下で諸活動を行っ
たことでした。その後、情勢は少しずつ良い方向に変
わり、大きな自然災害時の社会資本の重要性への認
識も高まり、社会資本整備の国民生活、および国民
経済への重要性がさらに認識されてきたところではな
いかと思われます。
　このような全体状況の中でわが土木界の今後をど
のように展望し、関西支部として何を行っていくのか
について考えてみたい。まず社会資本整備を担当する
我 と々しての矜持を厳しく持つことが重要ではないでしょ
うか。我々が行う（発注する側、受注する側双方とも）
仕事の大本は税金等の公的原資で賄われるものであ
るということへの認識を強く持つこと、我々の仕事の
やり方について国民からの厳しい目が注がれているこ
とが現状であることを強く認識、理解することが重要
で、そのために、学会、あるいは支部として何ができ
るかを考え続けることが必要だと思います。次に社会
資本の整備の特徴としては、単に新規建設のみならず、
今後はますます社会資本の維持管理の重要性が増加
してくることになります。その際、新規建設、既設物
維持管理に必要な人材の確保を（我が国の現状とし

ての少子高齢化の中で）いかに現実のものにしていく
か、特に危惧されるのは新規建設、維持管理双方と
も現場の作業に携わる者の確保、およびその作業を
現場にて管理する技術者、さらに維持管理設計（非
常に単純に言えば、外力、耐力が設計仕様書に従い
行われる新規の場合と大いに異なり、維持補修の場
合は対象構造物の外力履歴、おかれた環境が一定で
なく、従いその耐力現状の判断がむずかしい場合が
多い）に携わる技術者、さらに総合判断ができる技
術者（建設の経緯を理解し、維持管理の設計基本を
理解している技術者）をどのようにこれから確保、養
成していくかが重要な課題です。今後これらの手助け
には、新規および維持管理にかかわるビッグデータの
整理で過去の成果を諸ニーズに合わせて再現できる
あるいはアクセスできる、ひょっとしたら、総合判断
ができるベテラン技術者のノウハウを持ったAIが現
実のものになるかもしれません。しかしこの段階で大
事なことは、それらの手段が現実のものになる過程（こ
れらの手段がどのような考え方で構成されているのか、
その基礎となるデータの内容、それらの精度、それら
の信頼性およびこれら手段の限界および使用に際して
のリスク等）を現技術者が理解をし、さらにそれを伝
えていかないとブラックボックスがさらに増えるだけに
なる危惧があります。このような危惧を払拭するため
にこそ学、官、産の技術者が集う学会、特に関西支
部の100周年に向けてのこれからの10年の活動が期
待されているのではないかと強く思うところです。土
木学会員の皆さんの支部活動へのご参加、そして皆
様のそこでのご活躍、気張りが今後の我が土木界の
発展、ひいては我が国の発展につながることを望み、
かつ強く期待したい。

平成21年度支部長　中島 裕之

関西支部創立100年に向けて
−重要な事柄の継続と発展をしっかりと−
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　あるテレビ番組を見ていると、サザエさんの波平さ
んの年はいくつかという質問があった。答えは、波平
さんは54歳である。サザエさんの時代は、55歳が定
年で波平さんは定年1年前という設定であった。当時
は55歳で定年を迎え、それから10年程度生きるとい
うのが通常であった。すなわち、60歳はそれこそ老
人であった。ところが、今の世の中を見てみると、60
歳はまだまだ元気である。サザエさんの時代と比べる
と、明らかに寿命は20年近く延びている。そして、現
在は60歳で定年を迎えても5年ぐらいは何らかの形で
働き続けている人が多い。
　現在は少子高齢化社会であるといわれている。そし
て、少子高齢化問題の解決が喫緊の課題であるとい
われている。しかしながら、本来は少子化と高齢化は
全く別の問題である。ただこの2つの問題が同時に起
こり相乗効果を起こすことで、我が国の将来に大きな
影響を与えているわけである。少子化の問題は政治
家に任せることとし、ここでは、高齢化問題の一環と
しての土木学会とシニア層の関係について考えてみる。
現在、技術者が定年を迎えると、多くの人が土木学
会を退会する傾向にある。これは、定年を迎えると、
仕事と土木学会に直接関係がなくなることと、会費納
入という金銭的なことが理由であろう。しかしながら、
前述したように定年を迎えても大半の人はまだまだ元
気で意欲も十分ある。これらの人が土木学会を退会
するのは誠に残念であり、大きな損失である。このよ
うなまだまだ元気なシニア層により積極的に土木学会
活動に主体的に参加してもらって、彼らの経験、知識
を大いに発揮してもらうことが望ましいのではないか。
　シニア会員は何を望んでいるのであろうか。シニア
会員の会費を減額（もちろん無料になればベストだが）
すれば金銭的な問題はある程度解決できる。ただし、
それだけでは不十分で、シニア会員が土木学会の活
動に意義、喜びを見出せることが必要である。それでは、
どのような環境をつくればよいのであろうか。喜びと
いう意味では、土木学会員相互にコミュニケーション
がとれ、意見交換ができることも必要であろう。そして、

土木学会活動にその知識、経験、技術を生かして貢
献できる場が必要であろう。それでは、実際にシニア
会員がどのような形で貢献できるのであろうか。まず
頭に浮かぶのは、技術継承、広報、コンサルティング
である。技術継承とは、講習会、講演会等で過去の
経験、苦労したことなどを若い層に伝えること。広報
とは、土木の仕事を一般の人に紹介し、より広い理
解を得ること。例えば、見学会等で専門家として参加
者に説明をするなど。さらに、コンサルティングでは、
何か困っていることがあれば、相談に乗る。報酬はそ
れほど必要ではないが、旅費等は手当てをすることが
望まれる。そのためには、どのシニア会員がどのよう
な経験、専門分野をもっているかを登録し、土木学
会がその仲介をすることも望まれよう。
　以上のことは何も新しいものではなく、過去土木学
会において試みられたものもある。しかしながら、現
在とはその緊急度、切実度が違っている。より現実
的な問題として取組む必要があるのではないか。シニ
ア会員の置かれた状況を考えると、実際の活動は支
部単位で行われることが望ましい。ここで、一つのヒ
ントとなることを期待して、CVV 活動を紹介しよう。
CVVとは、シビル・ベテランズ＆ボランティアズの略
称である。CVVは、通常技術者は定年退職後、一個
人に戻ってしまい、高度の能力を発揮できる場がなく
なってしまうが、高い見識のもとに生活者の視点から
社会基盤整備に貢献するという思想のもと、中立的
な立場から情報提供や助言を行い、公共事業がより
密接に社会に組み込まれるシステムを開発するという
構想のもとに20年前に結成された。CVVは3年前に
若返りを図り、新たなメンバーを加えてその活動を行っ
ている。このCVV 活動がシニア層の活躍の起爆剤に
なることを期待したい。

平成22年度支部長　古田 均

土木学会とシニア
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　私が関西支部長を仰せつかったのは平成23年度。
東日本大震災の直後である。多くの国民が自然災害
の恐ろしさを目の当たりにし、「想定外」という言葉
が論議を呼んだ。土木界に対しては、良くも悪くも世
間の目が注がれ、全国的に産学官連携の懸命な取組
みが進められた。関西支部においても、間瀬教授を
委員長とする「津波災害特別調査委員会」を設置。
東日本大震災の状況を調査・検討し、南海トラフ巨
大地震の被害を最小限に食い止めるための提言を行
うことが目的である。この他にも、支部連合調査団や
支部タスクフォースが設けられ、それらの活動成果は
既に報告されているとおりである。
　一方、平成26年の「土木学会創立100周年」に向
け、本部で本格的な検討が始まったのもこの頃である。
これからの土木や学会のあり方、会員の確保、魅力
ある分野とするための方策などが議論された。関西
支部としての特別な動きは未だであったが、市民交流
が話題となる中で、過年度から取組んでいる「どぼく
カフェ」などは本部で大いに評価されていたように思う。
　そうした中、支部長としての講演や挨拶は、災害や
100周年に関するものが当然多くなるが、それでもよ
く話していたのが「時間軸」。思い返せば、役所生活
の40年間、ずっと口にしていたような気がする。
　そのスタートは、わが国の都市計画のあり方、特に
都市計画制度に関する疑問からである。何十年も先
の計画と事業化が近い計画が、平面的に同じ図面に
示されている。プログラムがない。また、計画相互の
関連性や時間的な前後関係も分からない。戦前・戦
後を通じて、欧米諸国に先ず追いつくことを目標にし
たからだと思うが、建設するための計画制度になって
しまっている。それ故に、開発後や施設整備後の視点、
さらには将来の再整備という視点がどうしても抜けて
しまう。
　これらに関して、手前味噌の話で恐縮だが、大阪
市での最近の取組みを紹介したい。長年の懸案であ
る都市計画道路や公園の大幅な見直しを行った。計
画区域内では建築制限がかかるので、長期間未着手

のままの計画に対する厳しい指摘がある。それに応え
たものだ。その際あわせて、事業化の優先順位を示
す「プログラム」も公表した。また、開発後の高質な
維持管理を可能にする「大阪版 BID 制度」も導入し
た。現行法制度内でのスキームなので完全ではないが、
一部にせよ都市計画に維持管理的な要素を導入した
ことの意義は大きいと考えている。
　社会資本整備には多大なコストと長い年月を要する。
その間に、社会的・経済的環境や個人の価値観・生
活スタイルが変わり、技術開発が大きく進展すること
もある。そのため、時が経過しても容易に変更しない
基本的な事柄と、現時点では最善と判断するが、状
況変化によっては柔軟に変更し得る事柄を計画当初
から分けておく方が有効な場合があると思う。その際、
変更する可能性があることを事前に明らかにし、合意
を得ておくことが重要である。そうすることにより、行
政が消極的になりがちな「廃止」や「変更」を、もっ
と思い切って実行できるのではないか。
　再び東日本大震災の話に戻るが、毎日報道される
ニュースを見て気になっていたことが一つある。それ
は、被害を受けた施設のニュースばかりが流れて、被
害を受けなかった施設の紹介が殆どなかったことであ
る。あれだけの地震・津波に対して、持ちこたえた施設、
またその理由に関する報道がもっとあってよいと思う。
国民の過度な不安を取り除き、わが国の技術力の高
さを世界に示す上でも必要ではないか。但し、それを
マスコミだけに求めても無理な話である。産官学が協
力して積極的に情報提供しなければならない。多くの
関係者が自信を失いがちな状況下で容易い話ではな
いが、底力の見せ所である。土木学会の果たすべき
役割は大きい。
　最後に、飯田・中嶋副支部長と建山幹事長には、
非力な支部長をよく助けて頂いた。退任後も年に1～
2回集まって食事会をできていることと併せ、改めて
感謝申し上げたい。

平成23年度支部長　田中 清剛

時間軸
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　関西支部創立90周年おめでとうございます。
　平成24年度に支部長を仰せつかりました。
　この年は、東日本大震災の翌年という事で、何か
につけて「想定を超える想定」など、想定に上限を
設けることなく、従来の想定を上回る事態が発生した
時の事後対応をもしっかり考えておくべき、等の議論
が盛んになされました。また、中央道笹子トンネル天
井板落下事故を受け、インフラの点検の在り方につい
て議論がなされた年でもありました。
　更には、持続可能な発展を遂げていくためには、
多様性が必要であることも盛んに言われました。そこ
で今、土木の世界に身を置く者として備えるべきある
いは期待される資質について改めて考えてみましょう。
　イソップの寓話に「3人のレンガ職人」というのが
あります。イソップといえば、「アリとキリギリス」、「北
風と太陽」など教訓を秘めた話がたくさんあります。
すでにご存じかも知れませんが「3人のレンガ職人」
の話、「目的と目標」を考えるうえで参考になるので
はないかと思い紹介します。　　　
世界中を回っている旅人がある町はずれの一本道を
歩いていると、一人の男が道の脇で忙しそうな顔をし
てレンガを積んでいました。旅人はその男のそばに立
ち止って尋ねました。

「ここで一体何をしているのですか。」すると男は、「見
ればわかるだろ。レンガ積みを、毎日している。雨の
日も風の日も、暑い日も寒い日も。なんで俺はこんな
ことをしなければならないのか、全くついていない。」
旅人はその男に「大変ですね。」と慰めの言葉を残し
て歩き続けました。
しばらく行くと、一生懸命レンガを積んでいる別の男
に出会いました。しかし、その男は先ほどの男ほどつ
らそうには見えませんでした。そこでまた旅人は尋ね
ました。

「ここで一体何をしているのですか。」
すると男はこう答えました。

「俺はね、ここで大きな壁を作っているんだよ。これ
が俺の仕事でね。」

旅人は「それは大変ですね。」といたわりの言葉をか
けました。すると意外な言葉が返ってきました。

「なんてことないよ。この仕事で俺は家族を養っている
んだ。この仕事があるから家族が食べていけるのだか
ら、大変だなんて言ったら罰が当たるよ。」
旅人は、その男に励ましの言葉を残して歩き続けまし
た。更にもう少し歩くと別の男が生き生きと楽しそう
にレンガを積んでいました。旅人は興味深く尋ねました。

「ここで一体何をしているのですか。」
すると男は目を輝かせてこう答えました。

「ああ、俺たちのことかい。俺たちは歴史に残る偉大
な大聖堂を作っているんだ。」
旅人は「それは大変ですね。」と、いたわりの言葉を
かけました。すると男は、楽しそうにこう返してきました。

「とんでもない。ここで多くの人が祝福を受け、悲しみ
を払うんだ。素晴らしいだろう！」
旅人は、その男にお礼の言葉を残して元気いっぱい
に歩き始めました。（引用元、福山市教育委員会）
　引用が長くなりましたが、この寓話の訴えていると
ころは、仕事にどのように価値を見出し、それをモチベー
ションに結びつけるか、という事でしょう。
　
　「目的と目標」あるいは「目的と手段」。ともすれば、
目標、手段が目的化してしまうきらいがあります。土
木学会に集う志の高い人には釈迦に説法ですが、と
もすれば日常の忙しさにまぎれて、大きな目標を忘れ
てしまって目先の目標を追い続けること無きにしもあ
らず。常に心しておく必要があると思います。
　土木技術者に求められる資質は、第三のレンガ職
人のものでしょう。また一方で、二番目のレンガ職人
であっても劣っていると見なすのはいかがなものでしょ
うか。生活の糧としながらも、一つの技術を磨き、そ
の分野の一番になることも価値あるものとして評価す
べきではないでしょうか。大きな目的を意識し、自分
の仕事が社会にいかに貢献するかを認識することは
非常に重要です。また一方、価値観の多様性を認め
ることも、バランスのとれた、持続的な発展を目指す

平成24年度支部長　酒井 和広

雑感　イソップの寓話から
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社会のために必要なことはいうまでもありません。
　大きな目的を示す人、それを具体的に進めることを
計画し設計する人。現場でつくりあげる人。計画、設
計する人には特に高い専門性が求められます。みん
なが力を合わせて初めて目的とするものが完成します。
お互いの役割を認め、尊敬しあい、社会に役立つ構
築物を作り、これを運用するシステムを作り上げる。
これが土木の世界ではないでしょうか。
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　平成25年5月から1年間支部長を拝命した。当初支
部長をお引き受けするつもりはなかった。私が支部長
を拝命した年は、その次の年平成26年の秋に土木学
会年次大会を関西で開催するうえで、その実行委員
長（平成26年2月～平成27年2月）も引き受けなけれ
ばならないという制約条件があった。当時の建山和
由幹事長から電話があり、この制約条件も踏まえたう
えでの人選で難航しているということであった。そこ
で、私でも良ければ支部長をさせていただくよ、とい
うことで決まってしまった。支部長の任期が1年間で
あるのに対して幹事長の任期は2年間である。幹事長
は平成17年5月から2年間させていただいた。しかも、
全国大会実行委員会の総務部会長として汗をかいた。
したがって、支部長であったことよりも実は印象が濃い。
松下綽宏支部長と星野鐘雄支部長のお二人の下で働
いた。しかし、支部長に引き続いて全国大会実行委
員長を拝命したため、なんとなく2年間支部長であっ
たような錯覚を感じるときがある。
　関西支部は土木学会八支部の代表であると言って
良い。他の支部に比べその存在感は格段に大きい。
しかも、私が関西支部に出入りし始めた昭和50年頃は、
某元帝国大学教授であっても叱りつける坂上隆正事
務局代表が睨みを利かせていて、関西支部は本部と
は違う筋を通すという心意気が横溢していた。私もそ
の影響を明らかに受けたように感じる。幹事長であっ
たときは同時に2年間土木学会の理事でもあったので、
坂上さんは既に退職していたが、理事会において関
西支部は異議申し立てを必ず（？）しなければならない、
と思っていた。支部長時代には、土木学会百周年の
委員会とも連動していたため、本部に物申す、八支部
の代表としての意見を求められることも多かった。
　土木学会の学会として見渡す範囲はきわめて広い。
あらゆる空間を扱い、過去の構造物から未来の構造
物とあらゆる時間の施設を扱い、ハードからソフトまで、
造りこなすことから使いこなすことまでを含んでいる。
そのため、土木学会は、土木工学の会ではなく、土
木技術者の会となっている。無限の可能性を含む人

間の会なのであって、無味乾燥な工学の会ではない
のである。だから、土木学会は常に適切に維持管理
されなければならず、現にされている。
　20世紀はインフラ建設の時代であり、膨大なストッ
クが蓄えられた。21世紀に入って15年以上経つ現在
は、そのストックをマネジメントしなければならない維
持管理の時代と言って良い。造りこなす時代から使い
こなす時代に移ったのである。私が専門とするコンク
リート構造もその例外ではない。コンクリート構造物
は、適切に設計・施工・維持管理すれば、きわめて
耐久性に富む。しかし、コンクリート構造物の劣化機
構としては、塩害、アルカリシリカ反応（ASR）、疲労、
化学的侵食などがあり、それぞれの劣化機構に対応
した維持管理が要求される。
　インフラをマネジメントするにあたっては、劣化機
構に基づいて、点検、評価、判定、対策のサイクル
を適切に回す必要がある。2012年12月に発生した笹
子トンネル天井板落下事故は、国土交通省に2013年
にメンテナンス元年を宣言させた。この結果、5年間
隔での近接目視点検による定期点検を実施すること
が義務付けられた。これらの定期点検に当たっては、
グレーディングによる健全度判定とともに、ひび割れ
長さおよびひび割れ幅が測定されているのが一般で
ある。しかし、劣化メカニズムが適切には反映されて
いないこともあって、ひび割れ幅などの定期点検結果
は現在適切に活用されているとは言えない。特に、地
方自治体などにあっては、その適切効率的な活用が
期待されているところであり、各支部がそれをサポー
トする体制が必要ではないかと考えている。

平成25年度支部長　宮川 豊章

関西支部、土木学会と維持管理
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　平成26年は土木学会創立100周年の節目の年にあ
たり、11月21日には100周年の記念式典・記念祝賀
会が開催されました。また9月には、土木学会全国大
会が大阪大学豊中キャンパスで開催されるなど、重要
な年に支部長に選任され、前任の近畿地方整備局長
である池内幸司氏とともに充実した1年を経験し、荻野・
常田副支部長、三村幹事長（当時）を始めとした関
係者の皆様の協力のもと、無事に努めあげることがで
きました。
　まず、9月10日～12日の3日間、大 阪 大 学 豊中
キャンパスで実施された全国大会では、過去最高の
21,912人（3日間の延べ人数）の会員らが参加し、
基調講演やシンポジウム、研究討論会など学術研究
の研鑽及び会員相互の情報交換など、同学会の発展
向上に向けた取り組みが行われました。特に、今回
の大会は大阪大学との共催で実施したこともあり、会
場費を大幅に抑えることができたことと、ホテル阪急
エキスポパークで開催された交流会では予想を大幅
に上回る587名の参加者を得、産官学が一同に介し
ての情報交換、交流、親睦が図られたことも、今回
の大会の大きな成果の一つでありました。
　大会初日には「2014年豪雨による水害・土砂災害
緊急調査報告会～災害メカニズムの解明と災害ゼロ
を目指して～」が行われました。
　2013年度に引き継ぎ、2014年度も8月に四国水害
及び兵庫・京都・岐阜水害・土砂災害、広島土砂災
害と多くの被害が立て続けに発生したため、土木学
会の各委員会や各支部はこれらの災害に対する調査
団を結成・派遣し、災害調査の速報的な成果の報告
会を行いました。全国大会のスタートとして、誠に時
宜を得た報告会であり、マスメディアも20社参加する
など、関心の高さが伺えました。今回の災害において、
過去最大の雨量など記録的な値が観測され、この状
況は今後も継続的にあるいは、さらに激化することも
予想され、治水対策、防災対策を大きく見直していく
ことが必要だと感じました。
　また、毎年10月に近畿で行われている建設技術展（日

刊建設工業新聞社、近畿建設協会 主催）での恒例
行事である橋梁模型コンテストを、今回初めて全国大
会に組み入れて実施しました。予め支給された材料で、
スパン長1,000mmの橋梁模型を作製していただき、
全国（北は北海道から、南は高知県まで）から応募
のあった34件（高校・高専・大学・企業）について、
まず独創性や景観等についての評価を行った後、最
終日の3日目に、模型に対して1分間25㎏の錘による
載荷を行い、加重に耐えることを確認することで模型
の優劣を競い合うコンテストを行いました。最優秀賞
には、企業、大学をおしのけて、建設技術展でも常
連の高知県立高知工業高等学校定時制の皆様の作品
が選定されました。
　今後も橋梁模型コンテストを始めとした、「土木に
夢を与える取り組み」が全国に展開されることを期待
しております。
　さらに、「土木」はいかにあるべきか、土木技術者
だけでなく一般市民を交えて議論し、情報発信を行っ
ていく場として展開していた「どぼくカフェ」が、関
西支部発信の行事として、100周年記念事業に選ばれ、
10月10日から11月30日にかけて、大阪ステーション
シティにて東急ハンズ・HANDS CAFEとのコラボで「ど
ぼく＋ハンズ」を開催しました。実物の高速道路標識、
各自治体のカラーデザインマンホール、建設会社各
社のヘルメット、道路標識をなぞったパンケーキなど、
およそ雰囲気、客層に不釣合いな展示物、カフェメ
ニューが CAFEを彩り、勇気をもってCAFEフロアに
足を運んだ土木技術者は、土木と正反対に位置して
いると思われた女性を中心とする一般市民との距離
が縮まった気がしたのではないでしょうか。
　最後に、11月21日には、皇太子殿下のご出席の
もと「土木学会創立100周年記念式典」が東京国際
フォーラムで開催され、関西支部長として登壇させて
いただきました。関係者1,000人以上が出席し、次の
100年に向けて決意を新たにした大会でありました。
　実り多く、充実した1年を過ごさせて頂き、改めて
関係者の皆様に感謝申し上げます。

平成26年度支部長　森 昌文
（平成26年5月7日〜池内幸司、7月8日〜森昌文）

土木学会創立100周年記念事業に携わって

14



支
部
創
立
90
周
年
に
よ
せ
て

　土木学会関西支部創立90周年、本当におめでとう
ございます。
　関西の独自性を遺憾なく発揮し、時代を先取りし
た積極的かつ着実な活動が多くの大きな成果と痕跡
を残して来ました。先人達の高いご見識とご苦労に対
して心より敬意と感謝を表したいと思います。
　また、不安一杯の支部長就任でしたが、竹内・堂
垣両副支部長および青木幹事長率いる幹事団に支え
られ無事たすきを繋ぐことができ、改めて皆さんに深
くお礼申し上げます。
　少し前の建設業氷河時代が嘘のように各社とも好
決算に沸きV 字回復の中にありますが、震災復興や
東京五輪需要に負うところが多く、依然として潜在的
構造不況業種であることの覚悟が必要だと思います。
とはいえ、昨今の大規模自然災害の多発と既存社会
資本の老朽劣化に加え社会のニーズの多様化高度化
により、建設投資規模の多寡は別として、建設の役
割が不変であることは疑う余地はありません。一般社
会に理解いただくPR 活動とともに安全・品質につい
ての高い技術レベル向上への取組みが一層求められ
ています。
　当支部FCCによる「どぼくカフェ」が注目され、一
般市民との距離を急接近させた功績は大きく、嬉しい
ことに今では全支部で展開されています。本部におい
ても企画戦略グループにコミュニケーション部門を立
ち上げ、一般社会との連携を最重点施策とした取り
組みが始まったことは心強い限りです。
　その一方で一般社会との連携を意識するあまり、
足元の土木の仲間との連携が抜け落ちているようで
心配でなりません。私自身も土木の世界に入り50年
近くになり、鉄道を中心に色々な分野や立場を経験し、
この世界を概ね理解したつもりでした。が、本部理事
会での広範囲におよぶ企画会議や調査研究の報告に
接し、支部幹事会で組織・系統・職種が異なる幹事
諸氏との交流、あるいは大規模プロジェクトの見学会
への参加において、土木の仲間が広範囲に各々の立
場で技術力を磨き、困難克服に御苦労されていること

に深く感動致しました。視野の狭さを痛感するととも
に土木の中でも領域外の仲間との交流の大切さを強
く思い知らされたところです。
　今、働き方改革が国の重要課題となり、特に建設
業においては技術者を含め担い手確保が待ったなし
であり、従来方式の抜本的見直しが必至であります。
夢と希望のある業界再構築と労働環境整備について
は役所・企業など個々の努力や業界全体での取り組
みは当然ですが、何よりも発注者・設計者・施工者
全体の連携が必要と謳われています。単なるお題目
で終わらせることなく、土木内での本当の意味での相
互理解と共通認識が求められているのです。
　支部長時代に新たな挑戦がありました。就活学生
向けインターシップ研修で、大規模プロジェクト現場
の中で構想・企画から設計、施工までの流れとそれ
ぞれの位置づけや内容を概括認識させるものでした。
就職後「こんな仕事とは思っていなかった」と言って
転職する若手技術者の増加に対し、就職前に自分に
とって遣り甲斐のある仕事はなんであるかを少しでも
検討できる契機となることを期待したものでした。大
きな現場を活用し、全体把握と各組織の調整は個々
の企業では到底不可能であり、学会こそが真に機能
を発揮できる取組みでした。受講者からも好評で、
今も順調に継続できていることは、関係者の熱意と理
解と支援があってのものと感謝しています。
　学生だけでなく、若手の土木技術者に対しても同
様の取組みが必要ではないでしょうか？プロジェクト
の意義はもちろんそれぞれの役割と内容を理解させ
るだけでなく、土木の仕事は個々でなく全体としての
共同作品であることを骨の髄まで浸透させる必要が
あります。各人の守備範囲を徹底的に強固にすること
に異論はありませんが他のポジションでエラーがあれ
ば、またポジション間でのポテンヒットは結果的に作
品を不良で不安全なものにしてしまいます。各人が強
くなり、チームが一つになることは土木においても同
じです。したがって土木技術者は自分の領域だけでな
く、他分野、他職種の仲間の苦労を理解するととも

平成27年度支部長　河内 清

自らの土木をもっと学びましょう
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に彼らの技術力や人間的魅力をリスペクトすることが
大切なのです。それが出来れば強固な結束力が生まれ、
より困難な課題をも乗り越えることに違いありませんし、
きっと自らの技術的・人間的成長にも大きく寄与する
ものと確信しています。自分のことで精いっぱいで忙
しくてそんな余裕はないと悩める若手に対して自らを
見つめ直し他との交流ができる場の提供が必要です。
この様な仕掛けは簡単ではありませんが、関西支部
の力で是非とも風穴を開けてもらいたいものです。
　最後に関西支部の益 の々発展をお祈り申し上げます。
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支部創立90周年によせて

　絶滅危惧分野という言葉があります。2011年8月
に関西経済連合会が出したレポートに以下の記述が
あります。
　「わが国が激化する国際競争を勝ち抜くためのイノ
ベーションを創出し、新たな社会を創りあげていくた
めには、これまでわが国の産業を支えてきた基盤技
術の維持が必要であるが、冶金・金属工学、電気工
学、土木工学などの分野においては研究活動の縮小
や人材の減少など絶滅の兆候が見られており、いわ
ゆる絶滅危惧分野の拡大が産業基盤を脆弱化させる
懸念がある。」
　学問的には成熟し、学問分野としての魅力がなくな
り、学生が集まらなくなりつつあるが、社会的には重
要な分野で産業界としても支援していかなければなら
ないという分野のことのようです。
　私は、支部長の時に土木がそう見られていることを
初めて知りました。人の分野を断りもなく絶滅危惧と
認定するとはなんと無礼な話かと憤りも感じましたが、
最近は、謙虚になってそう見られていることを受け止め、
土木のあり方を考えるべきと思うようになりました。
　土木は、元々は自然相手の極めて創造的な仕事で
した。自然の中で暮らす動植物は、多かれ少なかれ
自然に何らかの手を加えて生きています。ビーバーが
ダムを作る話や鳥や小動物の巣作りなどはその典型
的な事例と言えます。人間も元はこれらの動物と同じ
く、自然に何らかの働きかけをして、生命の営みを育
んできましたが、その進化と共に活動範囲を広げ、自
然への手の入れ方を拡大してきました。また、仕事と
しての分業化が起こると、これまで全ての人が意識し
ていた土木という分野が職種として人々の生活から切
り離され、一つの生業として成立するようになりました。
　それでも、社会の黎明期の土木工事は創造的な仕
事でした。現場の担当者は、自然を相手に様々な検
討と工夫の上に構造物を作って行きました。しかし、
高度成長期には、社会インフラを効率的に作るという
社会の要請から、より効率的な生産システムを確立す
ることが求められ、設計方法を体系化し、基準やマ

ニュアルを整備して、それに従っていれば一定品質の
社会インフラを効率的に作ることのできる一律管理の
方法を確立してきました。しかしながら、一律管理の
手法では、工事の仕方や管理方法が決まっているため、
現場での工夫が入る余地が少なく、創造的な側面が
薄れていきました。それが、現在の土木技術の固定
的な雰囲気に繋がっていると言えるのではないでしょ
うか。その結果、土木の仕事は、工事が基準を満た
しているか、マニュアル通りの手順で作られているの
かをチェックすることが主要な業務になりました。技
術者は、現場に出る機会も減り、現場の状況に合わ
せて思考を巡らせることも薄れてきているのではない
でしょうか。
　一昨年、国土交通省が i-Constructionなる施策
を打ち出しました。様々な施策を通じてこれまで低迷
していた建設分野の生産性を向上させて、「きつい」、

「汚い」、「危険」の3Kで象徴される建設業を「給料」、
「休暇」、「希望」の新3Kで明るい展望をもつことの
できる産業に体質を変えていくことを目指しています。
このi-Constructionの主要な柱の一つとしてICTを
活用した合理化が挙げられています。この施策でもっ
とも画期的なことは、これまで固定しがちであった基
準やマニュアルがICTの使用を前提として大きく見直
されたことです。これにより、新しい技術を効果的に
導入することができるようになりました。これからしば
らくは多くの現場で新しい基準を満たすためにこれま
でにない技術の導入が模索されることになるでしょう。
これにより、土木という仕事も今までよりも活性化す
ることが期待されます。
　土木は、本来の姿に立ち返り、現場に真正面から
向き合って、最高の仕事をするために創造性を最大
限活かす職種になってほしいと常々思っています。今
回の国の動きを機に、土木が創造性に満ちた仕事と
して復活することと土木学会関西支部の様々な活動が
その一助となることを期待しています。

平成28年度支部長　建山 和由
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た大阪都市圏の渋滞緩和に大きな効果を発揮してお
り、阪神域における渋滞損失の軽減に大きく寄与して
いる。また、平成28年に大阪湾岸道路西伸部、平成
29年には淀川左岸線延伸部と大規模事業に相次いで
事業着手しており、引き続き、環状道路の整備につと
めていく。
　港湾整備においても、国際コンテナ戦略港湾「阪
神港」をはじめとした関西圏の各港湾の港湾整備を
着実に進捗させ、コンテナ船の大型化や基幹航路の
再編等、絶えず変化する国際情勢に合わせ、ハード・
ソフト一体となった事業を展開、国際競争力の強化
に取組んできた。岸壁や航路の整備に伴い、近年で
は大型コンテナ船の寄港数も増加し、阪神港などに
おける取扱い貨物量も着実に増加している。
　これらの道路整備や港湾整備は臨港地域や高規格
幹線道路沿いの企業立地を促進し、また、新たな周
遊観光ルートを形成するなど、関西の競争力強化・
生産性の向上に着実に寄与している。

神戸港　PC-18コンテナターミナル

京奈和自動車道　岩出根来IC～和歌山JCT　開通式典
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１．はじめに
　近畿地方整備局では、「関西を元気に！」をスロー
ガンに、関西・近畿地方の特徴である「歴史・伝統」「ア
ジアとの繋がり」そして「豊かな自然」を最大限に活
かし、関西全体を活性化させるための取組みを多方
面にわたり実施している。
　この10年間でも高規格幹線道路やダムなどといっ
た非常に大きなプロジェクトから、目立たないが住民
にとって非常に大切な取組みまで、多種多様な事業
を実施してきているが、今回はこの10年を振り返り、
その一部をご紹介する。

2．この10年の主な取組み
　特に近年は、近畿特有の魅力をこれまで以上に発
揮し、日本、そして世界に元気な関西を示すべく、「競
争力の強化・生産性向上」「安全・安心の向上」「地
域の魅力向上」の3つの大きな観点から様々な事業を
進めてきている。なお、これら3つの観点での取組み
は、それぞれが独立して関西を元気にする要素となっ
ているのではなく、各事業が密接に関係し、相互に
効果を高め合うことでより大きな効果を発揮している
ところではあるが、ここではその3つの切り口からこの
10年の主な取組みを振り返ることとしたい。

２－１．競争力強化・生産性向上
　道路や港湾等の整備を通じて、近畿圏の人流・物
流ネットワークの強化を図っている。
　道路整備では、京奈和自動車道や京都縦貫自動車
道、中部縦貫自動車道、北近畿豊岡自動車道、近畿
自動車道紀勢線などの高規格幹線道路が、この10年
間で新たに200km 以上開通し、各都市圏や観光地
などを連絡、拠点間の時間距離を短縮し、産業・観
光の発展や地域間の交流活性化に寄与している。ま
た、近畿圏環状道路の整備率は、平成20年度当初
は61%であったものが、平成29年度末には84%まで
進捗するみこみであり、着実に整備を進めてきた。特
にこの環状道路の整備は、かねてからの課題であっ

国土交通省近畿地方整備局

関西の土木事業
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２－2．安全・安心の向上
　近い将来に高い確率で発生すると言われている南
海トラフ巨大地震や激甚化する自然災害に対する備え
を着実に推進するとともに、より身近な安全対策として、
交差点改良や通学路の交通安全対策等にも積極的に
取組んでいる。
　近畿圏の大都市域はその多くの部分がゼロメート
ル地帯等の低平地に位置し、ひとたび堤防が決壊す
れば、当該地域に壊滅的な被害が生じるとともに、
地域のみならずわが国全体の社会経済活動にも甚大
な影響を及ぼすおそれがあることから、これら堤防の
決壊を回避するべく高規格堤防の整備を進めてきた。
平成23年には「高規格堤防の見直しに関する検討会」
の審議を踏まえた整備区間の絞り込みが行われるなど、
河川事業全体を取り巻く情勢の変化があったものの、
淀川、大和川の両河川において着実に整備を進め、
海老江地区や大宮地区などの区間で新たに整備が完
了したところである。
　また、大滝ダムや紀の川大堰、木津川上野遊水地
など大規模な治水施設の完成により、多様な手法に
よる治水安全度の向上を図るとともに、天ヶ瀬ダムの
再開発事業に代表される、既存のストックを最大限
活用し、少ない投資でより大きな効果をあげる事業に
も取組んでいる。
　また、平成23年に発生した紀伊半島大水害からの
復旧・復興のため、特定緊急砂防事業として砂防堰
堤の設置等を進めてきた。また、流域全体の土砂災
害に対する安全度を高めるための総合的な対策を実
施するなど、大規模災害の事前防止にも積極的に取
組んでいる。
　南海トラフ巨大地震への対応としては、大災害時に
おける迅速な応急対策に取組むため、橋梁の耐震補
強をはじめとする、緊急輸送道路ネットワークの確保
に努めるとともに、「命の道」としての高規格道路の
整備や堤防・水門・樋門等の耐震化、護岸改良や津
波防波堤の設置など、多方面で戦略的に地震に対す
る対策を進めている。また、官庁施設についても災害

時における応急活動の拠点施設としての機能確保を
図るため、耐震化を推進するとともに、津波襲来時
の一時避難場所としての活用のための整備も進めて
いる。
　また、近年は直接的なハード対策だけによる安全
性の向上にとどまらず、ハザードマップの整備や地域
住民を巻き込んだ水防災意識社会の構築、国・自治
体・関係機関が連携した防災訓練の実施などを通じ、
地域の安全・安心のための取組みを着実に進めている。

木津川上野遊水地
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大滝ダム
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紀勢自動車道（南紀田辺～すさみ南）

２－3．地域の魅力向上
　近畿の豊富な観光資源を活かし、地域の魅力を高
め、住みやすく訪れやすい地域づくりを進めるため、
国営公園や港湾、道の駅、自転車道等の整備を進め
ている。
　近畿地方整備局では、国営明石海峡公園、国営飛
鳥・平城宮跡歴史公園、淀川河川公園の3つの国営
公園を整備・管理しており、近畿圏における広域レク
リエーション需要の増大に応え、自然とのふれあい、
人と人との交流の場、また歴史・文化的遺産の保存・
活用といった役割を担っている。この10年では、国営
飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区、淀川河川公園さ
くらであい館など多くの観光客をあつめる地区・施設
がオープンするなど、地域の魅力をPRする場として
も大いに活躍している。
　また、管内の道の駅は平成29年度末時点で146駅
を数え、平成20年度当初の96駅から約1.5倍に増加
している。自治体等と協力して設置されたこれら道の
駅は、それぞれの地域特性を活かし、地域住民の生
活の場や新たな観光資源として活用されている。
　港湾においては、急増するインバウンドやクルーズ
人口の増加に対応するため、既存の貨物岸壁でクルー
ズ船の受け入れが可能となるような岸壁の改良等を
実施、年々クルーズ船の寄港が増加するなど、高い
整備効果を発揮している。また、前述のように港湾整

備と高速道路ネットワークの増強が一体となり、広域
周遊観光圏が形成されるなどの相乗効果も発揮して
いる。

淀川河川公園さくらであい館

3．今後の新たな取組みに向けて
　これからの関西は、リニア中央新幹線の大阪開通
による巨大都市圏 “スーパー・メガリージョン”の形
成や万博・IR の誘致、そして、6,000万人の訪日客
が訪れるといった新しい未来を見据え、さらに関西が
元気になる、そのために先手を打った取組みを実施し
ていく必要がある。
　また、近年は土木の分野にも、ICTやAIといった
新しい分野がどんどん入り込んできており、国土交通
省が掲げるi-Constructionや生産性革命といった取
組みも積極的に活用し、地域のより一層の活性化を
目指すことが必要になってくる。
　それら新しい技術を活用し、これからの新しい土木
の世界を切り開くとともに、引き続きこの関西を元気
にする社会資本整備に全力で取組み、次の10年に繋
げる社会資本整備を進めていきたい。
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１．はじめに
　平成20年からの10年間の大阪府河川事業を俯瞰
的にみると、これまでの「ハード対策」を中心とした
治水対策から、「人命を守ることを最優先とする」を
基本理念に、「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」施策を進める
こととしたこと。また、全国的な脱ダムの動きの中で、
大阪府においても建設中であった槇尾川ダムを廃止し
たものの、長年の懸案であった安威川ダムの本体工
事に着手したこと。一方、平成23年河川敷地占用許
可準則の一部が改正されたことにより、河川空間のオー
プン化を加速させるなど、この10年間が大阪府河川
行政の転換期であった。

２．大阪の治水
　大阪府では、平成22年６月にとりまとめた「今後
の治水対策の進め方」により治水対策を進めている。
これは、洪水により被るリスクについて住民への説明
が不十分であることや、想定外の洪水に対し、従来
の治水施設整備だけでは限界があるなど、治水対策
が抱えていた課題に対応することを念頭に、「人命を
守ることを最優先とする」を基本理念に、被災すると
社会経済に大きな影響を与える施設や基盤を保全し、
地域社会機能の継続性を確保することにつなげる為、
ソフト施策とハード施策を効果的・効率的に組み合
わせ、住民・行政が一体となった総合的な減災対策
をすすめるものである。

２－１．ソフト施策（「逃げる」「凌ぐ」）
　主なソフト施策の取組みとしては、住民の避難行動
につながるわかりやすい防災情報として、洪水リスク
図の公表や河川カメラによるリアルタイムの画像提供、
タイムライン策定などの「逃げる」施策、ため池を活
用した流出抑制などの「凌ぐ」施策等に力を入れてい
るが、近年、全国においてハード対策だけでは対応
し難い豪雨による災害が頻発する中、平成29年10月
の台風第21号において、大阪府域にも甚大な影響を
及ぼしたことから、「防ぐ」施策の着実な推進はもと

より、「逃げる」「凌ぐ」施策の重要性が再認識され
たところである。このようなことからも今年度、寝屋
川流域において報道機関、鉄道、ライフライン事業者
を含む多機関連携型タイムラインの策定に向けスター
トを切るなど、さまざまな関係者と連携・協力し、自
然災害に強い街づくりを目指している。

２－２．寝屋川流域の総合治水対策
　寝屋川流域は元来からの低平地に高度成長期の地
盤沈下が加わり、流域の約3/4が内水域であり、過
去から幾度となく水害に見舞われてきた。大阪府人口
の約1/3となる273万人が暮らし、製造業を中心とし
た中小企業が集積しており、水害が発生すると激甚
な経済被害が予想される。
　平成元年に総合治水対策特定河川に指定、河川と
下水道と流域が一体となった総合治水対策を進めて
おり、河川改修に加え、治水緑地や流域調節池など
の貯留施設、地下河川等の放流施設などの整備を推
進してきた。治水緑地は４箇所が供用しており、最後
の法善寺遊水地の用地買収が平成25年に完了、工事
に着手している。地下河川は順次、完成した部分か
ら調節池として供用し、この10年では北部地下河川
の北島調節池と門真調節池、南部地下河川若江調節
池が供用開始し、全体で83万m3が貯留可能となった。
北部地下河川の最下流部は用地確保が困難であるた
め、大深度地下利用を図るべく技術検討を実施、現
在法的手続きを進めている。流域調節池は、この10
年で８箇所の調節池が完成。全体で61万m3の貯留が
可能となっている。
　対策による効
果は着実に表れ
ており、右記の
ように同程度の
雨量で浸水が大
きく減少してい
る。　

大阪府都市整備部河川室

大阪府 河川事業（H20〜H29）の取組みについて
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　流域対策は学校、住宅など公共施設はもとより、
民間開発に際しての雨水流出抑制施設の設置も進捗
し、流域で140万m3の貯留効果を発揮している。今
後も流域一体となった取組みを進める。

2－3．都市を守るダム事業
　安威川ダムは、昭和42年の豪雨災害を契機に、大
阪府北部の安威川の治水対策として計画された中央
コア型ロックフィルダムである。
　これまで、平成19年に水没家屋・農地等の移転を
完了し、平成22年には付替道路の供用を開始した。
その後、国のダム事業の検証手続きを行い、平成24
年に国は「事業継続」との方針を決定した。この決
定を受け、この年から川の流れを切り替えるための転
流工に着手し、平成27年9月に転流を開始した。ダム
本体工事には平成26年3月着工し、現在は、ダム堤
体の基礎掘削を進めており、今後、ダム堤体の盛立
てに本格着手していく。

3．水都大阪への取組み
　大阪府では、2001年都市再生プロジェクトの指定
を契機に、水辺を活気ある賑やかな場へと再生する
ため、堂島川などの「水の回廊」を中心に、シンボル
となる空間づくりや船着き場の整備、護岸や橋梁など
のライトアップ、遊歩道の整備など、さまざまな取組
みを進めてきた。
　河川敷地を利用した賑わい空間創出については、
八軒家浜をはじめ、府内10箇所で都市・地域再生等
利用区域を指定し、規制緩和を積極的に行い、民間
事業者によるカフェやレストラン等の営業活動が展開
されている。

安威川ダム（茨木市）完成予想図

八軒家浜（中央区）

大阪　水の回廊

下流側から堤体を望む（H29.9月撮影）

堂島川

土佐堀川

道頓堀川

大川

東
横
堀
川木

津
川
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　また、賑わい拠点を遊歩道でつなげる取組みも進め、
とりわけ木津川遊歩空間整備においては、従来の公
共空間のつくり方ではなく、人々が水辺を生き生きと
使いこなす風景を創出することを目指し、「木津川遊
歩空間アイデアデザインコンペ」を開催。平成29年
に全面供用しており、整備後は、遊歩道としてだけで
なく、ヨガのイベントが開催されるなど新たなオープ
ンスペースとしても活用されている。

　また、「水の回廊」上流部に位置する大川において
は、「大阪ふれあいの水辺」として、それまで大阪の
都心部にはなかった河川に直接触れて親しめる空間と
して砂浜を整備し、子供の水遊び、パドルボート、生
物観察、ビーチスポーツなど多様な利用がなされている。
さらに、隣接する自然再生エリアでは、住民参加によ
る水辺へのヨシの植栽や石積みなど、生物保全のた
めの取組みも進めている。

4．おわりに
　大阪府ではこの10年、時代の変化に対応しながら
多くの事業に取組んできた。ここでは紙面の都合上、
取組みの一部を紹介するにとどまった。
　2025年国際博覧会の誘致をめざしている大阪では、
近年、内外からの来阪観光客が急増している。安全
で安心はもとより、魅力的な川づくりを進めるにあたっ
ては、こうした、非定住者への対応も含め、「逃げ遅
れゼロ」「社会経済被害の最小化」に必要なハードと
ソフトが一体となった取組みを着実に実施していく所
存である。
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木津川遊歩空間（西区）

大阪ふれあいの水辺（都島区）
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1．はじめに
　大津湖南幹線は、滋賀県大津市丸の内町地先を
起点とし、野洲市比留田地先を終点とする延長約
18.3km、代表幅員31mの都市計画道路である。（図
1）
　本県は、これまで、全国初の高速道路として名神
高速道路が昭和39年に開通したことなどにより、沿
線市町の人口や県内の事業所数が大幅に増加し、全
国有数の「ものづくり県」として発展してきた。一方、
交通量は増加の一途を辿り、特に県南部地域では、
人口増加等による交通量の増大に対して道路整備が
追い付いておらず、幹線道路である国道1号、8号を
中心に、現在も慢性的な渋滞が発生している。
　そこで、南部地域の渋滞緩和および円滑な交通確
保を目的に、大津湖南幹線を昭和47年に都市計画決
定し、順次、4車線化整備を進めてきた。
　本稿では、大津湖南幹線の整備状況など、この10
年間における変遷について紹介する。

2．整備概要
　大津湖南幹線の起点から近江大橋を含む延長
6.1km の区 間は、有 料 道 路 事 業により整 備を進
め、平成7年度に4車線化供用を行った。また、残る
12.2kmの区間は、道路事業及び街路事業により整
備を進めており、特に、この10年間では、平成22年

図１　位置図

度から平成26年度にかけて、延長約7.7kmの区間の
4車線化供用を行った。（図2）

3．整備効果
　これまでの整備効果として、4車線化の延伸により、
並行する国道1号など周辺道路からの交通転換が図
られるとともに、沿道には、平成21年度以降、101
の事業所等が新たに立地するなど、地域経済の活性
化にもつながっている。（図3、図4）

図２　整備概要図

図３　県南部地域の交通状況図

図４　沿道における事業所等の進出状況図（H21以降）

滋賀県土木交通部道路課

大津湖南幹線の変遷について
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4．現道における安全対策
　4車線化整備を進めていく一方で、一部のバイパス
整備区間においては、現道の安全対策も併せて実施
した。
　具体的には、通行車両の速度抑制および歩行者等
の安全確保を目的に、幅員構成の見直しによる車道
幅員の縮小、路肩拡幅およびカラー舗装を実施した。

（図5）
　この対策は、通過交通がバイパスへ転換し、現道
交通量が半減したことから実施可能となったもので
ある。
　平成24年度のバイパス整備前後、3年間における
現道区間の事故発生件数を比較すると、23件から9
件に減少し、更には重傷者数が0人になったことなど
から、バイパス整備による交通転換、および現道の
安全対策の効果を確認することができた。（図6）

5．有料道路事業区間（近江大橋）の無料化
　有料道路事業区間については、滋賀県道路公社が
整備を行い、昭和49年より有料道路区間として供用
を開始し、維持管理を行っていたが、平成25年12月、
料金徴収期間満了による無料開放を行い、以降、滋
賀県が維持管理を行っている。（図7）
　無料開放前後の近江大橋の交通量は、約23,700
台 /12h から、1年後には約35,400台 /12hとなり、
約1.5倍と大きく増加した。
　これは、名神高速道路や国道1号など周辺道路か
らの交通転換によるものと推測され、無料開放により、
大津湖南幹線は、県南部地域の幹線道路として一層
重要な役割を担うことになった。
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図６　現道区間の交通量及び交通事故件数

図５　現道区間の安全対策

図７　近江大橋および料金所の状況写真
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6．おわりに
　大津湖南幹線は、この10年間で、4車線化整備が
進み、有料道路区間が無料開放されたことなどから、
県南部地域の交通流動や企業活動等は大きく変化
した。
　しかしながら、県南部地域では、未だ慢性的な渋
滞が発生している状況であり、大津湖南幹線の残る
未整備区間の4車線化整備を進め、更なる「ストック
効果」が発現できるよう、今後も引き続き事業を実施
していく予定である。（図8、図9）

図8　大津湖南幹線（守山市内）

図９　大津湖南幹線の残事業区間
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　奈良県におけるこの10年間の主な土木事業を、「安
全・安心の確保」、「経済活性化に向けた道路整備の
推進」、「にぎわいを創出するまちづくりの推進」といっ
た3つの観点から紹介する。

1. 安全・安心の確保
■紀伊半島大水害への対応
　本県の大規模災害には、昭和34年の伊勢湾台風
や昭和57年の大和川大水害などがあり、近年では、
平成23年の台風12号による紀伊半島大水害が発生
した。この大水害により、県内では死者・行方不明
者合わせて24名の方が犠牲となり、県南部地域を中
心に、約1,800箇所の斜面崩落や約8,600万m3の土
砂流出のほか、深層崩壊と呼ばれる非常に大規模な
崩壊が50箇所以上発生するなど、甚大な被害をもた
らした。
　これらの被害に対応するため、国や他府県からの
ご支援をいただくとともに、県では、十津川村に災害
対策本部を設置し、土木技術職員を延べ370人応援
派遣するなどして、復旧事業に全力で取組んだ。また、
五條市赤谷では高さ600m、斜面の長さ1.1kmにも
なる深層崩壊が発生し、こうした大規模土砂災害箇
所での効率的な復旧業務を行うため、国は平成24年、
五條市に紀伊山系砂防事務所を設置した。

五條市赤谷地区の被災状況

■紀伊半島アンカールートの整備
　県管理道路は約140箇所が被災し、応急活動等に
大きな支障が発生したため、災害に強い道路の必要
性が改めて浮き彫りとなった。そのため、紀伊半島の
骨格となる「紀伊半島アンカールート」を形成する国
道168号、国道169号の整備を重点的に取組んでいる。

　国道168号は地域高規格道路として整備を進めて
おり、中でも辻堂バイパスは、全長4.1kmのうち3.0km
を平成28年に部分供用し、平成30年3月の全線供用
を目指し整備を進めている。国道169号奥瀞（おくと
ろ）道路では、国により平成20年にⅠ期（6.3km）が、
平成27年にⅡ期（5.2km）が供用された。

紀伊半島アンカールート

国道168号辻堂バイパス（夢翔大橋）
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奈良県

奈良県の土木事業
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■新しい集落づくり
　十津川村では、紀伊半島大水害を契機に、県支援
のもと村産材を活用し、集落景観に配慮した復興村
営住宅の建設や地域ぐるみで助け合いながら生活す
る「高森のいえ」づくり等の取組みが進められた。こ
うした一連の取組みが評価され、国連が創設した「ア
ジア都市景観賞」を平成29年に十津川村と県が合同
受賞した。

■大和川流域における総合治水対策
　奈良盆地内のほとんどの河川は、大和川に流入し
た後、大阪へ流下することから、集中豪雨等により大
和川の水位が急激に上昇するため、昭和57年の大和
川大水害等、過去に何度も浸水被害を受けてきた。
　こうした大和川流域における被害を軽減するため、
県では総合治水対策を進めており、平成21年に岩井
川ダム（奈良市鹿野園）、平成25年に大門ダム（三
郷町立野）を建設した他、防災調整池の設置促進や、
国と協力して直轄遊水地の整備に取組んでいる。さら
に、平成29年9月には「大和川流域における総合治
水の推進に関する条例」を制定し、行政、県民、事
業者の責務を明らかにしながら取組みをより一層強
化している。

大門ダム

高齢者福祉の住まい方モデルプロジェクト「高森のいえ」

　また、水質汚濁の目立つ大和川を改善するため、
大和川以北の14市町、大和川以南の11市町村をそ
れぞれ対象とした流域下水道事業を昭和45年から実
施した。これらの整備が進むにつれ、平成20年には
本川8地点全てにおいてBODが環境基準を上回った。

2. 経済活性化に向けた道路整備の推進
■骨格幹線道路ネットワークの形成
　本県の道路整備率は、全国と比べて非常に低い水
準であるが、整備にあたっては単に整備率を上げるの
ではなく、効率的・効果的に道路整備を進めていくため、
平成20年に「奈良の今後5ヵ年（平成21～25年度）
の道づくり重点戦略」、平成26年に「奈良県道路整
備基本計画」を策定した。
　京奈和自動車道は、関西大環状道路の一部を形
成する高規格幹線道路であり、奈良県域の延長47．
5kmは国が整備を進めている。既に30.7kmが供用
され、平成27年には県内初のジャンクション「郡山
下ツ道ジャンクション」が完成した。また、平成24年
～29年までに橿原高田IC ～五條北 IC13.4kmが段
階的に完成し、本県中部の橿原市から和歌山市まで
が繋がった。こうした整備の進捗により、企業立地件
数は毎年20件以上を維持し、平成28年は年間立地
件数が32件で全国12位になるなど、大きな効果が現
れている。

　また、県中部地域の東西軸である中和幹線（延長
22.2km）については、平成24年に全線開通し、そ
のうち香芝市～桜井市の19.7kmが4車線道路として

京奈和自動車道　郡山下ツ道ジャンクション
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整備され、渋滞の解消や病院へのアクセス時間の短
縮などに寄与している。現在、香芝市～大阪府柏原
市の4車線化が国により進められている。

3. にぎわいを創出するまちづくりの推進
■平城宮跡歴史公園
　世界遺産「古都奈良の文化財」の構成資産のひと
つである平城宮跡は、平成20年に国営公園として整
備することが閣議決定され、国と県が整備を進めてい
る。平成22年には、国により公園のシンボルとなる
第一次大極殿の復元が完成するとともに、平城京へ
の遷都から1300年目を記念して「平城遷都1300年祭」
が開催され、多くの観光客が訪れた。
　現在、平成30年3月の平城宮跡歴史公園の開園に
向け、県が交通ターミナルや飲食・交流施設等の整
備を、国が平城宮跡展示館の整備を進めている。

■JR奈良駅付近連続立体交差事業
　JR奈良駅付近では、鉄道により中心市街地が東
西に分断され、踏切による慢性的な交通渋滞や踏切
事故が懸念されていた。これらの課題を解消し、新
たな奈良の玄関口を創造するため、JR奈良駅と関西
線（2.2km）・桜井線（1.3km）の鉄道高架化、6箇
所の踏切除去と3箇所の跨線橋撤去とあわせて、周
辺街路事業やまちづくり事業が一体となって進められ
た。本事業は平成25年に完了し、平成26年には全国
街路事業コンクールで国土交通大臣賞を受賞した。

平城宮跡歴史公園（平成30年3月開園予定）

■まほろば健康パークの整備
　県中部の大和郡山市に位置する浄化センター公園
は、開園から30年以上経過し、老朽化が進んでいた
ため、県営競技用プール新設と併せて、公園の再整
備を実施した。公園の整備・維持管理・運営につい
ては、県初のPFI手法を導入し、公募により公園は「ま
ほろば健康パーク」、プール施設は「スイムピア奈良」
と名付けられ、平成26年にリニューアルオープンした。

4. 今後の取組み
　現在、本県では、世界に類を見ない奈良公園と平
城宮跡を中心に、観光拠点整備を進めている。
　奈良公園付近においては、周遊環境の向上とさら
なる魅力の向上を図るため、奈良公園の玄関口に位
置する県庁東側の県有地に「（仮称）登大路バスター
ミナル」を整備しており、平成31年春に開業する予
定である。

JR奈良駅付近連続立体交差事業

スイムピア奈良
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　また、宿泊客室数全国最下位の現状改善に向け、
奈良公園と平城宮跡の中間に位置する県有地を活用
し、国際ブランドホテル「JWマリオットホテル」を誘
致し、NHK 奈良放送会館の建設と併せて、コンベン
ション施設をはじめとする交流拠点の整備を進めてい
る。奈良公園内の吉城園周辺地区や高畑町裁判所跡
地では、名勝地としての新たな魅力空間を創出するた
め、民間活力を活用した宿泊施設等の整備を進めて
いる。いずれも東京オリンピック・パラリンピックが
開催される平成32年のまちびらきを目指している。

新ホテル・交流拠点　完成イメージ図

　リニア中央新幹線は、世界でも有数の人口集積地域
である三大都市圏を新しいルートで結び、沿線地域の
みならず我が国全体に活力をもたらし、国土強靭化の
観点からも欠くことのできない国家プロジェクトである。
名古屋～大阪間については、三重・奈良・大阪ルートと、
その中間駅が奈良市附近に設置される予定である。本
県も、リニア中央新幹線の開業を見据え、基盤整備・ま
ちづくりの取組みを一層加速させていきたいと考えている。

（仮称）登大路バスターミナル　完成イメージ図
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1.ひょうご社会基盤整備基本計画
　兵庫県では、今後の社会基盤整備の方向性を示す

「ひょうご社会基盤整備基本計画」に基づき、「備え
る」「支える」「つなぐ」の3つの視点のもと、社会基
盤の整備目標等を示す「分野別計画」と、具体の事
業箇所と事業期間を示す「社会基盤整備プログラム」
を策定し、中長期的な見通しを持って、計画的に社
会基盤整備を進めています。
　今後、人口減少・少子高齢化の流れは、50年以上、
100年近く続くかもしれません。兵庫の未来を拓くため、
人口が減っても、少子高齢化が進んでも、活力を保
ち続ける地域を創る「地域創生」を成し遂げる必要
があります。計画に基づき、防災・減災対策の推進、
道路等の交流基盤の整備など、地域創生の基盤づく
りに取組んでいます。

2. 主な分野別計画と社会基盤整備プログラム
（1）津波防災インフラ整備計画 分野別計画

　「南海トラフ巨大地震」は、
今後30年以内の発生確率が
70％程度と、近い将来の発
生が懸念されています。
　このため、東日本大震災
の教訓を踏まえ、発生頻度
が高いレベル1津波は越流を
防御、最大クラスとなるレベ

山陰近畿自動車道「浜坂道路」開通 平成29年11月

ル2津波は被害の軽減を基本に、発生頻度に応じた
ハード整備を行っています。また、津波防災ステーショ
ンでの防災学習など、ソフト対策にも取組んでいます。
＜計画概要＞
①計画期間

・平成26～40年度
②整備目標

・10年間で概ねの対策を完了（35年度）
・緊急かつ重要な事業は5年間で完了（30年度）
③事業規模

・防潮堤整備・陸閘電動化・防潮堤沈下対策など

（2）山地防災・土砂災害対策5箇年計画 分野別計画
　平成21年台風第9号災害に
より、谷筋から土砂・流木が
流出し、大きな被害が発生し
たことを契機に、平成21年度
を初年度とする第1次5箇年計
画を策定しました。現在、第
2次5箇年計画に基づき、砂
防堰堤等による人家等保全対
策、治山ダム等による流木・
土砂流出防止対策などを実施しています。
　また、土砂災害特別警戒区域の指定、リアルタイ
ムな地域別土砂災害危険度の公表などのソフト対策
にも取組んでいます。
＜計画概要＞
①計画期間

・平成26～30年度
②整備目標・事業規模

・砂防事業308箇所、治山事業580箇所に着手

（3）ひょうごインフラ・メンテナンス10箇年計画

  
　平成24年度までに全国に先駆けて実施した点検結
果に基づき、橋梁・排水ポンプ場など22の土木施設
を網羅した、10年間の老朽化対策の計画を策定して

分野別計画
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兵庫県の社会基盤整備の計画的推進について

34



関
西
の
土
木
事
業
10
年
の
歩
み
【
官
公
庁
】

います。計画には、施設毎の整備量を示し、工事箇
所も全て公表しています。
　また、土木構造物は5年ごと、
電気設備は毎年など点検頻度
の目安、工事履歴・点検データ
等を一元的に管理する「社会基
盤施設総合管理システム」の構
築・活用も記載しています。
＜計画概要＞
①計画期間

・平成26～35年度
②整備目標

・損傷等により対策が必要な施設（A 区分）は、概
ね10年以内に完了

・特に損傷が著しい施設（特 A区分）は、概ね3年以
内に完了（既に完了済）

③事業規模
・22施設（橋梁324橋、ダム18箇所、排水ポンプ場

46箇所、下水道施設8処理場など）

（4） 新渋滞交差点解消プログラム 分野別計画
　国・市町と連携し、右折車線の設置などを重点的
に実施することにより、渋滞緩和を図っています。
＜計画概要＞
①計画期間

・平成26～30年度
②整備目標・事業規模

・5年間で渋滞交差点70箇所を
半減

（5） 社会基盤整備プログラム 分野別計画
　事業執行の透明性を確保し、社会基盤整備を計画
的に推進することを目的に、地域毎に、具体的な整
備箇所と整備時期（前期・後期）を示す計画を、平
成14年3月に策定しました。現在、第4次の計画に基
づき、事業を推進しています。

＜計画概要＞
①計画期間

・平成26～35年度
（前期5年＋後期5年）

②対象施設
・総事業費1億円以上の県事業

全て（災害復旧事業・維持修
繕事業を除く）

③計画に位置づけている総事業箇所数
・約1,000箇所

3. 今後の整備方針
　平成30年度は、兵庫県政150周年の節目の年です。
また、各種分野別計画や社会基盤整備プログラムも、
見直しの時期を迎え改定します。
　今後、大阪湾岸道路西神部や山陰近畿自動車道な
ど、兵庫県の未来を拓く高速道路の整備も進んでい
きます。計画的に社会基盤整備を進め、多岐にわた
る県内の課題に着実に対応し、活力ある新しい兵庫
づくりに貢献できるよう、力いっぱい取組んでまいります。

平成30年は「県政150周年」
「県政150周年記念事業」を各地で展開します。
この機会に、ぜひ兵庫県へお越し下さい。

＜事業期間＞
　平成30年1月1日～平成31年3月31日
＜五国・兵庫の誕生＞
　150年前の慶応4（1868）年5月23日（新暦7
月12日）、兵庫県が成立。廃藩置県や府県統合
を経て、明治9（1876）年、摂津・播磨・但馬・
丹波・淡路の五国から成る広大な兵庫県が誕生。
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１．はじめに
　福井駅付近連続立体交差事業は、ＪＲ北陸線とえ
ちぜん鉄道勝山永平寺線・三国芦原線（旧京福電鉄、
以下「えちぜん鉄道」）を高架化し、踏切5箇所の除
却と交差道路27路線を整備するもので平成3年に都
市計画決定された。
　JR北陸本線は、平成4年の事業認可をうけ補償交
渉を開始し、平成12年5月に高架本体工事に着手、
平成17年4月に高架切替を完了した。
　えちぜん鉄道については、当初、えちぜん鉄道の上
階に北陸新幹線を整備する3階構造の計画であった。
一方、平成17年4月に北陸新幹線福井駅部が2階建
てで認可され、更に、平成24年6月に金沢・敦賀間
が認可されたことを契機にえちぜん鉄道の計画見直し
がなされ、同年12月に都市計画変更、平成25年3月
に事業認可変更を終え、北陸新幹線の東側にえちぜ
ん鉄道を単独で高架化することとなった。
　平成26年から仮線工事に着工し、平成27年9月27
日に仮線運行が開始された。地域鉄道であるえちぜ
ん鉄道が、整備新幹線の高架橋を利用して仮線運行
することは全国でも珍しい。　
　今回は、この珍しい手法を取り入れた仮線運行に
よる事業効果について紹介する。

2．連続立体交差事業とは
　鉄道の一定区間を連続して高架化あるいは地下化
し複数の踏切を除却することで、
①交通渋滞を解消する。
②同時に新たな交差道路を整備し、歩行者等の回遊
性を向上させることにより、鉄道との平面交差による
地域分断を解消する。
③駅舎がバリアフリー化されることにより、利用者の
安全性や快適性が向上する。
④公共・公益施設の他、商業施設等も整備され、利
用者の利便性の向上、地域活性化にも役立つ。
などの効果が期待できる。

3．えちぜん鉄道高架化計画の事業概要
［事業主体］

福井県
［事業区間］（図1参照）

勝山永平寺線：約2.3㎞
三国芦原線：約0.7㎞
※福井駅から福井口駅までの区間を高架化

［事 業 費］
約683億円（内えちぜん鉄道約229億円）

福井県福井駅周辺整備事務所

図１　事業区間

福井駅付近連続立体交差事業
えちぜん鉄道仮線切替

36



関
西
の
土
木
事
業
10
年
の
歩
み
【
官
公
庁
】

［事業期間］
平成3年度～平成30年度　※平成30年開催の福井国体までに高架切替を目指す。（施工順序は図2参照）

4．仮線工事
　仮線工事は、JR北陸本線とえちぜん鉄道に挟まれ
た非常に狭いエリアでの工事であり、更に両鉄道事
業者との事故防止および保安体制の協議により、見
張員の配置や列車通過時に作業一時中断など、厳し
い制約がある中での工事となった。（写真1）

図２　施工順序

写真１　仮線工事状況（杭打ち時）

37



5．仮線試乗会
　仮線切替を前に、高架化事業への理解を深めても
らうことを目的とし、沿線住民、報道関係者を対象と
した仮線試乗会を開催し、住民181名（大人126名、
こども55名）、マスコミ関係者18名が参加した。（平
成27年9月23日）新しくできた仮福井駅舎にて事業
内容や仮線の特徴を説明後、福井駅から福井口駅間
を電車に乗って往復するというもので、乗車された方々
からは、新幹線の景色を一足早く堪能できた、快適だっ
た、との声が上がっていた。（図3）

6．仮線切替状況と事業効果
　平成27年9月27日に、既設の新幹線高架橋800m
を仮線として利用するという全国でも珍しい手法を用
い、えちぜん鉄道仮線切替を行った。これにより、当
区間は仮線運行時から鉄道が高架化されることとなり、
高架本線切替を待たずして、交差道路整備が可能と
なった。
　仮線切替は、えちぜん鉄道の営業運行時間帯には

図３　新聞記事（Ｈ27.9.24　福井新聞）

施工できないため、9月26日終電から27日始発まで
の約7時間、一時的に線路を閉鎖して夜間工事により
行われた。作業は、軌道5班、電車線3班、信号13班、
通信1班の合計22班、作業員数200人以上で行われた。

（写真2）

写真２　仮線切替中の状況（レール移動）

　当日は、この仮線切替作業を一目見ようと、深夜に
も拘わらず、多くの報道機関、鉄道ファンが詰めかけ
ていた。
　また仮線切替により、都市計画道路中央線（さく
ら通り）の日之出踏切と都市計画道路東口都心環状
線（新福井駅付近）の宝永踏切の2箇所が廃止され、
一旦停止が不要になった。（図4）
　これにより、踏切廃止前は朝夕ラッシュ時において
さくら通りで最大450m、新福井駅付近で最大220m
あった渋滞が解消され（図5）、自動車の平均速度も
それぞれ約2.3倍、約1.5倍となった。（図6）
　踏切廃止後の利用者への聞き取り調査の反応も良
好であり、「踏切を通行していた路線バスの移動時間
が2～3分短縮され、定時制の向上に繋がっている（バ
ス会社）」、「一旦停止がなくなり緊急出動時スムーズ
になった（警察・消防）」、との声が上がっている。残
りの交差道路についても、高架工事と調整しながら、
早期の開通を目指している。
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７．今後の課題
　第一段階である仮線切替は終えたものの、残る課
題も多い。
　平成27年1月に北陸新幹線金沢－敦賀間の完成・

図４　踏切廃止による効果

図５　踏切廃止による最大渋滞長の変化

図６　自動車平均走行速度の変化

開業時期を3年前倒しし、平成34年度末を目指すと
国の決定がなされた。仮線として、新幹線の高架橋
を利用しているため、今後、両事業の進捗に支障の
ないよう緊密な工程調整が求められている。
　また、現在のＪＲ北陸本線の高架下空間は、明るく
開放的なコンコースやプリズム福井といった商業施設
が整備され、公衆トイレや駐車場なども確保されている。
今後、ＪＲ北陸本線の未利用区間や北陸新幹線の高
架下と併せ、えちぜん鉄道も含めた、全体の高架下
活用方法を関係者で協議していく必要がある。

８．おわりに
　仮線運行を無事迎えられたのも、ひとえにこれまで
担当された諸先輩方をはじめ事業推進にご協力いた
だいた関係者の皆様のご尽力の賜物である。紙面を
借りて、皆様に心より感謝申し上げる。あわせて、平
成30年度の事業完了に向けて、安全で円滑な事業の
推進のため、気を引き締め直して取組んでいきたい。

写真３　踏切廃止前の状況（さくら通り）
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写真４　踏切廃止後の状況（さくら通り）

写真５　仮線切替後状況
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　本県は紀伊半島南西部に位置し、日本有数の多雨
地帯であるとともに、急峻な地形が多く、集中豪雨・
台風による浸水被害・土砂災害が頻繁に発生してい
ます。　
　近年では、平成23年9月に紀伊半島大水害が発生
し、甚大な被害を受け、県ではその復旧・復興に取
組みました。
　また、南海トラフ地震の震源域に近く、これまでも
約90年から150年周期で津波を伴う地震により、大
きな被害を受けてきました。南海トラフ地震は、今後
30年以内に70％程度の確率で発生すると予測されて
おり、現在、将来の地震・津波への対策に取組んで
います。

　さらに、大規模災害が発生した場合、迅速な救助・
救援活動を可能とする「命の道」として、高速道路
等の整備を進めてきました。
　ここで、近年の県土整備の取組みについて、「1．
風水害・土砂災害対策」、「2．地震・津波対策」、「3．
広域的なネットワーク整備」の観点から紹介します。

1．風水害・土砂災害対策
■紀伊半島大水害による災害からの復旧
　平成23年9月に襲来した台風12号の影響により、
気象庁観測局の古座川町西川地点の1,114mmをは
じめ、観測地点18箇所のうち14箇所で72時間雨量
の観測史上最高値を記録するなど記録的な雨となり
ました。死者56名、行方不明者5名の人的被害をは
じめ、広範に及ぶ市街地の浸水、上下水道などのラ

イフラインの断絶などが発生し、県内の公共土木施
設の被害は約472億円にのぼりました。
　この甚大な被害からの早期復旧・復興のため、短
期的・中期的・長期的な対策を整理し、「和歌山県復旧・
復興アクションプログラム」を策定しました。このプ
ログラムに基づき、各対策について具体的な目標を定
め、工程・進捗管理を行うとともに、これまでの防災・
減災対策に加え、新たな風水害対策にも取組むことで、
より災害に強い県土づくりを進めました。

洪水の状況（熊野川：新宮市熊野川町日足）

国道424号（みなべ町東神野川～清川）

県道田辺龍神線（みなべ町清川）

和歌山県の県土整備の取組み

和歌山県
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■河川の整備
　浸水被害の軽減を図るため、県では河川整備計画
の策定をスピードアップさせるとともに、様々な機会
を通じて予算の確保に努め、河川の整備を推進して
います。

■土砂災害対策の推進
　土砂災害防止施設の整備や土砂災害警戒区域等の
指定の推進など、ハードとソフトが一体となった取組
みを進めています。また、平成28年4月に設置した「和
歌山県土砂災害啓発センター」を拠点として、土砂
災害の記録パネルや映像を使った啓発を行うとともに、
各構成機関が連携を図りながら、調査研究を進めて
います。

■ダムの有効活用
　県営の二川ダム、椿山ダム、七川ダムにおいて、台
風など大雨が予測される場合に、一時的なダムの利
水容量の活用による事前放流を実施し、あらかじめ
可能な限り水位を低下させ、ダム下流の洪水被害を
軽減させる取組みを、平成24年6月から開始し、ダム
の有効活用を図っています。

2．地震・津波対策
■津波から『逃げ切る!』支援対策プログラム
　東海・東南海・南海地震の津波に備え、これまで
にも対策を進めてきましたが、平成23年3月の東日本
大震災の発生をうけ、県では、平成25年3月に、「東海・
東南海・南海3連動地震」及び「南海トラフ巨大地震」

の津波浸水想定を公表するとともに、平成26年10月、
津波から住民の命を救い、死者をゼロとすることを目
標とし、新たな「津波から『逃げ切る！』支援対策プ
ログラム」を策定しました。
　このプログラムでは、地震発生から津波到達まで
の間に安全な場所への避難が困難な「津波避難困難
地域」を抽出し、このような地域をおおむね10年で
解消できるよう、津波避難ビルの指定や津波避難施
設の整備など、地域に応じた津波対策を優先的、緊
急的に推進することとしました。また津波避難困難地
域外の想定津波浸水域についても、経済被害を抑え、
早期の復旧・復興につなげるため、港湾、漁港の堤
防などの津 波 対 策を
10年間をめどに推進し
ています。

３連動地震の津波対策の事業費（概算）
津波避難困難地域の

解消
津波避難困難地域
以外の津波対策 計

市町の対策 23億円 200億円 223億円
県の堤防等整備 100億円 360億円 460億円

計 123億円 560億円 683億円

主な整備内容 避難路、津波避難タワー等
津波避難施設、堤防整備

左記に加えて、庁舎・
消防・病院等移転

※市町の対策には把握した範囲での施設整備などの概算額で、用地費などの関連費用
は含まず。

※県の事業費には、堤防整備以外の事業は計上せず。
※県の堤防等整備には、県が実施する事業の事業費のみを計上。

■復興計画の事前策定
　上記の対策に加え、地震・津波による被災後の復旧・
復興の遅れが県民の再建気力や地域活力の喪失に繋
がるおそれがあることから、迅速に復興を行い、まち
が生きかえることができるよう、市町村において被災
以前に「復興計画」の策定を行うため、県において
手引きとなる統一手法を策定しました。

3．広域的なネットワーク整備
■高速道路ネットワークの整備
　本県の将来のチャンスを保障するものとして、また
大規模災害への備えとしてミッシングリンクの早期解
消は急務であることから、近畿自動車道紀勢線の紀
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伊半島一周の早期実現や、関西大環状道路を形成す
る京奈和自動車道の早期整備に取組んできました。
　その結果、10年前の平成19年度末時点では供用
率が46％と、全国に比べ立ち遅れた状況でしたが、
平成27年の「紀の国わかやま国体」の開催を契機に
一気に整備が進展し、近畿自動車道紀勢線南紀田辺
IC～すさみ南ICまでの間や、京奈和自動車道路の県
内全線などが開通し、平成29年3月末時点での供用
率も80％となり、おおむね全国平均に達しました。

■県内外の一体的発展に寄与する幹線道路の整備
　さらに高速道路の整備効果を県内全域に波及させ
るため、高速道路の整備に合わせ、府県間道路や直
轄国道の整備を推進するとともに、県内主要都市間
をつなぐX 軸・川筋ネットワーク道路などの幹線道路
網の重点的な整備や、高速道路ICから主要道路まで
のアクセス道路などの整備を推進してきました。その
結果、内陸部の骨格道路となるX 軸ネットワーク道路
が平成24年度に完成するなど、道路ネットワークが
充実しつつあります。

■都市内道路、基本的生活に不可欠な道路の整備
　都市部における交通渋滞の緩和や中心部へのアク
セス機能の向上、まちづくりに重点を置いた都市計画

道路の整備を推進するとともに、あと少しの整備で効
果の出る道路や、防災・交通安全上、必要不可欠な
道路を重点的に整備しています。

4.　今後の取組み
　県では、これまでの施策を検証し、平成29年4月、
新たな長期総合計画を策定しました。
　この計画では、本県の持つ特色（強味）を積極的
に生かして県政を発展していく姿を「『世界とつなが
る　愛着ある元気な和歌山』～県民みんなが楽しく
暮らすために～」と表現し、めざす将来像とし、「災
害による犠牲者ゼロ」、「交通ネットワークのさらなる
充実」などをめざし、取組みを進めています。
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1．はじめに　
　御堂筋は、本市の第一次都市計画事業の中心プロ
ジェクトとして、当時幅員6mの道路を拡幅し、梅田
から難波を結ぶ幅員44mの大幹線道路として昭和12
年5月11日に完成し、平成29年に完成後80周年を迎
えた。この記念すべき年を契機として、市民とともに
御堂筋を築きあげてきた歴史的意義を再認識するとと
もに、御堂筋の将来を考え、記念の年を祝うことを目
的に御堂筋完成80周年記念事業を実施した。なお、
本記念事業を実施するにあたっては、大阪市長をトッ
プとする推進委員会と、大阪市副市長をトップとする
実行委員会を組織し、国、大阪市といった公共団体と、
経済団体、御堂筋沿道のエリアマネジメント団体など
の民間団体が参画し、公民が連携して実施している。

写真1　現状の御堂筋

2．コンセプト
　本記念事業では、市民とともに「みち」から未来を
考えることをコンセプトに、これまで御堂筋が果たし
てきた役割・功績を振り返るとともに、御堂筋を取り
巻く現状や進行中の取組みを踏まえ、人中心のみち
へと空間再編をめざす今後の御堂筋のあり方や、民
間と連携したまちづくりのあり方等を議論することとし
ている。

3．事業内容
　本記念事業では、人中心のみちへと空間再編をめ
ざす今後の御堂筋のあり方や、民間と連携したまちづ
くりのあり方を議論していくため、シンポジウムやワー
クショップを通して、市民の意見を幅広く取り入れな
がら、市民とともに御堂筋の将来像について考え、新
たな公民連携の仕組みづくりを見据えた「御堂筋の
将来ビジョン」を策定することとしている。
　以降、主な事業についての事業概要を紹介する。

（1）シンポジウム
　本記念事業のメインイベントとして、御堂筋が完成
した5月11日の春の企画をはじめとして、夏の企画、
秋の企画と計3回実施した。
　春の企画においては、有識者による基調講演を実
施したほか、本市と同様にメインストリートを持つ近
隣政令都市である京都市、神戸市の市長を招き、「歩
いて楽しめるまちへ！」をテーマに、メインストリート
の活性化の取組みやこれからのまちづくりに関するパ
ネルディスカッションを実施した。その中で、「世界最

大阪市建設局

図1　御堂筋の断面構成

御堂筋完成80周年記念事業について
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新モデルとなる人中心のストリート」に変えていくこと
が御堂筋の目指すべき将来像という、御堂筋における
将来の展望が示された。
　また、8月29日に実施した夏の企画では、語りと映
像と生演奏による「語り部シアター・御堂筋ものがた
り」において、御堂筋をはじめとした大阪の歴史や文
化に関する内容を発信したほか、「道路空間を活用し
たにぎわいの創出」をテーマとして、地域でにぎわい
の創出に取組んでいる有識者、学生、エリアマネジメ
ント団体等の方々とともに、曾根崎地下歩道の活用
方策をはじめ、地下空間の活用、公民連携のあり方
について議論した。
　また、最後のシンポジウムとなった11月20日の秋
の企画においては、これまで実施してきた本事業の取
組み報告を行うとともに、御堂筋の将来ビジョンの取
りまとめに向け、「世界最新モデルとなる人中心のス
トリートへ！」をテーマに、健康・医療・スポーツ・
芸術・まちづくりの各分野の有識者を招き、御堂筋
の未来についてパネルディスカッションを実施した。

（2）ワークショップ
　ワークショップにおいては、学識経験者、民間団体、
市民の方など様々な方々にメンバーとなっていただき、
御堂筋が備えている資質をあらゆる角度から見つめな
おし、それぞれの視点から今後の御堂筋のあり方を
考えていくため、「人中心の道路づくり」、「道路におけ
る公民連携」、「安全で楽しい自転車利用」、「地下空
間の利活用」、「世界に誇るイチョウ並木の育成」、「水
の都・大阪」の6つのテーマを設定し、意見交換会や
座談会形式等で今後の御堂筋のあり方について議論
した。

（3）社会実験
　御堂筋の将来ビジョン策定にあたっては、上述のシ
ンポジウムやワークショップで幅広く市民の方々の意
見を取り入れるほか、将来ビジョンの一部を現地で
可視化する取組みとして、以下の社会実験を実施した。

a）モデル整備区間における賑わい創出社会実験
　本社会実験は、千日前通以南で既にモデル整備と
して側道閉鎖された空間において、モデル整備により
拡張された歩行者・自転車通行空間を活用し、さら
に魅力ある空間としての活用の可能性を検証すること
を目的として実施した。この社会実験は11月5日から
20日までの計16日間実施しており、「ゆっくりすごせ
るお気に入りの御堂筋へ」をテーマに、「みんなが楽
しめる上質なにぎわいづくり」や「歩行者・自転車に
やさしいストリート」をめざし、キッチンカー、マーケッ
ト、ストリートライブなどの賑わい創出に向けた取組
みを行うとともに、自転車通行空間を現状の3mから
2mにせばめ、さらに歩道を広くとることで、ベンチ
やテーブル、プランター等を設置し、ゆったり過ごせ
る滞在空間を創出するなど、これまでにない新たな取
組みを実施した。

b）（仮称）御堂筋パークレット社会実験
　御堂筋の将来的な整備として想定される歩道拡幅
を見据え、拡幅された空間における多機能、通行、
滞留といった道路空間配分のあり方や利活用形態の
あり方を検証することを目的に、パークレットと称さ
れる休憩施設を淀屋橋 odona 前の歩道及び一部車
道に張り出して設置した。
　本社会実験は、11月20日に供用開始して以降、概
ね半年間設置するなかで、「にぎわいと憩い空間の創

写真2　社会実験実施状況
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出方法」、「交通影響・安全性」、「広告掲出可能性」など、
パークレットにおける様々なニーズを検証することとし
ている。

（4）将来ビジョンの策定
　御堂筋の将来ビジョンとしては、これまでの取組み
を踏まえ、秋のシンポジウムでも示された「世界最新
モデルとなる、人中心のストリート」をめざすこととし
ている。
　ただし、将来ビジョンの実現に向けては、御堂筋を
通行していた車両が周辺道路へ迂回することに伴う渋
滞等の交通影響や、緊急車両等の自動車アクセス動
線の確保といった交通上の課題や、公民連携による
持続可能な仕組みづくり、沿道建物の誘導など空間
のあり方、にぎわいづくりの課題など大きな課題を解
決していく必要があることから、まずは将来ビジョン
実現の短・中期的取組み、ファーストステップとして、
側道歩行者空間化を進めていくことも踏まえて、策定
していくこととしている。

4．おわりに
　本事業を一過性のものに終わることなく、継続的・
発展的な取組みへとつないでいくために、今後策定し
ていく御堂筋の将来ビジョンが理念・コンセプトといっ
たものにとどまらず、今後の公民双方の取組みの内容
や進め方を具体的に示すビジョンとなるよう、公民連
携して策定していきたいと考えている。

写真3　社会実験実施状況
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1．はじめに
　本市では、歴史的都心地区（四条通、烏丸通、御
池通、河原町通で囲まれたエリア）を中心とした「ま
ちなか」において、誰もが安心・安全で快適に歩くこ
とのできる歩行空間を確保することで、まちの賑わい
の創出を目指す、人と公共交通優先の「歩いて楽しい
まちなか戦略」を推進している。本稿では、同戦略の
リーディングプロジェクトである四条通歩道拡幅事業
とまちなかの細街路における面的な交通対策である「歩
いて楽しいまちなかゾーン」の整備について紹介する。

2．四条通歩道拡幅事業
（1）整備前の状況

　本市のメインストリートである四条通は、市民、観
光客など多数の人が訪れるにも関わらず、歩道が狭く、
特にバス停付近でバス待ち客と歩行者が交錯する状
況にあった。また、車道では、歩道側車線での路上
駐停車が常態化しており、大半の車両は中央車線側
を走行し、バスはバス停に正着できず、バス利用者
は車道での乗降を余儀なくされる等、多くの課題を
抱えていた。さらに、本事業の整備区間は、バス路線、
鉄道駅が集中しており、通り自体が交通結節点（ター
ミナル）としての機能を有しているが、幅7m（片側3.5m）
の歩道を約7,000人 / 時が通行する一方、幅15mの
車道を約2,200人 / 時が車で通行しており、歩道と車
道の空間配分がアンバランスな状況であった。

位置図

（2）整備内容
ア　歩道の拡幅
　本事業では、歩行者の快適性と公共交通の利便性
を高め、まちの賑わいを創出することを目的に、車道
を片側2車線から1車線に減少させ、歩道を拡幅する
整備を行い、誰もが安心・安全で快適に歩ける空間
を実現した。

整備区間（バス停は整備後の位置を示す）

幅員構成

整備後の四条通

京都市

四条通の道路空間再配分による歩道拡幅
〜人と公共交通優先の歩いて楽しいまちへ〜
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イ　テラス型バス停の導入とバス停の集約
　また、16箇所に分散していたバス停を、大規模商
業施設と鉄道駅出入り口の付近の4箇所に集約し、バ
ス・鉄道の相互乗継の利便性を向上させたほか、歩
道から張り出したテラス型バス停の導入と、T 型構造
のバス停上屋の設置により、バス待ち環境を改善す
るとともに、バス待ち客と歩行者との交錯の解消、バ
スの正着、円滑な乗降と発着を実現した。

ウ　沿道アクセススペース及びタクシー乗り場の設置
　商業地にある四条通の機能に鑑み、整備に当たっ
ては、荷捌きや乗降のための「沿道アクセススペース」
を15箇所、タクシー乗り場を2箇所配置した。

沿道アクセススペース

　これらのスペースの整備では、学識者、商店街、タ
クシー事業者、物流事業者、交通事業者及び関係

整備内容

テラス型バス停

行政機関で構成する「四条通エリアマネジメント会
議」において検討や議論を重ね、各種車両の交通挙
動、荷捌きの実態等の調査、スペースの位置や大き
さ、整備後の利用ルール等について、最適化を図った。
整備後の現在も、利用状況の把握、啓発指導に継続
して取組んでいる。

（3）整備後の状況
　整備後の四条通の状況を把握するため、歩行者通
行量や来街者ヒアリングなどの調査を実施した。
　商店街が設置する歩行者カウンターの数値によると、
四条通の歩行者通行量は、整備後2年が経過した平
成29年10月末時点で約1割増加しており、その後も
増加傾向が継続している。
　また、歩きやすさの指標として、歩行形態に着目し
た調査（平成28年3月）では横並びで歩くグループ
が9割以上に増加している。
　さらに、来街者へのヒアリング調査（平成28年11月）
では、四条通の来街者の約9割が「歩きやすくなった」
とし、また、8割以上が「歩いて楽しめる」と回答す
るなど、歩道が広がり歩きやすくなったと評価されて
いる。これらの結果より、歩行環境が改善しているこ
とが分かる。
　また、バス停利用者へのヒアリング調査によると「快
適に待てるようになった」「乗降しやすくなった」など、
約7割が改善を評価している。
　一方、路線バスは、車線減少に伴う道路の渋滞に
より、定時性低下が懸念されていた。実際に、整備区
間を通過する市バスの所要時間は、工事中に増加が
みられる時期があった。しかしながら、バス停での案
内誘導員の配置や移動式運賃箱の導入による降車後
の運賃受けの実施等のバス停車時間短縮の取組みと、
マイカーの迂回誘導等の複合的なソフト対策の結果、
現在の市バスの平均運行所要時間は、整備前と同程
度となっている。なお、整備後（平成27年）と整備前（平
成18年）の平日12時間自動車交通量を比較すると、
四条通で約4割減、周辺幹線道路で約1割～2割減と
なっており、四条通の交通量が大きく減少したことで、
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周辺道路が新たに混雑するなどの大きな影響は生じて
いない。一方、四条通周辺の各駅では鉄道利用者が
増加傾向であるとともに、自動車交通量における公共
交通（バス・タクシー）の割合が約5割になるなど、「人
と公共交通中心のまちづくり」が進んでいるといえる。

3．「歩いて楽しいまちなかゾーン」の整備
　歴史的都心地区を中心とした「まちなか」の細街
路においては、安心・安全で快適な歩行空間の確保
に向けた面的な取組みとして、カラーラインの設置に
よる歩行者、自転車、自動車の通行位置の整序化等、
通学路の安全対策や自転車走行環境の整備を行って
いる。また、歴史的都心地区においては、速度規制
を時速30kmから20kmに厳しくする京都府公安委
員会の取組みとも連携し、本地区の出入口や一部交
差点でのカラー舗装化等を実施した。

4．おわりに
　「歩いて楽しいまちづくり」の実現に向け、本市中
心市街地の四条通や周辺細街路における、「人と公共
交通優先」の空間を創出する取組みを紹介した。全

国的にも例のない道路空間再配分により、車線数を
減らして歩道を拡幅する四条通歩道拡幅事業は、各
種の社会実験・調査、地元・関係機関との議論等を
重ね、平成27年度に完成した。ゆったり歩ける歩行
空間やバス待ち環境空間の充実が、本通りを訪れる
人の安心・安全、快適さ、そして、まちの賑わいに繋
がりつつある。今回紹介した取組みが、近年、全国
的に広がりを見せている人と公共交通を優先したまち
づくりの参考になれば幸いである。

＜平成27年度土木学会賞技術賞（IIグループ）受賞プロジェクト＞

「歩いて楽しいまちなかゾーン」の整備
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1．はじめに
　神戸市では、平成7年の阪神・淡路大震災の“ 教
訓 ”や“ 市民の皆さまの声 ”を踏まえて、「神戸市水
道施設耐震化基本計画」を策定し、これに基づき
災害に強い水道づくりを進めている。
　「大容量送水管整備事業」はその主要施策の1つ
であり、平成8年度に着工してから20年の歳月を経
て、平成28年3月30日に完成した。大容量送水管は、
平常時は水を送る基幹施設として、また地震等災害
時には、飲料水や消火用水などを供給する給水拠
点として、市民生活や産業を支える施設である。

2．事業の概要
　水源の4分の3を阪神水道企業団からの受水に頼っ
ている本市において、大容量送水管は、六甲山中を
通る2本の送水トンネルに加え、新たに市街地の地
下深くを通る送水幹線として整備したものであり、
高い耐震性能と大きな貯留機能を備えている。直径
2.4mの送水管（鋼管）をシールドトンネル内部に
挿入しており、最大送水能力は約40万m3 /日、事業
費は約370億円である。
　事業区間は芦屋
市境（神戸市東灘
区）から奥平野浄
水場（神戸市兵庫
区）までの本線延
長12.8kmで、その

標準断面図

うち芦屋市境から住吉川立坑に至る3.8km区間は、厚
生省（当時）のモデル事業に採択され、平成14年度に
完成した。住吉川立坑から奥平野浄水場に至る9.0km
区間は、引き続き厚生労働省の国庫補助事業（緊急時
給水拠点確保等事業）として整備を行った。

3．大容量送水管の機能
（1）災害時における円滑な給水
・送 水 が 停 止した場 合でも管 内に貯 留された水

（59,000m3）を応急給水に利用できる。（全市民約
153万人に対して、1人1日3リットルとした場合、約
12日間分の水量に相当。）

・市街地に給水拠点（6箇所）を整備することで、応
急給水時間の短縮が図れる。

（2）復旧時間の短縮
・配水池や幹線配水管が被災しても、大容量送水管

から直接配水管網への送水が可能となった。
⇒震災時10週間を要した水道管復旧期間を6週間に

短縮可能となった。

（3）バックアップの確保
・既設トンネルのバックアップとして活用する。
⇒これまで送水を止めることができず、実施できなかっ

た既設送水トンネルの補修・更生工事を行い、長
寿命化を図る。

災害に強い水道づくり
〜大容量送水管整備事業〜

大容量送水管整備事業　全体図

神戸市水道局
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4．新しい技術の導入
（1）震災の教訓を踏まえ、貯留機能を合わせ持つ

　　送水管を発案
　被災都市ならではの発想で、送水機能に大容量の
貯留機能を合わせ持つ送水管を考案した。緊急時に
は防災活動の拠点としての機能を果たすよう、住宅密
集地の中心付近のルートとし、シールド工事の発進・
到達用に築造した立坑を有効利用し、貯留した水道
水を供給する施設として整備した。現在では大阪府
や札幌市等6事業体でも採用されており、災害対策事
業として全国に広がっている。

（2）全国で初めて大深度地下使用法を適用
　公益性を有する事業体に限り、通常利用されない
大深度の地下空間について、原則として地権者への
事前補償なしに使用できる新たな法律を一部区間で
適用した。これにより、直線的なルート設定が可能と
なり、路線延長を約600m 短縮、約25億円のコスト
縮減を実現した。

大容量送水管の本線

大深度地下使用法適用ルート比較

（3）全国で初めて断層用鋼管を採用
　神戸市内には多数の活断層が存在しており、本路
線においても「会下山断層」を横断する必要があった。
そのため、断層変位が生じても送水機能及び貯留機
能を維持できるよう、断層用鋼管を採用した。これは、
断層面前後の直管部にあらかじめ設けた変形しやす
い山状の変形部（座屈波形部）の曲げ変形によって、
断層変位を吸収するシンプルな構造である。

5．おわりに
　今後とも市民と連携した応急給水訓練の実施や施
設を活用したソフト施策の実施により、本事業だけで
はなく、水道事業の様々な取組みについて理解を深
めてもらう場として活用していく。
　日本に限らず、世界各地で数多くの地震が発生して
いることから、大容量送水管に関する知見は非常に
有効であると考えており、本事
業の効果や成果について、あら
ゆる機会を通じて国内外に幅広
く情報を発信していきたい。

断層横断位置図

変形前

変形後

断層変位吸収のイメージ
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鉄道・運輸機構大阪支社
（H20〜H29）の取組みについて

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構大阪支社 関
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の
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1．はじめに
　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以
下「鉄道・運輸機構」）は平成15年10月に日本鉄道
建設公団と運輸施設整備事業団が統合し設立された
法人である。大阪支社は富山県、石川県、福井県、
岐阜県、愛知県および近畿地方以西の西日本（中央
新幹線・九州新幹線を除く）を所管している。関西に
おいてはこれまでに、JR湖西線・東西線、神戸高速
鉄道北神線、京都市営地下鉄東西線、北近畿タンゴ
鉄道宮福線・宮津線などの建設に携わってきたところ
である。

2．北陸新幹線の建設
　北陸新幹線は東京都を起点とし、長野市付近・富
山市付近・小浜市付近を経由して大阪市に至る路線
で、昭和48年11月に整備計画が決定された。このうち、
上越新幹線と分岐する高崎から長野間の約117 km
については平成9年10月に長野五輪にあわせて開業し、
長野・金沢間の約228kmについては平成27年3月に

開業している。
　現在施工中の、金沢・敦賀間については平成24年
6月に工事実施計画（その1）の認可、平成29年10
月に軌道・建築・電気・機械工事などの開業設備工
事に係る工事実施計画（その2）の認可を受け、平
成34年度末の完成にむけて、鋭意、工事を進めて
いるところであり、施工延長は白山総合車両所（石
川県白山市）から敦賀駅（福井県敦賀市）までの約
115kmの本線工事である。主な構造物は一級河川
手取川・九頭竜川を渡河する橋りょうおよび北陸新幹
線としては2番目の長さとなる新北陸トンネルなど有し
ている。駅は、小松（併設）、加賀温泉（併設）、芦
原温泉（併設）、福井（併設）、南越（仮称）（新設）、
敦賀（併設）の6駅が計画されている。また、敦賀車
両基地も設置される。
　なお、福井駅部（約0.8km）については、平成17
年4月工事実施計画認可を受け、福井駅付近連続立
体交差事業および福井駅周辺土地区画整理事業と同
時進行で施工を行い、平成21年2月に完成している。

図1 北陸新幹線 金沢・敦賀間 全体平面図
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3．えちぜん鉄道高架化工事
　えちぜん鉄道高架化工事は福井駅付近連続立体交
差事業の一環として、平成3年3月に都市計画決定さ
れ、福井駅周辺土地区画整理事業と同時進行で進め
られている福井県の事業である。鉄道・運輸機構大
阪支社は平成24年9月に「えちぜん鉄道福井駅付近
連続立体交差事業に伴う調査及び設計の施行」に関
する協定、平成25年9月に「えちぜん鉄道福井駅付
近連続立体交差事業に伴う仮線及び計画線工事の施
工」に関する協定をえちぜん鉄道株式会社と締結した。

　協定締結による受託内容は図2に示す事業区間のう
ち、えちぜん鉄道三国芦原線（約0.6km）勝山永平
寺線（約1.8km）車両基地付近の入出庫線（約0.2km）
であり、北陸新幹線福井駅部の高架上に仮線を敷設
し、仮線で供用する間に地上を走る現在線を撤去す
る。その跡地に計画線（高架構造物）を建設し、完
成後に仮線から計画線に切替え、仮線の撤去などを
行うものである。工事については平成27年9月に仮線
への切替を行い、平成30年6月の計画線切替にむけて、
鋭意、工事を進めているところである。

4．おわりに
　鉄道・運輸機構大阪支社では本稿で紹介した事業
のほかに国、地方公共団体、鉄道事業者等の要請に
対応し、近畿圏をはじめとした西日本における各種鉄
道プロジェクトの調査・設計等を実施している。関係
各位のご支援のもと、これまで培った技術を生かして、
多岐にわたる鉄道の調査・建設に今後も誠意と情熱
をもって取組んでいく所存である。

図2 えちぜん鉄道高架化事業範囲

図3 えちぜん鉄道高架化施工順序
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1． はじめに
　都市再生機構（以下「機構」）は、昭和30年の日
本住宅公団として創設されて以来、全国で281地区（内
関西46地区）、約41,500ha（内関西約7,600ha）の
ニュータウンを整備、19,000ha 超の宅地を供給して
きた。
　しかし、人口減少や住宅宅地の量の充足などの社
会背景や特殊法人改革等により、平成30年度末まで
の第3期中期計画をもってニュータウン事業を終える
こととなった。ここでは、この10年で基盤整備のピー
クを迎え、関西の大規模ニュータウン整備の締めくく
りともいえる、国際文化公園都市地区（以下「彩都
地区」）（大阪府茨木市、箕面市）について紹介する。

2． 彩都地区の概要
　彩都地区は、大阪都心から北へ約18km、大阪府
茨木市と箕面市にまたがる丘陵地に位置する、総面
積約743haのニュータウンである。（図1）

　計画人口は5万人。西部（313ha）、中部（63ha）、
東部（367ha）の3地区に分かれており、土地利用は、
住宅系、施設系、公共用地、それぞれがほぼ3分の1
ずつの複合多機能都市として計画された。（図2）

図1　彩都地区　位置・周辺図

　昭和61年に大阪府が「国際文化公園都市構想」
を策定、平成6年から機構が土地区画整理事業によ
る基盤整備に着手、平成16年4月のまちびらき（初
期入居）を迎えた。その後、平成26年8月に西部地区、
平成28年2月に中部地区のそれぞれの換地処分によ
り事業は完了した。平成29年12月末現在、西部地区
に約4,900世帯、約14,800人が居住している。（図3）

　なお東部地区については、平成20年の事業計画変
更の際、機構の施行区域から除外されたが、地権者
企業等民間主体による検討、整備が進められている。

3． 大規模造成工事
　地区の開発前の地形は、標高が60m～320m、比
高260mとやや急峻な地形をなしており、地区の約
80％以上が山林である。地質性状は強風化花崗岩や
丹波層群の不均一な構成であり、さらに馬場断層等

図2　土地利用計画図（西部・中部）

図3　彩都地区 現況（平成28年7月）
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の断層も存在している。
　整備に当たっては、急峻な地形であること、及び地
区の大部分が「砂防指定区域」及び「宅地造成区域」
に指定されていることから、できるだけ現況地形に沿っ
た、またできるだけ現況緑地を残す造成計画とした
が、それでも切土量で約1800万m3にもなる大規模な
造成工事が必要であった。盛土は15m 以下にすべき
ところであるが、現況地形の制約から、造成エリアの
広い範囲で高さ30～40mにおよぶ盛土や、長大な切
土法面が発生する造成計画とせざるをえず、高盛土
及び長大法面の安定対策が課題となった。
　このため、平成3年、学識経験者及び行政機関職
員を委員とする、「国際文化公園都市地区に係わる造
成及び防災計画検討委員会」を設け、高盛土対策を
中心とした「防災計画書」を作成した。これを受けて、
平成6年度からは、「国際文化公園都市地区造成及び
防災施工検討員会」を設け、施工にあたっての課題
等を議論するとともに、施工にあたっては、観測施工
を行った。
　盛土の安定については、盛土内の地下水が大きく
影響するため、地下水位の低下を図ることが重要で
ある。このため、①表面水をすみやかに排除し、盛
土内への浸透を少なくするため、法尻付近に水路工
を設置、②雨水の集中しやすい凹地状地形に向けて、
現況等高線5m 毎に水平に礫暗渠工を設置し、現況
地盤に沿った流れを遮断、③地中の雨水を集水する
補助暗渠工を施工、などの措置を実施した。（図4、
図5）

4． 関連公共施設工事（国文都市4号線）
　国文都市4号線の整備については、地区外であるが、
箕面市からの要請により、都市再生機構法第18条に
基づき、機構が管理者に代わって事業を行う特定公
共施設工事（直接施行）として実施した。
　機構が施行した区間は、延長880mの本線部（橋
梁2橋「 彩 都 大 橋（L=141m）」 及 び「 もえ ぎ 橋

（L=33.5m）」、「 彩 都トンネ ル（L=401m）」など ）

図4　谷筋防災工概要図

図5　集水暗渠敷設工
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及び延長320mの取付け道路部（橋梁1橋（西今井橋
（L=28m）など）で構成され、機構の事業としては

めずらしい、総合的な道路工事であった。（平成28年
1月供用開始）
　トンネルは、NATM 工法を採用した。平成25年7
月から掘削工事に着手、破断層の出現や想定外の湧
水などがあったが、同年12月に無事貫通した。
　また、彩都大橋は、PC2径間の連続ラーメン橋桁
橋とし、交通量の多い府道茨木能勢線と勝尾寺川を
跨ぐことから、ディビダーク工法による片持ち張出し
架設により施工し、平成27年4月完成した。（図6）

5． おわりに
　機構のニュータウン事業は役割を終えつつあるが、
事業の中で培われた、大規模な造成や基盤整備に係
る技術力は、市街地における都市再生にかかる事業や、
東北震災復興支援事業等に活かされているものと考
えている。

図6　彩都大橋と彩都トンネル（施工中）　
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　淀川水系は昭和37年に水資源開発促進法に基づく
水系指定がなされ、以来、（独）水資源機構（昭和37
年の発足時は水資源開発公団）はダムの建設を進め、
これまで高山ダムを始めとするダム建設や日本最大の
湖を水源とする琵琶湖開発事業など淀川本部管内で
は11事業を完成させ、その管理を行ってきた。
　また、現在は川上ダムの建設事業を進めているとと
もに、丹生ダムについては平成28年7月に中止の方針
が決定され、事業廃止に伴う整備を実施している。
　ここ最近の10年間においては、淀川水系は度々大
きな出水を迎えたが、管理施設を適切に管理し洪水
被害を軽減した。建設事業においては、平成21年の
淀川水系河川整備計画策定後、ダム事業検証を経て、
川上ダムの事業継続、丹生ダムの事業中止を決定し
たところである。
　今回は既設ダムを活用した水災害防止の事例を紹
介するとともに、川上ダムの状況を報告したい。

ダムによる被害軽減事例（平成25年台風18号）
　平成25年9月15日から16日にかけて接近した台風18
号では、近畿地方で強い降雨が長時間継続する記録的
な大雨となった。
　桂川の日吉ダム流域では、降り始めからの総降雨量
が約345㎜を記録した。ダムへの最大流入量は1,690m3/
sに達し、平成10年4月の管理開始以来最大となった。
この極めて厳しい状況において日吉ダムでは異常洪水
時防災操作への移行を出来る限り遅らせて貯留を続け、
最終的に洪水時最高水位より上位標高の容量も活用し
た操作を行った。具体には、15日22時34分より洪水調
節（一定量方式：計画最大放流量）を開始し、本則操
作に基づく洪水の貯留を継続した。桂川は日吉ダムの
下流で田原川、園部川等の幾つもの支流が合流しており、
これら支流からの流出量が大きく、この影響により京都
市内の河川水位が上昇し、16日早朝のニュースでは嵐
山の渡月橋周辺の浸水状況が報道された。
　日吉ダム流入量は16日6時44分にピークとなりその後
減少傾向となったが、ダム貯水位は洪水時最高水位を

超えることが予想されていた。ダム下流では下流の渡月
橋付近の浸水は続き、さらにその下流の久我橋下流付
近の右岸においても堤防越流が確認されている状況に
あった。この状況に対し、日吉ダムでは、関係機関と調
整の上、洪水時最高水位を超えて設計洪水位までの間
の容量も活用することとし、本則操作（下流への放流量
150m3/s）を継続して、異常時防災操作を開始する時間
をできる限り遅らせた。その後、下流の保津橋地点（亀
岡市）水位が低下傾向に転じたことを確認した上で16
日12時より異常洪水時防災操作を開始、最大放流量を
500m3/sにとどめた。この操作により最大流入時点で流
入量の約9割（約1,540m3/s）を貯留、最終的には日吉
ダムの洪水調節容量4,200万m3に対して約4,460万m3を
ダムに貯留し、ダムの最高貯水位は洪水時最高水位を
超えるEL.201.87mとなった。この貯留によって異常洪
水時防災操作の開始を約1時間30分遅らせ、放流量の
増量による下流河川の水位上昇を抑制した。
　この日吉ダムの洪水貯留により、ダムが無かった場合
に比べ、ダム下流の保津橋では約1.5m、嵐山地区では
約0.5m水位を低下させ、渡月橋の損傷の拡大を防止
するとともに、嵐山地区の浸水戸数をほぼ半減できたと
推定された。

図1　日吉ダムの操作と下流水位の低減効果

（独）水資源機構淀川本部管内の事業経過について
（施設の適切な管理と建設促進）

独立行政法人水資源機構
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　また、この洪水に対しては、桂川の他、宇治川、
木津川、を含めた淀川水系全体で三川合流後の水位
上昇を抑える操作を近畿地方整備局淀川ダム統合管
理事務所との連携により実施している。水資源機構
が管理する木津川水系５ダム（高山ダム、青蓮寺ダム、
比奈知ダム、室生ダム、布目ダム）においては、計画
最大放流量よりも大幅に放流量を抑え、本則操作に
基づく場合よりも3.4倍多い貯留を行っている。

　これら、ダム等の洪水調節と必死の水防活動（土
のう積み）により堤防の決壊を免れることができた。
　日吉ダムが無く、今回越水が発生した鴨川合流点
付近の右岸側で堤防が決壊した場合には、約13,000
戸の家屋浸水、約1.2兆円の被害が発生していたと推
定され、甚大な氾濫被害が生じる事態を防ぐことがで
きたと考えられる。

川上ダムの建設促進
（治水・利水効果発現とダム長寿命化施策推進）

　川上ダムは平成26年にダム事業検証を終え、事業
継続が決定された。現在、治水・利水機能等を早期
に発揮するため、鋭意事業を進捗させているところで
ある。
　この川上ダムでは、「既設ダムの堆砂除去のための
代替補給」を目的の一つとしている。ダムは、一般に
100年間に流入する土砂量を想定した堆砂容量を計
画堆砂量として設定しているが、既設ダムでは計画上
の想定を上回って堆砂が進行している例もある。また　

図2　木津川５ダムの下流水位低減操作

有効貯水容量内にも斜めの堆砂が進行し、実際に利
用できる貯水容量が減少し、ダム機能が低下していく。
既設ダムの堆砂対策としては、貯水位を下げて掘削
する方法が有利であるが、多目的ダムの場合、貯水
位を人為的に低下させることはダムの利水安全度の
面から通常は困難である。川上ダムは木津川の既設
ダムと地理的に希な好条件で建設されることから、既
設ダムの貯水位を低下させて堆積土砂を掘削する場
合に、当該ダムに代わって必要な流量を川上ダムから
下流河川に補給することが可能である。
　川上ダムは平成34年度末の完成に向けて建設工事
を進めているところである。完成後は所期の機能を発
揮するとともに、既設ダムの堆砂対策を計画的に実施
し、ダムの長寿命化を図っていくこととしている。

今後に向けて
　平成29年10月の台風21号においても既設ダムの容
量を効果的に活用し洪水被害を軽減した。
　水資源機構では、今後も施設を最大限に活用し水
災害防止に努めるとともに、水災害防止のための技
術開発や新規施策について鋭意取組みを進め、地域
の安全で豊かな社会づくりに貢献してまいりたい。

図3 既設ダムの堆砂除去のための代替補給イメージ

図4 木津川上流ダム群と川上ダムの位置関係
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1. はじめに
　新名神高速道路（以下、「新名神」）は、名古屋市
と神戸市を結ぶ総延長約174km（現在、113kmが
供用済み）の高速道路で、現在、NEXCO 西日本で
は36kmの建設事業を行っている。
　ここでは、平成29年度に開通した高槻JCT・IC ～
神戸JCT間（約41km）の建設事業で行った新技術・
新工法等の施工事例について紹介する。

2. 新技術・新工法等の施工事例
（1）湧水対策と水環境保全の両立【箕面トンネル】

　箕面トンネルは延長が4,997mあり、新名神で最
長のトンネルである。当該トンネルは、上部に流れる
河川との土被り厚さが小さいこと、及び高透水の断層
破砕帯が存在していることから、施工中の湧水対策と、
上部河川の水環境の保全が課題であった。

　トンネル湧水の対策として、断層破砕帯が集中する
箇所に、全断面をウォーターバリアや高機能な防水シー
トで覆う非排水構造（ウォータータイト（WT）構造）
を採用した。（図3）
　さらに、施工中にトンネル内に流れ込んだ湧水につ

図１　位置図

図２　箕面トンネルの断面

新名神高速道路（高槻〜神戸）の新技術・新工法
について

いて、浄化した上でポンプアップし、上部の河川へ返
水する水環境保全対策も行った。

（2）高盛土における設計・施工【宝塚北SA】
　宝塚北 SAの計画地は、兵庫県内の新名神建設現
場で発生する土（約400万㎡）を受け入れる工区であり、
高さ約70mもの盛土を施工する必要があった。
　施工前の調査の結果、断層（十万辻断層）沿いに、
地下からの被圧された湧水、及び、軟弱堆積層が確
認され、施工にあたり、これらへの対策が必要であった。

　対策工法の検討にあたっては、三次元水収支解析
により複雑な地下水の挙動を把握した。対策として、
盛土内の水位上昇を早急に抑えるため、地下水と雨
水を別系統で排水することとした。また、基盤排水層
の他、垂直排水層等を施工した。さらに、高盛土の
安定性を向上させるため、通常路体とは別に、内部
摩擦角40度以上に限定した特別路体を施工すること
とした。
　平成23年11月から現場作業に着手し、5年5ヶ月を

図３　ＷＴ区間の覆工インバート施工状況

図４　宝塚北ＳＡ盛土概要図

十万辻断層の状況

西日本高速道路株式会社
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かけ、平成29年4月に施工が完了した。施工中は各
工区からの土の搬入のタイミングの調整や、土質確認、
材料変更等、様々な課題に直面したが、その都度対
策を講じた。当該盛土には、開通後も継続的に動態
観測を行うため、地下水位計やGPSセンサーを設置
している。

（3）世界初のバタフライウェブを採用した 
　　エクストラドーズド橋【新名神武庫川橋】
　当該橋梁は、二級河川武庫川内に橋脚を施工する
必要があったため、できるだけ橋脚をスレンダーにす
る必要があり、上部工の軽量化が求められた。また、
施工箇所は、非常に急峻な谷あいであり、部材を少
なく、現場での施工を省力化することなどが求められた。
これらの条件を満たすため、エクストラドーズド橋に、
箱桁橋のウェブ部分に蝶形のプレキャスト製コンクリー
トパネル（バタフライウェブ）を採用することとした。

　施工にあたり、上部工の軽量化と耐久性向上を図
るため、上下床版や主塔に50N/m㎡の高強度コンク
リートを採用した。また、橋脚については、帯鉄筋を
埋め込んだ半円形のプレキャストパネルを現場で積み

図５　宝塚北ＳＡ盛土構造図

図６　新名神武庫川橋の概要

上げてコンクリートを打設する急速施工（SPER 工法）
を採用した。なお、P1橋脚は、支持地盤面からさら
に深い位置に基礎を配置し、他の橋脚との高さバラ
ンスを合わせることで、地震時慣性力の分散、低減
を図った。

　また、柱頭部は、プレキャスト部材が型枠・支保
工代わりとなる施工方法を採用し、高所での支保工
部材の軽減、省力化を図った。

3. おわりに
　新名神の建設にあたっては、これまで高速道路建
設で培った技術に加え、よりメンテナンスしやすい道
路造りを進めている。残る建設区間もこれら技術を積
極的に取り入れつつ、安全最優先で進めていく。

図７　橋脚部　施工方法のイメージ　

図８　柱頭部　施工方法イメージ

図９　新名神武庫川橋完成写真
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　当社では、関西の暮らしや経済の発展への貢献を
使命に、阪神高速道路ネットワークの整備を着実に
進め、平成29年11月現在、供用延長は260kmに達
し、1日約70万台のご利用をいただいている。ここで
は、平成20～29年の当社における建設事業の取組み
を紹介する。

1．路線整備状況
＜大阪地区＞
　2号淀川左岸線は、大阪都市再生環状道路を形成
する重要な路線であり、島屋～高見区間4.3kmは、
昭和63年2月の都市計画事業承認から平成25年5月
の開通まで、およそ四半世紀を要する事業となった。
　島屋～高見区間のうち、大阪府一級河川正蓮寺川
の区域では『正蓮寺川総合整備事業』の一環として、

河川を半分ずつ締め切り、河川内のヘドロを改良し、
基盤整備した正蓮寺川河川内を開削トンネル構造で
高速道路を構築。正蓮寺川の通水機能を維持しなが
らの施工であった。

写真1　淀川左岸線　正蓮寺川陸地化

阪神高速道路株式会社建設・更新事業本部

阪神高速道路における建設事業の取組み（H20〜H29）
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図1　阪神高速道路　建設状況
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　現在、大阪市において公園、下水道整備等が実施
されている。
　一部区間では、柱列式地中連続壁のH鋼芯材を開
削トンネル側壁本体に取り込んだ側壁合成構造を新
技術として開発し、建設コスト縮減を図り合理的な設
計・施工法を確立した。
　次に、3号神戸線との高架構造接続部分である海
老江JCT 部では、4本の鋼管を4段の横つなぎ材で一
体化した世界初の鋼管集成橋脚を採用した。本橋脚
は、大規模地震発生時における地震エネルギーを吸
収して耐震性を向上させるとともに横つなぎ材のみの
取替で早期復旧を可能とするものである。

図2　正蓮寺川総合整備事業　完成イメージ

写真2　正蓮寺川トンネル（速度抑制効果を期待した壁面デザイン）

　次に、6号大和川線は、4号湾岸線と14号松原線
を東西に結び大阪都市再生環状道路を形成する延長
9.7km の重要な路線で、三宅西～三宅中間0.6km
は平成25年3月、三宝 JCT が同年12月、三宝 JCT
～鉄砲西間1.4kmは平成29年1月に開通した。
　未供用区間7.7kmのうち4.1kmは大阪府または堺
市との合併施行方式で、平成31年度の完成に向けて
施工中である。
　道路構造については、大部分がトンネル構造で、
約4km の区間では離隔が1m 程度の大断面（外径
12.47m）の併設シールドトンネルを採用している。
　また、湾岸線からの開削トンネル区間3.1kmでは、
国土交通省が施行する高規格堤防整備事業との一体
整備を実施している。

写真3　鋼管集成橋脚（海老江JCT）

写真4　三宝～鉄砲　大和川第一トンネル
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＜神戸地区＞
　31号神戸山手線（南伸部）は、神戸都心部と神戸
市西部エリアとのアクセス強化するために、白川JCT
～神戸長田出入路間と3号神戸線湊川JCTとを接続
する1.8kmの区間であり、平成3年12月に工事開始
公告を行い、平成22年12月に開通した。
　ほぼ全区間が開削トンネル構造であり、JR神戸線
や神戸高速鉄道、神戸市営地下鉄の鉄道構造物など
重要構造物と交差しており、非常に厳しい施工環境
下での工事であった。特に、神戸高速鉄道との交差
部では、延長約120mの鉄道函体を鋼管杭98本使用
して6年間仮受けし、鉄道函体の変位を管理・制御し
ながらトンネル構造物を構築した。

写真5　神戸山手線（南伸部）開通イベント（H22.12.4）

写真6　神戸高速鉄道函体仮受け状況

＜京都地区＞
　京都市域で初めての都市高速道路である8号京都
線は、平成7年3月に工事開始公告を行い、上鳥羽～
第二京阪間5.5kmは平成20年1月、山科～鴨川東間
2.7kmが同年6月に開通し、当社にとって民営化後初
めての新規路線の開通であった。また、京都市との
合併施行区間である、鴨川東～上鳥羽間1.9kmにつ
いては暫定2車線整備として平成23年3月に開通した。
　山科～鴨川東間は、稲荷山を通過しており、一部
区間は当社で初めてシールド工法を用いたトンネル構
築を実施した。全線高架構造である上鳥羽～第二京
阪間は、古都京都に溶け込む道路として、鳥居をモチー
フにした形状の橋脚を採用するなど周辺環境と調和し
た道路整備に取組んだ。鴨川東～上鳥羽間は、日本
で初めて全区間にLED 照明を採用するなど新技術も
採用した。
　この8号京都線の開通により、平行する京阪国道（国
道1号）の南区・伏見区周辺での渋滞がほぼ解消さ
れた。

写真7　稲荷山トンネル施工　シールドマシン
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図3　神戸高速鉄道函体仮受けイメージパース
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2．JCT（ジャンクション）整備状況
　高速道路のネットワーク化を進め、利便性の向上
や災害時のリダンダンシーの強化などの重要な役割
を果たすJCT（ジャンクション）整備についても実施
してきた。
　既設高速道路などの重交通を確保しながら狭隘な
施工空間での困難な施工を克服し、守口JCTは近畿
自動車道と12号守口線（平成26年3、7月）を、松
原JCTは近畿自動車道と14号松原線（北西渡り）（平
成27年3月）を接続する連絡路を整備した。

写真9　守口JCT全景

3．今後の事業展開
　現在着手中の事業としては、先述した大和川線、
および淀川左岸線（高見～豊崎）に加え、平成29年
4月より新規事業として淀川左岸線延伸部および大阪
湾岸道路西伸部に着手しており、ミッシングリンク解

写真8　鳥居をモチーフにした橋脚（上鳥羽～第二京阪間）

消に向けて鋭意事業を進めている。
　また、JCT 整備については、16号大阪港線（東行き）
と1号環状線（北行き）を接続する西船場 JCT 改築
を行っており、さらなる利便性向上を図っているとこ
ろである。
　引き続き、関西の基盤強化と経済的発展や都市部
の環境改善に寄与することが期待される、関西都市
圏の高速道路ネットワークのミッシングリンク解消に
向け、これまで培ってきた技術力やノウハウを駆使し、
関係機関と緊密に連携しながら取組んで参りたい。
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1．はじめに
　明石海峡大橋は、土木学会関西支部が創立70周
年を迎えた翌年の平成10年4月5日に開通し、平成
30年に開通20周年を迎えた。最近10年間、維持管
理において、特に課題となる事象は発生していないが、
瀬戸大橋など他の長大橋梁の現状も考慮しつつ、長
期にわたる保全に万全を期すための技術開発などを
行い、安全・安心・快適にご利用いただくための対
策などを必要に応じ実施してきた。ここでは、その一
端とともに、最近の交通実態等に関する話題を紹介
する。

2．維持管理の現況
　当社では、貴重な社会インフラである明石海峡大
橋をはじめとする本四連絡橋を200年以上の長期に
わたりご利用いただけるよう、供用開始の初期段階か
ら、予防保全を基本とした計画的な維持管理に取組
んでいる。予防保全を着実に実践するため、さまざま
な技術開発に取組んでいるが、ここでは、吊橋主ケー
ブルの防食技術を紹介する。
　吊橋の主ケーブルは最も重要な部材であり、取替
えが実質不可能なことから、確実な腐食対策が必要
である。従来の塗装によって水の浸入を遮断するとい
う発想に代えて、主ケーブル内部に乾燥した空気を送
り込み、主ケーブルが腐食しにくい環境を造るという

「ケーブル送気乾燥システム」を世界に先駆けて開発
した。橋桁内に乾燥空気を作る設備を設置、乾燥空
気の注入孔を最適な間隔で主ケーブル上に配置、そ
して、乾燥空気を主ケーブル内部に送り込む。乾燥
空気は主ケーブル内を移動して、排出孔から外に排
出される。（図1）明石海峡大橋の主ケーブルを開放
して内部を調査した結果、主ケーブル表面だけではな
く内部のワイヤーにも腐食の発生や進行はなく、シス
テムが確実に機能していることを確認している。（写真1）

写真１　主ケーブルを開放して点検している状況

　このシステムは、当社が管理する吊橋10橋全てだ
けではなく、当社の技術支援の下、長崎県の平戸大橋、
広島県の安芸灘大橋や豊島大橋、首都高速道路株式
会社のレインボーブリッジなどに導入された。海外に
おいても、新設・既設を問わず、多くの吊橋に導入が
推進されている。当社が開発した吊橋主ケーブルを腐
食から守る技術が、吊橋にとって必要不可欠な世界
標準の技術になってきた。現在、所要の性能を確保
しつつ、本システムの消費電力を低減する経済化運
転方法について技術開発を継続している。

3．利用交通量の現況
　平成10年4月に供用した明石海峡大橋（神戸淡路
鳴門自動車道の垂水 ICと淡路 IC の間に位置する）
の交通量は、平成28年度には日平均36,600台に達
した。通行料金の割引等の効果もあるが、供用初年
度の平均交通量からは1万台以上増加している。また、
供用から11年3ヶ月後の平成21年7月には累計1億台
を突破、それから8年1ヶ月後、平成29年8月11日に
は累計2億台を達成した。

図１　ケーブル送気乾燥システムの概要

開通20周年　明石海峡大橋の現況（H20〜H29）
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4．明石海峡大橋ブリッジワールドの現況
　当社では、本四連絡橋事業への理解を深めていた
だくとともに、橋梁技術にも関心を持っていただくこ
とを目的に、インフラツーリズムの先駆けとして、平
成17年度より、世界一の吊橋を体験するイベント「明
石海峡大橋ブリッジワールド」を開催している。ブリッ
ジワールドは、大変多くの方にご参加いただいている
人気のイベントであり、開始から7年目の平成23年8
月27日には累計参加者が5万人を、そして、平成29
年5月12日には10万人を達成した。特に、平成25年
度からは、海外からの参加者数の割合が10%を超え
るようになり、平成28年度の参加者の内訳は、国内
が79%、海外が21%と過去最大になった。28カ国か
らの参加者がいたが、海外に占める地域別の割合で
はアジアが92%と最も高く、国（地域）別では台湾
からの参加者が76%であった。
　ブリッジワールドは、毎年、4月1日から11月30日まで、
毎週木曜日から日曜日までの各日と、祝日に実施して
いる。なお、海外からの参加者向けとして、英語、中
国語及び韓国語の音声ガイダンスを導入している。

写真２　明石海峡大橋の管理用通路を歩行

5．おわりに
　当社では、経営理念の一つとして、「200年以上の
長期にわたり利用される橋をめざし、万全な維持管
理に努めます。」を掲げている。今後も、この経営理
念に基づき、安全・安心・快適に利用していただける
よう努めていく所存です。引き続き、明石海峡大橋を
はじめとして、本四連絡橋をご利用ください。
　また、明石海峡大橋のブリッジワールドなど、本四
連絡橋の技術を直接体験いただけるイベントを企画し
ています。みなさまのご参加をお待ちしています。

写真３　明石海峡大橋の塔頂にて

写真４　明石海峡大橋塔頂から神戸側の眺め

写真５　明石海峡大橋塔頂から淡路島側の眺め
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1． はじめに
　当社では、液化天然ガス（以下、LNG）を輸入し、
LNG 受入基地である泉北製造所第一工場・第二工
場（大阪府）、姫路製造所（兵庫県）で受入、貯蔵、
気化、および付臭しお客さまにガスを供給している。
貯蔵設備であるLNGタンクの一形式であるPCLNG
タンクは、当社が日本で開発・実用化し、その後も技
術開発や大容量化等を進めてきた。今回、泉北製造
所第一工場において、天然ガスの需要拡大とLNG調
達環境の変化へ対応し、供給信頼性を高めることを
目的に、地上式 LNGタンクとして世界最大となる容
量230,000m3のPCLNGタンクを建設した。このタン
クにおいて、日本で初めてスリップフォーム工法によ
りPC 防液堤の構築を実現した。本稿では、PCLNG
タンクの概要、およびスリップフォーム工法によるPC
防液堤構築について紹介する。

2． PCLNGタンクの概要 
　今回、既存の金属二重殻式 LNGタンク2基（容量
45,000m3×2基）を撤去し、一方の跡地にPCLNGタ
ンクを建設した。写真1に今回建設したPCLNGタン
クの外観を示し、図1にPCLNGタンクの構造を示す。
内槽内径87.0m、PC 防液堤外径90.8m、高さ約58 
mである。常時は、-160℃の極低温のLNGを内槽
と呼ばれる低温用鋼製タンクで貯液する。この内槽か
ら万が一LNGが漏洩した場合、PC防液堤で貯液し、
LNG の外部流出を防ぐ安全性の高い完全格納型の
二重容器構造となっている。

　

　また、金属二重殻式 LNGタンクと異なりPC 防液
堤が内槽と一体化していることから同じ敷地に対し大
容量化を図ることができ敷地の利用効率が高く、近
年では国内のLNGタンクの主流の形式となっている。

3． スリップフォーム工法を用いた防液堤構築
　LNG 受入基地の設備のうち、LNGタンクはとりわ
け長い建設期間を要する。そのうち、PC 防液堤の構
築は、LNGタンク全体工期の約4分の1を占めるため、
防液堤の工期短縮は設備の早期運用開始に資するも
のである。このような背景から急速施工法であるスリッ
プフォーム工法に着目した。
　スリップフォーム工法
は、型枠・足場が一体
化された装置を円環状
に配し、クライミングロッ
ドに設置された上昇油
圧ジャッキにより装置全
体を上昇させながら、鉄
筋組立・コンクリート打
設等を並行して行う工法
であり（図2）、①コンク
リートの打継ぎがなく品
質の向上が図れる、②

写真1　建設したPCLNGタンク外観

図1　PCLNGタンクの構造

図2　スリップフォーム工法の概要図

世界最大のPCLNGタンク建設プロジェクト

大阪ガス株式会社
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型枠・足場の盛替えが不要なことから、工期を大幅
に短縮できる、という特徴がある。この工法をPC 防
液堤という高い品質が要求される構造物に対して適用
するにあたり、コンクリートの耐久性の確保、および
直径90.8mの大規模な構造物における施工精度の確
保等が課題であった。

① PC防液堤躯体コンクリートの耐久性の確保
　スリップフォーム工法は、連続施工を行う性質上、
短時間で脱型されるため養生期間が短く、コンクリー
トの組織形成や防液堤としての耐久性に影響を及ぼ
すことが懸念された。その影響評価として、早期脱型
時の圧縮強度の発現、コンクリートの細孔構造の形
成への影響、経年劣化の要因となる塩分の浸透特性
等について実験により確認し、コンクリートの配合や
装置の上昇速度（脱型時間）を決定した。

② 施工精度の確保
　直径90.8mのPC 防液堤の施工精度を確保するた
めに、真円度、中心偏位、水平性をリアルタイムで連
続的に自動計測できるシステムを導入し、その計測結
果を踏まえて、直径方向に展張した真円形状を保持
するためのスポークワイヤ（図3）の張力を管理、制
御し、即座に補正できるシステムを確立した。

　スリップフォーム工法の適用による主な効果として
以下を達成することができた。

・打継のないPC防液堤構築

・従来工法9か月に対して20日間でPC防液堤を構築
・従来工法比でPC防液堤構築コスト20%削減

4．おわりに
　PC 防液堤の工事に引き続き内槽工事等を進め、
2015年12月より運用を開始している。PC 防液堤の
構築に要する工期を大幅に短縮した技術上の功績が
評価され、平成27年度土木学会技術賞（Iグループ）
の受賞を初めとして、日本コンクリート工学会、エン
ジニアリング協会、および日本ガス協会からも表彰を
いただいた。
　今後もPCLNGタンクに関する技術を中心として土
木技術の発展に貢献していく所存である。

図3　スポークワイヤ

図4　施工状況
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2.2 　技術トピックス
（1） 主ダム基礎掘削における水平弱層対策

　主ダム基礎掘削において、河床部に予期せぬ水
平弱層が出現したため、ダムの安定に影響を及ぼす
と判断し、ボーリングコア観察や室内試験、原子力
の活断層調査で使われているCTスキャンやX 線回折

（XRD）分析等により、水平弱層の分布や性状を詳
しく調査した。その結果、河床部に水平弱層を貫く
大規模なせん断キーを構築するなどの対策を実施し、
ダムの安定性を確保することができた。

(a) 主ダムサイト全景

(b) 主ダム（2018年1月）

(c) 逆調整ダム（2017年6月）
図2　NNP1工事状況

1. はじめに
　当社では、これまで国内で培ってきた開発から運転
に至るまでの高い技術力と経験を活かして、中期経
営計画における「新たな成長の柱の確立」の一つとし
て、「国際事業の飛躍的な成長」を掲げている。特に
水力では、地形や気象条件の似通った東南アジアを
中心に水力発電事業の展開を目指している。本稿では、
現在、当社が海外で進めている2つの水力発電プロジェ
クト、ラオス国ナムニアップ1水力とインドネシア国ラジャ
マンダラ水力について紹介する。

2．ナムニアップ1水力（NNP1）
2.1　概要
　NNP1は、関西電力とタイ電力公社、ラオス国営投
資会社が出資する独立系水力発電（IPP）事業であり、
27年間の商業運転の後、ラオス国に資産を譲渡する
BOT（Build, Operate and Transfer）方式により
運営される。土木・電気・金物の建設を、日本企業（そ
れぞれ大林組、日立・三菱電機、IHIソリューション
ズ）が請け負い、オールジャパンの体制で取組んでいる。
図1にNNP1地点の位置図および縦断図、表1にプロ
ジェクト概要、図2に工事状況を示す。主ダムは高さ
167m、堤体積234万m3の重力式コンクリートダムで
ある。2018年1月末現在の進捗率は91%、2019年1
月の竣工予定である。

図1　NNP1位置図および縦断図

表1　NNP1プロジェクト概要
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（2） RCCによるダムの急速施工
　主ダムは、RCC （Roller Compacted Concrete）
工法を採用している。25ヶ月で234万m3のコンクリー
トを打設するが、打ち継ぎ目の処理（グリーンカット、
敷きモルタル）をせずに連続して施工することができ、
急速施工が可能で経済性が高い。特に雨季・乾季の
ある東南アジアでは、スロープレイヤー工法の採用
やコンクリート遅延剤の導入により、降雨時にも柔軟
に対応できる。日最大打設量9,141m3、月最大打設量
18,112m3を記録し、50年以上前に黒部ダムが打ち立
てた施工速度の日本記録を塗りかえた。

（3） 狭隘な谷にスキージャンプ式洪水吐
　NNP1は狭隘な谷を有し、従来の跳水式洪水吐で
は、河床部の掘削が膨大となるため、自然の地形を
利用できるスキージャンプ式を採用した。設計に際し、
当社技術研究所でスケール1/65の移動床模型で水理
実験を行い、中央と両側からなる複数のフリップバケッ
ト（ジャンプ台）を設け、放流水の着水エネルギーを
分散し、減勢池の洗掘と下流河川への堆積物が小さ
くなるよう工夫している。（図2 b）また、逆調整ダム
では、洪水時の越流長さを確保するため、ジグザグ
の形をしたラビリンス式の洪水吐を採用している。（図
2 c）

（4） 少数民族の住民移転
　主ダムの完成後には長さ70km 面積67k㎡の貯水
池が出現するが、そこには5村3,500人の少数民族、
モン族（図3）が住んでいる。そのため、ダム・発電
所の近くに森林を含んだ60k㎡の移転地を用意し、
補償交渉を進めている。移転地の建設（図4）にあたっ
ては、モン族特有の文化や慣習を尊重し、住民との
コミュニケーションを図りながら、住宅や耕作地を含
むインフラ設備の建設を進め、住民の生計改善に努
めている。

図3　NNP1付近に住むモン族

図4　NNP1移転地の建設
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3.　ラジャマンダラ水力（Rajamandala）
3.1　概要
　Rajamandalaは、関西電力とインドネシアパワー
社が出資するBOT 方式の水力発電 IPP 事業である。
図5に地点の位置図および河川縦断図、表2にプロジェ
クト概要を示す。本プロジェクトは、既設のサグリン
ダムとチラタダムの間の落差を利用した流れ込み式
の水力発電所である。2017年9月末時点の進捗率は
47%、2019年5月竣工予定である。

3.2　技術的トピックス（発電所周辺掘削法面変状）
　発電所地点には、膨張性の泥岩が分布している。
発電所周辺の掘削に伴い、法面に多数のクラックと
変状が発生した。本プロジェクトは、コントラクター
の設計責任施工（EPCフルターンキー）であるが、
工事の遅延とコストオーバーランを回避するため、双
方の合意のもと詳細な地質調査および対策検討を当
社主体で実施することとした。
　調査はコアの採取率を高めるための泡ボーリングや、
CTスキャン・XRD 分析を含めた各種試験を実施し、
地層の成り立ち、泥岩の分布や性状を確認した。そ
の結果、法面を緩やかに切り直し、開閉所や水槽な

図5　Rajamandala位置図および河川縦断図

表2　Rajamandalaプロジェクト概要

どの構造物を泥岩の領域から外れる山側にセットバッ
クさせた。なお、水槽のセットバックに伴い、余水吐
の越流長さを確保するために、ラビリンス式を採用し
ている。（図6）2017年10月時点の工事状況を図7に
示す。

4.　おわりに
　今後も東南アジアにおける水力開発に当たっては、
NNP1やRajamandalaなどの海外水力プロジェクト
で得られたRCC 工法などの技術やノウハウを積極的
に活用するとともに、土木技術者の技術力向上を図り
たいと考えている。

図6 　Rajamandalaラビリンス式余水吐

図7　Rajamandala工事状況（2017年10月）

Operate
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鉄道事業を通じた地域活性化への取組みに
ついて（H20〜H29）

西日本旅客鉄道株式会社建設工事部

の自然に調和する新しい駅（エコステーション）とな
る摩耶駅を開業し、新たなまちの核として利用いただ
いています。

3．輸送改善
　嵯峨野線においては、平成2年の京都～園部間電化、
平成12年の二条～花園間複線化などにより段階的に
輸送改善を図ってきましたが、平成22年3月に京都～
園部間を複線化し、京都中心部への速達性向上を実
現しました。

写真１　東姫路駅

写真２　摩耶駅

図２　京都～園部間複線化工事

1．はじめに
　弊社は「JR西日本グループ中期経営計画2017」
の中で掲げた「めざす未来～ありたい姿～」の実現
に向けて「安全・CS・技術」という3つの基本戦略を
もとに、鉄道を社会基盤として持続的に運営し、安全
で豊かな社会づくりに貢献することで、鉄道の品質を
高めるとともに、地域の活性化に貢献することで「地
域共生企業となる」ことをめざしています。　
　上記目標に向けては、既成市街地の利便性向上、
沿線市町のまちづくりの核、交通結節点の整備、輸
送サービス向上などを目的とした「新駅設置」、複線
化等による輸送力向上と安全・安定輸送の実現目的
とした「輸送改善」、ならびに鉄道と道路の平面交差
解消による安全性の拡大、鉄道が分断していた市街
地の一体的整備による都市の健全な発展、交通渋滞
の緩和などを目的とした「立体交差化事業」について、
関連する事業主体となる都市側と協議を重ね実施し
てまいりました。ここでは、この10年間の取組み実績
について紹介させていただきます。

2．新駅
　東海道・山陽本線においては、平成20年に島本駅（大
阪府島本町）、須磨海浜公園駅（神戸市）、はりま勝
原駅（兵庫県姫路市）、桂川駅（京都市）を開業しま
した。また、平成28年3月には、姫路市による土地区
画整理事業等に合わせて建設された東姫路駅と六甲

図１　関西地区での取組み実績
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　おおさか東線においては、大阪府と沿線自治体及
び JR西日本等が出資する大阪外環状鉄道株式会社
より工事を受託し、新大阪駅から学研都市線鴫野・
放出駅を経由後、大阪東部地域を縦断して大和路線
久宝寺駅に至る全線20.3kmのうち、南区間（放出
～久宝寺間）9.2kmを平成20年3月に先行開業しま
した。残る北区間（新大阪～放出間）についても、
大阪市北部エリアのネットワーク強化を目指し、平成
30年度の開業に向け工事を進めています。

4．立体交差化事業
　山陽本線姫路駅付近においては、兵庫県及び姫路
市と平成2年から、山陽本線約4.3km、播但線約
1.0km、姫新線約1.3km の計6.6kmにわたる鉄道
高架化工事を進め、平成20年12月に使用開始しまし

図３　おおさか東線概要

た。また、阪和線東岸和田駅付近においては、大阪
府及び岸和田市と平成21年度から、約1.6km の鉄
道高架化工事を進め、平成29年10月に使用開始しま
した。これらにより、都市の健全な交通ネットワーク
の発展に貢献しています。

5．おわりに
　弊社は、鉄道事業における安全の確保を最優先す
ることはもとより、「中期経営計画2017」の実現を通
じて西日本地域の活性化に貢献することを目指してお
ります。ここで述べた事業以外にも、大阪駅等の拠点
駅開発や九州新幹線開業に合わせた山陽新幹線の改
良など幹線ネットワーク充実にも取組んでまいりました。
　今後は、現在工事中のJR総持寺駅、嵯峨野線京
都・丹波口間新駅などの新駅設置や既存駅の改良、
おおさか東線（放出～新大阪）、奈良線輸送改善（JR
藤森～宇治、新田～城陽、山城多賀～玉水）、東海
道線支線地下化（仮称「北梅田」新駅含む）などの
プロジェクトによる鉄道サービス向上に向けた取組み
を通じて、西日本地域とともに歩み、発展できるよう、
また、お客様から選び続けられる企業となることを目
指して、努力してまいりたいと思います。

写真３　山陽本線姫路駅付近

写真４　阪和線東岸和田駅付近
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3．安定輸送のための取組み（高架化工事）
　踏切での人身事故は、鉄道における輸送障害の大
半を占め、安定輸送を確保する上で大きな課題となっ
ている。これらへの抜本対策として、当社では自治体
等と連携して高架化工事により、踏切除却を進めてきた。

（1）淀駅付近高架化工事（平成26年度竣工）
・事業主体：京都市
・事業延長：約2.1km
・除却踏切：3箇所（下津、淀、池上）
・事業期間：平成11年～26年
　京阪本線淀駅は、近傍に京都競馬場があり、競馬
開催時には駅利用者が平日の約10倍にまで増大する
駅であった。そのため、踏切における事故や輸送障
害が多発していた。これらを受け、京都市、日本中央
競馬会、当社が施行主体となり、駅を含む約2.1km
区間の高架化工事を行い、区間に含まれる3踏切の
除却を行った。また、約10万人の競馬利用客が住宅
街を通過することによる住環境破壊も地域特有の問
題となっていたが、高架化にあわせて駅を競馬場側
へ移転し専用出入口及び競馬場へ直接繋がるデッキ
を設けることにより、住民動線との分離を図った。なお、
事業にあわせて高架下空間の有効利用や駅前広場の
整備も行い、行政と連携しながら、地域の活性化に
つなげることができた。

宇治川橋梁における洗堀対策工事

１．はじめに
　当社は平成22年に開業100周年を迎えたところで
あるが、近年は異常気象や少子高齢化に伴う諸課題
など鉄軌道事業を取り巻く環境が大きく変化しており、
施設・設備面においても対応が求められている。本
稿では、この10年間の安全・安定輸送のための代表
的な取組みについて紹介する。

２．安全輸送のための取組み（防災対策工事）
　近年、ゲリラ豪雨に代表される異常気象により、想
定外の大規模災害が全国各地で多発している。
　当社では、降雨強度向上に資する工事として、急
な法面勾配箇所や盛土高が高い盛土構造物を張コン
クリート化するなど、補強工事を重点的に進めてきた。
　また、豪雨時における河川増水への対応として、八
幡市駅～淀駅間の宇治川橋梁（昭和２年建設、橋長
262.3m）について、平成18年以降定期的に洗堀調
査を行ってきた。平成24、25年の豪雨により、洗堀
の進行が確認されたため、現在洗堀対策工事を実施
している。

盛土 張コンクリート化工事

京阪電気鉄道における10年間の取組み

京阪電気鉄道株式会社
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（2）寝屋川枚方連立事業（事業期間中）
・事業主体：大阪府
・事業延長：約5.5km
・除却踏切：21箇所
・事業期間：平成25年～40年（予定）
　現在、京阪本線寝屋川市駅～枚方市駅間連続立
体交差事業について工事計画中である。事業区間に
含まれる21踏切の除却によって、天満橋駅～枚方市
駅間の踏切が全て除却されることとなる。

4．需要創造（中之島線）
　中之島地区は大阪の文化、ビジネスの中心地であ
るにも関わらず、特に東西方向の交通が不便であり、
梅田や難波と比較すると開発が停滞していた。そこで、
この地区の交通利便性を高めるとともに、経済活動
や文化交流などの活性化を図り、あらたな需要を創
造するため、中之島線を計画し、建設工事に着手した。

竣工後（池上踏切道）

着工前（池上踏切道）

工事に際して、建設エリアの地盤特性（軟弱地盤で
地下水位が高い）や、河川・地下鉄・橋梁・地下埋
設物など重要構造物と近接あるいは交差しており、数
多くの技術的課題をクリアする必要があったが、専門
家を交えた技術委員会を発足するなど、最新の知見
や技術を得て、平成20年10月に新線開業に至って
いる。
　なお、中之島線が起爆剤となり、オフィスビルや文
化交流施設等が沿線に建設され、地域の活性化が進
んでいる。

中之島線（全景）

5．今後の取組みについて
　当社の鉄道施設は建造から100年近く経過してい
る構造物もあるが、先人達が丁寧に維持管理してき
ており、様々な創意工夫を施している。一方で少子高
齢化に伴う沿線の生産年齢人口の減少など、将来外
部環境も厳しくなることは明白であるため、安全性の
さらなる向上を図りつつ、ヒト、モノの両面で効率化
が不可欠である。今後はICT、IoTなどの技術も積
極的に取り入れながら様々な取組みを進めていきたい
と考えている。
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新線建設・立体交差事業と大規模改良工事の
取組みについて

阪神電気鉄道株式会社

1．はじめに
　当社は、1905年の開業以降、新線建設や立体交
差事業、大規模改良工事等に取組んできた。
　現在は、本線・阪神なんば線・武庫川線・神戸高
速線の4路線を51駅（第2種鉄道事業・他社との共
同使用駅含む）、48.9kmで営業しており、山陽電気
鉄道と梅田・山陽姫路間、近畿日本鉄道と神戸三宮・
近鉄奈良間で相互直通運転を行っている。
　以下に、この10年間における取組みについて報告
する。

2．10年間における取組み
（1）阪神なんば線延伸事業

　阪神なんば線延伸事業は、阪神西九条から大阪難
波までの約3.8kmを延伸する事業で、鉄道を中心と
した円滑な都市内交通システムの形成を図るべく、平
成15年10月に着工し、平成21年3月に開通を迎えた。
構造形式は、西九条から新設駅の九条までに高架、
擁壁、地下と移行し、以降、大阪難波までは地下構
造である。
　本路線の開通により、阪神三宮駅～近鉄奈良駅間
約65.2kmで阪神・近鉄が相互直通運転を実施して
おり、広域移動の利便性が向上すると共に、大阪都
心部を中心とした東西都市軸の機能が強化された。
また、新設した3駅では、地下鉄、私鉄線にそれぞれ
アクセスし、既存鉄道とのネットワークが形成された。

図1　阪神なんば線（延伸部）位置図

（2）本線鳴尾駅付近連続立体交差事業
　本事業は、都市計画事業として兵庫県が事業主体
で施行しており、本線甲子園・武庫川間の約1.9km
を連続的に高架化し、6箇所の踏切の除却と交差道
路や側道等の整備を行うことで、道路交通の安全性
の向上と円滑化を図るものである。
　工事は仮線・単線順次切替方式により、平成20年
5月より着手、平成27年3月に下り線（神戸三宮方面
行き）、平成29年3月に上り線（梅田・大阪難波方面
行き）の高架化が完了し、現在、側道や交差道路を
整備中である。

（3）本線住吉・芦屋間連続立体交差事業
　本事業は、都市計画事業として神戸市が事業主体
で施行しており、本線住吉・芦屋間の約4.0kmを連
続的に高架化し、11箇所の踏切の除却と交差道路や
側道等の整備を行うもので、平成4年に事業着手した。

写真１ 鳴尾駅付近高架橋

写真２ 鳴尾駅（プラットホーム）
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　第1期工事として、住吉・魚崎間を平成9年に着工し、
平成17年に完成している。現在は、第2期工事として、
魚崎・芦屋間を平成18年11月に着工、平成27年12
月に下り線の高架化が完了し、上り線の高架化を進
めている。
　なお、本事業が完了すると本線の立体化率は95％
に達することとなる。

（4）神戸三宮駅改良工事 
　神戸三宮駅は、主要幹線道路（国道2号等）直下
に位置し、昭和8年から地下駅として営業していたが、
駅施設が手狭でバリアフリー化が困難であり、地下
駅の火災対策基準を満足していない等の課題を有し
ていた。
　新たに東改札口を設置して関連事業である公共地
下通路への接続、既存の西改札口の拡張・改築、駅
構内の配線変更、エレベーターの新設等を行うことで、
地下駅火災対策及び移動円滑化基準を満足させると
ともに、駅施設の利用円滑化と駅周辺との交通結節
機能の高度化を図るものである。工事は都市鉄道利
便増進事業費補助の適用を受け、平成17年3月に着
工、平成25年3月に完成したが、地下駅構内での4
回の配線変更、東改札口新設に伴う営業線直上での
既設トンネルの撤去・新設拡幅等、非常に難工事で
あった。

写真３ 青木駅（高架下り線）

　

（5）甲子園駅改良工事
　甲子園駅は、大正13年に盛土上の駅として建設され、
駅中央部は、県道浜甲子園線と立体交差し、その東
西に改札口を設けている。同駅は、乗降客約5万人 /
日（プロ野球等のイベント開催時には約10万人 /日）、
阪神甲子園球場の最寄り駅であるが、ホーム・コンコー
スがともに狭く、ラッシュ時・プロ野球等のイベント
開催時には非常に混雑し、またバリアフリー化が困難
であった。そこで、鉄道駅総合改善事業費補助の適
用を受けて、上下線ホームの拡幅、エレベーターの
新設、東西駅舎の改築、膜素材を使用した大屋根の
設置等の大規模な改良工事に、平成23年11月に着工、
平成29年9月に完成した。

図２ 神戸三宮駅東改札口新旧断面図

写真４ 神戸三宮駅（プラットホーム）
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3．おわりに
　当社は、戦前から高架化や地下化に取組み、戦後
も立体交差事業を推進してきた。昭和26年当時、本
線に115カ所、阪神なんば線に15カ所あった踏切は、
現在では本線20カ所、阪神なんば線5カ所にまで減り、
事業中及び計画中の事業が完成すれば、本線では9
カ所の踏切が残るだけとなり、列車運行の安全性は
これまでより格段に高まる他、交通渋滞の解消や分
断されていた街の一体化が図られる効果が期待される。
また、駅の利便性や安全性向上のための大規模改良
工事についても、梅田駅の改良工事に取組むところで
ある。
　今後も、各取組みを継続し、安全・安心で快適な
鉄道であり続けていく所存である。

写真5 甲子園駅（プラットホーム）

写真6 甲子園駅（外観）
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3．おわりに
　当社は、戦前から高架化や地下化に取組み、戦後
も立体交差事業を推進してきた。昭和26年当時、本
線に115カ所、阪神なんば線に15カ所あった踏切は、
現在では本線20カ所、阪神なんば線5カ所にまで減り、
事業中及び計画中の事業が完成すれば、本線では9
カ所の踏切が残るだけとなり、列車運行の安全性は
これまでより格段に高まる他、交通渋滞の解消や分
断されていた街の一体化が図られる効果が期待される。
また、駅の利便性や安全性向上のための大規模改良
工事についても、梅田駅の改良工事に取組むところで
ある。
　今後も、各取組みを継続し、安全・安心で快適な
鉄道であり続けていく所存である。

写真5 甲子園駅（プラットホーム）

写真6 甲子園駅（外観）
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関西の土木事業10年の歩み【年表】



ここ10年間に行われた土木事業を項目別に掲載

1. 道路・鉄道
2. 港湾・空港
3. 治山・治水・海岸保全
4. 都市・地域開発
5. 上下水道・水資源開発

6. 農業・林業・漁業基盤
7. 教育・文化・レクリエーション施設
8.エネルギー・通信施設
9. 環境保全・環境創造
10.その他

1. 道路・鉄道
2007 道の駅 ようか但馬蔵 オープン 兵庫県
2007 国道24号 和歌山バイパス 開通 和歌山県
2008 国道8号 敦賀バイパス 開通 福井県
2008 京都縦貫自動車道 丹波綾部道路（綾部安国寺IC

～京丹波わちIC） 開通
京都府

2008 国道42号 那智勝浦道路（新宮市三輪崎～那智勝
浦IC） 開通

和歌山県

2008 国道169号 奥瀞道路 開通 和歌山県
2008 国道303号 金居原バイパス 開通 滋賀県
2008 一般県道 高野辻堂線 高野辻堂工区 開通 奈良県
2008 主要地方道 天理環状線 乙木工区 開通 奈良県
2008 JR奈良駅付近連続立体交差事業 関西線（2.2km）　

高架切替 完了
奈良県

2008 都市計画道路加古川別府港線（粟津工区） 開通 兵庫県
2008 国道429号（とりがたわ道路） 開通 兵庫県
2008 都市計画道路 沖浜平津線（古新工区） 開通 兵庫県
2008 府道黄檗停車場線 隠元橋 開通 京都府
2008 山手幹線（府道八幡木津線） 薪工区 開通 京都府
2008 府道上狛城陽線（多賀バイパス） 開通 京都府
2008 JR山陰本線亀岡駅舎 開業 京都府
2008 JR山陰本線嵯峨嵐山駅舎 開業 京都府
2008 西神戸有料道路（車～夢野）無料化 神戸市
2008 県道泉佐野岩出線 新風吹トンネル（上り）開通 和歌山県
2008 国道169号 宮井バイパス 開通 和歌山県
2008 県道和歌山橋本線 かつらぎ町兄井～山崎 全線

開通
和歌山県

2008 阪神高速8号京都線（上鳥羽）～第二京阪道路（巨
椋池IC）開通

京都府

2008 阪神高速８号京都線（山科～鴨川東） 開通 京都市
2008 新名神高速道路（甲賀土山IC～草津JCT） 開通 滋賀県
2008 ＪＲおおさか東線 放出～久宝寺間 開業 大阪市
2008 ＪＲ京都線 島本駅 開業 大阪府
2008 ＪＲ神戸線 須磨海浜公園駅 開業 神戸市
2008 ＪＲ神戸線 はりま勝原駅 開業 兵庫県
2008 ＪＲ京都線 桂川駅 開業 京都市
2008 ＪＲ山陽本線姫路駅付近高架化 開業 兵庫県
2008 中之島線 開業 大阪市
2009 桂地区の道路バリアフリー化事業 完了 京都市

2009 新名神高速道路 甲南IC（地域活性化IC） 開通 滋賀県
2009 中部縦貫自動車道 永平寺大野道路（上志比IC～

勝山IC）　開通
福井県

2009 国道24号 八条坊門立体交差事業 開通 京都府
2009 国道27号 下山バイパス 開通 京都府
2009 国道1号 桜宮拡幅 開通 大阪市
2009 国道42号 田辺バイパス 開通 和歌山県
2009 都市計画道路千里丘三島線（JRアンダーパス） 

開通
大阪府

2009 国道162号 阿納尻～田烏バイパス 開通 福井県
2009 国道367号 途中谷バイパス 開通 滋賀県
2009 一般県道 富田林五條線 近内・西河内工区 開通 奈良県
2009 一般県道 大和郡山環状線 城工区 開通 奈良県
2009 一般県道 多武峰見瀬線 桜井市多武峰～明日香村

尾曽 開通
奈良県

2009 県道塩田一宮線よいたいトンネル 開通 兵庫県
2009 県道姫路上郡線（新竹万橋） 開通 兵庫県
2009 県道平荘大久保線（神野バイパス） 開通 兵庫県
2009 国道427号（曾我井バイパス）開通 兵庫県
2009 国道250号（飾磨バイパス） 開通 兵庫県
2009 東播磨道（神野ランプ～県立加古川医療センター

ランプ） 部分 開通
兵庫県

2009 県道神戸加東線（槇山バイパス） 開通 兵庫県
2009 西神戸有料道路Ⅳ期事業 完了 神戸市
2009 都市計画道路灘駅線 開通 神戸市
2009 国道168号 越路道路 開通 和歌山県
2009 国道371号 温川バイパス 全線 開通 和歌山県
2009 国道424号 修理川バイパス 全線 開通 和歌山県
2009 三宮・近鉄奈良間で阪神と近鉄が相互直通運転 

開始
大阪府

2009 阪神なんば線（西九条駅～大阪難波駅） 開通 大阪市
2010 道の駅 塩津海道あぢかまの里 オープン 滋賀県
2010 中国横断自動車道 姫路鳥取線（佐用IC ～大原

IC） 開通
兵庫県

2010 第二京阪道路（大阪北道路）（枚方東 IC ～門真
JCT） 開通

大阪府

2010 道の駅 なち オープン 和歌山県
2010 主要地方道大阪中央環状線（鳥飼大橋[北行き]） 

開通
大阪府

2010 国道305号 越前バイパス 開通 福井県
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2010 国道307号 日野水口有料道路 無料開放 滋賀県
2010 国道367号 途中トンネル有料道路 無料開放 滋賀県
2010 都市計画道路大津湖南幹線（砂川工区～駒井沢

工区） 開通
滋賀県

2010 主要地方道 天理王寺線 河合町池部～穴闇 開通 奈良県
2010 主要地方道 枚方大和郡山線 石木工区 開通 奈良県
2010 国道308号 三条道路 開通 奈良県
2010 JR奈良駅付近連続立体交差事業 桜井線

（1.3km）、奈良駅高架切替
奈良県

2010 都市計画道路 大宮通り線 油阪西交差点～今辻子
交差点 開通

奈良県

2010 国道308号 大宮道路 開通 奈良県
2010 県道福良江井岩屋線（五色大橋） 開通 兵庫県
2010 道の駅 みつ 開業 兵庫県
2010 ＪＲ姫新線本竜野駅新駅舎 開業 兵庫県
2010 都市計画道路朝霧二見線 開通 兵庫県
2010 国道426号（豊岡バイパス）部分 開通 兵庫県
2010 県道黒田庄多井田線（福地上比延バイパス） 開通 兵庫県
2010 県道加美八千代線（天船バイパス） 開通 兵庫県
2010 県道浜坂井土線（栃谷バイパス） 開通 兵庫県
2010 ＪＲ山陰本線余部橋梁 完成 兵庫県
2010 都市計画道路黒橋線（黒橋） 開通 兵庫県
2010 都市計画道路山手幹線 全線 開通 兵庫県
2010 県道和布西脇線（重春橋） 開通 兵庫県
2010 阪急今津線高架 完成 兵庫県
2010 県道上郡停車場線（上郡橋） 開通 兵庫県
2010 県道日高竹野線（山本バイパス・藤井バイパス） 

開通
兵庫県

2010 山陰近畿自動車道（余部道路） 開通 兵庫県
2010 県道岩見揖保川線（原～大門工区） 開通 兵庫県
2010 国道372号（社バイパス） 開通 兵庫県
2010 JR山陰本線（京都～園部）複線化 開業 京都府
2010 府道京都守口線 木津川御幸橋 開通 京都府
2010 国道480号 平道路 全線 開通 和歌山県
2010 県道泉佐野岩出線（R24～府県境）全線4車線 開通 和歌山県
2010 阪和自動車道 和歌山北IC 開通 和歌山県
2010 国道371号 橋本バイパス（柱本～慶賀野） 開通 和歌山県
2010 国道370号 重根拡幅 一部 開通 和歌山県
2010 国道425号 王子川谷拡幅 全線 開通 和歌山県
2010 紀の川河口大橋有料道路 無料開放 和歌山県
2010 国道425号 切目川バイパス（高串～田ノ垣内） 開通 和歌山県
2010 国道425号 福井バイパス 全線 開通 和歌山県
2010 国道371号 蔵土バイパス 全線 開通 和歌山県
2010 阪神高速31号神戸山手線（神戸長田～湊川JCT） 　

開通
神戸市

2010 関西国際空港連絡橋（りんくうJCT～関西国際空
港IC） 移管

大阪府

2010 中国自動車道佐用ＪＣＴ開通 兵庫県
2010 阪和自動車道 （海南ＩＣ～有田ＩＣ） 4車線化 和歌山県
2010 向島地区の道路バリアフリー化事業 完了 京都市
2011 電線共同溝整備事業（産寧坂伝統的建造物群保存

地区） 竣工
京都市

2011 嵯峨嵐山地区の道路バリアフリー化事業 完了 京都市
2011 京都高速道路油小路線 （斜久世橋区間） 開通 京都市

2011 国道421号 石榑峠道路 開通 滋賀県・
三重県

2011 都市計画道路和泉中央線（JRアンダーパス） 開通 大阪府
2011 国道477号（東郷バイパス） 開通 大阪府
2011 国道477号（三十坪～鋳物師） 開通 滋賀県
2011 県道野洲中主線（上屋跨線橋） 開通 滋賀県
2011 都市計画道路 奈良橿原線 大森町交差点～北大安

寺交差点 開通
奈良県

2011 主要地方道 吉野室生寺針線 田口元角川工区 　
開通

奈良県

2011 一般県道 都祁名張線 上笠間工区 開通 奈良県
2011 都市計画道路 大森高畑線 大森西町～大森町交差

点 開通
奈良県

2011 一般県道 吉野川公園線 阿太橋 開通 奈良県
2011 国道168号十津川道路 十津川村折立～小原 開通 奈良県
2011 県道網干たつの線他（揖龍南北幹線道路） 開通 兵庫県
2011 国道482号（鳥居橋） 開通 兵庫県
2011 県道養父宍粟線（十二所バイパス） 開通 兵庫県
2011 県道宮津養父線（出石鶴見橋） 開通 兵庫県
2011 県道一宮生野線（川上バイパス） 開通 兵庫県
2011 鳥取豊岡宮津自動車道「宮津与謝道路」開通 京都府
2011 府道西坂蓼原線 大江美河橋 開通 京都府
2011 淀川北岸線（阪急神戸線、宝塚線、京都線）単独

立体交差事業 完了
大阪市

2011 大阪外環状線連続立体交差事業 完了 大阪市
2011 国道424号 南部川谷拡幅全線 開通 和歌山県
2011 舞鶴若狭自動車道 （小浜西ＩＣ～小浜ＩＣ） 開通 福井県
2011 南海本線（泉佐野市）連続立体交差事業 完成 大阪府
2012 阪神高速８号京都線（鴨川東～上鳥羽）開通 京都市
2012 北近畿豊岡自動車道 和田山八鹿道路（八鹿氷ノ山

IC～和田山JCT・IC）開通
兵庫県

2012 国道161号 志賀バイパス 開通 滋賀県
2012 国道171号 石橋新道 開通 大阪府
2012 国道175号 西脇バイパス 開通 兵庫県
2012 京奈和自動車道 大和御所道路（橿原高田IC～御

所IC）開通
奈良県

2012 国道169号 上北山道路 開通 奈良県
2012 京奈和自動車道 紀北東道路（高野口IC～紀北か

つらぎIC）開通
和歌山県

2012 都市計画道路富田目垣線 開通 大阪府
2012 都市計画道路富田奈佐原線 開通 大阪府
2012 国道158号 奈良瀬～境寺バイパス 開通 福井県
2012 国道305号 越廼バイパス 開通 福井県
2012 都市計画道路大津湖南幹線（十里工区） 開通 滋賀県
2012 都市計画道路 中和幹線 香芝市穴虫～桜井市慈恩

寺 ４車線 開通
奈良県

2012 国道169号 高取バイパス 一部区間（高取町兵庫
～松山） 開通

奈良県

2012 一般県道 長谷寺停車場線 桜井市初瀬 開通 奈良県
2012 一般県道 野口平田線 明日香村川原～野口 開通 奈良県
2012 県道長谷市川線（寺前バイパス） 開通 兵庫県
2012 北近畿豊岡自動車道（八鹿日高道路、日高豊岡南

道路）起工式
兵庫県

2012 道の駅 あまるべ 開業 兵庫県
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2012 県道前之庄市川線（甘地バイパス） 開通 兵庫県
2012 国道372号（野村河高バイパス） 開通 兵庫県
2012 都市計画道路加古川別府港線（木村工区）４車線

化 完成
兵庫県

2012 歌島豊里線・新庄長柄線（JR城東貨物線）単独
立体交差事業 完了

大阪市

2012 新神戸トンネル 阪神高速道路へ移管 神戸市
2013 中部縦貫自動車道 永平寺大野道路（勝山IC～大

野IC）開通
福井県

2013 国道161号 西大津バイパス 開通 滋賀県
2013 京都縦貫自動車道 京都第二外環状道路（大山崎

JCT・IC～沓掛IC）開通
京都府

2013 国道305号 ホノケ山トンネル 開通 福井県
2013 県道大津草津線、草津守山線 近江大橋有料道路　

無料開放
滋賀県

2013 名神高速道路 湖東三山スマートIC 開通 滋賀県
2013 名神高速道路 蒲生スマートIC 開通 滋賀県
2013 一般県道 上池原下桑原線 佐田工区 開通 奈良県
2013 主要地方道 五條吉野線 瀬ノ上工区 開通 奈良県
2013 主要地方道 吉野室生寺針線 室生寺橋 開通 奈良県
2013 余部鉄橋「空の駅」公園 完成 兵庫県
2013 県道養父宍粟線（糸原バイパス） 開通 兵庫県
2013 県道多可柏原線（久下大橋） 開通 兵庫県
2013 県道有馬山口線（バイパス） 開通 兵庫県
2013 国道482号（鶴岡橋） 開通 兵庫県
2013 国道426号（豊岡バイパス） 開通 兵庫県
2013 県道丹波加美線（清水坂トンネル） 開通 兵庫県
2013 京都第二外環状道路（通称にそと） 開通 京都府
2013 阪急電鉄 西山天王山駅 開業 京都府
2013 山手幹線（府道八幡木津線）下狛工区 開通 京都府
2013 難波片江線（JR大阪環状線）単独立体交差事業　

完了
大阪市

2013 阿倍野歩道橋 架替工事 完成 大阪市
2013 県道有馬山口線（バイパス）開通 神戸市
2013 一般国道162号 栗尾バイパス 開通 京都市
2013 国道478号 京都縦貫自動車道 京都第二外環状道

路（通称「にそと」）  沓掛IC～大山崎JCT・IC間  
開通

京都市

2013 国道168号 本宮道路 開通 和歌山県
2013 阪神高速2号淀川左岸線（島屋～海老江JCT） 開通 大阪市
2014 阪神高速6号大和川線（三宅西～三宅中）開通 大阪府
2014 京阪本線淀駅周辺整備事業 完了 京都市
2014 国道27号 金山バイパス 開通 福井県
2014 国道27号 美浜東バイパス 開通 福井県
2014 国道9号 五条大宮拡幅 開通 京都府
2014 国道26号大和川線関連南島地区改良 開通 大阪府
2014 国道2号 神戸2号交差点改良 開通 兵庫県
2014 京奈和自動車道 紀北東道路（紀北かつらぎIC～

紀の川IC） 開通
和歌山県

2014 都市計画道路十三高槻線（寿町工区） 開通 大阪府
2014 主要地方道泉佐野岩出線（葛畑工区） 開通 大阪府
2014 国道365号 椿坂バイパス 開通 滋賀県
2014 都市計画道路大津湖南幹線（大門工区～播磨田

工区） 開通
滋賀県

2014 国道165号 脇本道路 開通 奈良県
2014 一般県道 今木出口線 馬佐工区 開通 奈良県
2014 県道洲本五色線（三木田バイパス） 開通 兵庫県
2014 県道香住村岡線（境バイパス） 開通 兵庫県
2014 府道亀岡園部線（保津北工区・保津南工区） 開通 京都府
2014 国道372号（湯の花工区） 開通 京都府
2014 舞鶴若狭自動車道 全線 開通 京都府
2014 阪急御影駅北側駅前広場 完成 神戸市
2014 国道425号 切目川バイパス 開通 和歌山県
2014 国道42号 田辺西バイパス（稲荷町～芳養町） 開通 和歌山県
2014 国道168号 日足道路 開通 和歌山県
2014 国道371号 橋本バイパス（橋本市三石台～東家）

開通
和歌山県

2014 西名阪自動車道大和まほろばスマートＩＣ 開通 奈良県
2014 守口JCT（近畿自動車道～阪神高速12号守口線 

連絡路） 開通
大阪府

2014 ＪＲ紀勢本線 那智川橋りょう 復旧 和歌山県
2014 近鉄奈良線（八戸ノ里～瓢箪山間）連続立体交差

事業高架切替 完了
大阪府

2014 京阪本線淀駅付近立体交差化事業 完了 京都府
2015 永平寺大野道路（福井北JCT～松岡IC）開通 福井県
2015 道の駅 妹子の郷 オープン 滋賀県
2015 国道2号 別所ランプ改良 開通 兵庫県
2015 大和御所道路（郡山下ツ道JCT～郡山南IC） 開通 奈良県
2015 大和御所道路（御所IC～御所南IC）開通 奈良県
2015 京奈和自動車道 紀北西道路（紀の川IC～岩出根

来IC）開通
和歌山県

2015 国道169号 奧瀞道路（Ⅱ期）開通 和歌山県
2015 紀勢線（南紀田辺IC～すさみ南IC）開通 和歌山県
2015 那智勝浦道路（那智勝浦IC～那智勝浦町市屋）　

開通
和歌山県

2015 道の駅  くちくまの オープン 和歌山県
2015 道の駅 すさみ オープン 和歌山県
2015 道の駅  かつらぎ西 オープン 和歌山県
2015 都市計画道路堺松原線 開通 大阪府
2015 都市計画道路茨木箕面丘陵線（岩阪橋梁区間） 開通 大阪府
2015 えちぜん鉄道 福井駅付近連続立体交差事業 仮線

切替 完了
福井県

2015 県道間田長浜線（観音坂トンネル）バイパス 開通 滋賀県
2015 県道和久今宿線自転車専用レーン 開通 兵庫県
2015 県道高砂北条線（宮前バイパス） 開通 兵庫県
2015 山陽電鉄西新町駅付近高架切替 完成 兵庫県
2015 県道日高竹野線（竹野新橋） 開通 兵庫県
2015 国道176号（名塩道路） 開通 兵庫県
2015 国道175号（八日市橋） 開通 兵庫県
2015 県道香住村岡線（大乗寺バイパス） 開通 兵庫県
2015 国道179号（徳久バイパス） 開通 兵庫県
2015 松原JCT（近畿自動車道～阪神高速14号松原線

連絡路（北西渡り線）） 開通
大阪府

2015 京都縦貫自動車道 全線 開通 京都府
2015 国道307号（青谷バイパス）開通 京都府
2015 府道物部梅迫停車場線 物部五差路 開通 京都府
2015 西神戸有料道路Ⅴ期事業 完了 神戸市
2015 四条通歩道拡幅工事 完了 京都市
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2015 国道371号 高野山道路 開通 和歌山県
2015 国道26号 第二阪和国道 平井ランプ～大谷ランプ

開通
和歌山県

2015 西名阪自動車道郡山下ツ道ＪＣＴ 開通 奈良県
2015 中国自動車道夢前スマートIC 開通 兵庫県
2016 主要府道大山崎大枝線（第一工区） 開通 京都市
2016 国道1号 栗東水口道路Ⅱ 開通 滋賀県
2016 北陸自動車道 小谷城スマートIC 開通 滋賀県
2016 都市計画道路葛木竜法師線 （甲南町竜法師～葛

木） 開通
滋賀県

2016 国道168号 川津道路 開通 奈良県
2016 一般県道 橿原神宮東口停車場飛鳥線 石川～和田

工区 開通
奈良県

2016 主要地方道 枚方大和郡山線 上～芝工区 開通 奈良県
2016 主要地方道 枚方大和郡山線 宮方バイパス 開通 奈良県
2016 一般県道 櫛羅御所線 櫛羅工区 開通 奈良県
2016 国道309号 丹生バイパス 開通 奈良県
2016 国道250号（坂越大橋） 開通 兵庫県
2016 県道三木宍粟線（粟田橋） 開通 兵庫県
2016 山陰近畿自動車道 野田川大宮道路 開通 京都府
2016 国道178号 （蒲入バイパス） 開通 京都府
2016 都市計画道路宇治淀線（新宇治淀線） 開通 京都府
2016 国道163号 （北大河原バイパス） 開通 京都府
2016 京都駅八条口駅前広場整備 完了 京都市
2016 国道162号 鳴瀧橋災害復旧工事 完了 京都市
2016 国道367号 北大路橋補修工事 完了 京都市
2016 県道御坊湯浅線 衣奈トンネル 開通 和歌山県
2016 国道424号 木津バイパス 開通 和歌山県
2016 栗東湖南ＩＣ 開通 滋賀県
2016 ＪＲ神戸線 摩耶駅 開業 神戸市
2016 ＪＲ神戸線 東姫路駅 開業 兵庫県
2016 ＪＲ京都線 高槻駅新ホーム 完成 大阪府
2017 京都地区の道路バリアフリー化事業 完了 京都市
2017 中部縦貫自動車道 永平寺大野道路（永平寺IC～

上志比IC）開通
福井県

2017 道の駅 みさき オープン 大阪府
2017 国道26号 第二阪和国道 開通 大 阪 府・

和歌山県
2017 国道480号 鍋谷峠道路 開通 大 阪 府・

和歌山県
2017 八鹿日高道路（日高神鍋高原IC～八鹿氷ノ山IC） 　

開通
兵庫県

2017 国道175号 平野拡幅 開通 兵庫県
2017 京奈和自動車道 大和御所道路（御所南IC～五條

北IC）開通
奈良県

2017 京奈和自動車道 紀北西道路（岩出根来IC～和歌
山JCT）開通

和歌山県

2017 道の駅 たいじ オープン 和歌山県
2017 国道480号（父鬼バイパス） 開通 大阪府
2017 主要地方道伏見柳谷高槻線（高槻東道路） 開通 大阪府
2017 一般県道 月瀬三ヶ谷線 大塩工区 開通 奈良県
2017 主要地方道 榛原菟田野御杖線 桃俣工区 開通 奈良県
2017 京奈和自動車道 御所南IC～五條北IC 開通 奈良県
2017 阪神本線鳴尾駅付近高架切替 完成 兵庫県
2017 播但連絡道路全料金所ETC設置 兵庫県

2017 道の駅  山陰海岸ジオパーク浜坂の郷 完成 兵庫県
2017 県道川西インター線 開通 兵庫県
2017 道の駅 銀の馬車道・神河 完成 兵庫県
2017 山陰近畿自動車道（浜坂道路） 開通 兵庫県
2017 余部鉄橋「空の駅」エレベーター〔余部クリスタル

タワー〕 完成
兵庫県

2017 新名神高速道路（高槻JCT～川西） 開通 大阪府・
兵庫県

2017 都市計画道路沖浜平津線 開通 兵庫県
2017 道の駅 お茶の京都 南山城村 開業 京都府
2017 新名神高速道路（城陽JCT･IC～八幡京田辺JCT･IC） 

開通
京都府

2017 下高野橋架替工事 完成 大阪市
2017 御堂筋完成80周年記念事業 大阪市
2017 国道25号 御堂筋共同溝設置工事 完成 大阪市
2017 道の駅 神戸フルーツ・フラワーパーク大沢 開業 神戸市
2017 都市計画道路夢野雪御所線 完成 神戸市
2017 二条大橋補修工事 完了 京都市
2017 都市計画道路3・5・138本町下高松通整備事業 

完了
京都市

2017 稲荷地区の道路バリアフリー化事業 完了 京都市
2017 阪神高速6号大和川線（三宝JCT～鉄砲）開通 大阪府
2017 ＪＲ阪和線 東岸和田駅高架化 開業 大阪府
2017 阪神本線鳴尾駅付近連続立体交差事業・鉄道高

架化 完成
兵庫県

2017 南海本線（泉大津市）連続立体交差事業 完成 大阪府
2018 一般府道四ノ宮四ツ塚線 九条跨線橋補修工事 

完了
京都市

2018 新名神高速道路 (川西～神戸ＪＣＴ） 開通 兵庫県
2018 主要地方道 枚方大和郡山線 柳町工区 開通 奈良県
2018 都市計画道路 石木城線 開通 奈良県
2018 国道168号 辻堂バイパス 開通 奈良県

2．港湾・空港
2008 和歌山下津港北港地区航路・泊地整備事業 完了 和歌山県
2009 明石港環境対策工事 完成 兵庫県
2010 敦賀港多目的国際ターミナル 完成 福井県
2010 津名港耐震岸壁 完成 兵庫県
2010 福良港津波防災ステーション 完成 兵庫県
2010 京都舞鶴港舞鶴国際埠頭 完成 京都府
2011 姫路港定期船浮桟橋 完成 兵庫県
2011 京都舞鶴港が日本海側拠点港に選定 京都府
2012 大阪港北港南地区～南港地区臨港道路整備事業 

完了
大阪市

2012 家島港真浦浮桟橋 完成 兵庫県
2013 堺泉北港堺2区複合一貫輸送ターミナル整備事業

（耐震）完了
大阪府

2013 姫路港広畑地区国際物流ターミナル整備事業 完了 兵庫県
2014 京都舞鶴港 前島みなと歩道橋 開通 京都府
2015 京都舞鶴港 第２埠頭旅客ターミナル 完成 京都府
2016 高砂西港再整備事業 完了 兵庫県
2017 「海の京都駅」 完成 京都府

3．治山・治水・海岸保全
2007 日野川直轄河川激甚災害対策特別緊急事業 完了 福井県
2008 草津川放水路事業 完了 滋賀県
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2008 相野谷川土地利用一体型水防災事業 完了 三重県
2008 六甲砂防日柳川堰堤他1箇所 完成 神戸市
2008 石井ダム 竣工 兵庫県
2008 みくまりダム 湛水式 兵庫県
2008 今出川分水路工事 完成 京都市
2008 七瀬川二層式河川工事 完成 京都市
2009 堀川水辺環境整備事業 完成 京都市
2009 六甲砂防伯母野山第二堰堤他2箇所 完成 神戸市
2009 大東中央調節池 完成 大阪府
2009 足羽川河川激甚災害対策特別緊急事業 完成 福井県
2009 浄土寺川ダム（浄土寺川総合開発事業） 完成 福井県
2009 岩井川ダム 竣工 奈良市
2009 大谷川排水機場 部分 完成 兵庫県
2009 都賀川増水警報システム 運用開始 兵庫県
2009 谷山川旧船着き場跡親水公園 完成 兵庫県
2009 みくまりダム 竣工 兵庫県
2010 六甲砂防菊水昭和堰堤他4箇所 完成 神戸市
2010 淀川水系山辺川砂防堰堤 完成 大阪府
2010 洲本川激特事業（上加茂橋） 完成 兵庫県
2010 鴨川河川整備計画 策定 京都府
2010 雨量、河川水位等のデータ放送 開始（ＮＨＫ、テ

レビ和歌山）
和歌山県

2010 古座川洪水予報運用 開始 和歌山県
2011 長代川河川改修工事 完成 京都市
2011 円山川直轄河川激甚災害対策特別緊急事業 完了 兵庫県
2011 紀の川大堰建設事業 完了 和歌山県
2011 淀川高規格堤防整備事業（高見地区） 完成 大阪市
2011 六甲砂防桜ヶ丘堰堤他2箇所 完成 神戸市
2011 寝屋川北部地下河川北島調節池 完成 大阪府
2011 寝屋川南部地下河川若江調節池 完成 大阪府
2011 琵琶湖（守山地区）河川再生事業 完了 滋賀県
2011 菅生ダムゲートレス化 完成 兵庫県
2011 大手川河川激甚災害対策特別緊急事業 竣工 京都府
2012 淀川高規格堤防整備事業（津之江地区） 完成 大阪市
2012 淀川高規格堤防整備事業（大庭地区） 完成 大阪市
2012 淀川高規格堤防整備事業（大宮地区） 完成 大阪市
2012 淀川高規格堤防整備事業（海老江地区） 完成 大阪市
2012 大滝ダム建設事業 完了 奈良県
2012 木津川砂防谷出砂防堰堤群 完成 奈良県
2012 九頭竜川砂防蝿帽子川第二砂防堰堤 完成 福井県
2012 大津呂ダム（大津呂川総合開発事業） 完成 福井県
2012 大門ダム 竣工 奈良県
2012 与布土ダム 定礎式 兵庫県
2012 西紀ダム 定礎式 兵庫県
2012 一級河川桂川天神川放水路 完成 京都府
2013 日野川五大引堤事業 完了 福井県
2013 六甲砂防鍋蓋山堰堤他5箇所 完成 神戸市
2013 瀬田川水系直轄砂防事業 完了 滋賀県・

三重県
2013 木津川砂防大滝嵩上堰堤改築 完成 奈良県
2013 三大水門の遠隔操作化 完成 大阪府
2013 六方川排水機場 完成 兵庫県
2013 平成21年台風第９号災害の復旧・復興事業（千種

川など） 完成
兵庫県

2013 西紀ダム 灌水式 兵庫県
2013 金出地ダム 定礎式 兵庫県
2013 畑川ダム 竣工 京都府
2013 鴨川拠点整備（小枝橋～京川橋） 竣工 京都府

2013 熊野川（日足・本宮）洪水予報運用 開始 和歌山県
2014 六甲砂防東服山第一堰堤他2箇所 完成 神戸市
2014 一級河川高川 水路橋 完成 大阪府
2014 与布土ダム 湛水式 兵庫県
2014 与布土ダム 完成 兵庫県
2014 鴨川拠点整備（鴨川・堀川合流部） 竣工 京都府
2014 小谷川災害関連緊急砂防事業 完成 和歌山県
2014 門谷特定緊急砂防事業 完成 和歌山県
2014 深谷川災害関連緊急砂防事業 完成 和歌山県
2015 木津川上流直轄河川改修事業（上野遊水地） 完了 三重県
2015 加古川直轄河川改修事業（広島・室山地区築堤） 

完成
兵庫県

2015 揖保川直轄河川改修事業（興浜地区築堤・橋梁改
築） 完成

兵庫県

2015 六甲砂防二の谷東第二堰堤他2箇所 完成 神戸市
2015 寝屋川北部地下河川門真調節池 完成 大阪府
2015 栗柄ダム 完成 兵庫県
2015 第二太田川地下調整池設置工事 完成 京都市
2015 構口排水機場 完成 京都市
2015 赤畠谷特定緊急砂防事業 完成 和歌山県
2015 切目川ダム 竣工 和歌山県
2015 桧杖谷特定緊急砂防事業 完成 和歌山県
2015 丸岡谷特定緊急砂防事業 完成 和歌山県
2015 伏菟野地区特定緊急地すべり対策事業 完成 和歌山県
2015 切目川災害復旧関連事業 完成 和歌山県
2016 由良川土地利用一体型水防災事業 完了 京都府
2016 熊野川激甚災害対策特別緊急事業 完了 和歌山県

・三重県
2016 紀伊山地直轄特定緊急砂防事業 完了 奈良県・

三重県
2016 六甲砂防牛ノ瀬東堰堤他2箇所 完成 神戸市
2016 南海トラフ巨大地震 防潮堤緊急対策（3箇年） 完了 大阪府
2016 土砂災害防止法に基づく区域指定 完了 大阪府
2016 千種川水系緊急河道対策 完成 兵庫県
2016 曇川排水機場 完成 兵庫県
2016 鴨川拠点整備（勧進橋～水鶏橋） 竣工 京都府
2017 揖保川直轄河川改修事業（中広瀬・今宿地区築堤） 

完成
兵庫県

2017 六甲砂防奥東服山堰堤他2箇所 完成 神戸市
2017 二級河川芦田川 二層河川 完成 大阪府
2017 吉野瀬川放水路 完成 福井県
2017 八家川排水機場 完成 兵庫県
2017 日高川災害復旧助成事業 完成 和歌山県
2017 鴨川災害復旧助成事業 完成 滋賀県

4．都市・地域開発
2008 東大阪市 河内花園駅前（組）市街地再開発事業 

完了
大阪府

2008 茨木市 上穂積西（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2008 阪南市 箱作（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2008 関西文化学術研究都市（京都府域）景観計画 施行 京都府
2008 天橋立周辺地域景観計画 施行 京都府
2008 淀屋橋 odona（都市再生特別地区淀屋橋地区） 

開業
大阪市

2008 ブリーゼタワー（都市再生特別地区梅田二丁目地
区） 開業

大阪市

2008 長曽根北（組）土地区画整理事業 完了 堺　市

関
西
の
土
木
事
業
10
年
の
歩
み
【
年
表
】

88



2008 深井中（組）土地区画整理事業 完了 堺　市
2009 太秦東部地区第一種市街地再開発事業 完了 京都市
2009 和泉市 葛の葉北（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2009 茨木市 茨木ヒルズ（個）土地区画整理事業 完了 大阪府
2009 門真市 四宮（公）土地区画整理事業 完了 大阪府
2009 柏原市 柏原駅西口（公）市街地再開発事業 完了 大阪府
2009 県立有馬富士公園第一期事業 完成 兵庫県
2009 三国駅周辺地区土地区画整理事業換地 処分 大阪市
2009 太秦東部地区土地区画整理事業 完了 京都市
2010 国営明石海峡公園淡路地区第4期 開園 兵庫県
2010 東大阪市 上六万寺・上四条町（個）土地区画整理

事業 完了
大阪府

2010 貝塚市 東山丘陵（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2010 箕面市 小野原西（公）土地区画整理事業 完了 大阪府
2010 摂津市 南千里丘（個）土地区画整理事業 完了 大阪府
2010 梅田阪急ビル（都市再生特別地区梅田角田町地区） 

開業
大阪市

2010 本町ガーデンシティ（都市再生特別地区本町三丁
目南地区）開業

大阪市

2010 富国生命ビル（都市再生特別地区小松原地区）
開業

大阪市

2010 長曽根（組）土地区画整理事業 完了 堺　市
2011 岸和田市 下松（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2011 県立淡路佐野運動公園「第２多目的グラウンド」 

完成
兵庫県

2011 大阪ステーションシティ（都市再生特別地区大阪
駅地区） 開業

大阪市

2011 オリックス本町ビル（都市再生特別地区西本町一
丁目地区） 開業

大阪市

2011 竹田地区土地区画整理事業 完了 京都市
2011 北野田駅前Ａ地区 （組） 市街地再開発事業 完了 堺　市
2012 淀川河川公園三島江野草地区 開園 大阪府
2012 枚方市 牧野駅東（公）市街地再開発事業 完了 大阪府
2012 寝屋川市 寝屋川市駅東（会社）市街地再開発事業 

完了
大阪府

2012 岸和田市 東岸和田駅東（組）防災街区整備事業 
完了

大阪府

2012 寝屋川市 寝屋南（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2012 高槻市 JR高槻駅北東（組）土地区画整理事業 

完了
大阪府

2013 二条駅地区土地区画整理事業  完了 京都市
2013 茨木市 真砂・玉島台（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2013 門真市 小路中第1（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2013 うめきた先行開発区域・グランフロント大阪（都市

再生特別地区大阪駅北地区） まちびらき
大阪市

2013 長吉東部地区土地区画整理事業換地 処分 大阪市
2013 浜寺公園駅前土地区画整理事業換地 処分 堺　市
2014 寝屋川市・枚方市 香里園駅東（組）市街地再開発

事業 完了
大阪府

2014 豊中市 上新田（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2014 京都府立木津川運動公園 竣工 京都府
2014 あべのハルカス（都市再生特別地区阿倍野筋一丁

目地区） 開業
大阪市

2014 洛北第二地区土地区画整理事業 完了 京都市
2014 陶器北（組）土地区画整理事業 完了 堺　市
2015 岸和田市 尾生久米田（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2015 箕面市 西宿二丁目（個）土地区画整理事業 完了 大阪府
2015 日本生命ビル （都市再生特別地区今橋三丁目地

区) 開業
大阪市

2015 岡崎公園再整備事業 完了 京都市
2016 国営明石海峡公園淡路地区第5期 開園 兵庫県
2016 国営明石海峡公園神戸地区第1期 開園 兵庫県
2016 国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区 開園 奈良県
2016 茨木市・箕面市 国際文化公園都市（公団）土地区

画整理事業 完了
大阪府

2016 吹田市・摂津市 吹田操車場跡地（公団）土地区画
整理事業 完了

大阪府

2016 枚方市 津田南（組）土地区画整理事業 完了 大阪府
2016 福井駅西口広場 完成 福井県
2016 南島（個）土地区画整理事業 完了 堺　市
2017 淀川河川公園背割堤地区さくらであい館 オープン 京都府
2017 交野市 私部四丁目（個）土地区画整理事業 完了 大阪府
2017 和泉市 和泉府中駅東第一（公）市街地再開発事業 

完了
大阪府

2017 中之島フェスティバルタワー（都市再生特別地区中
之島四つ橋筋地区） 開業

大阪市

2018 国営平城宮跡歴史公園第1期 開園 奈良県
2018 阿倍野地区第二種市街地再開発事業 完了 大阪市

5．上下水道・水資源開発
2006 九頭竜川流域下水道事業 水処理施設第7系列 

完成
福井県

2008 大阪国際空港内雨水貯留施設 完成 大阪府
2008 安威川左岸ポンプ場 完成 大阪府
2008 東北部浄化センター汚泥焼却溶融設備供用 開始 滋賀県
2008 久多地域水道整備工事 完了 京都市
2008 窪田池調整池 完成 堺　市
2008 紀ノ川中流流域下水道(那賀処理区) 処理 開始 和歌山県
2008 広河原・花脊地域水道整備工事 完了 京都市
2009 守山栗東雨水幹線一部 完成 滋賀県
2009 別所・百井地域水道整備工事 完了 京都市
2009 泉北下水処理場高度処理施設 増設 堺　市
2009 堺浜再生水送水事業 開始 堺　市
2009 上下水道局本庁舎耐震性貯水槽 完成 堺　市
2010 なわて水みらいセンター 完成 大阪府
2010 竜華水みらいセンター 完成 大阪府
2010 南部～中部間緊急連絡管の運用 開始 滋賀県
2010 流域下水道 野原幹線 完成 奈良県
2010 兵庫西流域下水汚泥広域処理場４号溶融炉 完成 兵庫県
2010 中浜下水処理場内ポンプ場 通水（1期：19m3/s) 大阪市
2010 三宝下水処理場高度処理改造 完成 堺　市
2011 寝屋川流域下水道増補幹線と地下河川の一体貯

留運用 開始
大阪府

2011 兵庫西流域 水汚泥処理事業溶融炉 完成 兵庫県
2011 いろは呑龍トンネル北幹線第2号管渠、第3号管渠

及び乙訓ポンプ場 完成
京都府

2011 黒田地域水道再整備事業 完了 京都市
2011 弓削地域水道再整備事業 完了 京都市
2011 三宝下水処理場にて膜分離活性汚泥法による処理 

開始
堺　市

2012 加古川上流浄化センター上部利用施設 完成 兵庫県
2012 上水道施設整備事業 蹴上浄水場１・２号薬品ちん

でん池築造工事 完了
京都市

2012 上水道施設整備事業 山ノ内ポンプ場整備工事 
完了

京都市

2012 浅香山配水場に高架配水池 完成 堺　市
2012 御池台配水池にステンレス製配水池 完成 堺　市
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2013 上水道施設整備事業（平成20～24年度） 完了 京都市
2013 鉛製給水管単独取替事業（平成20～24年度） 完了 京都市
2013 大和川ポンプ場 完成 堺　市
2013 三宝下水処理場高度処理施設 増設 堺　市
2013 三宝下水処理場にて膜分離活性汚泥法による処理 

停止
堺　市

2014 九頭竜川流域下水道事業 消化ガス発電施設 完成 福井県
2014 九頭竜川流域下水道事業 水処理施設第8系列 完成 福井県
2014 泉尾配水場 完成 大阪市
2014 上水道施設整備事業 新山科浄水場排水処理汚泥

圧送施設整備工事 完了
京都市

2014 北部地域特定環境保全公共下水道整備事業 完了 京都市
2014 新池（菩提）調整池 完成 堺　市
2014 菅生配水池(低地)更新 完成 堺　市
2015 湖西浄化センター汚泥燃料化施設 完成 滋賀県
2015 平成の太閤下水（北浜逢阪貯留管）完成 大阪市
2015 大原地域水道再整備事業 完了 京都市
2016 細野地域水道再整備事業 完了 京都市
2016 中川・小野郷地域水道再整備事業 完了 京都市
2016 下水再生水複合利用 開始 堺　市
2016 泉北下水処理場１系にて膜分離活性汚泥法（MBR）

処理 開始
堺　市

2017 京北中部地域水道再整備事業 完了 京都市
2017 上水道施設整備事業 松ケ崎浄水場浄水施設耐震

補強工事 完了
京都市

2017 上水道施設整備事業 蹴上浄水場第1高区配水池
改良工事 完了

京都市

2018 上水道施設整備事業（平成25～29年度） 完了 京都市
2018 鉛製給水管単独取替事業（平成25～29年度） 完了 京都市

6．農業・林業・漁業基盤
2011 大原貯水池 堤体等改修整備 完了 滋賀県
2011 湯浅広港の津波防波堤 完成 和歌山県
2012 森林基幹道白馬線 開通 和歌山県

7．教育・文化・レクリエーション施設
2009 津波・高潮ステーション 開館 大阪府
2009 川の駅「はちけんや」オープン 大阪府
2010 中之島公園リニューアル オープン 大阪市
2011 大阪ふれあいの水辺 オープン 大阪府
2012 府営寝屋川公園 南地区 オープン 大阪府
2013 彦根東高校特別教室棟 完成（木造校舎） 滋賀県
2013 鶴見緑地駅前エリア第1期 オープン 大阪市
2013 紀三井寺公園陸上競技場 改修工事 完了 和歌山県
2013 和歌山県営相撲競技場 改修工事 完了 和歌山県
2013 秋葉山公園県民水泳場 建替工事 完了 和歌山県
2014 府営泉佐野丘陵緑地 開園 大阪府
2014 まほろば健康パーク・スイムピア奈良 オープン 奈良県
2014 鶴見緑地駅前エリア第2期 オープン 大阪市
2015 丹南総合公園全域 完成 福井県
2015 天王寺公園エントランスエリア・茶臼山北東部エリ

アリニューアル オープン
大阪市

2016 琵琶湖博物館リニューアル工事 完成 滋賀県
2016 和歌山県土砂災害啓発センター 完成 和歌山県
2016 京都鉄道博物館 開業 京都市

2017 府営せんなん里海公園「さとうみ磯浜」及び「しお
さい楽習館」 オープン

大阪府

2017 京都学・歴彩館 竣工 京都府
2017 大阪城公園パークマネージメント事業（PMO事業） 

開始
大阪市

2018 平城宮跡歴史公園 オープン 奈良県

8．エネルギー・通信施設
2015 大阪ガス泉北製造所第一工場PCLNGタンク建設

事業 完了
大阪府

9．環境保全・環境創造
2009 笠置地区水辺の楽校 完成 京都府
2010 橋本地区かわまちづくり 完成 和歌山県
2011 南山城村地区かわまちづくり整備 完成 京都府
2011 近木川汽水ワンド整備事業 完成 大阪府
2013 寝屋川環境整備事業（川勝みずべひろば） 完成 大阪府
2015 加陽地区大規模湿地再生事業 完成 兵庫県
2017 木津川遊歩空間整備事業（トコトコダンダン） 完成 大阪府

10．その他
2008 京都府河川防災カメラ映像のインターネット公開 

開始
京都府

2008 冬期路面監視カメラ画像のインターネット配信 
開始

京都府

2013 精神医療センター医療観察病棟 完成 滋賀県
2013 近鉄奈良駅前行基広場大屋根 竣工 奈良県
2015 滋賀県危機管理センター 完成 滋賀県
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1.　テーマ
『革新の種　〜社会の転換期を迎えて〜』

　我が国では、人口減少期を迎えて社会を支える生
産年齢人口が年々減少し、あらゆる分野で担い手確
保が困難となっていくことが危惧されています。政府
が提唱する科学技術政策Society 5.0に象徴されるよ
うに、このような状況を見据え、IoT、ビッグデータ、
AIを取り入れ、社会や産業の構造を大きく変える動
きが始まっています。
　土木でも、担い手不足が顕在化するとともに、熟
練技術者の離職による技術継承が難しくなりつつあり
ます。その一方で、激化する災害に対応すべく防災・
減災機能の強化、インフラの新設から維持管理への
シフト等、求められる仕事の内容は年々難しくなって
います。このような状況の中、将来にわたり、社会に
対して安定的にインフラを提供していくためには、土
木もこれらの状況に対応すべく変わっていかなければ
なりません。
　支部創立90周年記念事業においては同実行委員会　
建山和由委員長の発案で「革新の種　～社会の転換
期を迎えて～」のテーマの下、記念事業を展開しまし
た。このテーマには、節目の創立100周年を見据え、
今後の土木を支える子供たち、土木工学を学ぶ学生、
若手土木技術者の育成を今後10年の支部活動の柱と
して展開することを明確に打ち出し、そのための「種
蒔き」を90周年記念事業で行い、100周年の折に花
開くように継続的に育てていく意思を込めています。
さらには、上述したような「社会の転換期」を迎える
中、土木自体がこれらの状況に十分に対応できてい
ない部分もあり、我々土木技術者も自らのバウンダリー
を積極的に広げ、変わっていく必要があるのではない
かという問題提起も上記テーマの根底にあります。

2.　ロゴマーク
　「90」と将来を見据える目線をモチーフとしてロゴ
を作成し、各行事の広報に使用しました。（関西支部
のロゴマークを“ 0 ”に見立てて“ 90 ”にしています。）

3.　記念品
　ロゴマークを染めた（青、赤、緑色　各1,000枚）
手ぬぐい3,000枚を製作し、各記念行事の参加者に
配付しました。

4. 記念事業
　主な90周年記念事業として、「学生会員海外研修
支援事業」、「土木系学生を対象とした大規模土木プ
ロジェクト実地研修」、「若手技術者の輪を広げる『ぶら・
土木』活動」、「小中高等学校の先生を対象とした教
員免許状更新講習へのプログラム提供」、を簡単に紹
介します。
　「学生会員海外研修支援事業」では、関西支部で
かつて19年間に渡り実施していた「海外派遣研修援
助制度」を12年ぶりに学生会員を対象に再開しました。
この制度は単なる国際会議参加や短期留学への支援
を目的とするものではなく、学生会員の自由な発想で
立案し、自主的に実施する土木工学の発展に繋がる
挑戦的な海外研修に支援を行うもので、2017年度は
意欲に溢れた3名の学生による研修を支援し、90周
年記念式典において成果報告を行いました。
　「土木系学生を対象とした大規模土木プロジェクト
実地研修」も夏期休暇期間を利用した学生を対象と

2017年 土木学会関西支部は
創立90周年を迎えます
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した研修制度で、2015年度から既に開始をしていま
す。大規模土木プロジェクトの現場において事業主体、
施工業者、建設コンサルタントの3つの異なる立場で、
大型プロジェクトの構想から設計・施工までを学生が
体感することを目的としています。安威川ダム建設事
業関係各位の多大なご協力の下で毎年20名程度の
学生を対象に研修が開催されており、参加者からはキャ
リアプランを改めて考え、土木の魅力を再認識する良
い機会であると好評を得ています。
　「若手技術者の輪を広げる『ぶら・土木』活動」も
従来から展開されていた活動ですが、40歳以下の若
手土木技術者や学生を対象として技術力の向上と交
流を図るという目的を改めて明確に打ち出し、 現場や
土木遺産の見学、写真講座やフォトコンテストの開催
など多様な行事を展開しました。
　「小中高等学校の先生を対象とした教員免許状更
新講習へのプログラム提供」は、小・中・高等学校
等の先生方が教員免許更新の際に受講される講習に
土木学会関西支部から講習プログラムを提供していま
す。講習の受講を通して先生方に土木の魅力や重要
性を認識いただくとともに、学校での授業で講習コン
テンツを活用いただくことを通して子供たちの土木へ
の関心が高まることを期待しています。2017年度か
らは従来の2つから5つに講習数を増やし、約200名
の先生に橋梁、防災、重要インフラの役割、地図作
成に関する講習を受講いただきました。
　ここに挙げた4つの事業以外にも、メンテナンスエ
キスパート講習会、留学生対象見学会、インフラツー
リズムの積極展開など様 な々記念事業を展開しました。
これらの行事は少し長い目で育てるために継続してい
きたいと考えていますので、積極的にご活用いただけ
ればと存じます。
　末尾になりましたが、これらの事業の実施にあたっ
ては関係各位に多大なご尽力をいただきました。心よ
り御礼を申し上げます。
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記念事業一覧( 主催事業のみ)
開催日 行事名 参加者数他

2017/04/22（土） ぶら・土木16「写真講座 ～まちを歩いて土木を探そう～」 12
2017/05/17（水） ぶら・土木14「明石海峡大橋の主塔に登ろう！」 40
2017/06/01（木） ～
2017/09/30（土） ぶら・土木『関西の土木遺産のある風景』フォトコンテスト 141

2017/06/03（土） ぶら・土木17「なにわ八百八橋めぐり～浪華三大橋から桜宮橋まで～」 13
2017/07/08（土） ぶら・土木18「写真講座～みなとの中の土木を探そう～」 15
2017/7月中旬～
2017/9月下旬 学生会員海外研修支援事業 3

（応募者13）
2017/07/13（木） 地方講演会「未来志向の安全・安心なまちづくり」 490
2017/07/27（木） 教員免許状更新講習「知っておきたい！上水処理と下水処理の最前線」 36
2017/08/02（水） 教員免許状更新講習「知っておきたい！橋の歴史、種類と役割～身近な橋から世界一の吊橋まで～」 39

2017/08/03（木） 教員免許状更新講習
「知っておきたい！関西国際空港の歴史と技術―世界大交流時代を支える海上空港の役割―」 40

2017/08/03（木） Construction Site Tour「留学生対象見学会　阪神百貨店建替工事の見学」 27
2017/08/04（金） 教員免許状更新講習「知っておきたい！地図の作り方から使い方と最新の活用法」 40
2017/08/08（火） 教員免許状更新講習「知っておきたい！津波・高潮防災の最前線」 44
2017/08/09（水） インフラツーリズム「鉄道地下化・新駅工事と関空裏側の探検ツアー」 23
2017/08/23（水） ～
2017/09/01（金） 大規模土木プロジェクト実地研修 参加者募集－構想から設計・施工で体感する－ 18

2017/09/08（金） ぶら・土木19「 i-Construction講習会 ～「ミライのゲンバ」を体験しよう～」 29
2017/10/14（土） ぶら・土木20「婚活イベント ～大人の遠足 in 京都～」 14
2017/10/26（木） 建設技術展2017 橋梁模型コンテスト 【学生部門】交流会 18（8団体）
2017/11/06（月） ～ 
2017/11/13（月） メンテナンスエキスパート講習会 100

（各日20）
2017/11/15（水） ぶら・土木21「まち、川、緑とともに 大和川線」その都市高速の最前線を視る！ 17
2017/12/04（月） 創立90周年特別企画「ラオス国ナムニアップ1水力発電所建設プロジェクト」講演会 20
2017/12/14（木） 土木学会関西支部災害協定 2017講演会 「i-Constructionと災害調査」 112
2017/12/14（木） 土木学会関西支部創立90周年記念式典 216
2017/12/14（木） 土木学会関西支部創立90周年記念祝賀会 157
2017/12/17（日）～
2017/12/20（水）

創立90周年特別企画
「ラオス国ナムニアップ1水力発電所建設プロジェクト」視察 10

2016/10/1～
2018/3/31 関西支部地域貢献資金寄附事業　 144件

2019/2（予定） 記念誌出版
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1. はじめに
　支部創立90周年記念式典が2017年12月14日（木）
午後2時より建設交流館8階グリーンホールで開催さ
れた。同日の午後5時10分より、建設交流館7階702
号室で祝賀会が開催された。記念式典では、90周年
記念事業の報告やフォトコンテストの表彰等を行うと
ともに、パネルディスカッション「社会の転換期と次
世代土木～関西の土木の活性化～」を開催した。記
念式典・祝賀会のプログラムは以下の通りである。

【記念式典】
第1部
14:00～14:05 第1部開会挨拶 

支部創立90周年記念事業実行委員会
委員長　建山和由

14:05～14:15 来賓挨拶
14:15～14:20 支部創立90周年記念事業　報告
14:20～14:40 2017年度学生会員海外研修支援 

事業　成果報告
14:40～14:50 2017年度土木学会選奨土木遺産

（関西支部選奨）　紹介
14:50～15:10 「関西の土木遺産のある風景」 

フォトコンテスト　授与式
第2部
15:20～15:25 第2部開会挨拶 

土木学会関西支部支部長　村上考司
15:25～16:50 支部創立90周年記念 

パネルディスカッション 
「社会の転換期と次世代土木 

～関西の土木の活性化～」
【祝賀会】

17:10～18:40

　参加者数は、記念式典が216名、祝賀会が157名
であった。なお、記念式典においては支部創立90周
年記念事業実行委員会の松島格也委員、祝賀会にお
いては同委員会の青木伸一幹事長がそれぞれ司会を

務めた。以下に各プログラムの概要を報告する。

2. 記念式典第1部
■第1部開会挨拶
　支部創立90周年記念事業実行委員会の建山和由
委員長が開会の挨拶として、90周年記念事業のテー
マ「革新の種　～社会の転換期を迎えて～」に込め
た主旨を説明した。

■来賓挨拶
　来賓としてご臨席を賜った国土交通省近畿地方整
備局の池田豊人局長、および土木学会の霜上民生副
会長からご挨拶をいただいた。池田局長は土木学会
という場における産官学の連携を活かした社会資本
整備・維持の重要性、霜上副会長は土木学会の活動
の方向性とその中での関西支部の果たす役割への期
待について、それぞれ述べられた。

支部創立90周年記念事業実行委員会建山委員長による第1部開会挨拶

国土交通省近畿地方整備局池田局長による来賓挨拶

支部創立90周年記念事業実行委員会

支部創立90周年記念式典・祝賀会
（2017年12月14日）
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■支部創立90周年記念事業　報告
　支部創立90周年記念事業実行委員会の青木伸一
幹事長が、創立90周年記念事業の内容を説明した。
創立90周年を契機に、来るべき100周年に向けて「土
木を目指す子供たちの育成」「土木工学を学ぶ学生の
育成・支援」「若手技術者の育成・支援」を今後10
年の支部活動の柱として掲げる旨が説明され、具体
的な事業の実施状況が報告された。

■2017年度学生会員海外研修支援事業　成果報告
　詳細については、「pp.446-447」を参照のこと。
　支部創立90周年記念事業として実施した本事業の
支援を受け、2017年度に海外研修を行った内垣友貴
氏（明石工業高等専門学校）、西村慧音氏（神戸大
学）、山本百華氏( 神戸大学）が研修成果を報告した。
内垣氏はカナダ・アメリカ合衆国で実施した公共交通
施設におけるバリアフリー化の国際比較、西村氏はカ
ナダで実施した地下空間ネットワークの価値に関する
調査結果、山本氏はオーストラリアで実施した家庭単
位での水不足対策に関する調査結果についてそれぞ
れ説明を行った。

土木学会霜上副会長による来賓挨拶

支部創立90周年記念事業実行委員会青木幹事長による事業報告

■2017年度土木学会選奨土木遺産　紹介
　2017年度に土木学会選奨土木遺産に選出された
土木遺産のうち、関西支部選奨7件について、概要、
受賞理由等が選考委員会の岡田昌彰委員長から説明
された。併せて、各土木遺産の管理者が紹介された。

■「関西の土木遺産のある風景」フォトコンテスト　授与式
　支部創立90周年記念事業として実施したフォトコン
テストについて、141作品の応募から選出された受賞
作品（最優秀賞1件、優秀賞2件、入選3件、佳作3件、
審査員特別賞1件 )がスクリーン上に紹介された。そ
の後、審査員を務めていただいた写真家の大村拓也
氏から講評をいただき、審査委員長を務めた支部創
立90周年記念事業実行委員会の建山和由委員長か
ら賞状と副賞が受賞者に授与された。

2017年度学生会員海外研修支援事業の報告

土木学会選奨土木遺産支部推薦委員会岡田委員長による土木遺産の紹介

土木遺産管理者の皆様
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境総合テクノス）、鍬田泰子氏（神戸大学）、田﨑真
吾氏（大阪府）が登壇し、関西地方の土木系学生の
意識、地方自治体における人材育成と社会資本維持
管理の課題、土木業界における働き方改革等をトピッ
クに話題提供を行った。その後、コーディネータによ
る課題や論点の整理を受けて、国土交通省近畿地方
整備局　池田豊人局長、土木学会　塚田幸広専務理
事、同　小林潔司次期会長、土木学会関西支部　建
山和由90周年記念事業実行委員会委員長、同　村
上考司支部長から話題提供に関する寸評やそれぞれ
の課題に関する取組みや将来の方向性に関する意見
を、産官学や学会という様々な立場からいただいた。

パネルディスカッションの全景

パネルディスカッションパネリスト発表

土木学会小林次期会長によるパネルディスカッションコメント

3. 記念式典第2部
■第2部開会挨拶
　土木学会関西支部の村上考司支部長が第2部開会
の挨拶を述べた。

■支部創立90周年記念パネルディスカッション
　「社会の転換期と次世代土木～関西の土木の活性
化～」をテーマとしたパネルディスカッションを開催
した。支部創立90周年記念事業実行委員会の乾徹
委員がコーディネータを務め、昨今の土木を取り巻く
現況を受けたパネルディスカッションの主旨を説明し
た。その後、パネリストの交久瀬磨衣子氏（（株）環

フォトコンテスト審査員大村拓也氏による講評

フォトコンテスト受賞者の皆様

土木学会関西支部村上支部長による第2部開会挨拶
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4. 祝賀会
　支部創立90周年記念事業実行委員会の加賀田健
司副委員長が開会の挨拶を述べ、その後来賓挨拶を
土木学会専務理事の塚田幸広氏にいただき、1999
年度関西支部長の金盛弥氏が乾杯の発声を行った。
祝賀会は終始、なごやかな雰囲気の下で行われ、1
時間半ほどの歓談を終え、土木学会関西支部の大石
富彦副支部長が中締めをされ、盛会のうちに祝賀会
を閉会した。
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スタッフ一同

歓談の様子支部創立90周年記念事業実行委員会加賀田副委員長による開会挨拶

土木学会関西支部1999年度支部長金盛氏による乾杯発声

土木学会塚田専務理事による来賓挨拶 土木学会関西支部大石副支部長による中締め
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【撮影者】原田 正信 様
【撮影構造物】由良川橋りょう（京都府舞鶴市・宮津市）
【撮影者による写真の説明】

　丹後鉄道を撮影するのに、地方鉄道の雰囲気が出せる由良川橋梁をどうしても入れたかった。
【寸評】

　橋を中心に強調することなく、あえて画面いっぱいに山を取り込んだことが、かえって橋の存在感を表わすこと
につながった。山の緑と由良川橋りょうの赤と丹後鉄道の青のコントラストが綺麗で、鉄道を入れることで橋のスケー
ルを伝える点もとても素晴らしいと感じた。

ぶら・土木『関西の土木遺産のある風景』フォトコンテスト

応募期間：2017年6月1日（木）〜10月3日（火） 
応募総数：141作品（ぶら・土木の部：17作品、一般の部：124作品）

以下のメンバーを含む審査員会で厳正に審査しました。

【審査委員長】建山 和由 氏（支部創立90周年記念事業実行委員会委員長）
【審査員】大村 拓也氏（写真家）
【　〃　】大野 繁 氏（写真家）

最優秀賞
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【撮影者による写真の説明】
　橋の中央部に路面電車を敷設するこ
とが可能な設計になっているが、そう
使われていない。レトロ橋なのに何に
も登録されていない。なんとも残念な
橋ですが、個人的には非常にお気に入
りの橋なので高いところ（梅田スカイ
ビル）から撮影しました。タイドアーチ
橋好きにはたまらない橋です。

【寸評】
　長時間露光による撮影によって描か
れた車や鉄道の光跡に加え、画面を傾
けることが、淀川を挟んだ2つのまちに
動的なつながりをもたらした。不思議
なアングルで撮影されており、遺産とし
て登録されていないが、都会を支える
橋らしさが出ているところに魅かれた。

【撮影者】藤間 翔太 様
【撮影構造物】十三大橋（大阪府大阪市）

【撮影者による写真の説明】
　大津市志賀町大物の百間堤は、嘉
永5（1852）年の洪水後、約6年を費
やして築造された巨石空積みの堤です。
四ツ子川の土石流から集落を守りなが
ら用水を確保する現役施設です。天端
幅は約18m、高さ5～9m、延長は名
の通り約200m。自然の力、人の力、
子孫を思う気持ちの大きさを高所から
琵琶湖と対比しました。

【寸評】
　関西にこんな土木遺産があったのか
と、ハッとさせられた。「写真の説明」
からも分かるように、撮影の意図が明
確であり、そのことが作品に忠実に再
現されていることも高く評価したい。遺
産登録の候補としても考えさせられる
場所だと教えてくれる作品であった。

【撮影者】上野 邦雄 様
【撮影構造物】百間堤（滋賀県大津市）
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優秀賞（ぶら・土木の部）

優秀賞（一般の部）
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【撮影者】橋本 亮 様
【撮影構造物】由良川橋りょう（京都府舞鶴市・宮津市）
【撮影者による写真の説明】

　対象は、大正12（1923）年に完成し、90年以上
が経った現在でも現役として活躍している由良川橋梁
で、平成27年度に推奨土木遺産に選定されています。
余部橋梁と同じく、日本海からの強風や塩害の影響
を受けながらも、力強く佇む姿に心が震えました。今
後も長く『そこにある、いつもの風景』であって欲し
いです。

【寸評】
　「写真の説明」にあるように強風や塩害の影響を受
けながらも力強く佇む姿をよくとらえていると感じられ
る作品であった。

【撮影者】渡邉 洸輝 様
【撮影構造物】友ヶ島砲台群（和歌山県和歌山市）
【撮影者による写真の説明】

　レンガ構造物という人工物が、雨風などで風化し
破壊され、また植物が生えてきて、徐々に自然と調和
しつつあると感じました。

【寸評】
　今なお残る戦争遺産としての時の流れをとらえてい
る一枚であった。

入選（ぶら・土木の部）

入選（一般の部）

【撮影者】久保 俊哉 様
【撮影構造物】

旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群（奈良県五條市）
【撮影者による写真の説明】

　五新線を走っていた路線バスが廃線になるので最
後に懐かしいボンネットバスが走りました。

【寸評】
　ボンネットバスと町並みがなんとも言えず魅力的な
作品であった。

102



支
部
創
立
90
周
年
記
念
事
業
の
報
告

【撮影者】伊藤 智造 様
【撮影構造物】旧国鉄五新線（未成線）

鉄道構造物群（奈良県五條市）
【撮影者による写真の説明】　五條から新宮までの鉄

道として着工され、戦争で工事中断、戦後工事再開
するが、軌道敷設の段階で専用道としてバス運行に
転換するも、並行する道路交通の向上により運行廃
止となる。時間が掛かりすぎたため、時代に取り残さ
れた悲哀を感じる橋です。廃止の少し前のバス運行
時の写真です。用をなくした後はどうなるのかな。

【寸評】　複雑な歴史を持ち、どこか悲哀を感じる四
連の橋のアーチが美しい。俯瞰撮影することで、橋
が鉄道橋として建設されたことだけでなく、地域の様
子まで無駄なく表現している。鉄道が走ることがなかっ
た未成線ではあったが、バスのルートとして住民の役
に立っていたことを記録しようと狙ったことを評価した。

【撮影者】

和田 修 様

【撮影構造物】

阪堺線

（大阪府大阪市）

【撮影者による写真の説明】

　阪堺線は、大阪市で唯一残っている路面電車で、

身近な市民の足として使われています。路面電車

が環境と調和した交通手段として見直されている現

在、レトロな雰囲気を醸し出している阪堺線を応援

する思いで選択しました。

【寸評】　古くからある路面電車と最新の超高層ビ

ルとの対比が面白い。平行・垂直に引かれた車両

や建物のアウトラインの中で、夕闇によって浮かび

あがった軌道の描く曲線に土木の存在を感じさせ

られた。今と昔が調和していてどこか懐かしい気持

ちにさせられる作品である。

【撮影者】
高松 亮太 様

【撮影構造物】
大川・中之島の橋梁群（桜宮橋、天満橋、天神橋、大江橋、
淀屋橋）（大阪府大阪市）

【撮影者による写真の説明】　土木遺産である天神橋と未来
都市的なビル群が混じり合う光景が印象的でした。

【寸評】　土木遺産と都会の景観が混ざり合う写真であり、絵
はがきになりそうな一枚と感じた。

佳作（一般）

佳作（ぶら・土木の部）
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【撮影者】
宇高 亘 様

【撮影構造物】
JR御着駅（兵庫県姫路市）

【撮影者による写真の説明】
　この写真はJR神戸線御着駅のホームです。御着駅は
新快速も止まらない小さな駅ですが、明治33年開業の
歴史ある駅です。駅は土木工学の様々な分野が融合し
た空間なのではないかと思います。派手さのある土木遺
産ではないのですが、土木工学の発展とともに117年間
補修を繰り返し、未だ現役の小さな駅を選びました。

【寸評】
　必ずしも土木遺産を直接的に表現したとは言い難く、
本フォトコンテストが意図するものとは直接的には異な
るが、雨の夜に反射したプラットホームやレールを作品
として収めようとした写真表現としての感覚を評価したい。
これからはスマートフォンではなく、専用のカメラを構えて、
土木の力強さや美しさを追い求めて欲しい。

審査員特別賞

【総評】
　土木的価値と写真的表現力の総合力の観点から各賞を選定させて頂いた。選考過程では議論が白熱し選者そ
れぞれのスタンスの違いで票が割れたりもしたが、選考が進むにつれ共通認識がある程度形作られ意見がまとまっ
た。審査員特別賞は被写体が土木遺産に選定されていないものではあるが写真的表現力にはすぐれたものがあ
り選外にするには忍びなくこのような形になった。選考後に判った事だが、この作品が最年少の方の応募による
ものであったと聞いて審査員一同、大変嬉しく思いました。
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明石工業高等専門学校　内垣 友貴

学生会員海外研修支援事業
『北米のバリアフリーと日本の課題』

　私は足を怪我した際に公共空間での移動に大きな
不便を感じ、海外のバリアフリーを調査したいと考え、
2017年9月2日から13日までバンクーバーで、14日か
ら26日までワシントンDCで研修を行った。現地では
老人ホームや土木関係の企業への訪問を行い、その
場所に適したバリアフリーについて調査した。

　海外での研修に先立ち、東京で調査を行った。上
の写真は車いす利用者向けの公衆電話である。一見、
優れたバリアフリー設備に思えるが、折戸になっており、
利用者目線での改善の
余地があると感じた。
　一方、バンクーバー
では利用者目線で整備
されたバリアフリー設
備が多く見られた。そ
の 中 で も、sky train
と呼ばれる電車では顕
著であった。右の写真
のようにホームと電車
に隙間がほとんどなく、
車いす利用者が1人で乗り降りが可能であった。また、
ハード面だけでなく、乗客の意識の高さにも感銘を受
けた。手助けが必要な人がいれば他の乗客が道を開
け座席まで誘導するなど、日本ではあまりない光景が
何度も見られた。
　バンクーバーでは、鳥取大学の西林名誉教授の家

日本の障がい者向け公衆電話

でホームステイさせて頂いた。その際に、「日本は災
害が多く、誰もが社会的弱者となりバリアフリーが必
要な立場になる可能性がある。それを踏まえ日本で
は街づくりを進めてい
くことが必要である。」
と教えて頂いた。
　ワシントンDCでは
道にアメリカのバリア
フリーの特徴が表れ
ていると感じた。町
の中心部の道は幅も
広くフラットで歩きや
すかった。しかし、少
し離れると、右の写
真のような舗装され
ていない歩道であった。これについてNEXCO-West 
USA,Inc.の方に伺うと、中心部は徒歩で移動する人
が多く歩道の整備が必要とされているが、郊外は観
光客が少なく住民も車での移動がメインで歩道の整
備を必要としないためだと分かった。アメリカの無駄
を省き必要なところにお金をかけるという、民意が反
映された街づくりであると感じた。
　この研修を通してバンクーバーとワシントンDCで
は利用者目線のバリアフリー設備と民意がよく反映さ
れた街づくりが進んでいた。今後日本は利用者や住民
の意見を反映し日々の生活で利用され、さらに災害時
にも機能するバリアフリーな街づくりを行うことが必
要と思われる。
　最後に、このような素晴らしい機会を与えて頂き、
日本で支援して
頂いた方々、現
地で協力して頂
い た 方 々 に 心
より感 謝いたし
ます。

sky trainの入り口

ワシントンDC郊外の歩道

協力して頂いたNikkei Place Senior の方
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はじめに
　わが国は、人口減少や少子高齢化の下で都心回帰
の時代を迎えている。大都市・地方都市の中心地は、
さらなる多機能の集積が求められ、全天候型かつ交
通機関との近接性が高いにもかかわらず十分には活
かされていない地下空間をどう使っていくのかが問わ
れている。その示唆を得るため、札幌地下歩行空間
チカホやなんば walk など、国内の地下街を事前調
査し、それを踏まえてケベック州の中心都市モントリ
オールにある世界最大の地下街 （正確にはINDOOR 
CITY） RESOの調査を行った。
　現地ではモントリオール市役所交通課のRoy 氏に
RESOの始まりと歴史、さらに現状の問題点について、
また、地下街利用に詳しいMcGill 大学のBrown 先
生からは、時間帯や市民の特徴（年齢 / 性別 / 職業）
によって異なる利用目的に応じた有用的な地下ネット
ワークについて教えていただいた。またRESOで400
名へのインタビュー・アンケート調査や地下鉄の乗降
者数のデータ分析などを行った。

RESOの機能性と文化的価値
　RESOは冬季の豪雪と厳しい寒さに耐えられるよう
に1976年のオリンピックを契機に作られた地下空間
網である。商業ビル Ville Marieと駅の接続や購買
施設の整備から始まり、その後地下鉄敷設に伴い駅
周辺の地下街を繋ぐように成長し、今ではダウンタウ
ンをU字で囲むようにつながっている。
　その最大の特徴
は西部と東部で利
用目的が全く違う
ことである。西 部
は McGill や Ville 
Marie など大 学や
企業などが多く接
続し、経済都市の
利便向上に貢献し
ている。一方東部

は、観光名所などをつなぐパブリックな空間になって
いる。地下広場も設けられ、市民はもちろん来訪者に
とってもオープンな、“ 文化都市・モントリオール ”ら
しい賑わい拠点である。
　プライベートな西部とパブリックな東部が南部の地
下通路で結ばれることで街全体の周遊性を高め、地
下も地上も歩いて楽しい、まさにまちの機能性と文化
的価値をあげる魅力的なストラクチャであった。

景観面での学び〜過ごしやすさとは〜
　RESOは地下空間の様々な問題（例えば暗さ/ 圧
迫感など）を解決するため、モントリオールらしい自
由で文化的な意匠デザインを用いて居心地の良さを
高め、自分の街にプライドをもった市民同士が語り合
う場となり、日常性を高めている。

　これからの地下空間利用では、空間インフラを刷新
して機能面を向上することは不可欠だが、人の交流な
どの社会的な面や地域アイデンティティなどの文化的
な面などを含めた“デザイン”の一段の工夫が求めら
れるという学びを得た。
　今回の研修は、海外という非日常で“デザインのち
から”に大きな学びを得、今後の自分の学びたいこ
とを具体的に見つけることができたすばらしい機会と
なった。

神戸大学　西村 慧音

学生会員海外研修支援事業
『モントリオールの先進的地下活用INDOOR CITY〜デザインのちから〜』
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McGill大学Brown先生へのインタビュー後

Place des Artsの地下噴水広場。たくさんのひとで賑わっている
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神戸大学　山本 百華

学生会員海外研修支援事業
『水不足対策先進国のオーストラリアで学ぶ』
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　私は高校の課題研究で発展途上国では1日の大半
を水汲みに費やしている子供がいることを知り、世界
の水不足対策を知りたいと思った。そこで、国と家庭
の両方で水不足の対策がされ、成功しているオースト
ラリアに行き、家庭の対策と住民の水に対する意識を
調査するためホームステイという形で滞在し調査した。
　夏休みを利用して渡航したので、オーストラリアが
乾季でなかったためか、想像よりも普段の生活で水
の使用に関して不便を感じる事はなかった。しかし、
家庭では食器の洗い方（洗った後すすがないなど）や、
洗濯の回数（まとめて行う）、シャワー時間（1回5分
以内）など日々の生活に節水対策が身についており、
明らかに日本と違う事が分かった。
　また、住民の意識調査をゴールドコーストで行い、
一般の住人、大学の先生など合わせて50人以上の方
に話を聞き、水不足がそれほど深刻でなくても、みん
なが節水の努力をしていることが分かった。その理由は、
10年前にあった今までで最も深刻な水不足の時に国
は各家庭に5分をはかる砂時計を配り、5分以内のシャ
ワーを徹底し、コンクリートの上で洗車すると罰金を
取るなどの規則をつくるなどの水不足対策を義務化し
たことにより、それが根付いたからだと感じた。

　メルボルンには、多くの家庭に雨水をためるタンク
があり、そこから家庭用のプールや洗車に使用している。
メルボルンの属するヴィクトリア州では2011年から水
使用に関する細かい規則が定められ、その時期の水

ゴールドコーストの乾季には使えないビーチの水道設備

の残量などに応じてレベルが変わり、従わない場合は
罰則もあるそうだ。
　さらに、現地会社のメルボルンウォーターに協力し
て頂き、1日に最大440メガリットル、1年に最大150
ギガリットルの淡水化処理ができる海水淡水化プラン
トを見学しその規模に驚いた。これはメルボルンの貯
水量が大幅に少なくなった10年前に計画され、2013
年から稼働を開始し、今ではヴィクトリア州で使用さ
れる水の約3割を供給している。

　水は持続可能社会を作る上で必要不可欠な資源で
ある。今回の研修を通して、水不足の問題解決には、
当事者の水不足の国だけでなく、日本も技術的な面
で貢献していく必要があると感じた。また、オースト
ラリアのような水不足対策の先進国と言える国から学
べることを他の発展途上国などの国にも生かせるので
はないかと考えた。大学二年生でこのような貴重な
体験をすることができ、大変嬉しく思っている。最後
に土木学会関西支部の皆様に感謝の意を表したいと
思う。

淡水化プラントの内部

Monash大学でお話を伺ったJon Hinwood先生と
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地方講演会「未来志向の安全・安心なまちづくり」
日　時：2017年7月13日（木）13:30 ～16:00
場　所：豊岡市立出石文化会館
内　容：【基調講演】国土と日本人を考えよう 

　　　　　 −インフラを忘れた私たち− 
（公社）土木学会第105代会長　 大石 久和氏 
【鼎　　談】一地方都市が目指す 

　　　　　“ 小さな世界都市 ”構想について
パネリスト：大石 久和 氏（土木学会　第105代会長） 

中貝 宗治 氏（豊岡市長）
コーディネーター：鍬田 泰子 氏（神戸大学大学院　准教授）
参加者：490名

Construction Site Tour「留学生対象見学会　阪神百貨店建替工事の見学」
日　時：2017年8月3日（木）14:00 ～15:40
内　容：概要説明　建設計画概要説明、工事計画説明

現場見学　（1）Nビル開削部（逆打ち工法）
（2）地下接続部（URT 工法）

参加者： 27名
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地方講演会・Construction Site Tour・
橋梁模型コンテスト［学生部門］交流会

大石久和氏による基調講演

概要説明の様子

建設技術展2017 橋梁模型コンテスト ［学生部門］交流会
日　時：2017年10月26日（木）12:00～14:00
場　所：マイドーム大阪
参加者：22名

NO 学校名 チーム名 学生 教員
1 神戸市立科学技術高等学校 科技土研’17 3 1
2 京都市立京都工学院高等学校 明鏡止水 1 1
3 京都市立京都工学院高等学校 Civik Arts 3
4 京都市立京都工学院高等学校 ロバとゴリラとブタ 2
5 京都府立農芸高等学校 農芸A 2 1
6 京都府立農芸高等学校 農芸B 2
7 奈良県立吉野高等学校 よしのA,よしのB 2 1

内　容：1.制作した橋梁のプレゼンテーション 
2.参加者やスタッフからの質疑に応答 
3.スタッフから実際の橋梁建設までのプロセスを説明

詳細については、「pp.379-386」を参照のこと。

プレゼンテーションの様子
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創立90周年特別企画「ラオス国ナムニアップ１
水力発電所建設プロジェクト」講演会＆視察
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講演会
日　時：2017年12月4日（月）15:00～18:00
場　所：土木学会関西支部
参加者： 20名
内　容： ラオスとタイの国境を流れるメコン川の支流・ナムニアッ

プ川に、高さ167m、堤頂長530m の RCCダムと出力
27万 kW（主発電所）及び2万 kW（逆調発電所）の2
箇所の発電所を建設する工事が「日本企業中心」の体
制で進んでいます。創立90周年特別企画として、ナムニアッ
プ１水力発電所の工事（技術と周辺環境への配慮）と少数民族（モン族）の住民移転などに関する講
演会を開催しました。

演　題： ラオス国ナムニアップ１水力発電所建設プロジェクト
 －ダム・発電所の建設から少数民族モン族の移転まで－
講演者：筒井 勝治 氏（関西電力( 株 )土木建築室エンジニアリングセンター）

視　察
日　時：2017年12月17日(日)～20日( 水 )
場　所：ラオス国ナムニアップ１水力発電所
参加者： 10名
内　容：海外の土木工事現場の視察の斡旋を初めておこない、学生を含む10名が訪問しました。完成まであと1年（2019

年1月運開予定）のナムニアップ１水力発電所や逆調整池ダム（ラビリンスタイプ）などを見学し、オーナーズサ
イトオフィス＆ビレッジに滞在し、欧米やアジアのスタッフと一緒に働く日本の土木技術者の活躍を視察しました。 
　また、移転したモン族の
新年のお祭りに重なり、お招
きを受け参加しました。モン
族は華やかな民族衣装の女
性や子供たちの民族舞踊を、
視察団と現地の日本人スタッ
フは浴衣や法被を着てソーラ
ン節を披露し文化交流をし
ました。 
　また、移転村の新しい校
舎で学ぶ約200名の子供た
ちに土木学会から鉛筆や消
しゴム、ノートなどの文房
具などを贈呈し大変喜んで
いただきました。

浴衣や法被を着てソーラン節を披露する
現地の関西電力技術者と土木学会関西支部の視察団

サンタクロースの衣装で子供たちに
飴をプレゼントする村上支部長

主ダムの全景が見える場所で記念撮影　 主ダムの左岸トップからの眺め　
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災害協定2017講演会・地域貢献資金寄附事業
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土木学会関西支部災害協定 2017講演会「i-Constructionと災害調査」
日　時：2017年12月14日( 木 ) 10:00～12:00　
場　所：建設交流館
参加者：112名
内　容：支部タスクフォースおよび災害協定における支援事業として、災害協定を締結した自治体へ講師派遣を

していますが、創立90周年特別企画として土木技術者から要望があったi-Constructionと最近の災害
調査報告を参加型の講習会として開催しました。

演　題：「建設技術の新たなステージ　i-Construction」 
講演者：建山 和由 氏（立命館大学理工学部環境システム工学科　教授）
演　題：最近の災害調査と新技術の紹介 
講演者：竹林 洋史 氏（京都大学防災研究所流域災害研究センター　准教授） 

関西支部地域貢献資金寄附事業
　趣意書を役員選挙や総会案内などに同封したところ、2018年3月末日までに92名、38団体で、合計141件、
3,451,000円の寄附があり、学生会員海外研修支援事業など土木学生を育てる用途への寄附を多く頂きました。
皆様のご厚意に心よりお礼申し上げます。
　詳細については、「pp.466-467」を参照のこと。
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支部創立90周年記念事業実行委員会
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　　　 役　名 氏　名
委員長 建山　　和由 （立命館大学）
副委員長 加賀田　健司 （大成建設㈱）
副委員長 末永　　清冬 （神戸市道路公社）
幹事長 青木　　伸一 （大阪大学）
委　員 井上　　　晋 （大阪工業大学）
委　員 大石　　富彦 （関西電力㈱）
委　員 堀　　　智晴 （京都大学）
委　員 村上　　考司 （㈱大林組）

幹
事
会

総務財務 石本　　栄二 （関西電力㈱）
総務財務 乾　　　　徹 （京都大学）
総務財務 入江　　政安 （大阪大学）
総務財務 上月　　健司 （㈱大林組）
総務財務 畑山　　満則 （京都大学）
総務財務 松澤　　大助 （大阪府）
総務財務 松島　　格也 （京都大学）
企画講習会 織田澤　利守 （神戸大学）
企画講習会 佐藤　　圭輔 （立命館大学）
企画講習会 三方　　康弘 （大阪工業大学）
市　民 山本　　健彦 （阪神電気鉄道㈱）
市　民 若槻　　晃右 （阪神高速道路㈱）

行
事
担
当

ぶら･土木 宇野　　宏司 （神戸市立工業高等専門学校）
ぶら･土木 交久瀬磨衣子 （㈱環境総合テクノス）
電子出版 吉田　　長裕 （大阪市立大学）

海外研修支援事業 木村　　　亮 （京都大学）
海外研修支援事業 奥村　与志弘 （関西大学）
海外研修支援事業 澤村　　康生 （京都大学）
留学生対象見学会 岸田　　　潔 （京都大学）
留学生対象見学会 三村　　　衛 （京都大学）

大規模土木プロジェクト実地研修 小田　　和広 （大阪大学）
大規模土木プロジェクト実地研修 竹國　　一也 （西日本高速道路㈱）
大規模土木プロジェクト実地研修 野原　　大督 （京都大学）
大規模土木プロジェクト実地研修 日野　　雅仁 （国土交通省）
大規模土木プロジェクト実地研修 吉村　　庄平 （大阪高速鉄道㈱）

FCC 高橋　　良和 （京都大学）
FCC 西田　　純二 （㈱社会システム総合研究所）

（所属は2018年3月現在）
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支部の運営と周年事業、全国大会などの主要な事業を担当
2009年度から総務幹事会と財務幹事会が合体

1. この10年間の重要事項
2008（平成20）年度
「公益法人化申請に向けた取組み」の開始

・本部への定款・細則案への意見具申
・支部規程、内規等の見直し
・公益法人会計に即した予算等の変更
・事業システムの改善

「経営改善」の検討開始（事業の効率化と管理費の
削減）

「商議員会開催回数」の見直し（6月開催をやめ、
10月と翌年2月のみ）

「災害時における調査の相互協力に関する協定」の
検討開始

「｢品確法｣ の実質化に関する委員会」の設置
「第二阪和国道の橋梁損傷対策検討委託」の受託、

及び係る特定事業幹事会・特別委員会の設置
「土木学会関西支部地域貢献資金」創設の検討

開始

2009（平成21）年度
「公益法人化申請に向けた取組み」を継続
「幹事会体制」の見直し（幹事数を減らし、総務と

財務、企画と講習会を統合）
「土木学会関西支部地域貢献資金関連規則類」の

制定
「災害時における調査の相互協力に関する協定」を

国土交通省近畿地方整備局他と締結
「支部だより」の印刷・配布部数の変更

2010（平成22）年度
「公益法人化申請に向けた取組み」を継続
「社会基盤施設の維持管理のための各種スキーム検

討委員会」の設定
「東北地方太平洋沖地震による津波災害特別調査

研究委員会 －南海・東南海地震津波に備えて－」
の設立

「職員の育児・介護休業規則」の制定

2011（平成23）年
（4月に公益社団法人に移行）

「公益法人化申請に向けた取り組み」を継続
「平成26年度全国大会準備委員会」の設立
「｢安全な国土への再設計｣ 支部連合プラットフォー
ム　支部タスクフォース」の設立

2012（平成24）年度
「公益法人化申請に向けた取り組み」を継続
「平成26年度全国大会実行委員会」の設立および

規程の制定
「土木学会関西支部認定土木遺産に関する規則」

の制定
「土木学会創立100周年記念事業」の準備

2013（平成25）年度
「平成26年度全国大会」の準備
「支部中期運営グループ」の設置
「災害緊急対応規則」の制定
「支部賛助会員制度規則」の改正
「事業に関する規則類」の精査を実施
「土木学会創立100周年記念事業」の準備

2014（平成26）年度
（土木学会創立100周年を迎える）

「平成26年度全国大会（大阪大学）」の実施
「災害時における調査の相互協力に関する協定」を

大阪府、大阪市、堺市と締結
「支部職員に関する規則類の見直し」を特定社会保

険労務士に依頼
「（関西支部独自の）公認会計士」との契約を解除
「土木学会創立100周年記念事業」の実施

2015（平成27）年度
「災害時における調査の相互協力に関する協定」を

兵庫県、京都府、福井県、滋賀県、奈良県、和歌
山県、神戸市、京都市と締結

総務財務幹事会
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2. 委員会活動
2.1. 土木学会関西支部技術賞選考委員会
　受賞一覧・詳細については、「pp.140-182」を参
照のこと。

年度 応募数 技術賞 特別賞 委員長
2008 19 ６ ２　 建山　和由
2009 11 ５ ２ 中川　　一
2010 ７ ３ ３ 井上　　晋
2011 ７ ３ ２ 喜多　秀行

賞の名称変更 技術賞 部門賞
2012 ９ ４ ３ 西形　達明
2013 ８ ５ ２ 清野　純史
2014 14 ６ ２ 森川　英典
2015 ７ ３ ３ 伊津野和行
2016 ９ ４ ３ 勝見　　武
2017 12 5 4 山口　隆司

2.2. 土木学会選奨土木遺産選考委員会
　認定一覧・詳細については、「pp.183-266」を参
照のこと。

年度 認定件数 委員長
2008 4 中北　英一
2009 3 中北　英一
2010 3 吉川　耕司
2011 3 吉川　耕司
2012 2 神吉　和夫
2013 3 神吉　和夫
2014 4 村瀬佐太美
2015 2 村瀬佐太美
2016 2 岡田　昌彰
2017 7 岡田　昌彰

2.3. ｢品確法｣ の実質化に関する委員会
　詳細については、「pp.358-359」を参照のこと。

設置期間 2008/12～2010/3
委員長 宮川　豊章

成果報告会 2010/8/27、154名

成果物 『品確法』の実質化に関する委員会　報告書
現場力の具体化と地方自治体への展開

「支部創立90周年記念事業準備委員会」の設立
「オンラインシステムによる役員選挙・総会委任の

運用」の開始
「支部職員に関する規則類の見直し」の継続
「役員・委員対象研修会」を開始
「事務所建物の減価償却費」の適正化

2016（平成28）年度
「商議員会と全体幹事会の合同会議」を開始
「支部創立90周年記念事業実行委員会」の設立
「感謝状の贈呈先選定基準」の制定
「自治体からの委員会・審議会等の委員候補者の推

薦方法」の制定
「支部職員に関する規則類の見直し」の継続
「関西支部公印規定」の制定
「支部ウェブサイト」の刷新

2017（平成29）年度
「支部創立90周年記念事業」の実施
「地域貢献資金寄附金の募集」の実施
「関西支部学生会員海外研修支援事業制度規則」

の制定
「謝金ならびに旅費に関する内規」の改正
「支部職員関連規則類の見直し」の継続
「財政改善と将来のあり方」の検討
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3.1.2. 災害協定における支援事業
(1) 土木技術系職員に対する講習会への講師派遣と 

経費援助

年度 開催日 行事名 参加者数

2014 2014/10/30
建設技術展近畿　阪神・淡路大震災
20年地震防災フォーラム
～来るべき地震にいかに備えるか～

多数

2015 2016/2/1 平成27年度　
和歌山県　建設技術協会技術講習会 94

2016 2016/6/7 平成28年度　
滋賀県　土木技術職員 専門研修 51

2017

2017/7/6
2017/7/27
2017/11/6

国土交通省近畿地方整備局　
職員研修「災害対応（中級）」

22
25
37

2017/12/14
創立90周年記念事業※　
土木学会関西支部災害協定 2017講演会

「i-Constructionと災害調査」
112

※詳細については、「p.110」を参照のこと。

(2) 学術的な領域における専門性及び高度な知見へ
の協力( 研究者の紹介 )

　大阪府の協定から抜粋

第１条　 この協定は、地震・大雨等の異常な気
象現象、予期できない災害等により、甲が所管す
る施設等（工事中の施設を含め、以下「所管施
設等」という。）が被災し、複雑な被災現象が発
現したときや、所管施設等の維持管理・更新及
び新たに整備する施設の設計・施工等において、
技術的な課題が発生したときに、学術的な領域
における専門性及び高度な知見が必要な場合の
調査に関する相互協力の方法を定め、もって、府
民の安全・安心の確保と土木技術の向上に資す
ることを目的とする。
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2.4. 社会基盤施設の維持管理のための各種スキーム
検討委員会

　詳細については、「p.365, pp.400-402」を参照のこと。

設置期間 2011/7～2013/3
委員長 古田　均

成果報告会 2013/9/27、109名

成果物 社会基盤施設の維持管理のための各種スキー
ム検討委員会　報告書

2.5. 東北地方太平洋沖地震による津波災害特別調査
研究委員会 －南海・東南海地震津波に備えて－

　詳細については、「p.363, pp.387-389」を参照のこと。

設置期間 2011/5～2013/3
委員長 間瀬　肇

成果報告会

キックオフ報告会 ：2011/5/30、595名
第2回報告会　　  ：2011/9/15、195名
第3回報告会　　  ：2012/3/16、260名
第4回報告会　　  ：2012/8/28、194名
第5回報告会　　  ：2013/3/14、128名
最終報告会　　    ：2013/5/31、244名

成果物
東北地方太平洋沖地震による津波災害から
学ぶ
―南海・東南海地震による津波に備えて―

3. 災害関連
　　｢安全な国土への再設計｣ 支部連合プラットフォーム　

支部タスクフォース

　詳細については、「p.416, pp.418-419」を参照のこと。

3.1. 災害時における調査の相互協力に関する協定
　詳細については、「p.368」を参照のこと。

3.1.1. 災害協定締結先
　国土交通省近畿地方整備局、公益社団法人地盤
工学会関西支部、公益社団法人日本地すべり学会関
西支部、公益社団法人砂防学会、大阪府、京都府、
兵庫県、福井県、滋賀県、奈良県、和歌山県、大阪市、
京都市、神戸市、堺市
※連絡会議を年1回開催
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4.3. 役員・委員対象研修会

年度 開催日 見学先 参加者数

2015 2016/3/8 明石海峡大橋 12

2016 2016/7/1 黒部川第4発電所 11

2016 2016/9/25 黒部川第4発電所 9

2016 2017/2/4 新九頭竜橋( 仮称 )、中部縦貫道 28

2017 2017/8/19 黒部川第4発電所 10

2017 2017/12/17～20 ラオス国ナムニアップ１水力発電
所建設プロジェクト※ 10

2017 2018/1/27 阪和自動車道 和歌山南スマートIC、
湯浅御坊道路 川辺第一トンネル 26

※詳細については、「p.109」を参照のこと。

(3) 地域の災害脆弱性と防災意識の啓発 ( 市民向け
行事への講師派遣 )

　詳細については、「pp.407-408」を参照のこと。

年度 開催日 行事名（依頼者） 場所

2014

2014/1/17
災害メカニズムの講習
会『なぜ、山が崩れるの』

（奈良県他）

奈良県五條市立
五條小学校

（参加者74名）

2015/2/16
平成26年度　災害ボラ
ンティアリーダー研修会

（大阪府他）

大阪赤十字
会館

2015/3/8

東日本大震災追悼イベ
ント

「ぼう祭のつどい 
～広げよう絆のわ～」

（大阪府他）

津波・高潮
ステーション

2015 2016/3/9

2016 2017/2/10

2017 2017/11/12

(4)災害調査
・2011年　台風12号による紀伊半島の災害復興調査
・2015年7月　土木学会関西支部　京都市土砂災

害調査団
　詳細については、「pp.361-362」を参照のこと。

3.2. 本部委員会による関西での災害調査
　詳細については、「pp.409-414」を参照のこと。

4. その他の事業
4.1. 平成26年度全国大会（大阪大学）
　詳細については、「pp.277-353」を参照のこと。

4.2. 土木学会創立100周年
　詳細については、「pp.407-408, pp.416-419」を参
照のこと。 

黒部川第4発電所

湯浅御坊道路 川辺第一トンネル
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1. この10年間に新たに始めた行事
1.1. 学生のためのキャリア支援 〜相談にのります、将来への道づくり〜（2009〜）
　詳細については、「p.355, p.376」を参照のこと。

年度 開催日 場所 参加者数 備考
2009 2009/12/2～3 マイドームおおさか 56 2日間で3回開催
2010 2010/12/2 マイドームおおさか 82
2011 2011/11/2 マイドームおおさか 150
2012 2012/11/1 マイドームおおさか 130
2013 2013/10/31 マイドームおおさか 120
2014 2014/10/30 マイドームおおさか 190
2015 2015/10/29 マイドームおおさか 160
2016 2016/10/27 マイドームおおさか 130

2017 2017/5/27 大阪工業大学 22 年次学術講演会会場での開催を開始
2017/10/26 マイドームおおさか 160

1.2. ぶら・土木（2011〜）
　詳細については、「p.366, p.417, p.441」を参照のこと。

・2011年度は設立準備を行い、2012年度から本格的に活動を開始。
・90周年記念事業として開催した“『関西の土木遺産のある風景』フォトコンテスト”は、ぶら・土木の担当行事。

年度 開催日 回 行事名 開催・見学場所 参加者数

2012 2012/8/3 1 ぶらッと宇宙へ 宇宙建設工学の創成 ～月面基地の建設に向けて～ ドーンセンター 33
2012/12/6 2 ぶらッと現場へ 阪神三宮駅改良工事現場見学会 阪神三宮駅 25

2013

2013/6/7 3 ぶらッと世界遺産へ 天空の白鷺 ～姫路城大天守保存修理事業見学～ 姫路城 15

2013/9/19 4 ぶらッと現場へ　阪神高速大和川線工事現場見学会 阪神高速大和川線工事
現場 20

2013/12/4 5 ぶらッとキャリアアップ 資格取得を目指す若手技術者のための
ミーティング 土木学会関西支部 20

2014
2014/10/8 6 ぶらッと工場へ 建設機械工場見学会 キャタピラージャパン

明石事業所 20

2014/11/12 7 ぶらッと現場へ 新名神現場見学 道場トンネル工事現場、
武庫川橋工事現場 16

2015

2015/12/7 8 シリーズ土木遺産をめぐる1『布引ダム』 布引ダム 10
2016/1/29 9 海外水力事業についての講演会 明石工業高等専門学校 19

2016/3/3 10 シリーズ土木遺産をめぐる2『天ヶ瀬ダム& 宇治発電所見学会』 宇治発電所、
天ヶ瀬ダムなど 14

2016

2016/5/28 11 シリーズ土木遺産をめぐる3『狭山池』探訪 大阪府立狭山池博物館、
狭山ダム施設 14

2016/9/30 13 若手技術者交流イベント「琵琶湖疏水見学」 琵琶湖疏水記念館、
水路閣など 15

2016/10/19 14 明石海峡大橋の主塔に登ろう！ 「知りたかった架橋技術」
「みたかった壮大な風景」を体感する一日 明石海峡大橋など 開催延期

2016/11/18 12 海外勤務についての講演会 西アフリカ1,000キロを爆走する
大型トラックを追いかけろ！－海外開発コンサルタントのシゴト－

大阪工業大学
大宮キャンパス 115

2016/11/25 15 京奈和自動車道 雄ノ山高架橋・和歌山JCT（仮称）の全景と全貌 鹿島建設雄ノ山工事
事務所 12

土木技術者を対象とした行事を担当
2009年度から企画幹事会と講習会幹事会が合体

企画講習会幹事会
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2017

2017/4/22 16 写真講座 ～まちを歩いて土木を探そう～ 土木学会関西支部周辺 12

2017/5/17 14 明石海峡大橋の主塔に登ろう！ 「知りたかった架橋技術」
「みたかった壮大な風景」を体感する一日 明石海峡大橋など 40

2017/6/3 17 なにわ八百八橋めぐり ～浪華三大橋から桜宮橋まで～ 中之島周辺 13
2017/7/8 18 写真講座 ～みなとの中の土木を探そう～ 神戸港 15
2017/9/8 19 i-Construction講習会 ～「ミライのゲンバ」を体験しよう～ コマツIoTセンタ近畿 29
2017/10/14 20 婚活イベント ～大人の遠足 in 京都～ 京都大学など 14

2017/11/15 21「まち、川、緑とともに 大和川線」その都市高速の最前線を視る！ 大和川線シールド
トンネル工事現場 17

1.3. 大規模土木プロジェクト実地研修（2015〜）
　詳細については、「pp.428-431」を参照のこと。

・2017年度から、大学生、大学院生だけでなく高専の専攻科の生徒に門戸を広げることになった。

年度 開催日 参加者数
2015 2015/8/19～28 15（学部生：11、院生：4）
2016 2016/8/17～26 18（学部生：11、院生：7）
2017 2017/8/23～9/1 17（学部生：12、院生：5）

1.4. メンテナンスエキスパート講習会（2015〜）
　詳細については、「pp.437-438」を参照のこと。

・初年度のみ、確認試験を実施。
・2016年度より、道路コースに加え、河川コースを新設。

年度 開催日 参加者数 講習会場 フィールドワーク見学先
2015 2015/11/9～13 25 土木学会関西支部など 毛馬排水機場、阪神高速道路（株）震災資料保管庫など
2016 2016/8/1～5 24 土木学会関西支部など 京都1号東山高架橋、天ヶ瀬ダムなど
2017 2017/11/6～9、13 20 土木学会関西支部など 近畿技術事務所、淀川大橋

2. この10年間に終了した行事
2.1. 学生映画会（〜2008）

年度 開催日 上映作品 上映校 参加者数

2008 2008/5/14～6/26
21世紀の架け橋 －第二名神高速道路木曽川橋・揖斐川橋－（18分）

福井工業高等専門学校
など14校 1,266大地との対話 飛騨トンネル先進坑工事の記録（39分）

宇宙への夢の架け橋 新種子島空港整備事業記録映画（31分）

2.2. インターンシップ関西（〜2008）
・募集企業、参加大学院生の減少に伴い、2008年度で終了。

年度 受入企業 参加者数
2008 阪神高速道路（株）、奈良県、和歌山県 0
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2.3. 新春講演会・交流会（〜2012）
・新春講演会を総会時の特別講演会に移し、現行の新春講演会は廃止することとなり、2012年度で終了。

年度 開催日 演題 講演者 （所属） 会場 参加者数
2008 2009/1/30 中之島線が切り拓く水都・大阪の明日 佐藤 茂雄 （京阪電気鉄道（株）） 建設交流館 130
2009 2010/1/29 国土計画の流れと土木の役割 木下 博夫 （阪神高速道路（株）） 建設交流館 176
2010 2011/1/28 コンプライアンス推進としての社会基盤整備 阪田 憲次 （（社）土木学会） 建設交流館 127

2011 2012/1/27 東日本大震災を経験して変わったわが国の防災・
減災 河田 惠昭 （関西大学） 建設交流館 207

2012 2013/2/4 アフガニスタンに生命の水を
 ～日本の伝統的土木技術が大地を甦らせる～ 福元 満治 （NGO「ペシャワール会」）建設交流館 163

2.4. 前副支部長特別講演会（2011〜2013）
・会員および賛助会員の勧誘、また賛助会員数の減少化への対策の一つとして、入会のインセンティブになるよ

うな講習会を…ということで2011年度に立ち上げられた。

年度 開催日 演題 講演者 （所属） 会場 参加者数

2011 2011/8/10

これからの都市整備と変革の視点 ～利用者視点によ
るストックの有効活用と地域との連携・協働の拡大～ 村上 毅 （大阪府）

建設交流館 196土木構造物の長寿命化に関するこれまでの取り組み
事例とその評価・反省 ～高速道路橋梁の事例から～

小川 篤生 （西日本高速道路エンジニ
アリング関西（株））

2012 2012/8/31 耐震・制振に関わるプチ開発例 飯田 毅 （大阪産業大学） 建設交流館 86ガス事業における地震対策 中嶋 規之 （大阪ガス（株））

2013 2013/7/19 斜面災害の防止と予知 道廣 一利 （摂南大学） 建設交流館 73河川災害の防止と予知 田中 稔 （兵庫県）

2.5. 地方講演会（〜2015）
・地方講演会を災害協定に基づく講演会に移行して、より地域のニーズにあった内容にするため、2015年度で終了。

年度 開催日 演題 講演者(所属) 会場 参加者数

2008 2009/2/6
四川大地震について 沖村 孝 (（財）建設工学研究所) 兵庫県私学会館

(兵庫) 145恐竜化石などを活かした丹波の地域づくり 中瀬 勲 ( 兵庫県立大学自然・環境
科学研究所 )

2009 2010/2/12

古代の社会資本整備 
－発掘の現場から見えてくるもの－ 菅谷 文則 ( 橿原考古学研究所 )

奈良県文化会館
( 奈良) 166平城遷都1300年祭

 －はじまりの奈良、めぐる感動－
田中 敏彦 (（社）平城遷都1300年
記念事業協会事務局)

ITSを活用したスマートツーリズム －バーチャル
飛鳥京プロジェクトから始まる新しい観光－ 牧野 浩志 ( 東京大学 )

2010 2011/2/9
滋賀県生物環境アドバイザー制度から
 ～公共事業と生物多様性保全の事例～ 小林 圭介 ( 滋賀県立大学 ) 滋賀県庁新館

( 滋賀 ) 101
瀬田唐橋景観検討について 石山 基 ( 滋賀県 )

2011 2011/9/15 東北地方太平洋沖地震による津波災害特別調査研究委員会 第2回報告会
（※ 和歌山県で開催した報告会を和歌山地方講演会とした）

和歌山市民会館
( 和歌山) 195

2012 2013/2/8 社会インフラ次なる転換 神尾 文彦（（株）野村総合研究所） 福井県国際交
流会館( 福井 ) 93

2013 2014/2/7
世界文化遺産「姫路城保存修理工事」について 小林 正治 （姫路市） 兵庫県庁西館

( 兵庫 ) 127「ひょうごインフラ・メンテナンス10箇年計画」
について 伊藤 裕文 （兵庫県）

2014 2015/2/13
水路と道路の整備 菅谷 文則 （橿原考古学研究所）

奈良県中小企業
会館( 奈良) 115奈良公園観光地域活性化総合特区 中西 康博 （奈良県）

奈良県内の直轄事業について 若尾 将徳 （国土交通省）
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2015 2016/2/26

「琵琶湖と滋賀県の地盤」～滋賀県の地盤の
成り立ちと琵琶湖の生い立ち～

里口 保文 
（滋賀県立琵琶湖博物館）

滋賀県立
琵琶湖博物館
( 滋賀 )

107
「琵琶湖と治水」～新たなステージへの対応
「滋賀の流域治水」の取り組み～ 矢田 聡彦 （滋賀県）

「琵琶湖と道路」～自転車で琵琶湖一周！！
「ぐるっとびわ湖サイクルライン」の“これまで”と

“これから”～
岡野 聡 （滋賀県）

3. 恒常的に開催している行事
3.1. 年次学術講演会

・FCCのどぼくカフェ(2016年度～)やキャリア支援(2017年度～)も、年次学術講演会会場で開催している。

年度 開催日 会場 講演件数 講演会 参加者数 懇親会 参加者数
2008 2008/5/24 近畿大学 342 675 320
2009 2009/5/23 神戸市立工業高等専門学校 308 新型インフルエンザの影響により開催中止
2010 2010/5/22 京都大学 295 664 210
2011 2011/6/12 関西大学 302 692 231
2012 2012/6/9 神戸市立工業高等専門学校 343 660 176
2013 2013/6/8 大阪市立大学 281 669 182
2014 2014/5/31 大阪産業大学 304 692 175
2015 2015/5/30 摂南大学 288 639 181
2016 2016/6/11 立命館大学 260 626 179
2017 2017/5/27 大阪工業大学 238 660 211

3.2. コンクリート構造の設計・施工・維持管理の基本に関する研修会
・2009年度に『コンクリート構造の設計・施工・維持管理の基本 第4次改訂版』、2014年度に『同 第5次改訂版』

を発刊。

年度 開催日 回 会場 参加者数
2008 2008/10/22～23 22 建設交流館 142
2009 2009/11/16～17 23 建設交流館 233
2010 2010/8/2～3 24 建設交流館 190
2011 2011/8/2～3 25 建設交流館 165
2012 2012/7/31～8/1 26 建設交流館 127
2013 2013/9/10～11 27 建設交流館 125
2014 2014/9/24～25 28 大阪科学技術センター 137
2015 2015/9/9～10 29 建設交流館 147
2016 2016/8/24～25 30 大阪科学技術センター 169
2017 2017/9/5～06 31 大阪科学技術センター 139
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3.3. 高専学生対象講演会
・輪番制の実施を見直し、希望校への実施に2016年度から変更した。

年度 開催日 開催校 演題 講演者(所属) 参加者数
2008 2008/11/26 和歌山工業高等専門学校 あなたも重力の達人 田中 輝彦 （神戸大学） 130

2009 2009/10/21 大阪府立工業高等専門学校 環境保健 ～最近の話題から～ 上家 和子 
（成田空港検疫所） 22

2010
2010/11/25 明石工業高等専門学校 空間情報を用いた都市アメニティの

デザイン支援 吉川 眞 （大阪工業大学） 140

2010/12/13 神戸市立工業高等専門学校「あなたも重力の達人　くらしの中の力学」
「平地をつくる魔法の壁　土のはなしと擁壁」

田中 輝彦 
（神戸市「土木の学校」） 65

2011 2011/12/5 舞鶴工業高等専門学校 赤レンガ建造物の保存と活用 矢谷 明也 （舞鶴市） 130

2012 2012/12/10 福井工業高等専門学校 シビルエンジニアに求めること 毛利 茂則 
（ジビル調査設計（株）） 120

2013 2014/1/17 和歌山工業高等専門学校 世界一の線路を守る
～東海道新幹線の線路保守～

平永 稔 
（東海旅客鉄道（株）） 160

2014 開催校と講演者の調整が整わず、次年度に繰り越し

2015

2015/11/12 修成建設専門学校 建設会社の海外ビジネス 関 茂樹 （佐藤工業（株）） 40

2016/1/13 明石工業高等専門学校 土木技術者の現場を見て考える、
人を見て考える

岩田 節雄
（金沢工業大学） 90

2016/1/27 神戸市立工業高等専門学校 ストーンカッターズ橋の建設 福本 和弘 
（日立造船（株）） 180

2016 2016/12/7 福井工業高等専門学校 国道って何だろう 佐藤 健太郎 
（サイエンスライター） 170

2017 開催希望校無し

3.4. 施工技術報告会

年度 開催日 会場 参加者数 共催
2008 2009/1/28 建設交流館 129 （社）日本建設機械化協会関西支部、（社）地盤工学会関西支部
2009 2010/1/27 建設交流館 108 （社）日本建設機械化協会関西支部、（社）地盤工学会関西支部
2010 2011/1/26 建設交流館 103 （社）日本建設機械化協会関西支部、（社）地盤工学会関西支部
2011 2012/2/3 建設交流館 111 （社）日本建設機械化協会関西支部、（社）地盤工学会関西支部

2012 2013/2/13 建設交流館 118 （一社）日本建設機械施工協会関西支部、（公社）地盤工学会関西支部、
（社）日本建設業連合会関西支部

2013 2014/2/14 建設交流館 135 （一社）日本建設機械施工協会関西支部、（公社）地盤工学会関西支部、
（一社）日本建設業連合会関西支部

2014 2015/2/12 建設交流館 119 （一社）日本建設機械施工協会関西支部、（公社）地盤工学会関西支部、
（一社）日本建設業連合会関西支部

2015 2016/2/16 建設交流館 136 （一社）日本建設機械施工協会関西支部、（公社）地盤工学会関西支部、
（一社）日本建設業連合会関西支部

2016 2017/2/15 建設交流館 188 （一社）日本建設機械施工協会関西支部、（公社）地盤工学会関西支部、
（一社）日本建設業連合会関西支部

2017 2018/2/14 建設交流館 166 （公社）地盤工学会関西支部、（一社）日本建設業連合会関西支部、
（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部、（一社）日本建設機械施工協会関西支部

3.5. コンクリートカヌー競技大会
・2017年度から共催ではなく後援として参画することになった。

年度 開催日 場所 艇数
2008 2008/8/19 兵庫県立円山川公苑 16校26艇
2009 2009/8/18 兵庫県立円山川公苑 開催中止
2010 2010/8/18 兵庫県立円山川公苑 17校25艇
2011 2011/8/18 兵庫県立円山川公苑 15校19艇
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2012 2012/8/21 兵庫県立円山川公苑 14校17艇
2013 2013/8/20 兵庫県立円山川公苑 15校18艇
2014 2014/8/19 兵庫県立円山川公苑 16校19艇
2015 2015/8/29 兵庫県立円山川公苑 15校19艇
2016 2016/8/27 兵庫県立円山川公苑 16校19艇
2017 2017/8/26 兵庫県立円山川公苑 17校22艇

4. 必要に応じて開催した行事
※詳細については、「p.390」を参照のこと。

年度 開催日 行事名 場所 参加者数 その他

2008
2008/6/19 性能を考慮した道路盛土の耐震

強化・補強に関する研究発表会 大阪大学中之島センター 122

主催:大阪大学、（社）土木学会関西
支部「土木構造物の効率的・効果
的な強化・補強技術に関する研究」
調査研究委員会

2008/8/4 品質確保への提言とその実現に
向けてのジョイント・シンポジウム 土木学会講堂 137 共催:（社）土木学会関西支部、（社）

土木学会 建設マネジメント委員会

2009

2009/5/29 「インフラ事業における民間資金
導入への挑戦」に関する講習会 建設交流館 開催中止 共催:（社）土木学会 建設マネジメン

ト委員会

2009/9/11 「インフラ事業における民間資金
導入への挑戦」に関する講習会 大阪科学技術センター 14 共催:（社）土木学会 建設マネジメン

ト委員会

2009/11/4
材料劣化が生じたコンクリート
構造物の構造性能研究小委員会

「成果報告会」
建設交流館 67 主催:（社）土木学会関西支部

2009/12/7 平成21年台風9号による
災害調査団合同報告会 建設交流館 212 共催:（社）地盤工学会関西支部

2010/1/18 阪神・淡路大震災15周年
フォーラム 神戸国際会議場 560 共催:（社）日本地震工学会

2010
2010/8/11～12 2010年度（第46回）水工学に

関する夏期研修会 神戸大学 185 主催:土木学会 海岸工学委員会、
水工学委員会

2010/11/5 仮設構造物の計画と施工
[平成22年版]に関する講習会 建設交流館 99 主催:（社）土木学会関西支部

2011

2011/5/19 東日本大震災復興支援
シンポジウム in 大阪 建設交流館 250

主催:東日本大震災復興支援
シンポジウム in 大阪実行委員会
(実行委員会への参画、名義使用)

2011/6/27 近畿における社会資本整備の
あり方に関するシンポジウム 建設交流館 160

主催: （社）土木学会建設マネジメント
委員会、共催:（社）土木学会関西
支部、（社）近畿建設協会

2011/8/11～12 第16回水シンポジウム2011 in 
きょうと 京都テルサ 550

主催:第16回水シンポジウム2011 in 
きょうと実行委員会、
共催:（公社）土木学会関西支部

2011/8/26 第13回インターナショナル
サマーシンポジウム※ 京都大学宇治キャンパス 124 主催:（公社）土木学会国際委員会

2012/2/24
平成23年台風第12号による被害
調査報告会『支部だより No.69 
2012.7』を参照のこと。

ドーンセンター 231 共催:（公社）土木学会、（公社）土木
学会関西支部

2012 2012/12/7
土木計画学 ワンディセミナー 
No.67 自転車通行空間の設計 
～事例から学ぶ～

キャンパスポート大阪 72
主催:（公社）土木学会 土木計画学
研究委員会、（公社）土木学会関西
支部

2013 2013/4/16

「CO2削減を考慮したコンクリート
構造物の解体、再利用、補修技術
に関する調査研究小委員会」
成果報告会および「けい酸塩系
表面含浸工法の設計施工指針（案）」
講習会

建設交流館 37 主催:（公社）土木学会関西支部

2016 2016/11/10
本部講習会「地中構造物の
耐震性能照査高度化」に関する
関西支部会場でのビデオ上映会

土木学会関西支部 13 主催:（公社）土木学会原子力土木委
員会、（公社）土木学会関西支部
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5. 調査・研究委員会、共同研究グループ
5.1. 調査・研究委員会とその講習会

年度 調査研究委員会名称
(講習会名　調査研究委員会名と同じ場合は省略) 委員長 講習会 開催日 講習会 会場 講習会

参加者数

2007～2008

関西空港・航空研究会(複数空港時代の
航空輸送:政策と方法論講習会) 小林　潔司 2009/9/19～20 キャンパスプラザ京都 41

土木構造物の効率的・効果的な強化・
補強技術に関する研究 常田　賢一 2009/7/24 大阪大学中之島センター 131

21世紀の魅力的な都市型渚空間の創出に
関する調査研究委員会( 魅力的な都市型渚空間
の創り方講習会 )

矢持　　進 2009/9/30 建設交流館 55

2008～2009

FCC 活動の内の「内なる啓蒙」に関する
調査研究特別委員会 宮本　仁志

橋梁のリハビリテーションに関する
調査研究委員会 坂野　昌弘 2010/7/30 関西大学100周年記念

会館ホール 377

2009～2010 新・大阪都市空間創生とインフラ再構築に
関する調査研究委員会 中野　雅弘 2011/7/29 建設交流館 51

2010～2011 橋梁の維持管理へのモニタリング技術の適用に
関する調査研究委員会 大西　弘志 2012/9/28 大阪市立大学文化交流

センター 67

2011～2012 地盤情報を活用した防災ハザードマップの
開発研究委員会 深川　良一 2013/9/17 大阪市立大学文化交流

センター 66

2012～2013 市町村等における維持管理の現状と対応に
関する調査研究委員会 服部　篤史 2014/7/24 建設交流館 99

2013～2014

FCMに着目した橋梁の維持管理に関する
調査研究委員会 坂野　昌弘 2015/7/24 建設交流館 173

水辺空間を活かした都市大阪の再生に関する
調査研究 ～東横堀川をケーススタディとして～ 中野　雅弘 2015/7/31 建設交流館 56

2014～2015 橋梁の長寿命化・耐震化と更新に関する施策
および技術開発の検討に関する連携研究委員会 山口　隆司 2016/9/30 建設交流館 153

2016～2017

まちづくりにおける水辺空間のあり方 ～新たな
都市施設・空間の複合化を目指して～ 中野　雅弘 2018/7/13 建設交流館

歴史的地盤遺跡の保全と活用に関する
研究委員会 三村　　衛 2018/9/12 大阪市立大学文化交流セ

ンター
モニタリング技術と融合した橋梁マネジメントに
関する調査研究委員会 金　　哲佑 2018/9/19 大阪市立大学文化交流セ

ンター

2017～2018

鋼橋の維持管理全体の高度化に関する
調査研究委員会 坂野　昌弘

2019年度開催予定都市直下地震での鉛直方向の免震構造に
関する調査研究委員会 園田恵一郎

比較沿岸環境工学に基づく今後の大阪湾研究
に関する調査研究委員会 重松　孝昌

5.2. 共同研究グループとそのワークショップ
・2014年度よりワークショップの開催が必須となった。

活動年度 共同研究グループ名称 代表者 ワークショップ
開催日 ワークショップ会場

ワーク
ショップ
参加者数

2008 都市創生工学研究会 中野　雅弘
風景論教育手法の開発 出村　嘉史

2008～2009
橋梁の維持管理へのモニタリング技術の適用に
関する研究会 大西　弘志 2010/5/22 京都大学 45

地方分権による総合的な交通政策に関する研究 本田　　豊 2010/5/22 京都大学 36
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2009～2010 構造物群のライフサイクルマネジメント共同研究
グループ 服部　篤史 2011/7/28 建設交流館 121

2011 21世紀の幹線鉄道研究会 波床　正敏 2012/11/22 ドーンセンター 41
国際物流と大阪湾沿岸域の活性化に関する研究 黒田　勝彦

2011～2012 FCM 橋梁の維持管理に関する
共同研究グループ 坂野　昌弘 2013/5/31 咲洲ホール 163

2012 水辺空間を活かした都市大阪の再生に関する
調査研究 中野　雅弘

2012～2013 都市空間の魅力を創造する橋梁設計の
ホーリスティック・アプローチ 久保田善明

2015 杭基礎と鋼管矢板基礎の実用的統一設計法の
確立に向けての基礎的研究 吉田　貴保 2016/6/11 立命館大学 7

2015～2016

鋼橋の維持管理全体の高度化に関する
共同研究グループ 坂野　昌弘 2016/7/29 建設交流館 98

2017/7/21 建設交流館 104
中小規模自治体における社会基盤構造物の
維持管理に関する共同研究グループ 服部　篤史 2016/6/11 立命館大学 20

2017/5/27 大阪工業大学 30

都市直下地震における耐震問題に関する研究 石丸和宏→
園田恵一郎

2016/6/11 立命館大学 24
2017/5/27 大阪工業大学 18

老朽化、および更生した下水道管きょの
耐震設計法に関する研究 東田　　淳 2016/6/11 立命館大学 18

2017/5/27 大阪工業大学 18

2016～2017 シビル・ベテランズ＆ボランティア（CVV） 古田　　均 2017/5/27 大阪工業大学 20
2018/6/16 神戸大学 22

2017～2018

関西の多様な海岸線における防災および
水域環境に関する課題抽出とリスク評価 荒木　進歩 2018/6/16 神戸大学 30

2019年度開催予定
内水圧が作用する地下貯留トンネルの力学挙動
に関する調査・研究 東田　　淳 2018/6/16 神戸大学 20

2019年度開催予定

6. 後援・協賛など

年度 後援件数 協賛件数 協力件数
2008 15 15
2009 18 15
2010 16 17
2011 14 13
2012 26 9
2013 22 13
2014 26 14
2015 21 16 1
2016 32 14 1
2017 29 12 1
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1. この10年間に新たに始めた行事
1.1. 教員免許状更新講習（2010〜）
　詳細については、「p.357, p.377, pp.425-426, pp.442-445」を参照のこと。

・2009年度に「小中学校教職員対象『防災・危機管理』研修会」を開催。
・2010年度からは国立大学法人兵庫教育大学と共催し、文部科学省教員免許更新制の認定講習として開催。

年度 開講日 テーマ 開催場所・見学先 参加者数

2009 2009/7/31 小中学校教職員対象「防災・危機管理」研修会
京都大学防災研究所宇治川ラボラトリー、
乙訓ポンプ場工事、京阪本線淀駅付近立体
交差化事業

19

2010 2010/8/4 必見！地震防災の最前線 人と防災未来センター 40
2010/8/27 知っておきたい耐震技術 兵庫県広域防災センター、Ｅ－ディフェンス 38

2011

2011/8/4 通学路地震ハザードマップの作成レシピ 人と防災未来センター 39

2011/8/12 環境と防災
立命館大学びわこくさつキャンパス
※立命館大学の主催で開催

35

2011/8/17 いのちを守る建物耐震技術 兵庫県広域防災センター、Ｅ－ディフェンス 38
2012 2012/8/1 知っておきたい！環境に優しい資源再生術 神戸市東灘処理場 38
2013 2013/8/5 知っておきたい！津波・高潮防災の最前線 津波・高潮ステーション 40

2014 2014/8/6
知っておきたい！橋の歴史、種類と役割 ～身近な
橋から世界一の吊橋まで～

橋の科学館、明石海峡大橋 29

2015 2015/8/19
知っておきたい! 橋の歴史、種類と役割 ～身近な
橋から世界一の吊橋まで～

橋の科学館、明石海峡大橋 38

2015/8/27 知っておきたい！まちあるき授業の進め方 Dios 北千里会議室、藤白台、古江台 23

2016
2016/8/3

知っておきたい！橋の歴史、種類と役割 ～身近な
橋から世界一の吊橋まで～

橋の科学館、明石海峡大橋 39

2016/8/5
知っておきたい！関西国際空港の歴史と技術－世界
大交流時代を支える海上空港の役割にせまる－

関西国際空港 38

2017

2017/7/27 知っておきたい！上水処理と下水処理の最前線 神戸市東灘処理場 36

2017/8/2
知っておきたい！橋の歴史、種類と役割 ～身近な
橋から世界一の吊橋まで～

橋の科学館、明石海峡大橋 39

2017/8/3
知っておきたい！関西国際空港の歴史と技術－世界
大交流時代を支える海上空港の役割にせまる－

関西国際空港 40

2017/8/4
知っておきたい！地図の作り方から使い方と最新の
活用法

兵庫教育大学加東キャンパス 40

2017/8/8 知っておきたい！津波・高潮防災の最前線 津波・高潮ステーション 44

1.2. 「土木実験・プレゼン大会」〜どうして？なぜ？が一目でわかる〜（2009〜）
　詳細については、「p.356」を参照のこと。

年度 開講日 実験内容 講演者( 所属) 参加者数

2009 2009/12/2

目でみてわかる擁壁の安定実験 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )

300

鉄筋コンクリート実験 橋本和晃( 鹿島建設（株）)
沈埋函水圧接合実験 河上真之(国土交通省近畿地方整備局)　
地盤を補強する鉄筋の効果実験 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　

吊り橋の模型実験
野村麻利江・才津陽平・山口瑛慈 ( 明石工業高
等専門学校 )　

トンネル形状比較実験 山下徹浩( 五洋建設（株）)　
スカート・サクション基礎の貫入デモンスト
レーション

野口奏一 (（株）大林組 )　

円弧すべりと抑止杭の実験 （社）土木学会関西支部市民幹事会

市民幹事会
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一般市民（小学生以上）、教職員（幼稚園〜高等学校）を対象とした行事を担当

126



2010 2010/12/1

トンネルを支える鉄の棒 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )

400

地すべりが動く理由を知ろう 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )
土のうの強いわけを知ろう 堀口大輔 (（株）淺沼組 )　
土の液状化現象 木元小百合( 京都大学 )
銀河鉄道999の橋脚を造る 岩坂照之( 前田建設工業（株）)

鉄筋の働きはなんだ？
（社）土木学会関西支部市民幹事会・（株）日本シ
ステム設計・関西鉄筋工業協同組合

2011 2011/11/1

プレストレストコンクリート（PC）とは 今井昌文(オリエンタル白石（株）)

250

地震の発生理由と地震で動く斜面実験 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　
マイコンメーターの感震遮断・復帰実験 藤田裕介( 大阪ガス（株）)　
大雨から いのちをまもろう 松田格( 気象庁大阪管区気象台 )　
津波と高潮のメカニズム　ビデオ説明 平井幹也( 大阪府 )

津波の実験サイエンス・ワークショップ
森口和香子 ( 阪神・淡路大震災記念人と防災未
来センター)

2012 2012/10/31

なぜ地盤沈下するの？ 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　

200
浅い基礎の支持力実験 野口登史樹・三浦佑也(明石工業高等専門学校 )　
荷重と温度の関係から分かる応力実験 渋谷清(JFEテクノリサーチ（株）)　
橋梁構造を模型で理解しよう！ 小林潔 (（一社）日本橋梁建設協会技術委員会 )　

2013 2013/10/30

雨が降ると崖崩れが起きるのはなぜ！ 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　

200
土砂災害を防ぐ森林と治山施設 西貴詩( 京都府 )
宇宙技術を用いた地殻変動観測 真野宏邦(国土交通省国土地理院 )　
地震によってどんな災害が起こるのか？ 玉田和也・加登文学(舞鶴工業高等専門学校)

2014 2014/10/29

がけ崩れから身を守るために！ 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　

300
みんなで大雨に備えよう！！ 石原純( 兵庫県 )　
粘り強い材料とは？構造とは？ 吉原健郎( 新日鐵住金（株）)
トラス模型教材を使った学習事例 鍋島康之(明石工業高等専門学校 )
阪神高速道路 交通技術のひみつ（渋滞編）有馬伸広(阪神高速技研（株）) 

2015 2015/10/28

流水模型を使ったカルマン渦の観察 高野保英( 近畿大学 )　

300
暮らしを支える橋梁、橋梁を支える構造
力学

林健治( 大阪工業大学 )　

壁立ちぬ 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　

2016 2016/10/26
鉄道はどうやって高架になるの？ 山本健彦 (（公社）土木学会関西支部市民幹事会 )

300土のうの強さの秘密 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )　
ジオラマ都市水害模型による防災教育 石垣泰輔(関西大学 )　

2017 2017/10/25

「天気はどうなるの？ 作業できるかな？」っ
と 悩んだら！

真鍋恒夫・河野俊一( 気象庁大阪管区気象台 )　
300地震に負けない構造物 築舘雪花( 戸田建設（株）)

石垣の強さ実験 藤井俊逸 (（株）藤井基礎設計事務所 )
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1.3. 小中学生対象　夏休み土木実験教室（2012〜）
　詳細については、「p.367」を参照のこと。

年度 開講日 実験内容 参加者数
2012 2012/7/27 水圧、液状化、コンクリートの実験 100
2013 2013/7/27 液状化、コンクリートの実験 76
2014 2014/8/2 コンクリート実験、地図と地図記号 59
2015 2015/8/1 コンクリート実験、地図と地図記号 60
2016 2016/8/6 コンクリート実験、地図と地図記号 33
2017 2017/7/29 地図と地図記号、橋梁模型作成 137

1.4. インフラツーリズム（2015〜）
　詳細については、「pp.369-370」を参照のこと。

・2017年度に名称を「社会基盤見学会」から「インフラツーリズム」に変更。
　JTB西日本の主催で開催。

年度 開催日 種別 行事名 見学先 参加者数

2015 2015/7/31 社会基盤見学
ツアー

夏休み企画！親子で学べる関空裏側探
検ツアー 関西国際空港 20

2016
2016/8/26 社会基盤見学

ツアー
夏休み企画！親子で学べる関空裏側探
検ツアー 関西国際空港 15

2016/11/16　　
　　　  ～17

社会基盤見学
ツアー

with Dam★Night ?! 夜も昼もダム三
昧　　　　　

布引五本松ダム、安威川ダム、日吉ダム、
天ケ瀬ダム 開催中止

2017 2017/8/9 インフラ
ツーリズム

夏休み特別企画！インフラツーリズム「鉄
道地下化・新駅工事と関空裏側の探検
ツアー」

うめきた地区鉄道地下化・新駅工事、
関西国際空港 23

2. 恒常的に開催している行事
2.1. 見学会
　詳細については、「p.354, p.360, p.378」を参照のこと。

年度 開催日 種別 行事名 見学先 参加者数

2008

2008/6/7 一般市民
最新技術ですばやい情報提供！都市高
速の交通管制システムと、港大橋の上
から壮観のパノラマビューを見よう！

阪神高速交通管制センター、港大橋
ほか 34

2008/8/2 小中高
『鉄道アンダーパス工事』って準備と監

視でこんなにたいへん!?～都市内の通
信管路も探検できるよ～

淀川北岸線拡幅・改良工事(阪急電鉄
立体交差部)、光ファイバーを用いた近
接施工の影響監視システム、NTTの通
信管路

51

2008/11/15 コア 「沈埋トンネルって何？」海底探検でそ
の謎を解け！

夢咲トンネル工事、安治川トンネル、な
にわの海の時空館 132

2008/11/29 関西広域 『阪和自動車道』ほりたてのトンネルを
歩いてみよう！

阪和自動車道長峰トンネル工事、湯浅
町伝統的建造物群保存地区、稲むらの
火の館
※共催：和歌山県、西日本高速道（株）

61

2009

2009/6/7 一般市民
「山の中と海の上で体験しよう土木の世

界！」～山のトンネル、海上の24時間空
港をいっしょに見に行きましょう～

第二阪和道阪南岬トンネル工事、関西
国際空港ほか 131

2009/7/31 小中高 「水のちからってこんなにすごいの!?」
～大雨を体験しよう!!～

京都大学防災研究所宇治川オープンラ
ボラトリー、乙訓ポンプ場工事、京阪本
線淀駅付近立体交差化事業

90

2009/10/31 関西広域 ダムの中とJR線路の地下道路を探検し
よう！

県道鯖江美山線第一新出踏切(JR北陸
線の地下道路工事)、県立恐竜博物館、
浄土寺川ダムの監査廊
※共催：福井県、福井県建設技術協会

75
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2010

2010/6/5 一般市民 100年後の『土木遺産』をめざす　余
部橋りょうを見に行こう！

山陰線鎧・餘部間余部橋りょう改築他
工事 146

2010/8/21 小中高 「平成の太閤下水を見に行こう！」～地
下60ｍの世界って？～

平成の太閤下水(北浜逢阪貯留管築造・
西天満立坑工事現場)、太閤下水見学
施設

92

2010/10/30 関西広域 古代と現代の土木技術を体験しよう!! 亀の瀬地すべり資料館、馬見丘陵公園、
平城宮跡ほか 155

2011
2011/6/4 一般市民 ～僕らの水はどこからくる？ どこへいく??

～琵琶湖からつながる水の道 探検！
いろは呑龍トンネル工事、琵琶湖疏水
記念館、アクア琵琶 157

2011/10/22 小中高 探検！ 電車の秘密基地と道路ができる
まで！ 阪堺電車車庫、阪神高速大和川線工事 133

2012
2012/5/26 小中高 高速道路をつくっているところを見に行

こう！ 京都縦貫自動車道工事ほか 91

2012/10/13 一般市民 ～大規模地震への備え～直立浮上式防
波堤と稲むらの火の館を探求しよう！

和歌山下津港(海南地区)直立浮上式津
波防波堤工事ほか 76

2013
2013/5/25 小中高 工事中のトンネルを探検してみよう!! 阪神高速大和川線シールドトンネル

工事 120

2013/11/16 一般市民 土木現場見学会 新名神高速道路箕面トンネル、坊川第
三橋梁工事 70

2014
2014/6/7 小中高 ダムと道路を探検しよう！ 日吉ダム、京都縦貫自動車道工事 136

2014/11/15 一般市民 ダムとトンネルの土木工事現場見学会 
in ふくい

福井県河内川ダム工事、冠山峠道路第2
トンネル工事 75

2015

2015/5/16 小中高 鉄道高架工事を見に行こう！ 阪急淡路駅付近連続立体交差事業 84

2015/11/7 一般市民 土木構造物現場見学会 －阪神・淡路大
震災から20年－

阪神高速道路震災資料保管庫、阪神本
線連続立体交差事業(鳴尾工区)、鉄道
駅総合改善事業(阪神電鉄本線甲子園
駅改良工事)

71

2016 2016/6/5 小中高 天ヶ瀬ダムを見に行こう！ ～天ヶ瀬ダ
ム再開発事業～ 天ヶ瀬ダム再開発事業工事 79

2016/10/29 一般市民 明石海峡大橋とまもる技術の見学会 明石海峡大橋 81

2017
2017/6/10 小中高 自然を体感し、災害に備える！

京都大学防災研究所宇治川オープンラ
ボラトリー、桂川右岸流域下水道幹線
管渠工事(雨水南幹線管渠)

68

2017/9/30 一般市民 高速道路のトンネルとリニューアルプロ
ジェクトの土木工事現場見学会

中国横断道国見山トンネル工事、中国
道市川橋床版取替工事 43

3. 必要に応じて協力した行事
　詳細については、「p.375, pp.379-386, pp.393-396, pp.442-445」を参照のこと。

年度 開講日 種別 内容（依頼者） 参加者数

2008

2008/7/1 講師派遣斡旋 「環境と治水の両立を目指した川づくり」(（財）福井県建設技術公社 ) 4272008/8/1 講師派遣斡旋 「土木構造物の維持・管理技術」(（財）福井県建設技術公社 )

2008/10/28 見学先斡旋
「西日本高速道路　阪和自動車道　長峰トンネル工事現場」( 大阪市立都島工

業高等学校 )
68

2008/11/4
土木文化講座

（総合学習支援）
6年生の総合学習活動に土のサンプルの提供、専門家派遣(松原市立河合小学校) 80

2009

2009/7/29 講師派遣斡旋 「交通工学：関西の鉄道ネットワーク計画」( 西日本高校土木教育研究会 ) −
2009/6/6 講師派遣斡旋 「地域防災について」( 松原市立河合小学校 ) −
2009/7/30 見学先斡旋 「近鉄若江岩田～東花園付近高架工事現場」( 西日本高校土木教育研究会 ) −
2009/8/6～7 審査員斡旋 みやこ子ども土曜塾「第1回中学生ブリッジコンテスト」( 京都市教育委員会 ) −

2010

2010/7/31～
　　　　  8/1

審査員斡旋 みやこ子ども土曜塾「第2回中学生ブリッジコンテスト」( 京都市教育委員会 ) 14

2010/11/5 見学先斡旋
「平成の太閤下水( 北浜逢阪貯留管築造工事現場 )、太閤下水見学施設」

( 西日本私立小学校連合会 )
70

2010/11/20 見学後援 「亀の瀬で星座観察会」(国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所 ) 22
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2010 2011/3/20
映画鑑賞・

公開フォーラム
後援

( 高瀬川開削400年記念映画製作調査活動研究会 ) 200

2011
2011/7/31～
     　　　8/1

審査員斡旋
みやこ子ども土曜塾「第3回中学生ブリッジコンテスト」( 京都市教育委員会 )
※主催：京都こどもモノづくり事業推進委員会、京都市立伏見工業高等学校、

京都市教育委員会
24

2012

2012/8/6 ～
　　　　8/7

審査員斡旋
みやこ子ども土曜塾「第4回中学生ブリッジコンテスト」( 京都市教育委員会 )
※主催：京都こどもモノづくり事業推進委員会、京都市立伏見工業高等学校、
京都市教育委員会

16

2012/11/23 見学先斡旋 「阪神高速道路大和川線工事現場」( 京都府立農芸高等学校 ) −

2013/1/15 講師派遣
教職キャリア形成支援講座 防災学習～子供たちを災害から守るためには～
( 兵庫教育大学 )

16

2013 2014/1/31 講師派遣
教職キャリア形成支援講座『自分は大丈夫と考えている人のための防災学習』
～東南海・南海地震に備える～( 兵庫教育大学 )

11

2014 2014/7/26 講師派遣 夏休み自由研究教室「つよい橋を作ろう」(JBハイウェイサービス（株）神戸営業部) 27

2015 2016/3/20
製作・体験

コーナー出展
GISday in 奈良【関西】( 奈良大学 ) 35

2016 2017/3/19
製作・体験

コーナー出展
GISday in 奈良【関西】( 奈良大学 ) 10

4. 「土木の日」関連行事関西地区連絡会議
4.1. 連絡会構成機関（2018年3月31日現在）
　国土交通省近畿地方整備局、西日本高速道路（株）関西支社、（独）水資源機構関西・吉野川支社、（独）都市
再生機構西日本支社、（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構大阪支社、本州四国連絡高速道路（株）、阪神高
速道路（株）、福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、京都市、大阪市、神戸市、堺市、
関西エアポート（株）、新関西国際空港（株）、（一社）日本建設業連合会関西支部、（一社）日本橋梁建設協会近
畿事務所、（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部、（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会関西支部、

（一社）日本道路建設業協会関西支部、（一社）日本埋立浚渫協会近畿支部、（公社）土木学会関西支部

4.2. 「土木の日」ポスター
　詳細については、「pp.267-276, p.378, p.392, p.397, p.403, p.415, p.427, p.436, p.439」を参照のこと。

年度 募集テーマ 子供部門
作品数

一般部門
作品数

2008 土木がつくるあなたの未来　～100年後に向かって～ 102 104
2009 住んでみたいな こんな街　～土木がかなえるみんなの夢～ 800 106
2010 古代から未来へ　土木が支える国づくり 254 225
2011 人と自然をつなぐ土木のチカラ 201 170
2012 災害に強い未来のまち～土木がつくる～ 142 64
2013 住んでみたい未来の“まち”～土木がかなえる～ 360 243
2014 つくってみたい未来の橋 439 82
2015 災害につよい国土～土木が守る未来～ 67 148
2016 大雨からみんなを守る土木 50 48
2017 つくってみたい未来の交通　～道路・鉄道・港・空港～ 285 408
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詳細については、「pp.373-374, pp.398-399, pp.404-406, pp.422-424」を参照のこと。

1. フォーラム
　詳細については、「pp.371-372, p.378, p.392, p.397, p.403, p.415, p.417, p.427, pp.432-435」を参照
のこと。

年度 開催日 テーマ 講演者 所属・紹介 場所 参加
者数

2008 2008/11/25
「社会的共通資本と土木」　

～明日の社会資本のあり
方を考える～

宇 沢　 弘 文 東京大学、同志社大学社会的
共通資本研究センター ニューオオサカホテル 68

2009 2009/11/14 きっと来る巨大地震　起き
たらどうする？自助共助

国 崎　 信 江 （株）危機管理教育研究所

新梅田研修センター 69

鍬 田　 泰 子 神戸大学

志 岐　 秀 信 （社）日本土木工業協会
関西支部、（株）奥村組

住 田　 功 一 日本放送協会　大阪放送局
政 狩　 拓 哉 泉大津市

2010 2010/11/5 現代土木は芸術の対象に
なりうるか？

坂 上　 桂 子 早稲田大学

京都造形芸術大学 46

林　　 泰 彦 現代美術作家
中 野　 裕 介 現代美術作家
久保田義明 京都大学
高 橋　 良 和 京都大学
神 谷　　 徹 京都造形芸術大学

2011 2011/12/8 カタカナドボクへの誘い／
ダムってなんやねん？

角　　 哲 也 京都大学

京都大学吉田キャンパス 103
高 橋　 良 和 京都大学
神 矢　　 弘 川上ダム建設所
夜 雀 ダム愛好家
竹 若　 元 博 バッファロー五郎/吉本ダム部

2012 2012/11/30 どぼくカフェ　コクドウを
味わう

松 波　 成 行 国道愛好家
川の駅はちけんや　にぎ
わいXing 82井 出　 仁 雄 大阪府

辻　　 謙 一 京都府
石 川　　 悟 奈良県

2013 2013/11/29 どぼくカフェ　道ちゃん大
集合！

松 波　 成 行 国道愛好家

川の駅はちけんや　にぎ
わいXing 56

磯 部　 祥 行

道ちゃん
山 形 みらい
江 種　 洋 一
林　　 昇 平
長 野　　 淳
中 野　 康 也 大阪市

2014 2014/10/10～
　　　   11/30

どぼく＋ハンズ
「企画展示」「どぼくカフェ」
（第15,16,18,19回）

東急ハンズ梅田店
HANDS CAFE 多数

2015 2015/11/24 どぼく＋マンガ in 京都駅
ビル 岩 坂　 照 之 前田建設工業（株） 京都駅ビル 110

2016 2017/1/27 「どぼくで遊ぶ」 皆 川　 典 久 東京スリバチ学会 京都大学吉田キャンパス 50田 邊　 寛 子 まちひとこと総合計画室

2017 2017/12/10
あしたの城(ジョー) ～城・
石垣をつくる人、まもる技
術／大坂城と熊本城～

大 澤　 研 一 大阪歴史博物館
大阪歴史博物館 61西 形　 達 明 関西大学

森　　 直 樹 （株）大林組

FCC(フォーラム・シビル・コスモス)
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2. サロン（2009年度まで）

年度 開催日 回 テーマ 講演者 所属・紹介 場所 参加
者数

2008

2008/7/18 23
誰にでもできる情報発信を学
ぼう　－今こそ必要なWEBに
よる土木分野の情報発信－

細 谷　　 崇 NPO法人コミュニティ
リンク

梅田茶屋町アプローズタ
ワー 13

2008/9/19 24
森と人との共存への道　－み
んなの財産である『森林』を知っ
て、次世代へ引き継ごう！－

山瀬敬太郎 兵庫県立農林水産
技術総合センター

エル・おおさか
（大阪府立労働センター） 20

2009/1/27 25

突然の災害から人々を守る社
会心理学のアプローチ　－防
災ゲームによるリスク・コミュ
ニケーション－

矢 守　 克 也 京都大学 大阪府立女性
総合センター 20

2009

2009/6/23 26 鉄道新線よもやま話
～“これまで”と“これから”～

豊 田　 正 明 大阪府 大阪府立女性
総合センター 46久 保田晃司 阪神電気鉄道（株）

2009/9/16 27 FCCの理念を防災・減災に生
かす 河 田　 惠 昭 関西大学、京都大学 大阪府立女性

総合センター 32

2010/2/10 28
買収済み道路予定地等の有効
活用について　～市民の目線
で、行政の常識を脱却～

山 田　 将 義 大阪府 大阪府立女性
総合センター 17

3. どぼくカフェ
　詳細については、「p.364, pp.371-372, p.391, p.392, p.417, pp.432-435, p.439」を参照のこと。

3.1. どぼくカフェ（関西支部）

年度 開催日 回 テーマ 講演者 所属・紹介 場所 参加
者数

2010

2010/6/16 1
「土木カフェって？」＋「現代

土木は芸術の対象になりうる
か？」

高 橋　 良 和 京都大学 黒崎東商店街 17

2010/11/18 2 ゼネコンの仕事

森 平　 宏 治 鹿島建設（株）

黒崎東商店街 10北 條　 和 彦 （株）淺沼組
押 川　 光 宏 （株）大林組
石 原　　 救 （株）大林組

2011/1/11 3 土木とかけて盆栽ととく、その
こころは？ 山 田　 将 義 大阪府 黒崎東商店街 10

2011

2011/7/25 4 はじめてのダムマニア 荻 原　 雅 紀 ダムライター Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 31高 橋　 良 和 京都大学

2011/9/30 5 高架下建築 大 山　　 顕　　フォトグラファー
／ライター

Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 38

2011/11/13 6 船から見よう！大阪橋めぐり 高 橋　 良 和 京都大学 淀川 38

2012

2012/4/12 7 フォントに土木？ コマ(駒田崇) グラフィックデザイナー Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 26

2012/7/13 8
ファンタジー営業部による土
木的ファンタジーなものを語
る会

岩 坂　 照 之 前田建設工業（株） Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 23

2012/9/14 9 高架橋脚Fan Club 田 村　 美 葉　高架橋脚ファンクラブ Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 26

2012/12/6 10 安定志向　漫才＆トーク in ど
ぼくカフェ 安 定 志 向 大阪の公務員漫才

コンビ
Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30
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2013

2013/6/24 11 鉄道散歩 長谷川秀記 鉄塔愛好家 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 37

2013/7/16 12 フォントに土木？ in 吹田サー
ビスエリア 赤 塚　 剛 一 GD高速道路ゴシック

JAフォント作者

名神高速道路　吹田サー
ビスエリア（上り線）レス
トラン建物横オープンス
ペース

52

2014/3/20 13 踏んでもええアート 垣 下　 嘉 徳 マンホール蓋研究家 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 35

2014

2014/9/11 14 モノレールトークカフェ（全国
大会） 澤　 み ゆ き 大阪モノレール 万博記念公園駅 60

2014/10/16 15 コウドウを味わう 佐藤健太郎 サイエンスライター 東急ハンズ梅田店 
HANDS CAFE 14

2014/10/23 16 廃道から昔と今を想う 石 井 あつこ オブローダー 東急ハンズ梅田店 
HANDS CAFE 26藤 原　 博 文 香美町

2014/11/8 17 余部橋梁の空の駅・道の駅（本
部100周年事業） 松 田　 好 史 西日本旅客鉄道（株） 大阪ステーションシティ　

時空の広場 30

2014/11/13 18 デザインマンホールの魅力 池 上　　 修 マンホール愛好家 東急ハンズ梅田店 
HANDS CAFE 27

2014/11/28 19 どぼくと地形の凸凹協奏曲 皆 川　 典 久 東京スリバチ学会 東急ハンズ梅田店 
HANDS CAFE 30

2015
2015/7/16 20 欧州ドボクデザイン紀行 in 

大阪 八 馬　　 智 千葉工業大学 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30

2015/7/31 21 小さな島とドボク 小 島　 健 一 長崎大学 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30

2016

2016/4/10 22 どぼく＋マンガ in 京都国際マ
ンガミュージアム

大 山　　 顕 フォトグラファー 京都国際マンガミュージ
アム 100伊 藤　　 遊 マンガミュージアム

2016/6/11 マニアの目から見た国道 佐藤健太郎 サイエンスライター
立命館大学　びわこ・く
さつキャンパス（年次学術
講演会）

90

2016/10/6 23 暗渠マニアック！ 吉 村　　 生 深堀型暗渠研究家 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30高 山　 英 男 暗渠ハンター

2016/10/23 24 マンホールの蓋は「路上の
芸術」 垣 下　 嘉 徳 マンホール蓋研究家

大津港業務用地（滋賀け
んせつみらいフェスタ会
場内）

30

2016/11/7 25 土木好きのための写真講座 大 村　 拓 也 写真家 Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30

2016/11/25 26 街角図鑑 三 土たかお ライター Loop A（阪神高速ミナミ
交流プラザ） 30

2017

2017/5/27 26 ゲンバ見学のススメ 小 島　 健 一 見学家 大阪工業大学　大宮キャ
ンパス（年次学術講演会） 50

2017/8/23 27 地下街の魅力～アンダーグラ
ウンドにひろがる街の秘密～ 黒 山　 泰 弘 大阪市OB Whityうめだ　サウス

モール 30

2017/9/8 28
現場のミカタ・重機のミカタ
～イラストが伝えるダイナミッ
クな土木の世界～

モリナガ・ヨウ イラストレーター にしむら珈琲店　あまが
さきキューズモール店 23

2017/11/30 30 ミナトにまつわるエトセトラ 佐々木 良 作 湊川隧道保存友の会 神戸港中突堤旅客ターミ
ナル「かもめりあ」 23

2017/12/16 29 どぼく映画まつり＠浜大津　
in けんせつフェスタしが 　

大津港前イベント特設会場
（滋賀けんせつみらいフェ
スタ会場内）

7

2018 2018/2/9 31 Do僕宣言　～ツタワルドボ
ク～ 片 山　 英 資 ( 一社）ツタワルドボク Loop A（阪神高速ミナミ

交流プラザ） 35
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3.2. どぼくカフェ　全国展開　( 本部100周年事業 )
　詳細については、「pp.420-421, p.433」を参照のこと。
年度 開催日 支部 テーマ 講演者 所属・紹介 場所

2013
2013/10/4 中国 コクドウを味わう 松 波　 成 行 国道愛好家 オーカフェ
2013/12/18 関東 アニメに挑む建設業 岩 坂　 照 之 前田建設工業（株） SHIBAURA HOUSE
2013/3/15 四国 トンネルの魅力 雨 宮　 啓 二 清水建設（株） 香川大学ミッドプラザ

2014

2014/5/19 四国 道路の最後と最期を見つめて 平 沼　 義 之 オブローダー（廃道愛好家）松山市大街道商店街

2014/5/28 関東 都市土木：ままならなさへの
まなざし 大 山　　 顕 フォトグラファー／ライター SHIBAURA HOUSE

2014/6/4 東北 道が趣味 石 井 あつこ オブローダー（廃道愛好家）せんだいメディアテークのながあつし フォトグラファー
2014/6/7 西部 コクドウを味わう 松 波　 成 行 国道愛好家 エルガーラ・パサージュ広場

2014/7/3 中国 マンホールの魅力 垣 下　 嘉 徳 マンホール蓋研究家 ＪＲ広島駅南エールエール地
下広場

2014/7/5 北海道 これからの都市交通を語り合う

有 村　 幹 治 室蘭工業大学

札幌駅前通地下広場
服 部　 彰 治 札幌大通まちづくり（株）

澤　　 充 隆 ドーコンモビリティデザ
イン

松 本　 宏 美 まほうの絵ふで

2014/7/29 中部 コクドウを味わう 佐藤健太郎 国道愛好家 オアシス２１銀河の広場山 形 みらい 国道愛好家
2014/10/25 中国 ダムめぐりは楽しい！ 萩 原　 雅 紀 ダム愛好家 鳥取駅前バードハット

2014/12/16 関東 地震発生時いち早く新幹線を
止める 佐 藤　 新 二 （公財）鉄道総合技術研究所 SHIBAURA HOUSE

2015

2015/7/4 関東 旧道・現道・新道　三世代の
道路で楽しむどぼく 磯 部　 祥 行 国道愛好家 SHIBAURA HOUSE

2015/9/26 中国 欧州土木デザイン紀行 in 鳥取 八 馬　　 智 千葉工業大学 倉吉未来中心アナトリウム

2015/12/11 関東 マンホール：足元に広がる奥
深い世界

白 浜　 公 平 マンホール蓋愛好家 SHIBAURA HOUSE内山真 喜 子 マンホール蓋愛好家

2016

2016/7/5 関東 文化遺産としての橋 五 十 畑　 弘 日本大学 SHIBAURA HOUSE
2016/8/21 中国 マンホール蓋は路上の芸術 松 波　 成 行 国道愛好家 イオン日吉津店

2016/12/16 関東 土木の視点で見る！大河ドラマ
「真田丸」の登場人物たち 緒 方　 英 樹

（公社）土木学会土木広報
センター社会インフラ解説
グループ長

SHIBAURA HOUSE

2017
2017/7/29 中国 「宇宙戦艦ヤマト2199」の工

事を建設会社が受注したら 岩 坂　 照 之 前田建設工業（株） イオンモール鳥取北

2017/9/1 関東 “ダム” コンクリートの塊の気
持ち

宮 島　　 咲 ダムマニア＆ダムライター SHIBAURA HOUSE琉 ダム愛好家

4. 特別企画（エクスカーション・展示・出展）
　詳細については、「p.372, p.415, pp.434-435」を参照のこと。

年度 開催日 種別 テーマ 場所 参加者数

2014 2014/9/13 エクスカーション（全国大会） ドボクマニアのカリスマと巡るどぼくカフェ
ツアー

名阪国道・国道25号五
月橋・比奈地ダム・国
道308号暗峠・阪神高
速東大阪JCT

46

2014 2014/10/10
　　～11/30 企画展示 どぼく＋ハンズ 東急ハンズ梅田店 

HANDS CAFE 多数

2016、
2017

2016/3/3～
　　　 5/10 企画展示 どぼく＋マンガ in 京都国際マンガミュージ

アム
京都国際マンガミュー
ジアム 32,000

2016 2017/1/21 イベントへのブース出展 　
阪神高速大和川線

（三宝～鉄砲）開通記
念　イベント内

多数
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5. 協力行事

年度 開催日 テーマ 講演者 所属・紹介 場所 参加
者数

2013 2013/11/5 東京・名古屋・大阪　100年の橋
フォーラム

久保田善明 京都大学大学院

大阪産業創造館 81

永 森　 昭 紀 名橋・日本橋保存会事務局

丹 坂　 和 弘 レトロ納屋橋100年実行委員会
事務局

河 村　 岳 志 本町橋100年会
高 橋　 良 和 京都大学大学院

6. 土木広報支援ツール
　マンホールや道路標識の紙コースターをこれまでに53,000枚を制作し、イベント等で配布。
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　CVV（Civil Veterans & Volunteers）は字義の
ように退職土木技術者有志のボランティア活動で、
FCCを母体に任意団体としてこれまで運営して来た。
発足から10年前までの活動の概要を関西支部創立
80周年記念誌（2008年5月12日）に「塩野谷洋一・
久保地啓之：CVVの活動紹介」として報告し、さか
のぼって、CVV 発足の経緯・背景・理念を土木学会
誌2001年6月号に「川谷充郎：シビル・ベテランズ
＆ボランティアズの活動」として紹介している。ここでは、
最近10年間の活動を便宜上2期に分けて紹介する。

1．2008〜2014年度
　この間 CVVは引き続き「ま
ちづくり」、「アドバイス・技術
伝承」、「防災」グループを軸
に活動した。
　まちづくりグループは、まち
づくりコンペ応募の経験を踏ま
え、広域的、長期的に御堂筋
をどう位置づけるかを6年間に
わたって老舗の料理店での昼食会をしながら議論し、
その集大成として「ホロニックなネットワーク」といっ
た提言を含む「未来都市大阪〈畿のくに〉への期待

（2009.9.9初版、A4、106ページ）を発刊した。
　具体的活動としての西宮市内のビール工場跡地開
発計画の立案検討を通じ、2010年に①縮小都市は
世界の潮流、②新しい都市のカタチ、③都市の自立
は水とエネルギーと食料の自給自足、④都市文化を
育む精神の継承を基本理念とし西宮市を8地区に区
分した開発例を「KAISON 企画書」として西宮市に
提案した。その後、西宮市は若手技術者による「都
市政策研究会」を立ち上げ、「西宮のイメージやブラ
ンド力を決定する要因を探求し、地域ごとの要素を
分析して施策に繋げる。」をテーマにケーススタディー
を行った。
　アドバイス・技術伝承グループでは、従来からの
CVVサロン（話題提供者による時事問題提議・議論）、

ラオス国留学生との交流会、海外事業経験者による
大学・企業への出前講座、神戸市「土木の学校」支
援、土木施設紹介の市民見学会、なにわ八百八橋「橋
洗い」を継続した。また、土木学会教育企画・人材
育成委員会、成熟したシビルエンジニア活性化小委
員会のインタビュー「シニアに学ぶ『退職後の輝き
方』」にCVV 会員の正木啓子（2013.4.30）、岩本樹
雄（2013.6.11）が取り上げられた。
　防災グループでは、大阪市大正区区長、区民企画
室長等との意見交換行いながら「CVV 防災教室〈地
震編〉・〈台風編〉」CDを2007年9月に作成した。こ
のCDは更に改編バージョンアップして2008年1月15
日の「釜ヶ崎のまち再生フォーラム」ほかでの防災講
習会において活用している。
　その他の活動として、海外視察とCVVフォーラム
を報告する。

・海外視察
　「嘉南大圳の父」八田與一の墓参、開業間もない
台湾新幹線（台灣高速鐡道）視察、それとリニュー
アルした故宮博物院見学を主目的にCVV 初の海外視
察旅行を2007年5月13日から16日に実施した。八田
與一は、1910年東京帝国大学卒業後すぐ台湾総督
府に就職し、嘉南平野の灌漑事業に一生を捧げた。
命日の5月8日には没後70年以上経た今でも、ゆか
りの烏山頭ダム畔で地元の水利組合他の人々による
追悼墓参が執り行われている。総勢18名のツアーは
GWの混雑期を避けて命日の1週間遅れの5月14日に
墓参も叶った。

CVV（シビル ベテランズ＆ボランティアズ）
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・CVVフォーラム
　2014年9月10日大阪大学での土木学会全国大会
において研究討論会「CVVフォーラム～生涯シビル
エンジニアを目指して～」を開催した。田邉康雄 氏
を招いて＜私の「生涯現役エンジニア」活動と祖父
田邉朔郎＞と題して裏話も交えた基調講演を頂き、
CVV 会員によるパネルディスカッション「CVV の想
いと願い」を行った。パネリストに予定していた、隅
野哲郎君が全国大会を前に「土木は美しいか」の言
葉を最後に、鬼籍に入ったことはCVVとしても残念
な出来事であった。

2．2015〜2017年度
　2015年9月28日CVV 総会を開催し、古田　均 代
表、川谷充郎 幹事長、黒山泰弘 事務局長の新体制
となり、60歳代のメンバー10数名が加入して毎月の
定例会で運営を進めた。2014年度から土木学会関
西支部に支援申請をして、学会との関係を模索してい
たが、2016・17年度は支部共同研究グループとして
活動した。

・「浪速の名橋50選」改訂作業
　「浪速の名橋50選」は、松村　博 氏（元大阪市）
が選定し、20年以上前に関西支部 HPにリンクされ
たものである。その後リンクが外されたが、広く支部
選定の50選と認識されていた。そこで、支部幹事団
との協議を経て、支部 HP への再掲載に向けた調査
活動を2016年度に行った。なお、主な改訂方針は①
50橋は変更しない、②解説は従前文を基本に現状に
対応して変更する、③写真は現状のものに差し替える、
④専門用語に解説を加える、こととした。
　具体的な調査活動としては、選定時の経緯や内容
を理解するため、松村氏を招いて講演会を開催した。
その後、文献調査と並行して、橋の現況を把握する
こととし、CVVメンバーが手分けして全橋を訪れた。
現地に赴くことにより、単に構造物としての橋だけで
なく、周辺の環境、地域の歴史・文化と橋との関わ

りなどを肌で感じることができた。この経験はその後
の取り組みに活かされている。すなわち、「浪速の名
橋50選」を活用して①学生や若手技術者への技術伝
承の試行、②支部「ぶら・土木」への協力を行った。
今後はこれらの活動を継続・発展させるとともに市民
向け見学会を開催すべく準備を進めている。なお、改
訂作業の成果は支部HPに周知されている。

・追補　名橋11選の橋巡り活動
　2017年度の活動として「浪速の名橋50選」以外
から大阪府下の名橋を選定しHP 上で公表することと
した。選定方針は、名橋50選で適用した項目を踏襲
することを基本とし、土木学会田中賞や関西支部技
術賞を受賞した橋を優先した。各橋梁の概要記事執
筆に先立ち文献調査を行い、現地調査した。紹介記
事は、一般人向けの内容として専門用語は極力避け
た分かり易い表現を心掛け、橋の歴史や成り立ちなど
の架橋までの経緯に多くの解説を加えることに留意し
た。調査結果は年度末までに支部に報告され、CVV
のHPで公開される。

大阪市立大学学生との淀川の橋巡り

阿倍野歩道橋
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　以上の他、これまでの西宮市若手技術者による「都
市政策研究会」との連携、神戸市「土木の学校」支
援などを継続実施している。

今後に向けて
　CVVが発足して20年近く経たことから、創立時の
理念をベースとしつつ現時点で求められる社会貢献を
模索し活動を進めている。しかしながら、現在活動の
中心となっているメンバーの経歴や経験に偏りがあり、
土木が持つ多様なニーズに充分こたえられる体制とは
なっていない。また、ボランティア組織全般の課題で
あるが、CVVの資金・事務局体制の脆弱さは明白で
あり、この課題解消に向けて知恵を絞っていく必要が
ある。
　日本機械学会にシニア会が組織され、CVVと同様
の目的で活動しているとの情報から、関西支部シニア
会会長 浅田忠敬氏を迎えて意見交換した。活動目的
を明確に規定し、機械学会から支援のもと社会貢献
している活動は大いに参考となり、刺激を受けた。
　少子・高齢化の進展が進むわが国ではシニア層の
積極的な活動が社会ニーズとなっている。また、一般
市民の土木への理解が十分進んだとは言えない中で
適切に広報していく必要があり、豊富な経験を持つシ
ニア層の活用が望まれる。さらに、維持管理の重要
性が高まる中で既存構造物の設計・施工内容を熟知
したシニア層の知恵・知識を伝承していかなければな
らない。「このような社会の要請にいかに応えるかが
我々に問われている」との認識のもと今後も活動して
いきたい。なお、最近の活動が土木学会誌2018年6
月号（「pp.440-441」）に「黒山泰弘：CVV（Civil 
Veterans & Volunteers）の活動～シニア土木技術
者による関西での取り組み～」として紹介される。

（CVV 塩野谷洋一 委員・川谷充郎 幹事長）
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刊行物一覧

書名 発行年月日 体裁
1 『品確法』の的確な運用に関する委員会 提言書 市民に信頼されるインフラ構築のために 2008/5/1 A4判 28ページ
2 『品確法』の的確な運用に関する委員会 報告書 市民に信頼されるインフラ構築のために 2008/5/1 A4判 99ページ

3 『品確法』の的確な運用に関する委員会 提言書・報告書 
市民に信頼されるインフラ構築のために 2008/5/1 A4判 127ページ

4 平成20年度関西支部年次学術講演会講演概要 2008/5/24 CD-ROM
5 支部だより第65号 2008/7/1 A4判 14ページ
6 【支部創立80周年 記念出版】講談社ブルーバックス「コンクリートなんでも小事典」 2009/12/20 新書判 313ページ
7 平成20年度施工技術報告会講演概要 2009/1/28 A4判 36ページ
8 平成21年度関西支部年次学術講演会講演概要 2009/5/23 CD-ROM
9 支部だより第66号 2009/7/01 A4判 14ページ

10 土木構造物の効率的・効果的な強化・補強技術に関する講習会 2009/7/24 A4判 198ページ
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2008（平成20）年度
【技術賞】
おおさか東線開業（放出～久宝寺）～地域活性化と鉄
道ネットワーク充実～

西日本旅客鉄道株式会社
住宅密集地域における大断面シールドの施工並びに
環境保全対策について

大阪府東部流域下水道事務所／奥村・西松・
東急・淺沼・奥村組土木共同企業体

早期供用を目的としてTBM 避難坑を利用した長大道
路トンネルの建設

京都府／鹿島・飛島・鉄建・公成・吉村特定
建設工事共同企業体／鹿島建設株式会社技術
研究所

速度抑制効果を期待したトンネル壁面デザインによる
新しい交通安全対策

阪神高速道路株式会社京都事業部／いであ株
式会社大阪支社

撤去歩道橋の海外移転事業（人と人との架け橋づくり）
大阪府都市整備部交通道路室道路環境課／大
阪府都市整備部河川室河川整備課／大阪府枚
方土木事務所

ハイブリッド式親子シールドによる長距離掘進−京都
府いろは呑龍トンネル −

京都府流域下水道事務所／大林・鴻池・三井
住友・ケイコン特定建設工事共同企業体

【技術賞特別賞】
一般県道塩田一宮線　よいたいトンネル建設工事

兵庫県西播磨県民局県土整備部／株式会社オ
リエンタルコンサルタンツ／株式会社熊谷組

神戸海上新都心整備事業 − 臨海部大規模コンテナ
ヤード跡地の土地利用転換−

神戸市都市計画総局／神戸市みなと総局／財
団法人神戸港埠頭公社

2009（平成21）年度
【技術賞】

オールフリー形式長大斜張橋の大変位・大反力に適
応するダンパーの開発

阪神高速道路株式会社神戸管理部
合築による渋滞と浸水の同時解消～限られた市街地
スペースの有効活用～

大阪府枚方土木事務所　
厳しい地盤条件を克服しスーパー中枢港湾を支える

『夢咲トンネル』の建設
国土交通省近畿地方整備局大阪港湾・空港整
備事務所　

JR姫路駅付近連続立体交差化事業〜播但線・姫新
線高架化完成〜

西日本旅客鉄道株式会社／兵庫県／姫路市
世界最大級円形ニューマチックケーソン工法による調
節池の築造

大阪府八尾土木事務所／大林組・大本組・み
らい建設工業・ベクテル共同企業体

【技術賞特別賞】
LED 道路照明灯の開発及び青白色 LEDを活用した
犯罪抑止効果等の研究

大阪府茨木土木事務所　
大阪の大動脈を支える鳥飼大橋の架け替え

大阪府枚方土木事務所／大阪府茨木土木事
務所

2010（平成22）年度
【技術賞】

大規模開削による大断面4連アーチカルバートの施工
西日本高速道路株式会社関西支社枚方工事事
務所／㈱大林組・青木あすなろ建設㈱・㈱松
村組特定建設工事共同企業体／鹿島建設㈱・
㈱熊谷組・みらい建設工業㈱特定建設工事共
同企業体

耐震性能グレードを考慮したハーバーハイウェイ長大
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橋部の耐震補強事業
神戸市みなと総局／大日本コンサルタント株式
会社大阪支社／株式会社建設技術研究所大阪
本社／ショーボンド建設株式会社近畿圏支社

阪神高速神戸山手線（南伸部）の建設−密集市街地を
貫く開削トンネル−

阪神高速道路株式会社神戸建設部　

【技術賞特別賞】
既設管渠の直接切削による管渠同士の推進地中機械
式側面接合について

大阪府東部流域下水道事務所／中林建設株式
会社

JR嵯峨野線複線化工事の完成
西日本旅客鉄道株式会社／京都府／京都市

西日本の活力を支える阪神港スーパー中枢港湾の整
備と供用

国土交通省近畿地方整備局神戸港湾事務所／
国土交通省近畿地方整備局大阪港湾・空港整
備事務所

2011（平成23）年度
【技術賞】

大阪駅改良工事～軟弱地盤上の既設構造物に近接し
た大規模掘削工事～

西日本旅客鉄道株式会社／ジェイアール西日
本コンサルタンツ株式会社／株式会社大林組

大阪の都心部に砂浜出現　水辺でくつろぎ遊べる都
会のオアシス空間の創出

大阪府西大阪治水事務所
北近畿タンゴ鉄道円山川橋りょう架替工事の完成

北近畿タンゴ鉄道株式会社／ジェイアール西
日本コンサルタンツ株式会社／大鉄工業株式
会社／株式会社横河ブリッジ／株式会社奥村
組／株式会社淺沼組大阪本店

【技術賞特別賞】
独自の認定制度等によるLED 道路照明灯の先導的な
普及促進

大阪府都市整備部交通道路室道路環境課／大
阪府都市整備部事業管理室

「みどりの風を感じる大都市・大阪」の実現に向けて
～みどりの風促進区域～

大阪府環境農林水産部／大阪府都市整備部

2012（平成24）年度
【技術賞】

紀勢線那智川橋りょう早期復旧工事
西日本旅客鉄道株式会社／大鉄工業株式会社
／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

JR京都線他6線直下における貨物道路新設工事
西日本旅客鉄道株式会社／大鉄工業株式会社
／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

集中工事での既設鋼 I 桁の連続化による総合的な改
良工事

阪神高速道路株式会社大阪管理部／阪神高速
技術株式会社／阪神高速技研株式会社／三菱
重工鉄構エンジニアリング株式会社

西名阪道　御幸大橋の床版急速取替
西日本高速道路株式会社関西支社南大阪高速
道路事務所／横河工事株式会社大阪支店／川
田工業株式会社大阪支社

【技術賞部門賞】
河川氾濫予測システムの整備

兵庫県県土整備部／三井共同建設コンサルタ
ント株式会社

国際コンテナ戦略港湾における次世代高規格コンテナ
ターミナル整備事業

国土交通省近畿地方整備局港湾空港部港湾物
流企画室／国土交通省近畿地方整備局神戸港
湾事務所

氾濫原における水害危険度分布に基づく洪水対策の
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評価法とその適用
中西 宣敬／辻 光浩／西嶌 照毅／瀧 健太郎／
景山 健彦／尾上 貴洋／鵜飼 絵美／江頭 進
治／松田 哲裕／間野 耕司

2013（平成25）年度
【技術賞】

阿倍野歩道橋架け替え事業
大阪市建設局／中央復建コンサルタンツ株式
会社／大日本土木株式会社／片山ストラテック
株式会社

北浜逢阪貯留管築造工事（平成の太閤下水）
大阪市建設局　

栗平地区河道閉塞に対する仮排水路及び暗渠排水管
による越流防止策

国土交通省近畿地方整備局紀伊山地砂防事務
所／大成建設株式会社関西支店／大成建設株
式会社本社・技術センター／中電技術コンサ
ルタント株式会社

道頓堀川水辺整備事業（とんぼりリバーウォーク整備
事業）

大阪市建設局　
阪神高速淀川左岸線（1期）の建設 − 河川空間を再生
する先進トンネル−

阪神高速道路株式会社大阪建設部　

【技術賞部門賞】
二次覆工を先行施工した超近接双設トンネルの施工

大阪府富田林土木事務所／株式会社熊谷組関
西支店

複々線区間における弾力性ある輸送設備計画につ
いて

西日本旅客鉄道株式会社建設工事部／西日本
旅客鉄道株式会社大阪工事事務所

2014（平成26）年度
【技術賞】

狭小ヤード・都市内重交通下でのジャンクション建設
（守口ジャンクション）

西日本高速道路株式会社関西支社大阪高速道
路事務所／阪神高速道路株式会社建設事業本
部大阪建設部

近畿自動車道紀勢線（江住地区）長大法面の長期安定
性リバウンド評価技術

国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務
所／大成建設株式会社関西支店／応用地質株
式会社関西支社

大深度地下使用法を全国初適用した大容量送水管の
整備～奥平野工区～

神戸市水道局／安藤ハザマ・西武・不動テト
ラ特定建設工事共同企業体／JFEエンジニア
リング株式会社

都市部における超近接無導坑メガネトンネルの建設　
－名塩道路八幡トンネル工事－

国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所／
株式会社鴻池組

寝屋川流域下水道　竜華水みらいセンター整備事業
大阪府東部流域下水道事務所

見草トンネル工事におけるCIMシステムの開発と適用
国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務
所／株式会社大林組見草トンネル工事事務所

【技術賞部門賞】
大阪府営泉佐野丘陵緑地における地域、企業との連
携による公園づくり

大阪府岸和田土木事務所
紀勢線那智川橋りょう架替工事～急曲線桁（下路
SRC 連続桁）の架設～

西日本旅客鉄道株式会社／大鉄工業株式会社
／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社
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2015（平成27）年度
【技術賞】

緊急仮設橋の開発
国土交通省近畿地方整備局近畿技術事務所

重交通等の制約を受ける都市内JCTの新設・改良技
術の高度化

阪神高速道路株式会社建設・更新事業本部堺
建設部／鹿島建設株式会社関西支店／株式会
社横河ブリッジ大阪支店

台風や大雨から三宮のまちを守る～三宮南地区　浸
水対策事業～

神戸市建設局

【技術賞部門賞】
トンネル変形予測システム『PAS-Def』の開発適用
事例

国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事
務所／西松建設株式会社関西支店

まちづくりに寄与する新駅整備事業～摩耶新駅～
西日本旅客鉄道株式会社／大鉄工業株式会社
／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

松原通電線共同溝整備事業
京都市建設局道路建設部道路環境整備課

2016（平成28）年度
【技術賞】

明石市内連続立体交差事業における国道２号逆転立
体交差工事への新技術導入

兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所／山陽
電気鉄道株式会社鉄道事業本部技術部／大成
建設株式会社関西支店

京都駅改良工事～安全・利便性向上の実現に向け
て～

西日本旅客鉄道株式会社／大鉄工業株式会社
／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

KOBEハーベスト（大収穫）プロジェクト
神戸市建設局

特殊橋梁（追分橋）の大規模地震対策～橋脚更新によ
る全体構造系の変更～

西日本高速道路株式会社関西支社滋賀高速道
路事務所／三井造船鉄構エンジニアリング株
式会社大阪支店

【技術賞部門賞】
研修用不具合堤防の整備と活用について

国土交通省近畿地方整備局近畿技術事務所
短工期を実現した天井板撤去の取り組み～神戸長田
トンネル～

阪神高速道路株式会社神戸管理部／鹿島建設
株式会社関西支店

都市部連続立体交差事業における軌道直下での函渠
改良事例

阪神電気鉄道株式会社東灘工事事務所／株式
会社大林組阪神魚崎工事事務所

2017（平成29）年度
【技術賞】

ETCを活用したシールド発生土運搬管理システム～
大和川線での適用事例～

阪神高速技術株式会社／阪神高速道路株式
会社

関西圏最大級断面のシールド施工～都市計画道路大
和川線シールド工事～

大阪府都市整備部富田林土木事務所／大阪市
交通局／大鉄工業株式会社／株式会社大林組

硬質地山におけるトンネル発破低周波音消音器を用
いた環境配慮施工事例

国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務
所／株式会社大林組

高速道路供用下でのASR 損傷橋脚梁のリニューアル
（西船場JCT）

阪神高速道路株式会社建設・更新事業本部大
阪建設部／清水建設株式会社関西支店

シールド工事で創造する浸水対策・合流式下水道の
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改善と魅力溢れる地下空間
大阪府東部流域下水道事務所／大成建設・村
本建設・中林建設共同企業体

【技術賞部門賞】
JR阪和線東岸和田駅付近高架化事業～高架化完成
と駅を中心としたまちづくり～

西日本旅客鉄道株式会社／前田建設工業株式
会社／鹿島建設株式会社／清水建設株式会社
／大鉄工業株式会社／ジェイアール西日本コ
ンサルタンツ株式会社

新名神アクセス　高槻東道路五領高架橋の整備～名
神・JR上連続高架

大阪府都市整備部
内空79㎡の大断面ボックスカルバートのプレキャスト
化への挑戦と施工評価

西日本高速道路株式会社関西支社新名神大阪
西事務所／株式会社奥村組

淀川における新しい流量観測手法の導入
近畿地方整備局淀川河川事務所
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支部だより　No.66　2009.7月号
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支部だより　No.66　2010.7月号
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関西の土木学会選奨土木遺産

2004（平成16）年度（p.186）
三国港エッセル堤（pp.219-220）

所在地：福井県三国町
竣工年：1882（明治15）年

梅小路機関車庫（pp.217-218）
所在地：京都府京都市
竣工年：1914（大正3）年

オランダ堰堤（pp.215-216）
所在地：滋賀県大津市
竣工年：1889（明治22）年

2005（平成17）年度（p.187）
御堂筋（pp.223-224）

所在地：大阪府大阪市
竣工年：1937（昭和12）年

御坂サイフォン（pp.221-222）
所在地：兵庫県三木市
竣工年：1891（明治24）年

東山トンネル・新逢坂山トンネル
所在地：京都府京都市（東山トンネル）

滋賀県大津市（新逢坂山トンネル）
竣工年：1921（大正10）年

2006（平成18）年度（pp.188-189）
安治川トンネル

所在地：大阪府大阪市此花区～大阪市西区
竣工年：1944（昭和19）年

龍之渡井
所在地：和歌山県伊都郡かつらぎ町～那賀郡那賀町
竣工年：1919（大正8）年

武庫大橋（pp.225-226）
所在地：兵庫県尼崎市～西宮市
竣工年：1927（昭和2）年

2007（平成19）年度（p.190）
王子橋（pp.227-228）

所在地：京都府亀岡市
竣工年：1884（明治17）年

2000（平成12）年度
阪急大宮駅と大宮・西院間の地下線路（pp.207-208）

所在地：京都府京都市
竣工年：1931（昭和6）年

大川・中之島の橋梁群（桜宮橋、天満橋、天神橋、
大江橋、淀屋橋）（pp.205-206）

所在地：大阪府
竣工年：桜宮橋：1930（昭和5）年

天神橋：1934（昭和9）年
天満橋、大江橋、淀屋橋：1935（昭和10）年

2001（平成13）年度
琵琶湖疏水の発電施設群（蹴上発電所、夷川発電所、
墨染発電所）（pp.209-210）

所在地：京都府京都市
竣工年：蹴上発電所：1912（明治45）年

夷川発電所、墨染発電所：1914（大正3）年

2002（平成14）年度
南郷洗堰（pp.213-214）

所在地：滋賀県大津市
竣工年：1904（明治37）年

旧神戸外国人居留地 下水渠（pp.211-212）
所在地：兵庫県神戸市
竣工年：1872（明治5）年

2003（平成15）年度
柳ヶ瀬隧道

所在地：福井県敦賀市
竣工年：1884（明治17）年

友ヶ島砲台群
所在地：和歌山県和歌山市
竣工年：第三砲台：1892（明治25）年

第二砲台：1898（明治31）年
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毛馬閘門・洗堰群（pp.229-230）
所在地：大阪府大阪市
竣工年：毛馬第一閘門：1907（明治40）年

毛馬第二閘門：1918（大正7）年
毛馬洗堰：1910（明治43）年

2008（平成20）年度（pp.191-192）
七条大橋（pp.231-232）

所在地：京都府京都市東山区・下京区
竣工年：1913（大正2）年

両橋
所在地：京都府福知山市
竣工年：1938（昭和13）年

心斎橋駅舎他、御堂筋線の地下駅群（pp.233-234）
所在地：大阪府大阪市中央区
竣工年：1933（昭和8）年

上田池堰堤（pp.235-236）
所在地：兵庫県南あわじ市
竣工年：1932（昭和7）年

2009（平成21）年度（p.193）
平木橋（pp.237-238）

所在地：兵庫県加古川市
竣工年：1915（大正4）年

本町橋（pp.239-240）
所在地：大阪府大阪市中央区
竣工年：1913（大正2）年

鎧えん堤
所在地：滋賀県大津市
竣工年：1889（明治22）年

2010（平成22）年度（p.194）
三栖閘門（pp.243-244）

所在地：京都府京都市伏見区
竣工年：1929（昭和4）年

宇治発電所
所在地：京都府宇治市
竣工年：1913（大正2）年

鐘ヶ坂隧道（pp.241-242）
所在地：兵庫県丹波市
竣工年：1883（明治16）年

2011（平成23）年度（p.195）
湊川隧道

所在地：兵庫県神戸市兵庫区～長田区
竣工年：1901（明治34）年［1928（昭和3）年増築、

2002（平成14）年改修］
旧奈良駅舎（pp.245-246）

所在地：奈良県奈良市
竣工年：1934（昭和9）年駅舎母体竣工、1958（昭

和33）年本屋の増築、2004（平成16）
年曳き屋移設

中古沢橋梁（pp.247-248）
所在地：和歌山県伊都郡九度山町
竣工年：1927（昭和2）年

2012（平成24）年度（p.196）
浜中津橋（pp.251-252）

所在地：大阪府大阪市北区
竣工年：1935（昭和10）年

堀川第一橋（pp.249-250）
所在地：京都府京都市上京区
竣工年：1873（明治 6）年［1913（大正 2）年改修］

2013（平成25）年度（pp.197-198）
緑地西橋

所在地：大阪府大阪市鶴見区
竣工年：1874（明治6）年[平成元年現在地に移設]

大河原発電所と大河原取水堰（pp.253-254）
所在地：京都府相楽郡南山城村
竣工年：1919（大正8）年

薬水拱橋（pp.259-260）
所在地：奈良県吉野郡大淀町薬水
竣工年：1912（大正元）年

十郷橋
所在地：福井県坂井市坂井町宮領
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竣工年：1953（昭和28）年

2014（平成26）年度（p.199）
旧余部橋りょう（余部鉄橋）（pp.257-258）

所在地：兵庫県美方郡香美町
竣工年：1912（明治45）年

[ 平成25年橋台1基、橋脚3基、上部工3
径間のほか橋脚基部3基・橋桁1径間を
現地保存 ] 

砂山池・龍ケ池揚水機場（pp.255-256）
所在地：滋賀県犬上郡豊郷町
竣工年：1913（大正2）年

旧北陸本線トンネル群
所在地：福井県敦賀市、南条郡南越前町
竣工年：樫曲トンネル他10トンネル：1896（明治

29）年
山中信号所スイッチバック：1919（大正
8）年

小刀根トンネル
所在地：福井県敦賀市
竣工年：1881（明治14）年

2015（平成27）年度（p.200）
由良川橋りょう（pp.265-266）

所在地：京都府舞鶴市・宮津市
竣工年：1923（大正12）年

市原人道橋／（旧 市原橋）（pp.261-262）
所在地：京都府京都市左京区
竣工年：1912（明治45）年

2016（平成28）年度（p.201）
百寿橋

所在地：奈良県大和郡山市
竣工年：1936（昭和11）年

旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群（pp.263-264）
所在地：奈良県五條市
竣工年：1959（昭和34）年［五条～城戸間］

2017（平成29）年度（pp.202-204）
樫野埼灯台

所在地：和歌山県東牟婁郡串本町大島樫野
竣工年：1870（明治3）年

奈良市水道関連施設群
所在地：奈良県奈良市、京都府木津川市
竣工年：1922（大正11）年［市坂ポンプ所のみ

1957（昭和32）年］
鵬雲洞・毛見隧道

所在地：和歌山県和歌山市毛見
竣工年：鵬雲洞：1911（明治44）年

毛見隧道：1925（大正14）年
前河原橋りょう

所在地：滋賀県米原市飯
竣工年：1889（明治22）年

竹野川橋りょう・田君川橋りょう
所在地：竹野川橋りょう：兵庫県豊岡市

田君川橋りょう：兵庫県美方郡新温泉町
竣工年：竹野川橋りょう：1911（明治44）年［ラ

チス桁部分は1920（大正9）年］
田君川橋りょう：1912（明治45）年［ラ
チス桁部分は1922（大正11）年］

大阪京都間鉄道煉瓦拱渠群
所在地：京都府京都市西京区（馬場丁川）、京都

府長岡京市（七反田、老ヶ辻）、京都府
乙訓郡大山崎町（円妙寺）、大阪府高槻市

（後藤川、奥田ノ端、藪ヶ花）、大阪府
茨木市（門ノ前、尻戸三）、大阪府大阪
市北区（樋口暗渠）

竣工年：1875（明治8）年［樋口・円妙寺・馬場
丁川暗渠、後藤川避溢橋、藪ヶ花跨道橋］
1876（明治9）年［尻戸三避溢橋、門ノ
前跨道橋、奥田ノ端暗渠、七反田・老ヶ
辻拱渠］

金慶橋
所在地：神戸市北区有馬町字孫七1762-2
竣工年：1961（昭和36）年
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支部だより　No.62　2005.7月号
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支部だより　No.65　2008.7月号
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活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.70　2013.7月号

196



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.71　2014.7月号

197



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

198



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.72　2015.7月号

199



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.73　2016.7月号

200



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.74　2017.7月号

201



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

支部だより　No.75　2018.7月号

202



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

203



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

204



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.86　2001.4月号　大川・中之島の橋梁群（桜宮橋、天満橋、天神橋、大江橋、淀屋橋）1

205



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

大川・中之島の橋梁群（桜宮橋、天満橋、天神橋、大江橋、淀屋橋）2

206



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.86　2001.9月号　阪急大宮駅と大宮・西院間の地下線路1

207



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

阪急大宮駅と大宮・西院間の地下線路2

208



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.87　2002.6月号　琵琶湖疏水の発電施設群（蹴上発電所、夷川発電所、墨染発電所）1

209



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

琵琶湖疏水の発電施設群（蹴上発電所、夷川発電所、墨染発電所）2

210



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.88　2003.5月号　旧神戸外国人居留地 下水渠1

211



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

旧神戸外国人居留地 下水渠2

212



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.88　2003.9月号　南郷洗堰1

213



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

南郷洗堰2

214



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.90　2005.3月号　オランダ堰堤1

215



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

オランダ堰堤2

216



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.90　2005.5月号　梅小路機関車庫1

217



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

梅小路機関車庫2

218



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.90　2005.8月号　三国港エッセル堤1

219



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

三国港エッセル堤2

220



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.91　2006.6月号　御坂サイフォン1

221



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

御坂サイフォン2

222



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.91　2006.7月号　御堂筋1

223



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

御堂筋2

224



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.92　2007.8月号　武庫大橋1

225



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

武庫大橋2

226



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.93　2008.12月号　王子橋1

227



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

王子橋2

228



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.94　2009.4月号　毛馬閘門・洗堰群1

229



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

毛馬閘門・洗堰群2

230



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.94　2009.9月号土木学会誌　vol.94　2009.9月号　七条大橋1

231



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

七条大橋2

232



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.95　2010.3月号　心斎橋駅舎他、御堂筋線の地下駅群1

233



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

心斎橋駅舎他、御堂筋線の地下駅群2

234



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.95　2010.6月号　上田池堰堤1

235



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

上田池堰堤2

236



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.95　2010.10月号　平木橋1

237



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

平木橋2

238



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.96　2011.1月号　本町橋1

239



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

本町橋2

240



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.96　2011.6月号　鐘ヶ坂隧道1

241



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

鐘ヶ坂隧道2

242



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.96　2011.11月号　三栖閘門1

243



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

三栖閘門2

244



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.97　2012.7月号　旧奈良駅舎1

245



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

旧奈良駅舎2

246



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.98　2013.3月号　中古沢橋梁1

247



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

中古沢橋梁2

248



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.98　2013.9月号　堀川第一橋1

249



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

堀川第一橋2

250



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.99　2014.4月号　浜中津橋1

251



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

浜中津橋2

252



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.99　2014.10月号　大河原発電所と大河原取水堰1

253



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

大河原発電所と大河原取水堰2

254



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.100　2015.10月号　砂山池・龍ヶ池揚水機場1

255



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

砂山池・龍ヶ池揚水機場2

256



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.101　2016.2月号　旧余部橋りょう（余部鉄橋）1

257



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

旧余部橋りょう（余部鉄橋）2

258



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.101　2016.4月号　薬水拱橋1

259



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

薬水拱橋2

260



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.101　2016.11月号　市原人道橋1

261



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

市原人道橋2

262



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.102　2017.8月号　旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群1

263



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群2

264



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

土木学会誌　vol.103　2018.3月号　由良川橋りょう1

265



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
関
西
の
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
】

由良川橋りょう2

266



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

土木の日ポスター

支部だより　No.66　2009.７月号

267



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.67　2010.７月号

268



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.68　2011.７月号

269



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.69　2012.７月号

270



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.70　2013.７月号

271



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.71　2014.７月号

272



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.72　2015.７月号

273



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.73　2016.７月号

274



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.74　2017.７月号

275



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
の
日
ポ
ス
タ
ー
】

支部だより　No.75　2018.７月号

276



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

支部だより　No.72　2015.７月号

土木学会平成26年度全国大会

277



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

278



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

279



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
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土木学会誌　vol.99　2014.7月号　案内1
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土木学会誌　vol.99　2014.9月号　特集1

297



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集2

298



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集3

299



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集4

300



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集5

301



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集6

302



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集7

303



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集8

304



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集9

305



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集10

306



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集11

307



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集12

308



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集13

309



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集14

310



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集15

311



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集16

312



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集17

313



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集18

314



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集19

315



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集20

316



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集21

317



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集22

318



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集23

319



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集24

320



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集25

321



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集26

322



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集27

323



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集28

324



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集29

325



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集30

326



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集31

327



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集32

328



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集33

329



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

特集34

330



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
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土木学会誌　vol.100　2015.1月号　報告1
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報告2
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大
会
】

報告20

350



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

報告21

351



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

報告22

352



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
土
木
学
会
平
成
26
年
度
全
国
大
会
】

報告23

353



関
西
支
部
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年
の
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【
活
動
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支
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よ
り
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支部だより　No.66　2009.7月号

支部だより
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関
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活
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】

支部だより　No.67　2010.7月号
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活
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支部だより　No.67　2010.7月号
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活
動
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支部だより　No.67　2010.7月号
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支
部
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支部だより　No.68　2011.7月号

358



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
動
・
支
部
だ
よ
り
】

359



関
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関
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活
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支部だより　No.69　2012.7月号

363



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
活
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中
国
支
部
で
は
、
一
般
市
民
の
方
々
に
「
土

木
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
10

回
「
身
近
な
土
木
を
描
い
て
み
よ
う
!

図
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
生
活
の
中
で
何
気
な
く
見

て
い
る
身
近
な
構
造
物
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
土
木
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

な
ら
び
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
土
木
技
術
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
行
事
だ
。

　
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、
中
国
5
県

の
小
中
学
校
に
依
頼
を
し
、
1
2
1
9

枚
の
応
募
が
あ
っ
た
。
小
学
生
の
作
品

は
、
空
港
や
駅
な
ど
家
族
で
出
か
け
た

楽
し
い
旅
の
絵
や
、
現
場
で
働
く
機
械

や
電
車
を
生
き
生
き
と
描
く
一
方
で
、

中
学
生
は
橋
や
復
興
作
業
な
ど
、
社
会

基
盤
と
日
々
の
暮
ら
し
の
関
わ
り
を
豊

か
な
色
彩
や
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ン
グ
ル
で

切
り
取
る
な
ど
、
審
査
員
が
目
を
奪
わ

れ
る
力
作
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
。
広
島
市
近

隣
の
小
・
中
学
校
校
長
な
ど
に
よ
る
審

査
会
は
困
難
を
き
わ
め
、
よ
う
や
く
優

秀
13
点
と
佳
作
51
点
を
選
ん
だ
。

　
展
示
期
間
中
の
休
日
に
、
優
秀
作
品

の
表
彰
式
を
開
催
し
、
小
橋
支
部
長
か

ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

今
年
初
め
て
鳥
取
県
内
か
ら
の
優
秀
作
品
の
入
賞

が
あ
り
、
鳥
取
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内

で
表
彰
式
と
展
示
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
2
0
1
8
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
て
、
受
賞
者
や
関
係
者
、

関
係
機
関
に
配
布
し
「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く

ら
し
と
土
木
の
週
間
」
行
事
を
P
R
し
た
。

　
入
選
作
品
は
、
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鳥
取
北
店
、
土
木
学
会

本
部
、
広
島
県
立
図
書
館
、
中
国
電
力
柳
井
発
電

所
に
展
示
し
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
頂
い
た
。

　
関
西
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」
お
よ
び
「
く
ら

し
と
土
木
の
週
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
土
木
の

日
」
関
連
行
事
関
西
地
区
連
絡
会
の
主
催
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
（
連
絡
会
行
事
）
を
実
施
し
た
。

　「
土
木
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
は
、「
つ
く
っ

て
み
た
い
未
来
の
交
通
〜
道
路
・
鉄
道
・
港
・

空
港
〜
」
を
テ
ー
マ
に
図
案
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
子
供
部
門
2
8
5
作
品
、
一
般
部
門
4
0
8

作
品
と
、
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
多
く
の
応
募
が

あ
っ
た
。
大
阪
府
阪
南
市
の
小
学
6
年
生
の
作
品

が
最
優
秀
賞
と
な
り
、
土
木
の
日
関
連
行
事
の
広

報
ポ
ス
タ
ー
に
活
用
し
た
。

　「
土
木
の
日
」
コ
ア
行
事
と
し
て
、
本
年
度

は
大
阪
歴
史
博
物
館
と
の
共
催
で
12
月
10
日
に

F
C
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、「
あ
し
た
の
城

（
ジ
ョ
ー
）
〜
城
・
石
垣
を
つ
く
る
人
・
ま
も
る

技
術
／
大
坂
城
・
熊
本
城
〜
」
と
題
し
て
、
豊
臣

大
坂
城
の
築
城
、
文
化
財
と
し
て
の
石
垣
の
構
造

と
修
復
技
術
、
熊
本
城
で
行
わ
れ
て
い
る
修
復
の

状
況
と
そ
の
課
題
な
ど
の
講
演
を
頂
き
、
参
加
者

か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
好
評
の
う
ち
に
終

え
た
。

　
同
じ
く
コ
ア
行
事
の
「
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
」
と
し

て
、
5
月
27
日
に
支
部
年
次
学
術
講
演
会
場
で

「
ゲ
ン
バ
見
学
の
ス
ス
メ
」
、
8
月
23
日
に
梅
田

の
地
下
街
の
空
き
店
舗
を
お
借
り
し
、
参
加
者
全

員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
行
っ
た
「
地
下
街

の
魅
力 

〜
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ひ
ろ
が
る

街
の
秘
密
〜
」
、
9
月
8
日
に
尼
崎
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
実
施
し
た

「
現
場
の
ミ
カ
タ
・
重
機
の
ミ
カ
タ 

〜
イ
ラ
ス
ト

が
伝
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
土
木
の
世
界
〜
」
、

11
月
30
日
に
神
戸
港
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お

い
て
「
ミ
ナ
ト
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
〜
神
戸

開
港
1
5
0
年
〜
」
、12
月
16

日
に
イ
ベ
ン
ト
「
け
ん
せ
つ

フ
ェ
ス
タ
し
が
」
内
で
開
催

し
た
「
ど
ぼ
く
映
画
ま
つ
り
」

の
計
5
回
、
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
内
容
の
み
な
ら
ず
開

催
場
所
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
企
画
と
な
っ
た
。

中
国
支
部

関
西
支
部

本年度の「土木の日」ポスター

展示（土木学会本部）

表彰式（広島市）優秀作品を掲載した2018年カレンダー

展示（鳥取市）
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C
V
V
と
は

　一
線
を
退
い
た
土
木
技
術
者
が
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
も
、現
役
時
に
は

組
織
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、ま
た

土
木
事
業
は
多
様
な
技
術
分
野
の
統
合
で
成

り
立
つ
こ
と
か
ら
、個
人
で
の
活
動
に
は
限

界
が
あ
る
。そ
こ
で
お
よ
そ
20
年
前
に
関
西

在
住
の
シ
ニ
ア
土
木
技
術
者
が
中
心
と
な
り

Civil V
eterans &

 V
olunteers

（
以
下
、

C
V
V
）
が
組
織
さ
れ
、
土
木
分
野
で
の
社

会
貢
献
を
目
指
し
て
継
続
的
に
活
動
が
行
わ

れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
創
設
期
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、古
田

均
関
西
大
学
教
授（
現
代
表
）、
川
谷
充
郎

神
戸
大
学
名
誉
教
授（
現
幹
事
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
招
集
す
る
と

と
も
に
、2
0
1
6
年
度
か
ら
は
土
木
学
会

関
西
支
部
よ
り
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
活
動
助
成
を
受
け
、将
来
を
見
据
え
た
組

織
の
あ
り
方
や
今
後
の
活
動
内
容
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
土
木
の
産
・
官
・
学
い
ず

れ
の
分
野
で
も
現
役
世
代
へ
の
技
術
継
承
・

支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
具
体
的
方
策
や
土
木
学
会
関
西
支
部
活
動

と
の
連
携
策
を
模
索
し
て
い
る
。

　具
体
的
な
活
動
内
容
は
後
述
す
る
が
、技

術
伝
承・市
民
広
報・技
術
支
援
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、従
前
メ
ン
バ
ー
で
の
実
績
を
ベ
ー

ス
と
し
つ
つ
、新
メ
ン
バ
ー
の
提
案
に
よ
る

新
た
な
取
組
み
も
始
め
て
い
る
。
な
お
、
現

在
、第
一
世
代
を
含
む
会
員
総
数
は
43
名
で

あ
る
が
、常
時
会
合
や
活
動
に
参
加
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
は
20
名
強
と
な
っ
て
い
る
。

「
浪
速
の
名
橋
50
選
」
改
訂
と

そ
の
活
用

　「浪
速
の
名
橋
50
選
」は
、松
村
博
氏（
元

大
阪
市
）
が
20
年
以
上
前
に
選
定
し
、
土
木

学
会
関
西
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、広
く
支
部
認
定
の
50
選
と

認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
現
状

を
反
映
し
た
再
調
査
、改
訂
作
業
を
実
施
し

た（
2
（

。主
な
改
訂
方
針
は
①
50
橋
は
変
更
し
な

い
、②
解
説
は
従
前
文
を
基
本
に
現
状
に
対

応
し
て
変
更
す
る
、③
写
真
は
現
状
の
も
の

に
差
し
替
え
る
、④
専
門
用
語
に
解
説
を
加

え
る
、こ
と
と
し
た
。

　具
体
的
な
調
査
活
動
と
し
て
は
、選
定
時

の
経
緯
や
内
容
を
理
解
す
る
た
め
、
松
村

氏
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。
そ
の

後
、
文
献
調
査
と
並
行
し
て
、
橋
の
現
況
を

把
握
す
る
こ
と
と
し
、メ
ン
バ
ー
が
手
分
け

し
て
全
橋
を
訪
れ
た
。現
地
に
赴
く
こ
と
に

よ
り
、単
に
構
造
物
と
し
て
の
橋
だ
け
で
な

く
、
周
辺
の
環
境
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
と

橋
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
経
験
を
活
か

し「
浪
速
の
名
橋
50
選
」
を
活
用
し
た
後
述

の
取
組
み
を
実
施
し
た
。と
も
に
参
加
者
に

好
評
で
あ
っ
た
の
で
、今
後
は
こ
れ
ら
の
活

動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
市
民
向

け
見
学
会
を
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。

学
生
や
若
手
技
術
者
へ
の�

�

技
術
伝
承
の
試
行
（
写
真
1
）

　大
阪
市
立
大
学
橋
梁
工
学
研
究
室
の
学
生

と
と
も
に
淀
川
の
橋
巡
り
を
実
施
し
た
。な

お
、現
地
見
学
に
先
立
っ
て
大
阪
市
内
の
橋

の
歴
史
や
特
徴
の
講
義
も
行
っ
て
い
る
。ま

［連 載］

地域リポート

黒
山 

泰
弘

　正
会
員

　（一
社
）大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
協
議
会 

顧
問

C
V
V
（C

ivil V
eterans &

 V
olunteers

）
の
活
動

─
シ
ニ
ア
土
木
技
術
者
に
よ
る
関
西
で
の
取
組
み
─

KUROYAMA Yasuhiro
1952年大阪府生まれ。1977年に大
阪市に採用され主として道路・街路
事業に従事。大阪市退職後、市の関連
団体に勤務する傍ら2018年5月まで
土木学会誌編集委員を務める。現在、
CVVで事務局を担当。
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た
、C
V
V
メ
ン
バ
ー
と
国
交
省
近
畿
地
方

整
備
局
若
手
職
員
と
で
船
に
よ
る
大
阪
市
内

中
心
部
の
橋
巡
り
と
橋
の
維
持
管
理
を
中
心

に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

土
木
学
会
関
西
支
部
「
ぶ
ら
・
土
木
」

へ
の
協
力
（
写
真
2
）

　「ぶ
ら
・
土
木
」と
は「
つ
な
が
る
、伝
え

る
、
育
て
る
、
育
つ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
若

手
技
術
者
の
交
流
と
技
術
力
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、土
木
学
会
関
西
支
部
が
主
催
す
る

活
動
で
あ
る
。2
0
1
7
年
に「
ぶ
ら
・
土

木
」
と
C
V
V
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、「
な

に
わ
八
百
八
橋
め
ぐ
り 

～
浪
華
三
大
橋
か

ら
桜
宮
橋
ま
で
～
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
。
ま
ず
、C
V
V
メ
ン
バ
ー
が
見

学
す
る
橋
の
歴
史
や
構
造
概
要
を
机
上
で

紹
介
し
、そ
の
後
の
徒
歩
に
よ
る
橋
巡
り
で

は
、参
加
者
4
～
5
名
ご
と
に
C
V
V
メ
ン

バ
ー
2
～
3
人
が
同
行
し
、建
設
時
の
苦
労

話
な
ど
を
交
え
参
加
者
に
解
説
し
た
。

自
治
体
支
援
活
動

　神
戸
市
で
は
土
木
事
業
の
市
民
広
報
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
市
職
員
O
B
や
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
専
門
家
で
構
成
す

る「
土
木
の
学
校（
校

長
：
川
谷
充
郎
神
大
名

誉
教
授
）」
に
お
い
て
、

①
高
校
生
・
大
学
生

を
対
象
と
し
た「
橋
梁

模
型
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

開
催
、
②
春
休
み
・
夏

休
み
・
土
木
の
日
に

開
催
す
る
小
学
生
を

対
象
と
し
た「
土
木
の

教
室
」、
③
神
戸
市
主

催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
前
出
展
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る（

3
（

。

C
V
V
で
は
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、「
土
木

の
学
校
」
に
運
営
委
員
と
し
て
参
画
す
る

と
と
も
に
、
神
戸
市
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
メ
ン
バ
ー
を
派
遣
し
、
市
民
が
土
木
へ

の
理
解
を
深
め
る
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、数
年
途
絶
え
て
い
た
西
宮
市
都

市
局
と
の
交
流
を
再
開
し
、
都
市
土
木
で

の
留
意
点
、
維
持
管
理
の
重
要
性
、
さ
ら
に

は
行
政
課
題
の
変
化
な
ど
を
研
究
者
、施
工

者
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
説
明
し
、

若
手
職
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

2
0
1
6
年
3
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
5
回
開

催
し
、今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

　C
V
V
が
発
足
し
て
20
年
近
く
経
た
こ

と
か
ら
、創
設
時
の
理
念
を
ベ
ー
ス
と
し
つ

つ
、現
時
点
で
求
め
ら
れ
る
社
会
貢
献
を
模

索
し
、
活
動
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、現
在
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
メ
ン

バ
ー
の
経
歴
や
経
験
に
偏
り
が
あ
り
、
土

木
が
持
つ
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら

れ
る
体
制
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
全
般
の
課
題
で
あ
る
が
、

C
V
V
の
資
金
・
事
務
局
体
制
の
脆
弱
さ

は
明
白
で
あ
り
、こ
の
課
題
解
消
に
向
け
て

知
恵
を
絞
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　日
本
機
械
学
会
に
シ
ニ
ア
会
が
組
織
さ

れ
、C
V
V
と
同
様
の
目
的
で
活
動
し
て
い

る
と
の
情
報
か
ら
、関
西
支
部
シ
ニ
ア
会
会

長 

浅
田
忠
敬
氏
を
迎
え
て
意
見
交
換
し
た
。

活
動
目
的
を
明
確
に
規
定
し
、機
械
学
会
か

ら
支
援
の
も
と
社
会
貢
献
し
て
い
る
活
動
は

大
い
に
参
考
と
な
り
、刺
激
を
受
け
た
。

　少
子
・
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
シ
ニ

ア
層
に
よ
る
活
動
支
援
が
社
会
ニ
ー
ズ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
市
民
の
土
木
へ

の
理
解
が
十
分
進
ん
だ
と
は
言
え
な
い
中
で

適
切
に
広
報
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、豊
富

な
経
験
を
持
つ
シ
ニ
ア
層
の
活
用
が
望
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
維
持
管
理
の
重
要
性
が
高
ま

る
中
で
既
存
構
造
物
の
設
計
・
施
工
内
容
を

熟
知
し
た
シ
ニ
ア
層
の
知
恵
・
知
識
を
伝
承

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請
に
い
か
に
応

え
る
か
が
わ
れ
わ
れ
に
問
わ
れ
て
い
る
」と

の
認
識
の
も
と
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
。

�

（
担
当
編
集
委
員

：

乾

　徹
）

参
考
資
料

（
1
）	

川
谷
充
郎
：
シ
ビ
ル
・
ベ
テ
ラ
ン
ズ
&
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ズ
の
活
動
、
土
木
学
会
誌
、
第
86
巻
、
第

6
号
、
45
～
46
頁
、
2
0
0
1
年

（
2
）	

C
V
V
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://cvv.jp/

（
3
）	

黒
山
泰
弘
：
神
戸
市
に
お
け
る
小
学
生
を
対

象
と
し
た
「
土
木
の
教
室
」
の
開
催
、
土
木
学
会
誌
、

第
1
0
2
巻
、
第
3
号
、
20
～
21
頁
、
2
0
1
7
年

写真1　学生との橋巡り

写真2　ぶら・土木とのコラボ
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ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

　
本
校
で
は
お
よ
そ
20
年
前
か
ら
ブ
リ
ッ

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る（

（
（

。
4

ミ
リ
角
の
バ
ル
サ
材
を
使
用
し
て
平
面
の

ト
ラ
ス
模
型
を
製
作
し
、
破
壊
試
験
を
通

し
て
強
度
を
評
価
す
る
と
い
う
や
り
方
で

行
っ
て
き
た
（
写
真
1
）
。
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
の
目
標
を「
普
段
な
に
げ
な
く
目

に
す
る
橋
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
」

と
し
、
強
い
形
と
は
何
か
を
考
え
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
一
つ
の
構
造
模
型
を
つ
く
る

と
い
う
内
容
に
し
て
い
る
。
世
界
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は
年
間
の
授

業
時
間
数
や
中
学
生
の
集
中
力
を
勘
案
し

て
、
平
面
の
ト
ラ
ス
模
型
の
製
作
が
適
度

な
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る（

2
（

。

　
数
年
前
か
ら
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

国
（々
韓
国
、
中
国
、
台

湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
）

を
回
り
、
破
壊
試
験
台

を
も
ち
歩
い
て
ブ
リ
ッ

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
業

を
行
っ
て
い
る
（
写
真

2
）
。
韓
国
の
学
校
で

は
、
日
韓
混
合
の
チ
ー

ム
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
楽

し
ん
だ
。
破
壊
試
験
の

と
き
に
は
手
を
取
り

合
っ
て
喜
ぶ
姿
も
あ

り
、
言
葉
の
壁
を
越
え

て
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し

た
り
喜
び
を
わ
か
ち
合

え
る
体
験
は
教
育
的
に

も
大
き
な
意
味
が
あ
る

写真1　製作したブリッジ模型

私
は
中
学
校
の
技
術
科
の
授
業
で
土
木
技
術
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
材
や
授
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
と
実
践
を
通
し
て
、
土
木
技
術
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
関
心
を
育

て
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。中
学
校
の
授
業
で
は
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る「
ブ

リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
だ
け
で
な
く
、
モ
ル
タ
ル
の
破
壊
試
験
、
人
が
乗
れ
る
ア
ー
チ

橋
、
吊
り
橋
の
組
み
立
て
体
験
の
ほ
か
、
有
志
の
生
徒
を
明
石
海
峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ

ワ
ー
ル
ド
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
授
業
の
様
子
と
生
徒
の
反

応
を
報
告
す
る
。

［連 載］

地域リポート

沼
田 

和
也

　正
会
員

　同
志
社
中
学
校 

教
員

土
木
技
術
へ
の
関
心
を
育
て
る

中
学
校
技
術
科
の
授
業

NUMATA　Kazuya
1995年東京学芸大学大学院教育学
修士課程修了。同年、同志社中学校
に技術科教員として入社。技術科の
授業で積極的に土木技術の内容を
導入し、現在ではアジア諸国の学校
へも展開している。
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と
考
え
る
。
将
来
は
、
ア
ジ
ア
国
際
ブ
リ
ッ

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
た
い
と
も

思
っ
て
い
る
。

吊
り
橋
の
建
設
工
程

　
土
木
学
会
関
西
支
部
が
兵
庫
教
育
大
学

と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
教
員
免
許
状
更

新
講
習
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
吊
り
橋
模
型（

（
（

を
参
考
に
、よ
り
身
近
な
材
料
で
教
室
い
っ

ぱ
い
の
長
さ
の
吊
り
橋
模
型
教
材
の
製
作

に
取
り
組
ん
だ
。
各
部
材
の
材
料
は
、
ア
ン

カ
レ
ッ
ジ
を
教
室
机
、
主
塔
を
の
ぼ
り
用

ポ
ー
ル
、
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
を
ロ
ー
プ
、
ハ
ン

ガ
ー
ロ
ー
プ
を
ナ
イ
ロ
ン
ヒ
モ
、
橋
桁
を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ダ
ン
ボ
ー
ル
、ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
プ
ラ
レ
ー
ル
Ⓡ
と
し
た
。
中
学
校
の
授

業
で
導
入
す
る
に
あ
た
り「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
側
面
を
体
験
す
る

こ
と
」
を
目
標
と
し
て
設
定
し
、
部
材
ご
と

に
会
社（
チ
ー
ム
班
）
に
わ
け
て
、
生
徒
た

ち
に
は
授
業
時
間
内
に「
①
吊
り
橋
を
完

成
し
、
②
プ
ラ
レ
ー
ル
Ⓡ
の
新
幹
線
を
開
通

し
、
③
記
念
写
真
を
撮
り
、
④
解
体
し
片
づ

け
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
、
ク
ラ

ス
内
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な

取
り
組
み
と
し
た
（
写
真
3
）
。事
業
の
段
取

り
や
施
工
計
画
が
う
ま
く
な
い
と
時
間
内

に
組
み
立
て
ら
れ
ず
、
吊
り
橋
の
よ
う
な

大
き
な
社
会
資
本
の
建
設
の
手
順
を
学
ぶ

に
は
非
常
に
良
い
教
材
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
授
業
後
、
生
徒
は「
吊
り
橋
を
つ
く

る
の
は
人
手
と
時
間
が
大
切
な
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
橋
は
弱
く
、
す
ぐ
ク
リ
ッ
プ

が
取
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
揺
れ
て
線
路
が

外
れ
て
し
ま
っ
た
り
…
今
回
は
小
さ
な
電

車
で
し
た
が
、
本
来
は
本
物
の
電
車
で
人

の
命
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
風
な

ど
が
加
わ
り
、
も
っ
と
崩
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
る
。橋
作
り
は
重

要
な
こ
と
だ
と
思
え
て

き
ま
し
た
」な
ど
の
感
想

を
述
べ
て
お
り
、生
徒
の

な
か
で
社
会
資
本
整
備

事
業
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
よ
り
深
く
な
っ
て

い
た
。

ア
ー
チ
橋
の

製
作
体
験

　
本
校
の
校
舎
は
レ
ン

ガ
で
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
ア
ー
チ
構

造
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

風
景
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
を
知

る
生
徒
は
意
外
と
少
な
い
。
（
時
間
の
授

業
時
間
で「
①
人
が
乗
れ
る
ア
ー
チ
橋
を

組
み
立
て
、
②
記
念
写
真
を
撮
り
、
③
解
体

す
る
」
と
い
う
内
容
を
行
っ
て
い
る
（
写
真

4
）
。
生
徒
た
ち
は
恐
る
恐
る
そ
の
上
に
乗

り
は
じ
め
、
大
丈
夫
そ
う
だ
と
わ
か
る
と

次
々
に
乗
っ
て
い
く
。

　「
本
当
に
人
が
乗
れ
る
の
か
半
信
半
疑

だ
っ
た
け
れ
ど
、
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
も

つ
ぶ
れ
な
い
ア
ー
チ
橋
を
み
て
感
動
し
ま

し
た
」
、「
真
ん
中
の
レ
ン
ガ
一
つ
を
下
か

ら
コ
ツ
ン
と
蹴
る
だ
け
で
す
べ
て
が
崩
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
驚
き
ま
し
た
」
な
ど
、

写真2　日韓合同チーム編成でブリッジコンテスト

写真3　吊り橋模型をチームで

写真4　人が乗れるアーチ橋
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自
分
自
身
の
体
を
く
ぐ
ら
せ
た
体
験
は
、

生
徒
を
生
き
生
き
と
さ
せ
、
日
頃
目
に
し

て
い
た
も
の
の
見
方
の
変
化
を
誘
う
。

モ
ル
タ
ル
強
度
試
験

　
中
学
生
に
と
っ
て
、
日
頃
目
に
し
て
い

る
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

造
物
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
少

な
い
。
授
業
で
は
、
60
㎝
ほ
ど
の
長
さ
の
モ

ル
タ
ル
試
験
片
を
製
作
し
、
強
度
を
評
価

す
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。中
学
生
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
あ
え
て
不
純
物
を
混
ぜ
た
試
験
片
を

つ
く
ら
せ
、
そ
れ
ら
の
強
度
を
比
較
さ
せ

て
い
る
（
写
真
5
、
6
）
。「
骨
材（
針
金
）
を

入
れ
て
い
な
い
試
験
片
」
、「
塩
」
、「
炭
酸

飲
料
」
、「
コ
ー
ヒ
ー
」
な
ど
を
不
純
物
と

し
て
混
ぜ
た
試
験
片
の
強
度
を
評
価
し
、

そ
の
結
果
の
多
く
は
生
徒
た
ち
の
予
想
ど

お
り
に
な
る
の
だ
が
、
炭
酸
飲
料
を
混
ぜ

た
試
験
片
は
型
枠
か
ら
外
そ
う
と
す
る
だ

け
で
崩
れ
て
し
ま
う
の
に
は
驚
い
て
い
た
。

こ
の
モ
ル
タ
ル
強
度
試
験
は
、
社
会
資
本

の
あ
り
方
を
問

う
視
点
を
与
え

る
だ
け
で
な

く
、
体
験
と
し

て
も
十
分
に
貴

重
な
も
の
で
あ

る
。
適
当
な
分

量
で
混
ぜ
た
と

し
て
も
そ
れ
な

り
の
モ
ル
タ
ル

構
造
物
に
な
る

が
、
試
験
結
果

の
ば
ら
つ
き
か

ら
、
そ
れ
な
り

の
強
度
を
出
す

た
め
に
は
適
正

な
配
合
が
一
つ
の
鍵
で
は
な
い
か
と
感
じ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
活
動
の
あ
と
、老
朽
化
す
る
社
会
資

本
の
保
守
と
い
う
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

ビ
デ
オ（
N
H
K
出
版「
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
」）

を
見
せ
た
あ
と
、
生
徒
に
感
想
を
書
い
て

も
ら
っ
た
。

　「
ち
ょ
っ
と
セ
メ
ン
ト
を
固
め
る
だ
け
で

も
か
な
り
大
変
だ
っ
た
の
に
、
高
速
道
路

と
か
は
少
し
で
も
つ
く
り
方
を
間
違
え
る

と
人
が
死
ん
だ
り
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
、

「
公
共
事
業
は
名
前
の
通
り
み
ん
な
が
使
う

道
な
ど
の
こ
と
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
緻
密

に
検
査
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
、「
い
っ

ぱ
い
道
路
や
橋
を
つ
く
っ
て
も
い
つ
か
は

老
朽
化
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
あ
ま
り

無
計
画
に
つ
く
っ
た
ら
維
持
費
な
ど
で
と

て
つ
も
な
い
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
」

な
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
見
方
が

よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

明
石
海
峡
大
橋

ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド

　
毎
年
、
有
志
の
生
徒
と
一
緒
に
明
石
海

峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
い
る
（
写
真
7
）
。
普
段
は
入
れ

な
い
橋
桁
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
上
を
歩
き
、

建
設
や
設
計
に
関
わ
っ
た
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
解
説
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
主
塔
の
頂

上
ま
で
登
る
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
工
学
的
な

お
話
し
だ
け
で
な
く
経
済
、
文
化
、
歴
史
な

ど
多
岐
に
お
よ
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

お
話
し
は
生
徒
か
ら
人
気
で
あ
る
。
頂
上

か
ら
は
海
面
上
約
3
0
0
ｍ
、3
6
0
度
パ

ノ
ラ
マ
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
授
業

で
得
た
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
体
験
を

踏
ま
え
て
、
地
上
か
ら
見
上
げ
た
明
石
海

峡
大
橋
の
巨
大
な
機
能
美
に
驚
き
、
主
塔

の
上
に
立
つ
と
い
う
文
字
通
り
日
本
の
土

写真5　モルタル試験片の製作

写真6　モルタル強度試験
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木
技
術
の
頂
上
に
立
つ
感
動
は
、
何
に
も

代
え
が
た
い
体
験
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
こ
れ
ら
の
教
材
を
用
い
、
以
下
の
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
中
学
（
年
生
を
対
象
と

し
た
技
術
の
授
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

（
． ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
説
明
の
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
て
橋
の

仕
組
み
を
調
べ
る
。（
（
時
間
）

2
． ラ
ー
メ
ン
構
造
や
ト
ラ
ス
構
造
の
基

本
、
圧
縮
材
と
引
張
材
の
説
明
や
簡
単

な
実
験
を
見
せ
、
設
計
に
入
る
。
構
造

物
の
試
作
と
破
壊
実
験
を
各
自
各
班
で

行
わ
せ
、
生
徒
た
ち
は
修
正
と
試
作
を

繰
り
返
す
。（
（
時
間
）

（
． ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
構
造
物
の
試

作
を
一
時
中
断
し
、
ア
ー
チ
構
造
の
体

験（
（
時
間
）
、
モ
ル
タ
ル
強
度
試
験

（
（
時
間
）
、吊
り
橋
の
建
設
工
程
授
業

（
（
時
間
）を
行
う
。

4
． コ
ン
テ
ス
ト
の
ブ
リ
ッ
ジ
模
型
の
完
成

と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
作

　  

成
。（
（
時
間
）

5
． プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
。

破
壊
試
験
（
写
真
8
）
は
本

を
載
せ
て
行
う
。（
（
時

間
）

6
． 映
像
教
材（
N
H
K
出
版

「
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
」
）
を
視

聴
。
個
人
レ
ポ
ー
ト
作
成
。

（
（
時
間
）

　
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

は
あ
る
が
、
お
よ
そ
8
時
間
で

こ
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
セ

メ
ン
ト
、
砂
、
レ
ン
ガ
な
ど
実

際
の
建
設
現
場
で
使
わ
れ
る

材
料
に
触
れ
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
建
設
の
事
業
計
画

な
ど
を
考
え
さ
せ
る
取
り

組
み
を
通
し
て
、
橋
梁
建

設
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
よ
う
に
授
業
を
設
計

し
た
。
授
業
の
実
践
に
お

い
て
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
を
主
た
る
活
動
と

位
置
付
け
な
が
ら
、
吊
り

橋
、
モ
ル
タ
ル
、
レ
ン
ガ

の
ア
ー
チ
、
本
物
の
橋
の

見
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
活
動
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
社
会
資
本
と
し
て
の

土
木
技
術
の
魅
力
に
迫
る

こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い

る
。

　
本
稿
で
は
、
中
学
生
の

子
ど
も
た
ち
に
土
木
技
術
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
疑
似
体

験
で
き
る
授
業
を
紹
介
し
て
き
た
。
さ
さ

や
か
な
授
業
実
践
で
は
あ
る
が
、
中
学
の

技
術
科
の
授
業
の
な
か
で
十
分
に
展
開
で

き
る
内
容
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

は
、
土
木
技
術
や
土
木
工
学
に
よ
り
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら
に
授
業

を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
他
の
中
学
校
に

も
実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
本
実
践
を
広

く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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30
年
の
歴
史 

　
今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
2
年
前
の

2
0
1
6
年
、
支
部
創
立
90
周
年
事
業
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
行
委
員
会
で
議
論

し
た
際
に
、
10
年
後
の
1
0
0
周
年
に
向

け
て
、「
技
術
者
育
成
」
、「
学
生
育
成
」
、

「
市
民
と
の
対
話
」
と
い
う
3
つ
を
軸
と
し

て
活
動
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の

う
ち
学
生
育
成
の
鍵
と
な
る
活
動
と
し
て

立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
学
生
会
員
海
外
研

修
支
援
事
業
の
12
年
ぶ
り
の
復
活
で
あ
る
。

1
9
8
7
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
関
西
支

部
の
こ
の
事
業
は
、2
0
0
5
年
度
に
い
っ

た
ん
終
了
し
た
も
の
の
、
90
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
2
0
1
7
年
度
よ
り
復
活
し

た
。
当
初
は
、
支
部
創
立
60
周
年
記
念
事
業

費
の
一
部
と
当
時
退
職
さ
れ
た
先
生
方
か

ら
の
寄
付
金
で
、
そ
の
後
は
1
9
8
9
年

に
集
め
た
研
修
援
助
基
金
に
よ
り
、
中
断

す
る
2
0
0
5
年
度
ま
で
運
営
さ
れ
た
（
図

1
）
。
90
周
年
事
業
と
し
て
再
開
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、財
源
の
問
題
が
大
き
く
立
ち
は

だ
か
っ
た
。2
0
1
7
年
度
は
90
周
年
記
念

事
業
積
立
金
の
一
部
を
使
用
し
た
も
の
の
、

以
前
と
同
じ
形
式
で
新
た
な
基
金
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、2
0
1
8
年
度

か
ら
は
支
部
会
計
か
ら
そ
の
費
用
を
捻
出

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
関
西
支
部
で
は
、

地
域
の
活
力
を
確
保
す
る
た
め
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
て
の
社
会
基
盤
整
備
に
係

る
施
策
を
支
え
る
人
材
の
育
成
お
よ
び
地

域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
係
る
活
動
の

支
援
を
目
的
と
す
る
地
域
貢
献
事
業
に
対

し
て
支
援
い
た
だ
け
る
方
々
か
ら
の
寄
付

金
を
募
集
し
て
い
る
。寄

付
に
あ
た
っ
て
は
そ
の

使
途
を
指
定
で
き
る
が
、

海
外
研
修
支
援
事
業
が

復
活
し
て
以
降
、こ
の
事

業
を
指
定
し
た
寄
付
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
、大

変
喜
ば
し
い
。こ
れ
ま
で

の
30
年
間
の
歴
史
に
裏

付
け
ら
れ
た
、関
西
に
お

け
る
自
由
な
発
想
と
活

動
を
支
援
し
よ
う
と
い

う
会
員
の
心
意
気
は
大

変
あ
り
が
た
い
。

学
生
に
自
由
な

発
想
を 

　
近
年
、学
生
の
海
外
で

図1　2018年度までに訪れた国々
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1998年京都大学大学院工学研究科
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土木学会誌　Vol.103　2018.11月号　地域リポート6

の
活
動
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
支
部
で
海
外
研
修

支
援
事
業
を
復
活
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ら
と
の
差
別
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る

か
、
と
い
っ
た
点
が
一
つ
の
議
論
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
決
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

30
年
間
の
歴
史
を
活
か
し
、
支
部
に
よ
る

支
援
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
自
由
な
行
動

を
支
え
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同

事
業
制
度
規
則
の
第
1
条
に
は
、
そ
の
目

的
と
し
て
「
国
際
化
時
代
に
お
け
る
土
木

技
術
者
の
自
己
研
鑽
な
ら
び
に
学
会
活
動

へ
の
参
加
を
促
し
、
学
会
活
動
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
生

会
員
が
諸
外
国
の
土
木
に
関
す
る
理
解
を

深
め
、
国
際
感
覚
を
育
む
た
め
に
自
主
的

に
実
施
す
る
海
外
研
修
に
関
西
支
部
が
支

援
を
行
う
」
と
あ
る
。
こ
の
中
の
、「
自
主

的
に
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
自
由
な
発

想
に
基
づ
く
新
た
な
気
付
き
を
で
き
る
か

ぎ
り
多
く
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
一

番
の
目
的
で
あ
る
。
審
査
方
法
は
一
貫
し

て
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
事
前
に
提
出
さ
れ

た
研
修
計
画
を
書
類
審
査
し
、
通
過
し
た

数
名
に
対
し
て
面
接
を
行
っ
て
い
る
。
審

査
に
あ
た
っ
て
も
、
自
由
な
発
想
に
基
づ

く
自
主
的
な
活
動
、
と
い
う
点
に
で
き
る

だ
け
重
点
を
お
い
て
い
る
。 

そ
の
一
方
で

海
外
生
活
に
お
け
る
リ
ス
ク
へ
の
対
策
も

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
本
事
業
で
も
、
必
ず

所
属
校
に
届
け
を
出
す
こ
と
、
保
護
者
に

よ
る
同
意
書
を
提
出
す
る
こ
と
、
推
奨
す

る
旅
行
保
険
へ
の
加
入
を
強
く
勧
め
る
こ

と
な
ど
、
万
全
の
対
策
を
と
っ
て
臨
ん
で

い
る
。 

の
び
の
び
と

羽
ば
た
い
て
ほ
し
い 

　
2
0
1
7
年
度
は
、
3
名
の
研
修
生
が

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

飛
び
立
っ
た
。
生
の
声
を
す
ぐ
に
伝
え
て

も
ら
う
た
め
に
、
滞
在
中
に
簡
単
な
写
真

付
き
の
報
告
を
、専
用
の
F
a
c
e
boo
k

ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.facebook.com

/

jscekc.kaigai/

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
る

（
写
真
1
）
。F
a
ce
boo
k
の
や
り
と
り

を
通
し
て
新
た
な
訪
問
先
の
発
見
や
新
し

い
気
付
き
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
中
断
以

前
は
、
滞
在
中
に
必
ず
絵
は
が
き
を
支
部

長
宛
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、2
0
1
7
年
12
月
に
行
わ
れ
た

90
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
報
告
会
を

行
っ
た
（
写
真
2
）
。
参
加
し
た
学
生
た
ち

に
よ
る
制
限
時
間
を
大
幅
に
超
過
す
る
盛

り
だ
く
さ
ん
の
発
表
は
、
聴
講
し
た
多
く

の
参
加
者（
＝
支
部
所
属
の
会
員
＝
派
遣

学
生
の
支
援
者
）
の
興
味
を
ひ
い
て
い
た
。

2
0
1
8
年
度
も
す
で
に
支
援
対
象
者
が

決
定
し
て
お
り
、2
0
1
8
年
7
月
か
ら

順
に
世
界
各
国
へ
と
羽
ば
た
く
。
自
由
に

の
び
の
び
と
海
外
で
羽
ば
た
い
た
研
修
生

た
ち
が
、
10
年
後
、
20
年
後
に
大
き
く
成
長

し
て
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

参
考
文
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西
支
部
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研
修
事
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振
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返
る
」
、
土
木
学
会
関
西

支
部
80
周
年
記
念
誌
、
79
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2
0
0
8
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w
w
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か
ら
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写真1　モントリオールでお世話になった方と

写真2　90周年記念式典の報告会
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2008（平成20）年度支部役員

支 部 長 小河保之( 大阪府 )

副 支 部 長 出口一郎( 大阪大学 ) 中島裕之(阪神高速技術㈱ )

商 議 員 芥川真一( 神戸大学 ) 池島賢治( 大阪ガス㈱ ) 内田敬→大内一( 大阪市立大学 )
眞鍋英規→内野英宏( ㈱富士ピー・エス) 大嶋政夫( 京都市 ) 奥田　享(東洋技研コンサルタント㈱)
香川賢一(八千代エンジニヤリング㈱) 片野富雄( 佐藤工業㈱ ) 河野広隆( 京都大学 )
河原繁夫→川人健二( 新日本製鐵㈱ ) 河本克正( 鹿島建設㈱ ) 神田佳一(明石工業高等専門学校)
北澤雅文→原史郎( 近畿日本鉄道㈱ ) 阪出裕昭( 兵庫県 ) 澤田守生(全日本コンサルタント㈱)
篠原正治→塩﨑正孝(国土交通省 ) 高田嘉秀(川田工業㈱ ) 田中保夫(いであ㈱ )
常田賢一( 大阪大学 ) 土肥弘明( 西日本旅客鉄道㈱ ) 中北英一( 京都大学 )
中島　信( 神戸市 ) 仲谷邦博( 奈良県 ) 中谷惠剛( 滋賀県 )
中野雅弘( 大阪産業大学 ) 西形達明(関西大学 ) 後野正雄( 大阪工業大学 )
橋本惠司( 京都府 ) 橋本盛夫( 福井県 ) 原　稔明((独)水資源機構 )
原　広之( 和歌山県 ) 原田　治( ㈱奥村組 ) 深澤淳志→塚田幸広(国土交通省 )
福原拓平( ㈱竹中土木 ) 藤井謙悟((独)都市再生機構 ) 牧浦信一( 西日本高速道路㈱ )
村田豊喜(阪神電気鉄道㈱ ) 吉田　聰(阪神高速道路㈱ ) 吉村庄平( 大阪府 )
渡瀬　誠( 大阪市 )

理 事 岡田鉄三( ㈱建設技術研究所 ) 岡田憲夫( 京都大学 ) 道奥康治( 神戸大学 )
彌田和夫( 大阪市道路公社 )

幹 事 長 道奥康治( 神戸大学 )

幹事 総 務 ◯ 牛島省→勝見武( 京都大学 ) ◎ 宇野伸宏( 京都大学 ) 太田里佳(ケイエムエンジニアリング㈱)
川上　卓( 大阪府 ) 後藤仁志( 京都大学 ) 野田英之(関西電力㈱ )
藤村隆太郎( 大阪府 ) 水谷　聡( 大阪市立大学 ) 山村　基( ㈱大林組 )

財 務 ◯ 小林仁→橋野哲郎( ㈱ピーエス三菱 ) ◎ 山本智弘 (パシフィックコンサルタンツ㈱)
企 画 ◯ 大西弘志( 大阪大学 ) 柿木哲哉(神戸市立工業高等専門学校) 黒田修一(㈱建設企画コンサルタント)

濱　浩二( 兵庫県 ) ◎ 東山浩士( 近畿大学 ) 日名田高志 ( 西日本旅客鉄道㈱ )
山田信祐( 京都市 )

講 習 会 衛藤謙介(関西国際空港㈱ ) 岡田剛充( 三井住友建設㈱ ) ◯ 加藤正司( 神戸大学 )
國重康弘→中藤智徳(国土交通省 ) ◎ 坂野昌弘(関西大学 ) 中辻　亘( ㈱横河ブリッジ)

市 民 小川圭一( 立命館大学 ) 若尾将徳→尾松智(国土交通省 ) ◎ 楠見正人( ㈱鴻池組 )
髙橋輝好( 大阪市 ) ◯ 高橋正浩( 京阪電気鉄道㈱ ) 田畑晶子(阪神高速道路㈱ )
津島秀郎→加古裕二郎( 神戸市 ) 利根川太郎( 住友金属工業㈱ ) 坂東洋一→伊藤圭一( 清水建設㈱ )
堀口大輔( ㈱淺沼組 ) 水谷　淳(㈱修成建設コンサルタント)

F C C 代　表
宮本仁志( 神戸大学 )

副代表
市岡　隆(㈱社会システム総合研究所)

副代表
金子光宏( 鹿島建設㈱ )

副代表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
本田　豊( 兵庫県 )

◎＝主査　○＝副査
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2009（平成21）年度支部役員

支 部 長 中島裕之(阪神高速技術㈱ )

副 支 部 長 角野昇八( 大阪市立大学 ) 佐俣千載( 神戸市道路公社 )

商 議 員 芥川真一( 神戸大学 ) 伊津野和行( 立命館大学 ) 牛嶋　肇( 奈良県 )
大内　一( 大阪市立大学 ) 大嶋政夫( 京都市 ) 奥田　享(東洋技研コンサルタント㈱)
片野富雄( 佐藤工業㈱ ) 川田　均( 大阪市 ) 木谷紋太( 協和設計㈱ )
久保　進( 和歌山県 ) 才村幸生( 住友金属工業㈱ ) 塩﨑正孝→田所篤博(国土交通省 )
下村良希( 大阪府 ) 高田嘉秀(川田工業㈱ ) 武市康裕(大阪府立工業高等専門学校)
田中保夫(いであ㈱ ) 田村正行( 京都大学 ) 塚田幸広(国土交通省 )
土肥弘明( 西日本旅客鉄道㈱ ) 中北英一( 京都大学 ) 中島　信( 神戸市 )
奈良　敬( 大阪大学 ) 西河嗣郎( 堺市 ) 後野正雄( 大阪工業大学 )
橋本盛夫( 福井県 ) 畑仲俊治( ㈱ピーエス三菱 ) 原　史郎( 近畿日本鉄道㈱ )
原　稔明((独)水資源機構 ) 原田　治( ㈱奥村組 ) 藤井謙悟((独)都市再生機構 )
藤脇敏夫( ㈱フジタ) 牧浦信一( 西日本高速道路㈱ ) 三浦健志( ㈱ニュージェック)
美濃部博( 滋賀県 ) 村田豊喜(阪神電気鉄道㈱ ) 森岡　周( ㈱錢高組 )
山﨑　隆( 京都府 ) 吉田　聰(阪神高速道路㈱ ) 吉津洋一(関西電力㈱ )
吉村文章( 兵庫県 ) 米田昌弘( 近畿大学 )

理 事 井上俊廣(㈶兵庫県まちづくり技術センター) 岡田鉄三( ㈱建設技術研究所 ) 古田　均(関西大学 )
細田　尚( 京都大学 )

幹 事 長 細田　尚( 京都大学 )

幹事 総務財務 足立幸郎(阪神高速技術㈱ ) 雨宮　功( 兵庫県 ) 宇野伸宏( 京都大学 )
◯ 尾崎良明(中央復建コンサルタンツ㈱) ◎ 勝見　武( 京都大学 ) ◯ 岸田　潔( 京都大学 )

丹波寛夫(阪神高速道路㈱ ) 野田英之→審浩年(関西電力㈱ ) ◎ 橋野哲郎( ㈱ピーエス三菱 )
　　 廣橋　徹( 大阪府 ) 水谷　聡( 大阪市立大学 ) 山村　基( ㈱大林組 )
企画講習会 ◎ 大西弘志( 大阪大学 ) 柿木哲哉(神戸市立工業高等専門学校) ◎ 加藤正司( 神戸大学 )

川津幸治(いであ㈱ ) 北詰恵一(関西大学 ) 中辻　亘( ㈱横河ブリッジ)
中藤智徳(国土交通省 ) ◯ 野阪克義( 立命館大学 ) 日名田高志→武市信彦( 西日本旅客鉄道㈱ )
松田泰英( ㈱IHI)

市 民 伊藤圭一( 清水建設㈱ ) ◯ 上原秀幹(NTTインフラネット㈱ ) 荻野　啓( ㈱神戸製鋼所 )
尾松智→野津隆太(国土交通省 ) 島田雅俊→垣内智→林昌史( 大阪市 ) 加古裕二郎→加藤宏司( 神戸市 )
金剛一智( 奈良県 ) ◎ 高橋正浩( 京阪電気鉄道㈱ ) 畠山和明( 堺市 )
堀口大輔( ㈱淺沼組 ) 水谷　淳(㈱修成建設コンサルタント)

F C C 代　表
宮本仁志( 神戸大学 )

副代表
金子光宏( 鹿島建設㈱ )

副代表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
田中耕司 ( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

◎＝主査　○＝副査
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2010（平成22）年度支部役員

支 部 長 古田　均(関西大学 )

副 支 部 長 小川篤生(西日本高速道路エンジニアリング関西㈱) 村上　毅( 大阪府 )

商 議 員 明田　修(㈱綜合技術コンサルタント) 森岡周→池谷眞悟( ㈱錢高組 ) 石垣泰輔(関西大学 )
伊津野和行( 立命館大学 ) 今木博久(阪神高速道路㈱ ) 牛嶋　肇( 奈良県 )
大内一→山口隆司( 大阪市立大学 ) 奥田基→藤原亨( 本州四国連絡高速道路㈱ ) 奥野正富(NTTインフラネット㈱ )
川田　均( 大阪市 ) 木谷紋太( 協和設計㈱ ) 久保　進( 和歌山県 )
小林貞之( ㈱間組 ) 才村幸生→小國嘉之( 住友金属工業㈱ ) 下村良希( 大阪府 )
角　哲也( 京都大学 ) 武市康裕(大阪府立工業高等専門学校) 田所篤博(国土交通省 )
田村正行( 京都大学 ) 塚田幸広(国土交通省 ) 中野秀直→田中浩則(国際航業㈱ )
中村　毅( 南海電気鉄道㈱ ) 夏秋義広(片山ストラテック㈱ ) 奈良明浩→蓼沼慶正((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 )
奈良　敬( 大阪大学 ) 西河嗣郎( 堺市 ) 野村吉範( 福井県 )
畑仲俊治( ㈱ピーエス三菱 ) 福井弘高( 京阪電気鉄道㈱ ) 藤脇敏夫( ㈱フジタ)
前田洋明( 西日本旅客鉄道㈱ ) 松下　眞( 神戸市 ) 三浦健志( ㈱ニュージェック)
美濃部博( 滋賀県 ) 村上考司→奥立稔( ㈱大林組 ) 森川英典( 神戸大学 )
山﨑　隆( 京都府 ) 山田信祐( 京都市 ) 吉津洋一(関西電力㈱ )
吉村文章( 兵庫県 ) 米田昌弘( 近畿大学 )

理 事 井上俊廣(㈶兵庫県まちづくり技術センター) 橋本徳昭(関西電力㈱ ) 古田　均(関西大学 )
細田　尚( 京都大学 )

監 事 南荘　淳(阪神高速道路㈱ )

幹 事 長 細田　尚( 京都大学 )

幹事 総務財務 審　浩年(関西電力㈱ ) 雨宮　功( 兵庫県 ) ◎ 尾崎良明→杉岡清博(中央復建コンサルタンツ㈱ )
小野　潔( 大阪大学 ) 勝見　武( 京都大学 ) 加藤宏司( 神戸市 )
河田利樹→大井高志→川島宏幸( ㈱大林組 ) ◎ 岸田　潔( 京都大学 ) 丹波寛夫(阪神高速道路㈱ )
中津功一朗(関西大学 ) 廣橋　徹( 大阪府 ) ◯ 横山貴信( ㈱日本ピーエス)

◯ 米山　望( 京都大学 )
企画講習会 井川　忠 (㈱オリエンタルコンサルタンツ) 北詰恵一(関西大学 ) 武市信彦( 西日本旅客鉄道㈱ )

中田英伸( ㈱熊谷組 ) 中藤智徳→佐々木高雄(国土交通省 ) ◎ 野阪克義( 立命館大学 )
◯ 日置和昭 ( 大阪工業大学 ) 松田泰英( ㈱IHIインフラシステム) 山下典彦(神戸市立工業高等専門学校)

市 民 板谷裕次→倉田桂政( ㈱奥村組 ) ◎ 上原秀幹(NTTインフラネット㈱ ) 荻野　啓( ㈱神戸製鋼所 )
鍬田泰子( 神戸大学 ) 金剛一智( 奈良県 ) 坪井伸治→吉田裕二(日本工営㈱ )
野津隆太→金縄健一(国土交通省 ) 畠山和明( 堺市 ) 林　昌史( 大阪市 )

◯ 宮野　誠( 南海電気鉄道㈱ )

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
森平宏治( 鹿島建設㈱ )

◎＝主査　○＝副査
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2011（平成23）年度支部役員

支 部 長 田中清剛( ㈶都市技術センター)

副 支 部 長 飯田　毅( 大阪産業大学 ) 中嶋規之( 大阪ガス㈱ )

商 議 員 明田　修(㈱綜合技術コンサルタント) 生田裕彦( ㈱建設技術研究所 ) 石垣泰輔(関西大学 )
今木博久( ㈱高速道路開発 ) 大石耕造( 京都府道路公社 ) 岡正治郎( 大阪ガス㈱ )
岡田剛充( 三井住友建設㈱ ) 奥立　稔( ㈱大林組 ) 奥野正富(NTTインフラネット㈱ )
笠野和男( 和歌山県 ) 鎌田敏郎( 大阪大学 ) 川上　隆( 大阪府 )
小林貞之( ㈱間組 ) 頭井　洋( 摂南大学 ) 杉嶋敏夫(中央復建コンサルタンツ㈱)
角　哲也( 京都大学 ) 蓼沼慶正((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構) 田所篤博→菊地身智雄(国土交通省 )
田中浩則(国際航業㈱ ) 中川　大( 京都大学 ) 中野昭三( 堺市 )
中村秀一( 大成建設㈱ ) 中村　毅( 南海電気鉄道㈱ ) 中本純次(和歌山工業高等専門学校)
夏秋義広(片山ストラテック㈱ ) 西川美則( 滋賀県 ) 沼田　克( ㈱神戸製鋼所 )
野村吉範( 福井県 ) 濱　浩二( 兵庫県 ) 福井弘高( 京阪電気鉄道㈱ )
藤井政人→大塚俊介(国土交通省 ) 藤原　亨(本州四国連絡高速道路㈱) 前田洋明( 西日本旅客鉄道㈱ )
松下　眞( 神戸市 ) 的場　隆( 奈良県 ) 水谷夏樹( 大阪産業大学 )
森川英典( 神戸大学 ) 山口隆司( 大阪市立大学 ) 山崎弘太郎( 大阪市 )
山田信祐( 京都市 ) 山田浩幸( ㈱鴻池組 )

監 査 役 加賀田健司( 大成建設㈱ ) 竹内廣行( 大阪府 )

理 事 建山和由( 立命館大学 ) 新田保次( 大阪大学 ) 橋本徳昭(関西電力㈱ )
松浦　厚(㈶神戸市公園緑化協会)

監 事 南荘　淳(阪神高速道路㈱ )

幹 事 長 建山和由( 立命館大学 )

幹事 総務財務 審浩年→中村大史(関西電力㈱ ) 上塚哲彦( 大阪市 ) 上野敏明( 兵庫県 )
◯ 大島義信( 京都大学 ) 小野　潔( 大阪大学 ) 加藤宏司→藤本昌典( 神戸市 )

川島宏幸( ㈱大林組 ) 岸田　潔( 京都大学 ) ◯ 西村光主 ( ㈱ニュージェック)
　　 羽生田康雄→伊藤直樹((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 ) 松枝俊明( 大阪府 ) ◎ 横山貴信( ㈱日本ピーエス)

◎ 米山　望( 京都大学 )
企画講習会 井川　忠(㈱オリエンタルコンサルタンツ) 坂田正二(川田工業㈱ ) ◯ 崎谷　淨(阪神高速道路㈱ )

佐々木高雄(国土交通省 ) 武市信彦→奥井明彦( 西日本旅客鉄道㈱ ) 中田英伸( ㈱熊谷組 )
◎ 日置和昭( 大阪工業大学 ) 松田泰英( ㈱IHIインフラシステム) 山下典彦(神戸市立工業高等専門学校)

吉田長裕( 大阪市立大学 )
市 民 岡本享久( 立命館大学 ) 金縄健一(国土交通省 ) 河端伸一郎(JFEエンジニアリング㈱ )

倉田桂政( ㈱奥村組 ) 黒木利一( 大阪市 ) 鍬田泰子( 神戸大学 )
◯ 谷口幸治( 京都府 ) 的場康彦( 和歌山県 ) ◎ 宮野　誠( 南海電気鉄道㈱ )

吉田裕二(日本工営㈱ )

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
森平宏治( 鹿島建設㈱ )

◎＝主査　○＝副査
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2012（平成24）年度支部役員

支 部 長 酒井和広( 西日本高速道路㈱ )

副 支 部 長 田中　稔( 兵庫県 ) 道廣一利( 摂南大学 )

商 議 員 生田裕彦( ㈱建設技術研究所 ) 岩崎義一( 大阪工業大学 ) 上松英司(阪神高速道路㈱ )
牛島　省( 京都大学 ) 大石耕造( 京都府道路公社 ) 大塚俊介(国土交通省 )
岡正治郎(㈱大阪ガスファシリティーズ) 岡田剛充( 三井住友建設㈱ ) 笠野和男( 和歌山県 )
糟谷恭啓(東洋技研コンサルタント㈱) 鎌田敏郎( 大阪大学 ) 川上　隆( 大阪府 )
菊地身智雄→成瀬英治(国土交通省 ) 木村晃規( 福井県 ) 小玉友彦→佐藤毅( 東洋建設㈱ )
小坪洋巳((独)水資源機構 ) 澁谷　啓( 神戸大学 ) 庄　健介(阪急電鉄㈱ )
頭井　洋( 摂南大学 ) 杉嶋敏夫(中央復建コンサルタンツ㈱) 竹國一也( 西日本高速道路㈱ )
直江康司 ( ㈱駒井ハルテック) 中川　大( 京都大学 ) 中野昭三( 堺市 )
中村秀一( 大成建設㈱ ) 中本純次(和歌山工業高等専門学校) 西川美則( 滋賀県 )
幣守　健( ㈱淺沼組 ) 沼田　克( ㈱神戸製鋼所 ) 橋本秀昭( ㈱エイト日本技術開発)
濱　浩二( 兵庫県 ) 日名田高志 ( 西日本旅客鉄道㈱ ) 平井忠之( 京都市 )
福嶌博→金口正幸( 近畿日本鉄道㈱ ) 的場　隆( 奈良県 ) 水谷　聡( 大阪市立大学 )
水谷夏樹( 大阪産業大学 ) 山縣延文(関西国際空港㈱ ) 山崎弘太郎( 大阪市 )
山崎聡一( 神戸市 ) 山田浩幸( ㈱鴻池組 )

監 査 役 加賀田健司( 大成建設㈱ ) 吉村庄平( 大阪府 )

理 事 川谷充郎( 神戸大学 ) 建山和由( 立命館大学 ) 新田保次(鈴鹿工業高等専門学校)
松浦　厚( 神戸市道路公社 )

幹 事 長 建山和由( 立命館大学 )

幹事 総務財務 伊藤直樹((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構) 井料隆雅( 神戸大学 ) 上野敏明( 兵庫県 )
◎ 大島義信( 京都大学 ) 奥井明彦( 西日本旅客鉄道㈱ ) 貝戸清之( 大阪大学 )
◯ 川島宏幸→岡重洋( ㈱大林組 ) 金縄健一→小島昌希(国土交通省 ) 髙井久一(いであ㈱ )

中川元宏→抱江卓哉(阪急電鉄㈱ ) ◎ 西村光主 ( ㈱ニュージェック) 松枝俊明( 大阪府 )
◯ 山田忠史( 京都大学 ) 山田三樹男→生田秀樹( 西日本高速道路㈱ ) 米山　望( 京都大学 )

企画講習会 ◯ 大城壮司( 西日本高速道路㈱ ) 大前達彦( 大阪産業大学 ) 坂田正二(川田工業㈱ )
◎ 崎谷　淨(阪神高速道路㈱ ) 中村大史→嶋田隆一(関西電力㈱ ) 福海　剛( ㈱錢高組 )

藤本昌典→中山博司( 神戸市 ) 吉田長裕( 大阪市立大学 )
市 民 ◯ 天野健次( 大成建設㈱ ) 岡本享久( 立命館大学 ) 河端伸一郎(JFEエンジニアリング㈱)

黒木利一( 大阪市 ) 佐々木高雄→河﨑和文(国土交通省 ) 高野保英( 近畿大学 )
◎ 谷口幸治( 京都府 ) 的場康彦→小羽根則光( 和歌山県 ) 山崎彰寛(国際航業㈱ )

米川英繁( ㈱富士ピー・エス)

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
森平宏治( 鹿島建設㈱ )

◎＝主査　○＝副査
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2013（平成25）年度支部役員

支 部 長 宮川豊章( 京都大学 )

副 支 部 長 西尾　誠( 大阪市 ) 水野　将( ㈱大林組 )

商 議 員 青木伸一( 大阪大学 ) 今井幹男( 京都府 ) 岩崎義一( 大阪工業大学 )
上野敏明( 兵庫県 ) 上松英司(阪神高速道路㈱ ) 牛島　省( 京都大学 )
牛嶋肇→金剛一智( 奈良県 ) 太田和良( 和歌山県 ) 大塚俊介→大西亘(国土交通省 )
糟谷恭啓(東洋技研コンサルタント㈱) 金口正幸( 近畿日本鉄道㈱ ) 木村晃規( 福井県 )
木村雅哉( 西松建設㈱ ) 小坪洋巳((独)水資源機構 ) 小林邦明( 堺市 )
齋藤　勲(JFEスチール㈱ ) 佐藤　毅( 東洋建設㈱ ) 里深好文( 立命館大学 )
澁谷　啓( 神戸大学 ) 庄　健介(阪急電鉄㈱ ) 白土博通( 京都大学 )
杉田篤彦(オリエンタル白石㈱ ) 高谷富也(舞鶴工業高等専門学校) 髙橋　功(㈱修成建設コンサルタント)
滝井　洋( 大阪ガス㈱ ) 武井義孝( 大阪府 ) 竹國一也→里深一浩→竹國一也( 西日本高速道路㈱ )
竹原幸生( 近畿大学 ) 土居宏三(㈱オリエンタルコンサルタンツ) 直江康司( ㈱駒井ハルテック)
成瀬英治(国土交通省 ) 西川美則( 滋賀県 ) 幣守　健( ㈱淺沼組 )
橋本秀昭( ㈱エイト日本技術開発) 日名田高志( 西日本旅客鉄道㈱ ) 平井忠之( 京都市 )
藤村康二( ㈱不動テトラ) 水谷　聡( 大阪市立大学 ) 山縣延文→石井正樹( 新関西国際空港㈱ )
山口博章( 大阪市 ) 山崎聡一( 神戸市 )

監 査 役 西田純二(㈱社会システム総合研究所) 吉村庄平( 大阪府 )

理 事 川谷充郎( 神戸大学 ) 木戸洋二(阪神電気鉄道㈱ ) 霜上民生(( 一社 )近畿建設協会 )
三村　衛( 京都大学 )

幹 事 長 三村　衛( 京都大学 )

幹事 総務財務 井料隆雅( 神戸大学 ) 大島義信( 京都大学 ) ◎ 岡　重洋( ㈱大林組 )
奥井明彦( 西日本旅客鉄道㈱ ) 貝戸清之( 大阪大学 ) 柿本恭志( 大阪市 )
小島昌希→竹村雅樹(国土交通省 ) 髙井久一(いであ㈱ ) 抱江卓哉(阪急阪神レールウェイ・テクノロジー㈱)

　　 ◯ 南部啓太( 協和設計㈱ ) 藤原信一( 兵庫県道路公社 ) ◎ 山田忠史( 京都大学 )
◯ 山本貴士( 京都大学 )

企画講習会 ◎ 大城壮司( 西日本高速道路㈱ ) 大西俊輔( 大阪ガス㈱ ) 大前達彦( 大阪産業大学 )
◯ 片桐　信( 摂南大学 ) 嶋田隆一(関西電力㈱ ) 竹内正一(日本橋梁㈱ )

中山博司 ( 神戸市 ) 福海　剛( ㈱錢高組 ) 松原　央( 新日鐵住金㈱ )
市 民 饗庭啓良( 滋賀県 ) ◎ 天野健次( 大成建設㈱ ) 河﨑和文(国土交通省 )

◯ 木村文憲( 大阪府 ) 杉山裕樹(阪神高速道路㈱ ) 高島浩一( 福井県 )
高野保英( 近畿大学 ) 藤本智宏((独)水資源機構 ) 山崎彰寛(国際航業㈱ )
米川英繁( ㈱富士ピー・エス)

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )　　　　

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
藤井信宏( 鹿島建設㈱ )

◎＝主査　○＝副査
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2014（平成26）年度支部役員

支 部 長 池内幸司→森　昌文(国土交通省 )

副 支 部 長 荻野浩平( 西日本旅客鉄道㈱ ) 常田賢一( 大阪大学 )

商 議 員 青木伸一( 大阪大学 ) 青木大成( 三井住友建設㈱ ) 石塚　憲( 京都市 )
藤原亨→伊藤進一郎( 本州四国連絡高速道路㈱ ) 今井幹男( 京都府 ) 岩垣孝一( ㈱ニュージェック)
上野敏明( 淡路市 ) 梅田弘幸(NTTインフラネット㈱ ) 太田和良( 和歌山県 )
大塚祐一郎( 京阪電気鉄道㈱ ) 大西亘→小俣篤(国土交通省 ) 加賀山泰一(阪神高速道路㈱ )
喜多秀行( 神戸大学 ) 木村晃規( 福井県 ) 木村雅哉( 西松建設㈱ )
久保田晃司(阪神園芸㈱ ) 小林邦明→小畠一剛( 堺市 ) 金剛一智( 奈良県 )
齋藤　勲(JFEスチール㈱ ) 佐合　大( 髙田機工㈱ ) 里深好文( 立命館大学 )
島田広昭(関西大学 ) 白土博通( 京都大学 ) 杉田篤彦(オリエンタル白石㈱ )
髙井久一(いであ㈱ ) 高谷富也(舞鶴工業高等専門学校) 髙橋　功(㈱修成建設コンサルタント)
武井義孝( 大阪府 ) 竹原幸生( 近畿大学 ) 土居宏三(㈱オリエンタルコンサルタンツ)
成瀬英治→稲田雅裕(国土交通省 ) 西川美則( 滋賀県 ) 林　泰三( 神戸市 )
福井義弘( 西日本旅客鉄道㈱ ) 福原拓平( ㈱竹中土木 ) 藤井謙悟((独)都市再生機構 )
藤村康二( ㈱不動テトラ) 堀　智晴( 京都大学 ) 滝井洋一→宮川公一( 大阪ガス㈱ )
山口博章( 大阪市 ) 吉田長裕( 大阪市立大学 )

監 査 役 下村良希( 大阪府 ) 西田純二(㈱社会システム総合研究所)

理 事 木戸洋二(阪神電気鉄道㈱ ) 小林潔司( 京都大学 ) 霜上民生(( 一社 )近畿建設協会 )
三村　衛( 京都大学 )

監 事 牧浦信一( 西日本高速道路㈱ )

幹 事 長 三村　衛( 京都大学 )

幹事 総務財務 奥井明彦→森清裕与之( 西日本旅客鉄道㈱ ) 小野　潔( 大阪大学 ) 柿本恭志( 大阪市 )
◯ 岡重洋→上月健司( ㈱大林組 ) 小林健一郎( 神戸大学 ) 竹村雅樹(国土交通省 )
◎ 南部啓太( 協和設計㈱ ) ◯ 畑山満則( 京都大学 ) 藤原信一( 兵庫県 )

宮下典嗣(東洋技研コンサルタント㈱) 山田忠史( 京都大学 ) ◎ 山本貴士( 京都大学 )
企画講習会 大西俊輔( 大阪ガス㈱ ) 奥平　敬(全日本コンサルタント㈱) ◎ 片桐　信( 摂南大学 )

加藤英幸( 佐藤工業㈱ ) ◯ 佐藤圭輔( 立命館大学 ) 竹内正一(日本橋梁㈱ )
久行高弘→小林康範( 西日本高速道路㈱ ) 松原　央( 新日鐵住金㈱ ) 山本卓生( 神戸市道路公社 )

市 民 饗庭啓良( 滋賀県 ) ◯ 入江政安( 大阪大学 ) 加藤　満( ㈱鴻池組 )
河﨑和文(国土交通省 ) 北詰恵一(関西大学 ) ◎ 木村文憲( 大阪府 )
嶋田隆一→上村啓祐(関西電力㈱ ) 杉山裕樹(阪神高速道路㈱ ) 高島浩一( 福井県 )
出井洋司( 近畿日本鉄道㈱ ) 長友大介(オリエンタル白石㈱ ) 藤本智宏((独)水資源機構 )　

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
藤井信宏(鹿島･南海辰村特定共同企業体)

◎＝主査　○＝副査
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2015（平成27）年度支部役員

支 部 長 河内　清( 大鉄工業㈱ )

副 支 部 長 竹内廣行( 大阪府 ) 堂垣正博(関西大学 )

商 議 員 饗庭啓良( 滋賀県 ) 青木大成( 三井住友建設㈱ ) 雨宮　功(大阪湾広域臨海環境整備センター)
石塚　憲( 京都市 ) 伊藤進一郎(本州四国連絡高速道路㈱) 稲田雅裕(国土交通省 )
岩垣孝一( ㈱ニュージェック) 浮田長嗣( 京都府 ) 梅田弘幸(NTTインフラネット㈱ )
太田和良( 和歌山県 ) 大塚祐一郎( 京阪電気鉄道㈱ ) 岡﨑安志( 大阪市 )
小俣篤→小林稔(国土交通省 ) 加賀山泰一(阪神高速道路㈱ ) 片桐　信( 摂南大学 )
福井義弘→萱島正友( 西日本旅客鉄道㈱ ) 喜多秀行( 神戸大学 ) 木村晃規( 福井県 )
木村　亮( 京都大学 ) 久保田晃司(阪神園芸㈱ ) 久米　司( ㈱富士ピー・エス)
小畠一剛( 堺市 ) 金剛一智( 奈良県 ) 佐合　大( 髙田機工㈱ )
森岡武一→芝池利尚( 大阪府 ) 島田広昭(関西大学 ) 髙井久一(いであ㈱ )
多田隆司(関西電力㈱ ) 土井健司( 大阪大学 ) 冨田　穣(近畿技術コンサルタンツ㈱)
西海健二( 新日鐵住金㈱ ) 西本浩司( ㈱フジタ) 林　泰三( 神戸市 )
福原拓平( ㈱竹中土木 ) 藤井謙悟(㈱北摂コミュニティ開発センター) 藤長愛一郎( 大阪産業大学 )
船谷幸一( ㈱大林組 ) 堀　智晴( 京都大学 ) 三隅文彦(㈱日建技術コンサルタント)
吉田長裕( 大阪市立大学 ) 吉田雅穂(福井工業高等専門学校)

監 査 役 奥野正富(ＮＴＴインフラネット㈱ ) 下村良希( 大阪市 )

理 事 青木伸一( 大阪大学 ) 南荘　淳(阪神高速技術㈱ ) 濱田士郎(( 公財 )兵庫県まちづくり技術センター)

監 事 牧浦信一(㈱高速道路総合技術研究所)

幹 事 長 青木伸一( 大阪大学 )

幹事 総務財務 ◯ 乾　　徹( 京都大学 ) ◎ 上月健司( ㈱大林組 ) 小寺寿充( 兵庫県 )
小林健一郎( 神戸大学 ) 竹村雅樹→大嶋一範→河元隆利(国土交通省 ) ◎ 畑山満則( 京都大学 )

◯ 松澤大助( 大阪府 ) 宮下典嗣(東洋技研コンサルタント㈱) 森清裕与之( 西日本旅客鉄道㈱ )
　　 島村勇次→森山勝→大島禎司( 大阪市 ) 山本貴士( 京都大学 )
企画講習会 奥平　敬(全日本コンサルタント㈱) 勝田幸男(日立造船㈱ ) 加藤英幸( 佐藤工業㈱ )

小林康範( 西日本高速道路㈱ ) ◎ 佐藤圭輔( 立命館大学 ) 高森秀司(八千代エンジニヤリング㈱)
◯ 三方康弘( 大阪工業大学 ) 森　知史( 京都市 ) 山本卓生→牧野統師( 神戸市道路公社 )

市 民 ◎ 入江政安( 大阪大学 ) 上村啓祐(関西電力㈱ ) 加藤　満( ㈱鴻池組 )
河﨑和文→津田行男(国土交通省 ) 神田直美( ㈱神戸製鋼所 ) 北詰恵一(関西大学 )
出井洋司 ( 近畿日本鉄道㈱ ) 長友大介(オリエンタル白石㈱ ) 溝上善昭(本州四国連絡高速道路㈱)
安井広之( 奈良県 ) ◯ 若槻晃右(阪神高速道路㈱ )

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )　　　　

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
藤井信宏(鹿島･南海辰村特定共同企業体)

◎＝主査　○＝副査
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2016（平成28）年度支部役員

支 部 長 建山和由( 立命館大学 )

副 支 部 長 加賀田健司( 大成建設㈱ ) 末永清冬( 神戸市 )

商 議 員 饗庭啓良( 滋賀県 ) 秋山智則( 京都市 ) 雨宮　功( 兵庫県 )
五十嵐晃( 京都大学 ) 伊藤明彦(日本工営㈱ ) 稲田雅裕(国土交通省 )
浮田長嗣( 京都府 ) 太田和良( 和歌山県 ) 岡村正典( ㈱奥村組 )
奥野雅弘(阪急電鉄㈱ ) 梶谷知志( 南海電気鉄道㈱ ) 片桐　信( 摂南大学 )
北牧正之((独)水資源機構 ) 木村　亮( 京都大学 ) 久保　光( 福井県 )
久米　司( ㈱富士ピー・エス) 小畠一剛( 堺市 ) 小林　稔(国土交通省 )
金剛一智( 奈良県 ) 佐伯賢一( ㈱安藤・間) 西海健二→佐野陽一( 新日鐵住金㈱ )
多田隆司→原口和靖(関西電力㈱ ) 角掛久雄( 大阪市立大学 ) 手皮章夫(中央復建コンサルタンツ㈱)
土井健司( 大阪大学 ) 利根川太郎( ㈱横河住金ブリッジ) 冨田　穣(近畿技術コンサルタンツ㈱)
芝池利尚→鳥牧昭夫( 大阪府 ) 長尾　毅( 神戸大学 ) 西本浩司( ㈱フジタ)
黒瀬信弘→橋本浩史((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 ) 畑中克也( 西日本旅客鉄道㈱ ) 林　健治( 大阪工業大学 )
林　泰三( 神戸市 ) 藤長愛一郎( 大阪産業大学 ) 船谷幸一( ㈱大林組 )
前　邦彦( 西日本高速道路㈱ ) 三隅文彦(㈱日建技術コンサルタント) 吉田雅穂(福井工業高等専門学校)
岡﨑安志→渡瀬誠( 大阪市 ) 渡辺尚夫(阪神高速道路㈱ )

監 査 役 奥野正富(NTTインフラネット㈱ ) 吉村文章( 兵庫県 )

理 事 青木伸一( 大阪大学 ) 霜上民生(( 一社 )近畿建設協会 ) 中川　一( 京都大学 )
南荘　淳(阪神高速技術㈱ ) 濱田士郎( ㈱大林組 )

幹 事 長 青木伸一( 大阪大学 )

幹事 総務財務 伊藤良二( ㈱大林組 ) ◎ 乾　　徹( 京都大学 ) 入江政安( 大阪大学 )
大島禎司( 大阪市 ) 金岡正信( 大阪産業大学 ) 河元隆利(国土交通省 )
小寺寿充( 兵庫県 ) ◯ 玉田潤一郎→石本栄二(関西電力㈱ ) 畑山満則( 京都大学 )

◎ 松澤大助( 大阪府 ) ◯ 松島格也( 京都大学 )
企画講習会 森知史→石塚憲( 京都市 ) ◯ 織田澤利守( 神戸大学 ) 勝田幸男(日立造船㈱ )

岸田こずえ(㈱オリエンタルコンサルタンツ) 高森秀司(八千代エンジニヤリング㈱) 牧野統師( 神戸市道路公社 )
◎ 三方康弘( 大阪工業大学 ) 山村　智( ㈱ピーエス三菱 ) 渡辺隆司( ㈱淺沼組 )

市 民 森清裕与之→岡久資( 西日本旅客鉄道㈱ ) 神田直美( ㈱神戸製鋼所 ) 嶋津治希( 近畿大学 )
鈴木良徳( ㈱エイト日本技術開発 ) 髙橋卓也( 西松建設㈱ ) 竹縄謙作( 西日本高速道路㈱ )
津田行男(国土交通省 ) 溝上善昭(本州四国連絡高速道路㈱) 安井広之( 奈良県 )

◯ 山本健彦(阪神電気鉄道㈱ ) ◎ 若槻晃右(阪神高速道路㈱ ) 　

F C C 代　表
高橋良和( 京都大学 )　　　　

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
藤井信宏(鹿島･南海辰村特定共同企業体)

◎＝主査　○＝副査
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2017（平成29）年度支部役員

支 部 長 村上考司( ㈱大林組 )

副 支 部 長 井上　晋( 大阪工業大学 ) 大石富彦(関西電力㈱ )

商 議 員 饗庭啓良( 滋賀県 ) 秋山智則( 京都市 ) 五十嵐晃( 京都大学 )
市木敦之( 立命館大学 ) 伊藤明彦(日本工営㈱ ) 稲田雅裕→杉中洋一(国土交通省 )
宮川公一→牛田智樹( 大阪ガス㈱ ) 岡村正典( ㈱奥村組 ) 沖中知雄( 近畿大学 )
荻野　啓( ㈱神戸製鋼所 ) 奥野雅弘(阪急電鉄㈱ ) 梶谷知志( 南海電気鉄道㈱ )
稼農泰嘉( 前田建設工業㈱ ) 川﨑雅史( 京都大学 ) 北野俊介( 協和設計㈱ )
北牧正之((独)水資源機構 ) 國富和眞( ㈱鴻池組 ) 久保　光( 福井県 )
小林稔→井上智夫(国土交通省 ) 金剛一智( 奈良県 ) 佐伯賢一→永井一郎( ㈱安藤・間)
杉浦正彦( 兵庫県 ) 鈴木伸幸( 和歌山県 ) 角田悟史→寺本譲( 大阪市 )
河上英二→田中英明( ㈱建設技術研究所 ) 角掛久雄( 大阪市立大学 ) 手皮章夫(中央復建コンサルタンツ㈱)
利根川太郎( ㈱横河住金ブリッジ) 小畠一剛→豊川清雄( 堺市 ) 長尾　毅( 神戸大学 )
中地厚元( 京都府 ) 西田修三( 大阪大学 ) 橋野哲郎( ㈱ピーエス三菱 )
橋本浩史((独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構) 畑中克也→石原利信( 西日本旅客鉄道㈱ ) 林　健治( 大阪工業大学 )
林　泰三( 神戸市 ) 前　邦彦( 西日本高速道路㈱ ) 鳥牧昭夫→松倉昌明( 大阪府 )
酒造敏廣(神戸市立工業高等専門学校) 渡辺尚夫(阪神高速道路㈱ )

監 査 役 加賀山泰一(阪神高速道路㈱ ) 吉村文章( 兵庫県 )

理 事 小林潔司( 京都大学 ) 霜上民生(( 一社 )近畿建設協会 ) 中川　一( 京都大学 )
西田純二(㈱社会システム総合研究所) 堀　智晴( 京都大学 )

幹 事 長 堀　智晴( 京都大学 )

幹事 総務財務 ◎ 石本栄二(関西電力㈱ ) 伊藤良二( ㈱大林組 ) 乾　　徹( 京都大学 )
金岡正信( 大阪産業大学 ) 河元隆利→小川裕樹(国土交通省 ) 小寺寿充( 兵庫県 )

◯ 竹林洋史( 京都大学 ) ◯ 平本高志(JFEエンジニアリング㈱ ) ◎ 松島格也( 京都大学 )
　　 的場康彦( 和歌山県 ) 安原幸二( 大阪市 ) 和田健次( ㈱大林組 )
企画講習会 ◯ 新井偉史(阪神高速道路㈱ ) 大倉一郎( 大阪大学 ) ◎ 織田澤利守( 神戸大学 )

金澤佑樹( 大阪府 ) 岸田こずえ(㈱オリエンタルコンサルタンツ) 木村浩幸(㈱修成建設コンサルタント)
富田隆志( 三井住友建設㈱ ) 牧野統師( 神戸市道路公社 ) 山村　智( ㈱ピーエス三菱 )
渡辺隆司( ㈱淺沼組 )

市 民 荒木隆範( ㈱錢高組 ) 岩木　淳( 京都市 ) 遠藤　徹( 大阪市立大学 )
岡　久資( 西日本旅客鉄道㈱ ) 西村晃→河原謙二郎( ㈱IHIインフラシステム) 嶋津治希( 近畿大学 )
鈴木良徳( ㈱エイト日本技術開発 ) 髙橋卓也( 西松建設㈱ ) 竹縄謙作( 西日本高速道路㈱ )
津田行男(国土交通省 ) ◯ 鳥越寿彦(NTTインフラネット㈱ ) 村田叔充(国際航業㈱ )

◎ 山本健彦(阪神電気鉄道㈱ )

F C C 代　表
入江政安( 大阪大学 )

副代表
宇野宏司(神戸市立工業高等専門学校)

副代表
田中耕司( ㈱建設技術研究所 )

副代表
福永良一( 大阪府 )

副代表
藤井信宏( 鹿島建設㈱ )

◎＝主査　○＝副査

459



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
資
料
】

事務局長　
津　田　加男留（2008.4～2010.3）
萩　原　由美子（2010.4～2014.7）
谷　　　ちとせ （2014.7～現在）
職員
萩　原　由美子（1992.5～2015.1）
谷　　　ちとせ （1993.7～現在）
町　田　めぐみ （1999.4～現在）
梅　原　佳　絵（2016.4～2016.8）
折　井　麻　紀（2017.1～現在）

非常勤職員
川　上　麻友子（2015.2～現在）

事務所
2015年に改装。
廊下側の壁を可燃性のパーティションから不燃性の
ものに取り換え、同時に事務所内のレイアウトを変更
して、打合せ・作業スペースや倉庫を作るなど、環境
改善と作業効率を向上させた。
　
会議室の整備
講習会や研修、会議等に必要なプロジェクターやスク
リーンのほか、ネット配信やテレビ会議に必要なシス
テムの整備も行い、会員サービスを向上させた。

事務局
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会員数・賛助会員の推移

会員数の推移
　　年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

正 会 員 5,251 5,155 5,141 5,141 5,146 5,186 5,190 5,213 5,163 5,187
法　　人 78 74 64 60 59 62 63 66 83 83
特別会員 51 51 53 53 47 49 46 43 45 45
学生会員 983 867 857 838 819 763 759 786 793 759
名誉会員 47 52 49 49 52 50 50 49 53 53
フェロー会員 340 322 318 316 300 295 287 286 280 274

（数値は12月末日現在、法人、特別会員は団体数）

賛助会員の推移
　年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

賛助会員 245 224 214 209 207 201 203 201 207 220
口　　数 733 669 639 623 603 569 568 562 566 588

（数値は3月末日現在、一口40,000円）

461



関
西
支
部
10
年
の
歩
み
【
資
料
】

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局

兵 庫 県 県 土 整 備 部
大 阪 府
京 都 府 建 設 交 通 部
奈 良 県 県 土 マ ネ ジ メ ン ト 部
和 歌 山 県
滋 賀 県 土 木 交 通 部
福 井 県

神 戸 市
大 阪 市
堺 市
京 都 市
姫 路 市

西 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 関 西 支 社
阪 神 高 速 道 路 株 式 会 社
本 州 四 国 連 絡 高 速 道 路 株 式 会 社
西日本高速道路メンテナンス関西株式会社

一 般 社 団 法 人 近 畿 建 設 協 会

大 阪 ガ ス 株 式 会 社
電 源 開 発 株 式 会 社 西 日 本 支 店
阪 神 水 道 企 業 団

西 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社
京 阪 電 気 鉄 道 株 式 会 社
阪 急 電 鉄 株 式 会 社
阪 神 電 気 鉄 道 株 式 会 社
関 西 エ ア ポ ー ト 株 式 会 社
近 畿 日 本 鉄 道 株 式 会 社
神 戸 新 交 通 株 式 会 社
南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社

大 阪 高 速 鉄 道 株 式 会 社
神 戸 電 鉄 株 式 会 社
山 陽 電 気 鉄 道 株 式 会 社
新 関 西 国 際 空 港 株 式 会 社
泉 北 高 速 鉄 道 株 式 会 社

株 式 会 社 大 林 組
株 式 会 社 奧 村 組
鹿 島 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店
株 式 会 社 鴻 池 組
清 水 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店
大 成 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店
株 式 会 社 竹 中 土 木 大 阪 本 店
株 式 会 社 不 動 テ ト ラ
三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店
前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 関 西 支 店
株 式 会 社 大 本 組 大 阪 支 店
東 急 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
東 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 店
戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 淺 沼 組 本 社
株 式 会 社 熊 谷 組 関 西 支 店
五 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 錢 高 組 大 阪 支 社
大 鉄 工 業 株 式 会 社
大 豊 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店
村 本 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 社
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
東 亜 道 路 工 業 株 式 会 社 関 西 支 社
株 式 会 社 N I P P O 関 西 支 店
株 式 会 社 ピ ー エ ス 三 菱 大 阪 支 店
株 式 会 社 I H I イ ン フ ラ 建 設
株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

（平成30年3月31日現在　220団体）

公益社団法人
土木学会関西支部 賛助者芳名録
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株 式 会 社 ガ イ ア ー ト 関 西 支 店
上 武 建 設 株 式 会 社
川 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
岸 本 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 ケ イ ア ー ル テ ィ
ジ ェ コ ス 株 式 会 社
西 武 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店
壺 山 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 中 井 土 木
南 海 辰 村 建 設 株 式 会 社
株 式 会 社 ハ ン シ ン 建 設
株 式 会 社 宮 本 組
み ら い 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 森 組
株 式 会 社 森 本 組
株 式 会 社 吉 川 組
青 木 あ す な ろ 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 店
株 式 会 社 安 部 日 鋼 工 業 大 阪 支 店
株 式 会 社 安 藤・間 大 阪 支 店
大 林 道 路 株 式 会 社 大 阪 支 店
オ リ エ ン タ ル 白 石 株 式 会 社 大 阪 支 店
鹿 島 道 路 株 式 会 社 関 西 支 店
川 田 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 社
株 式 会 社 環 境 総 合 テ ク ノ ス
極 東 興 和 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 き ん で ん
公 成 建 設 株 式 会 社
佐 藤 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 佐 藤 渡 辺 近 畿 支 店
シ バ タ 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 昭 建
ショ ー ボ ンド 建 設 株 式 会 社 近 畿 圏 支 社
世 紀 東 急 工 業 株 式 会 社 関 西 支 店
大 成 ロ テ ッ ク 株 式 会 社 関 西 支 社
大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 店
中 外 道 路 株 式 会 社
株 式 会 社 特 殊 高 所 技 術

飛 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 社
中 林 建 設 株 式 会 社
日 特 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店
日 本 道 路 株 式 会 社 関 西 支 店
日 本 基 礎 技 術 株 式 会 社 関 西 支 店
日 本 国 土 開 発 株 式 会 社 大 阪 支 店
有 限 会 社 華 ま る 園
株 式 会 社 福 田 組 大 阪 支 店
株 式 会 社 フ ジ タ 大 阪 支 店
ヤ マ ト 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 横 河 住 金 ブ リ ッ ジ
株 式 会 社 吉 田 組
吉 村 建 設 工 業 株 式 会 社
寄 神 建 設 株 式 会 社
ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 西 日 本 支 社
若 築 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店

株 式 会 社 I H I イ ン フ ラ シ ス テ ム
高 田 機 工 株 式 会 社
神 鋼 鋼 線 工 業 株 式 会 社
新 日 鐵 住 金 株 式 会 社 大 阪 支 社
株 式 会 社 横 河 ブ リ ッ ジ 大 阪 支 店
エ ム ・エ ム ブ リ ッ ジ 株 式 会 社
株 式 会 社 関 電 パ ワ ー テ ッ ク
株 式 会 社 共 和 電 業 大 阪 営 業 所
株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所
株 式 会 社 駒 井 ハ ル テ ッ ク
J F E エンジニアリング 株 式 会 社 大 阪 支 店
日 本 橋 梁 株 式 会 社
日 本 車 輌 製 造 株 式 会 社 大 阪 支 店
株 式 会 社 マ ル イ

ケ イ コ ン 株 式 会 社
旭 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社
京 都 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 組 合
昭 和コンクリート工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店
住 友 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社
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デ ン カ 株 式 会 社 大 阪 支 店
日 本 ヒ ュ ー ム 株 式 会 社 大 阪 支 社
和 歌 山 県 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 組 合

株 式 会 社 建 設 技 術 研 究 所 大 阪 本 社
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社
中 央 復 建 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社
株 式 会 社 ニ ュ ー ジ ェ ッ ク
パシフィックコンサルタンツ株式会社大阪本社
い で あ 株 式 会 社 大 阪 支 社
協 和 設 計 株 式 会 社
株 式 会 社 修 成 建 設 コ ン サ ル タ ン ト
東 洋 技 研 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社
西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社
日 本 工 営 株 式 会 社 大 阪 支 店
阪 神 高 速 技 術 株 式 会 社
八千代エンジニヤリング株式会社大阪支店
応 用 地 質 株 式 会 社 関 西 支 社
株式会社オリエンタルコンサルタンツ関西支店
川 崎 地 質 株 式 会 社 西 日 本 支 社
株 式 会 社 近 畿 地 域 づ く り セ ン タ ー
国 際 航 業 株 式 会 社 西 日 本 支 社
有 限 会 社 シ ン コ ー 設 計 事 務 所
株式会社東京建設コンサルタント関西本社
内 外 構 造 株 式 会 社
株 式 会 社 富 士 ピ ー・エ ス 関 西 支 店
株 式 会 社 エイト日 本 技 術 開 発 関 西 支 社
株 式 会 社 オ オ バ 大 阪 支 店
開発虎ノ門コンサルタント株式会社関西支店
株 式 会 社 片 平 新 日 本 技 研 滋 賀 事 務 所
株 式 会 社 か ん こ う
株 式 会 社 関 西 シ ビ ル コ ン サ ル タ ン ト
基礎地盤コンサルタンツ株式会社関西支社
株 式 会 社 橋 梁コンサルタント大 阪 事 業 所
株 式 会 社 近 代 設 計
計 測 テ ク ノ 株 式 会 社
株 式 会 社 C O R E 技 術 研 究 所

株 式 会 社 サ ン ワ コ ン
株 式 会 社 社 会 シ ス テ ム 総 合 研 究 所
正 和 設 計 株 式 会 社
セントラルコンサルタント株式会社大阪支社
全 日 本 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社
株式会社綜合技術コンサルタント大阪支社
綜 合 計 測 株 式 会 社
大 日 コ ン サ ル タント 株 式 会 社 大 阪 支 社
大 日 本コンサルタント株 式 会 社 大 阪 支 社
一 般 財 団 法 人 地 域 地 盤 環 境 研 究 所
中 央 開 発 株 式 会 社 関 西 支 社
中 央 コ ン サ ル タン ツ 株 式 会 社 大 阪 支 店
中 電 技 術 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社
株 式 会 社 長 大 大 阪 支 社
株 式 会 社 千 代 田コンサルタント大 阪 支 店
株式会社トーニチコンサルタント西日本支社
株式会社ニチゾウテック技術コンサルティング本部
株 式 会 社 日 建 技 術 コ ン サ ル タ ン ト
株 式 会 社 日 水 コ ン 大 阪 支 所
株 式 会 社 日 本 工 業 試 験 所
株 式 会 社 日 本 構 造 橋 梁 研 究 所 大 阪 支 社
株式会社日本港湾コンサルタント関西支社
日本シビックコンサルタント株式会社大阪支店
株 式 会 社 日 本 ピ ー エ ス 関 西 支 店
株 式 会 社 バ ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ
株 式 会 社 パ ス コ 関 西 事 業 部
阪 急 設 計 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社
阪 神 高 速 技 研 株 式 会 社
株 式 会 社 阪 神 コ ン サ ル タ ン ツ
ヒ ロ セ 株 式 会 社
株 式 会 社 富 士 技 建
復 建 調 査 設 計 株 式 会 社 大 阪 支 社
株 式 会 社 丸 尾 計 画 事 務 所
三井共同建設コンサルタント株式会社関西支社

大 阪 府 道 路 公 社
神 戸 市 道 路 公 社
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阪 神 国 際 港 湾 株 式 会 社
公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター
大 阪 港 埠 頭 株 式 会 社
一 般 財 団 法 人 神 戸 すまいまちづくり公 社
一 般 財 団 法 人 都 市 技 術 セ ン タ ー
一 般 財 団 法 人 阪 神 高 速 道 路 技 術センター
兵 庫 県 道 路 公 社

エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社関西支店
日 本 コ ム シ ス 株 式 会 社 関 西 支 店

株 式 会 社 O M こ う べ
神 戸 地 下 街 株 式 会 社
B A S F ジ ャ パ ン 株 式 会 社 大 阪 支 店
山 宗 化 学 株 式 会 社 大 阪 支 店
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公益社団法人
土木学会関西支部 地域貢献資金寄附者芳名録

土木学会関西支部地域貢献資金への寄附
＊地域貢献事業とは地域の活力を確保するため、地域の課題解決に向けての社会基盤整備に係る施策を支える

人材の育成及び地域の安全・安心の確保に係る活動の支援を目的とする事業のことです。

青木 伸一
赤星 祐志
池藤 八起
石倉 洋一
市川 和幸
市木 敦之
伊藤 圭一
伊藤 良二
乾 徹
入江 政安
上野 真美
衛藤 勲
大塚 雅司
岡田 浩樹
岡野 眞久
岡村 正典
奥野 正富
小長谷 克明
梶川 靖治
梶谷 義昭
金盛 弥
金子 雅
嘉門 雅史
川崎 雅史
川谷 充郎
神田 直美
木村 文憲
木村 亮 ＊
久保 光
栗原 正美

五反田 光彦
小林 潔司
坂本 昌代 ＊
佐野 郁雄
澤村 賀行
嶋津 治希
霜上 民生
瀬尾 大蔵 ＊
髙島 浩一
高橋 典幸
宝田 善和
竹中 康訓
建山 和由
寺前 真次 ＊
友廣 康二
内藤 雅文
長尾 嘉浩
中川 一 ＊
中瀬 大祐
中村 雅彦
夏川 亨介
南荘 淳
西川 直輝
西田 修三
西田 純二
波多野 真樹
波床 正敏
濵田 信彦
速水 義一 ＊
平野 暉雄

（平成28年10月1日～平成30年3月31日　144件　3,481,000円）

（敬称略、五十音順、＊2回以上寄附をされた方）

福原 拓平
藤本 智宏
堀 智晴
三方 康弘
三品 文雄
溝上 善昭
溝口 俊介
道奥 康治
宮上 丞司
三輪 利英
村上 考司 ＊
村田 叔充
山内 英治
山﨑 明
山本 章義
山本 健彦
幸 和範
吉岡 隆一
吉村 庄平
和田 健次
公益社団法人土木学会関西支部
事務局職員一同
他　匿名14名

【個人】
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【法人】
株式会社IHI建材工業大阪支店
出石町建設業協会
井上工業株式会社
株式会社エース
株式会社大阪防水建設社
株式会社尾花組
株本建設工業株式会社
上武建設株式会社 ＊
株式会社川嶋建設 ＊
岸本建設株式会社
清田軌道工業株式会社
近畿地水株式会社
ケミカルグラウト株式会社
コンクリートコーリング株式会社
三信建設工業株式会社関西支店
十河建設株式会社
株式会社田浦
高山運輸建設株式会社
株式会社タック
田村工業株式会社
株式会社辻本建設
壺山建設株式会社
東洋技研コンサルタント株式会社
株式会社中井土木
日本基礎技術株式会社
日本橋梁株式会社
株式会社久本組
一般社団法人兵庫県建設業協会豊岡支部
一般社団法人兵庫県建設業協会南組支部
ヒロセ株式会社大阪本店
株式会社藤井組 ＊
双葉電気株式会社
株式会社松高工務店
丸五基礎工業株式会社
株式会社宮本組
株式会社吉川組

寄神建設株式会社関西支店
他　匿名1団体
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発　  行　  日 2019年3月1日

企 画 ・ 編 集 支部創立90周年記念事業実行委員会

発　  行　  所 公益社団法人　土木学会関西支部
 〒541-0055　大阪市中央区船場中央2丁目1番4-409号
 http://www.jsce-kansai.net/

デザイン・印刷 株式会社 小西印刷所
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